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【 基 本 理 念 】
将来を担うこどもの生命をまもり、心身ともに健やかに育てる。

【 基 本 方 針 】
１．質の高い高度専門医療を提供します。

２．こどもとご家族の権利を尊重します。

３．医療の安全確保に努めます。

４．サービスの向上に努めます。

５．地域の関係機関との連携を推進します。

６．健全な病院運営に努めます。

【 こ ど も と ご 家 族 の 権 利 】
（人格を尊重される権利）
１．あなたは、ひとりの人間として尊重されます。

（適正な医療を受ける権利）
２．あなたは、医師、看護師たちといっしょに病気とたたかい、
　　病気をなおし健康をとりもどすために、一番良い医療を
　　受ける権利があります。

（知る権利）
３．あなたとご家族は、わかりやすい言葉や方法でなっとく
　　できるまで説明を受ける権利があります。

（選択の自由の権利）
４．あなたとご家族は、ほかの医師の意見（セカンドオピニオン）
　　を参考にすることができます。

（自己決定の権利）
５．あなたとご家族は、治療方法や治療を受ける病院を自分で
　　選択でき、この病院で提案された検査や治療を受けない
　　権利があります。

（プライバシーを守られる権利）
６．あなたとご家族のプライバシーは厳重に守られます。
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巻　　頭　　言

病院長　須磨﨑　　亮　

　2019年度の茨城県立こども病院の年報をお届けします。当院の１年間の活動実績です。是非，多くの方々
にご覧いただき，忌憚のないご意見やご要望をお願いいたします。
　本年５月１日に元号が「平成」から「令和」に改まり，ラグビーＷ杯日本大会で海外出身と日本の選手が
「ONE TEAM」を結成してみごとな活躍をみせてくれました。

　当院には診療のみならず教育・研究にも携わる医師の集団として，筑波大学附属病院茨城県小児地域医療
教育ステーションが設置されています。本年，新たに筑波大学整形外科から講師の先生がこのステーション
に赴任され，当院に小児整形外科が開設されました。小児科では県外の専門病院で研鑽を積んできた集中治
療や消化器の専門医師２名の増員，並びに昨年と同様に４名の小児科専攻医の誕生があり，若手医師の集う
教育病院としての色彩が目立ってきました。また若手医師の育成を進めるために，今年から当院が主催して
腹部超音波診断のハンズオンセミナーを開催しました。茨城県外からの参加者も含めて若手医師48名が参集
しました。
　隣接する水戸済生会総合病院に立派な病児保育所が開設され，当院から同病院に派遣された育児中の女性
小児科医が園医として毎日回診を行うようになりました。安心して病児を預けられる環境が整い，他院で育
児中の若手医療従事者など，院外の方々からも病児をお預かりする制度があります。水戸周辺での育児環境
改善のための施設として，広く活用をお願いします。

　診療面では外来診療や救急医療の充実を図りました。慢性的に不足している外来診察室を拡充するために，
新たに４室からなる外科系診療スペースを整備して，内科系の診察室と分離しました。当院の救急車受け入
れは急増し，年間搬送件数は過去３年間に450台以上増えて，本年は1,867台に達しました。小児外科，脳神
経外科，整形外科と小児科が連携して，内因性疾患のみならず外傷診療にも対応しています。茨城県央・県
北100万人の小児救急医療の最後の砦になっており，水戸市長からも感謝状が授与されました。「医師の働き
方改革」が求められるようになり，救急医療を担当する若手小児科医の交代制勤務や心臓血管外科，脳神経
外科のフレックスタイム制が導入され，採血業務や看護外来の充実など看護師へのタスクシフト，看護助手
の大幅増員と夜間配置を行いました。2024年までに医師の時間外労働を年間960時間，月100時間以内に縮減
できるように，今後も改革を進めてまいります。
　ゲノム医療は特に小児診療で重要性を増しています。当院入院患者を対象にがんゲノム診療を開始し，１
例で保険適用外の抗腫瘍薬が推奨されたことから，研究費の負担で治療を行いました。また日本医療研究
開発機構（AMED）研究の一環として，新生児疾患の網羅的遺伝子解析（Birthday研究）を開始しました。
在宅人工呼吸器などが必要な医療的ケア児の増加に伴い，小児在宅医療の充実が求められており，訪問診療
部を設置しました。地元医師会や訪問看護ステーションと連携して，小児在宅医療への支援を強化していき
ます。

　診療実績では夜間急性期看護補助体制加算や小児療養環境特別加算などの新規取得により，DPCの機能
評価係数が小児医療施設協議会加盟施設の中で最も高くなりました。１床当たりの入院診療単価も昨年に比
べ8%増加し，本年度は100,299円に達しました。これに伴いこども病院の収支決算では１億88百万円の純利
益を計上しました。

　皆さまのさらなるご指導，ご支援を頂けますように，宜しくお願い申し上げます。
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第１章 病 院 概 要



第１節 沿革

１ 経 緯
当病院は，「将来を担うこどもの生命をまもり，心身ともに健やかに育てる。」という基本的な理念のもと

に，本県における小児医療の中核的な役割を担う施設として開設された。医療スタッフが配置され， ・

小児用 スキャナー・心臓血管造影装置・ 車等の機器・設備を備えた紹介予約制の県立病院として整

備され，管理運営を社会福祉法人恩賜

財団済生会支部茨城県済生会に委託し，昭和 年 月 日診療を開始した。

診療開始までの歩みは次のとおりである。

昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月

県議会が設置 昭和 年 月 した医療対策特別委員会から，「現在，県立中央病院

が行っている医療の中から，高度医療部門を選択して，スタッフ等諸条件を整え，現

病院とは別に，高度の専門病院を建設すべきであると考える。」との報告がなされた。

茨城県立中央病院の整備に関する諸問題を調査・審議するため設置 昭和 年 月

した茨城県立中央病院整備等調査会から，「近年における本県の医療状況を考慮する

と小児医療などにおける専門的な医療部門への対応の必要性が考えられるので，県は

長期的展望のもとに実現可能な部分について専門的医療を担当する病院の設置をは

かるべきである。」との答申がなされた。

本県における専門的医療施設の整備について検討するため設置 昭和 年 月

した専門病院検討委員会から，「小児医療については，小児医療センターを県中央部

に設置し，全県域の需要に対応すべきである。」との意見具申がなされた。

第二次茨城県福祉基本計画において，一般の医療機関では取り扱うことの困難な小

児患者の高度かつ専門的医療を担当する小児の保健医療センターの設置を進めるこ

ととした。

マスタープラン作成

基本設計策定

建設着手

竣 工

開 設

診療開始
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２ 開設許可後の歩み

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

〃

〃

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月

昭和 年 月 日

〃

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月

平成元年 月 日

平成元年 月 日

平成元年 月 日

平成元年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

病院開設許可 医指令第 号

開設地： 水戸市双葉台 丁目 番地の

施設名： 茨城県立こども病院

構造・規模： 鉄筋コンクリート造

地下 階，地上 階建 ㎡

一般病床 室 床及びその他の施設

茨城県病院事業の設置等に関する条例の一部改正において茨城県立こども病院を

設置 月定例県議会議決，昭和 年 月 日施行

竣工

病院使用許可 医指令第 号

一般 小児 病床 室 床及びその他の全施設

開設・病院事業会計適用

竣工式

保険医療機関指定

医療機関コード

国民健康保険療養取扱申出受理通知

昭和 年 月 日受理

申出範囲 全国

生活保護法指定医療機関指定 社福第 号

養育医療機関指定 予指令第 号

診療開始

床稼働 新生児 床，小児内科・外科混合 床

結核予防法指定医療機関指定 予指令第 号

床稼働 新生児 床，小児内科・外科混合 床

床稼働 新生児 床，小児内科・外科混合 床

車稼動開始

身体障害者福祉法更正医療担当医療機関指定 厚生省社第 号

児童福祉法育成医療担当医療機関指定 障福第 号

日本麻酔科学会麻酔指導病院認定

床稼働 新生児 床，小児内科 床・小児外科 床

日本小児科学会認定医制度研修施設認定

紹介型病院承認 保指令第 号

日本小児外科学会認定医制度特定施設認定

開設許可事項 感染予防室及び の一部変更 医指令第 号

日本病理学会登録施設認定

無菌室完成 ㎡

開設許可事項 一般病床 の一部変更 医指令第 号

骨髄移植開始

重症者の収容の基準の承認 保指令第 号

看護設備の基準承認 保指令第 号

特・三類 小児科 病棟 床

カナダ，アルバータ州立小児病院と姉妹病院提携

開設許可事項の一部変更 医指令第 号

紹介外来型病院指定承認 厚生省収保第 号

臨床修練病院指定 厚生省収健政第 号

開設許可事項の一部変更 医指令第 号

アルバータ州立小児病院看護婦 名来院 ～ 月 日

水戸済生会総合病院の周産期センターと連携した診療開始

院内保育所開所

看護設備の基準承認 保指令第 号

特・三類 小児科 病棟 床

第 回看護婦海外研修 ～ 月 日

パーキング・ゲート稼動開始
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平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

〃

平成 年 月 日

〃

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

〃

〃

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

〃

茨城県海外技術研修員受入 看護婦，ブラジル

新看護の実施 看 第 号 対

開設許可事項の一部変更 一般病床 床から 床 医指令第 号

茨城県海外技術研修員受入 看護婦，バングラデシュ

アルバータ州立小児病院へ研修派遣 看護婦 名

号棟竣工

リニアック棟竣工

病院使用許可 水保指令第 号

一般病室 室 床 ， 室，食堂教室，成分採血室，

処置室，隔離室，母児授乳室，リニアック室

改修工事竣工

病院使用許可 水保指令第 号

一般病室 室 床 ，隔離外来室，診察室 室 ，

処置室 室 手術室

床稼働 新生児 床，小児内科・外科混合 床

床稼働 新生児 床，小児内科・外科混合 床

床稼働 新生児 床，小児内科・外科混合 床

開設許可事項の一部変更 診療科目に心臓血管外科を追加 医指令第 号

臍帯血移植開始

心臓血管外科開心手術開始

ファミリーハウス運営開始

診療材料を中心とした物品管理システム システム の稼働

こども病院キャラクター・ララ＆ココ ラッコ 誕生

日本小児科学会小児科専門医研修施設認定

皇太子同妃両殿下ご視察

日本外科学会外科専門医制度関連施設認定

日本胸部外科学会認定施医認定制度指定施設認定

三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設認定

筑波大学附属病院臨床研修施設認定 小児科

オーダリングシステム運用開始

日本静脈経腸栄養学会実地修練認定教育施設認定

臨床研修病院指定 厚生労働省発医政第 号

日本周産期・新生児医学会専門医制度暫定研修施設 基幹研修施設 認定

身体障害福祉法更正医療担当医療機関指定 中枢神経に関する医療 障福指令第

号

小児救急受入開始

三笠宮寬仁親王殿下 済生会総裁 ご視察

こども病院公式ロゴマーク制定

病院敷地内禁煙実施

外来受付・診察室改修工事竣工

財 日本医療機能評価機構病院機能評価受審 ～ 日

茨城県総合周産期母子医療センター指定 医整指令第 号

茨城県立こども病院開設 周年記念式典

県立 病院の地方公営企業法の全部適用に伴い病院局に移行

指定管理者制度に基づく指定管理業務受託

床稼動 新生児科 床，小児内科・外科混合 床

日本医療機能評価機構認定 審査体制区分

病棟無菌室増床に伴い計 床で稼動 新生児科 床，小児内科・外科混合

床

日本血液学会認定血液研修施設認定

成育在宅支援室・医療安全管理室設置

日本がん治療認定医機構認定研修施設認定

成育在宅支援室増築工事完了

三学会構成心臓血管外科専門医認定機構関連施設認定

日本小児循環器学会小児循環器専門医修練施設認定
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病院長の就任状況

〃

〃

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

〃

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月 日

令和元年 月 日

予防接種センター設置

成育在宅支援室供用開始

床稼働 新生児科 床，小児内科・外科混合 床

ファミリーハウス ここハウス 使用開始

増築棟 号棟 及び改修工事竣工

茨城県立こども病院開設 周年記念式典

日本栄養士会栄養サポートチーム担当者研修施設認定教育施設認定

総合医療情報システム 電子カルテ 運用開始

小児血液・がん専門医研修施設認定

超音波診断室の設置

床稼働 新生児科 床，小児内科・小児外科混合 床

病棟改修工事完了 使用許可

病棟 改修後 使用開始

病棟血液腫瘍科外来診療開始

病院照明設備 化工事完了

筑波大学附属病院・茨城県小児地域医療教育ステーション開設

小児医療・がん研究センター設置

リハビリ室使用開始

外来中庭， 階屋上デッキ改修工事完了

病理診断室の供用開始

階外来改修工事完了

茨城県立こども病院開設 周年記念式典

病棟と 階廊下の改修工事完了

附属棟竣工

外来診察室 旧総務課 ・がん研究センター改修工事完了

日本小児神経学会小児神経専門医制度研修施設認定

（一社）日本アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設認定

病棟再編 床， 床， 病棟 床， 病棟 床， 病棟 床

院内配置換え エコー室増室，事務室移転他

病床再編 床， 床， 病棟 床， 病棟 床， 床， 床

小児がん連携病院指定

～ 初 代 澤 田 俊一郎 先生

～ 第二代 山 邉 登 先生

～ 第三代 大 川 治 夫 先生

～ 第四代 圡 田 昌 宏 先生

～ 病院長代行 宮 本 泰 行 先生

～ 第五代 須磨﨑 亮 先生
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第２節 施設
１ 敷地及び建設

敷地面積 ㎡

施設 構造 面積 適用

こ ど も 病 院
鉄筋コンクリート造

地上 階・地下 階建
㎡

号棟鉄骨造

㎡

リ ニ ア ッ ク 棟
鉄筋コンクリート造

階建
㎡

医 師 公 舎
鉄筋コンクリート造

階建
㎡ 棟 戸分

看 護 師 宿 舎
鉄筋コンクリート造

階建
㎡ 棟 室

リ ハ ビ リ 棟
鉄筋コンクリート造

階建のうち 階部分
㎡

フ ァ ミ リ ー ハ ウ ス 棟
軽量鉄骨造 階建

軽量鉄骨造 階建

㎡

㎡

ララ 棟 室、談話室

ココ 棟 室

付 属 棟 鉄骨造 階建 ㎡

２ 付帯設備

設 備 名 設 備 機 械 数量 型 式・性 能

空 気 調 和 設 備

ボイラー

吸収式冷凍機

冷温水発生機

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ﾁﾗｰ

冷却塔

空調機

ファンコイル

炉筒煙管式 ㎡ 台

－

冷房能力 ､暖房能力

ｸﾛｽﾌﾛｰ低騒音型 台

低騒音型 台

時間× 時間×

時間× 時間×

電 気 電 話 設 備

高圧受変電

発電機

電話交換機

ＰＨＳ

Ｖ

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

回線× 局線 回線

台

搬 送 昇 降 設 備

エレベーター

エアシューター

交流中速 寝台用 台 油圧

乗用 台 業務用 台

φ型気送管設備

ステーション
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衛 生 設 備

高架水槽

受水槽

真空温水ボイラー

液酸タンク

医療ガスボンベ

ＲＩ処理槽

排水処理槽

上水 ﾄﾝ ﾄﾝ 雑用水 ﾄﾝ

上水 ﾄﾝ ﾄﾝ 雑用水 ﾄﾝ

定格出力

型 ﾘｯﾄﾙ

供給圧力 ㎝

酸素ﾎﾞﾝﾍﾞ ﾘｯﾄﾙ 本

笑気ﾎﾞﾝﾍﾞ 本

窒素ﾎﾞﾝﾍﾞ ﾘｯﾄﾙ 本

貯水槽 ×

中和方式 ／日

自 動 火 災 報 知 設 備

受信機

副受信機

スポット型感知器

スポット型感知器

煙感知器

発信機

消火栓連動装置

常用電源

予備、非常電源

Ｐ型 級 回線

回線

差動式 補償式

定温式

光電式

Ｐ型 級

防 火 、 防 排 煙 設 備

連動操作盤

煙感知器

防火戸

防火シャッター

防火シャッター ｸﾛｽ

スプリンクラー設備

水圧開閉装置

呼水装置

加圧送水装置

自動警報弁

スプリンクラーヘッド

スプリンクラー放水試験

電動機制御装置

／

屋 内 消 火 栓 設 備

加圧送水装置

操作盤

消火栓

補助散水栓

連動試験

／

※その他、非常放送設備、ハロン消火設備、避難器具設備、ガス漏れ警報設備、誘導灯設備、消火設備及び

自家発電設備を備えている。 
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３ 平面図
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４ 主要固定資産

購入額 万以上の主要固定資産等
品 名 規 格 数量 管理部署

顕微鏡ｶﾗｰﾃﾚﾋﾞ装置

自動血球計数装置

血中薬物測定装置

全自動血液培養検査装置

自動輸血検査装置

血液学分析装置

脳神経システム一式

超音波診断装置

超音波診断装置

脳波計

脳波計

自動尿分析システム

血液ガスシステム

生化学自動分析装置

全自動血液凝固測定装置

超音波診断装置

自動分析装置

同定 薬剤感受性自動測定装置

運動負荷心電図検査装置

自動包埋装置

磁気共鳴画像診断装置

放射線治療装置 ﾘﾆｱｯｸ

Ｘ線断層撮影装置

循環器系血管造影装置

Ｘ線テレビ装置

外科用Ｘ線テレビ装置

ＤＲ装置

ＲＩ装置

一般Ｘ線撮影装置

治療計画システム

Ｘ線回診車

全自動超音波洗浄機

ジェットウォッシャー

手術室内機器

高圧蒸気滅菌装置

高圧蒸気滅菌装置

プラズマ滅菌器

呼吸器系回路洗浄除染乾燥ｼｽﾃﾑ

心筋保護液供給システム

ﾆｺﾝ ､ｶﾒﾗ

ｴｲｱﾝﾄﾞﾃｨ

ｱﾎﾞｯﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ

日本ﾍﾞｸﾄﾝﾃﾞｯｷﾝｿﾝ

㈱ｲﾑｺｱ

ｱﾎﾞｯﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ ｾﾙﾀﾞｲﾝ ｻﾌｧｲﾔ

日本光電 ｻｰﾊﾞｰ ﾜｰｸｽﾃｨｼｮﾝ 他

東芝

東芝

日本光電

日本光電

ｱｰｸﾚｲ

ﾗｼﾞｵﾒｰﾀｰ

東芝

積水ﾒﾃﾞｨｶﾙ㈱

ｷﾔﾉﾝ

東芝

ﾍﾞｯｸﾏﾝ･ｺｰﾙﾀｰ

ﾌｸﾀﾞ電子 ﾄﾚｯﾄﾞﾐﾙ

ﾗｲｶﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑｽﾞ

ﾌｨﾘﾂﾌﾟｽ

ｼｰﾒﾝｽﾌﾟﾗｲﾏｽﾊｲｴﾅｼﾞｰ

東芝

ｼｰﾒﾝｽ

他

ｼｰﾒﾝｽ

富士 立位 臥位

ｼｰﾒﾝｽ

日立 Ⅱ

ｴﾚｸﾀ

星盛堂

ﾐｰﾚ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ

ｹﾞｲﾏｰｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰｽﾞ ﾒﾃﾞｨｻｰﾑ

ｻｸﾗ

ｻｸﾗ ΣⅢ

ｼﾞｮﾝｿﾝ ｴﾝﾄﾞ ｼﾞｮﾝｿﾝ

ｱｽｶ ｻｸﾗ

泉工医科

検 査

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

放射線

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

手 術

〃

〃

中 材

〃

〃

〃

心臓外科

体外循環記録支援装置

血液ガス分析装置

分離式手術台

手術器械 開心術セット

ビデオカメラ付き無影灯

遠心型血液ポンプ装置

全身用麻酔装置

全身用麻酔装置

生体情報モニター

超音波診断装置

生体情報モニター

超音波画像診断装置

超音波診断装置

泉工医科 ﾃﾞｰﾀ収録ｼｽﾃﾑ

ﾗｼﾞｵﾒｰﾀｰ ｼｽﾃﾑ

ｼｸｽﾌﾛｰﾎﾟﾝﾌﾟｼｽﾃﾑ

ｵﾒﾀﾞ ｴｽﾃｨﾊﾞ

ﾍﾙｽｹｱ ｴｽﾊﾟｲｱ

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ﾌﾟﾛｰﾌﾞ 台

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｲﾝﾃﾘﾋﾞｭｰ

富士ﾌｨﾙﾑｿﾉｻｲﾄ

ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ ･

〃

〃

〃

〃

〃

〃

麻 酔

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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品 名 規 格 数量 管理部署

超音波診断装置

レーザー光凝固装置

血液ガス分析器

広画角デジタル眼撮影装置

超音波診断装置

生体情報モニタ

超音波診断装置

次世代シーケンサー

フローサイトメーター

遠心型血液成分分離装置

超音波診断装置

小児用膀胱鏡一式

内視鏡システム

高周波手術装置

内視鏡ビデオシステム

超音波診断装置

膀胱尿道鏡

内視鏡手術用カメラシステム

生体情報モニター

電動油圧手術台

電動式骨手術器械

ビデオカメラ付き無影灯

手術用顕微鏡

全身麻酔器

脳室鏡

神経機能検査器

頭部固定具

脳外科ドリル

ナビゲーションシステム

術中神経モニタリングシステム

医療映像システム

リトクラスト

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

医療機器管理補助システム

生体情報モニタ

生体情報モニタリングシステム

人工呼吸器

人工呼吸器

セントラルモニタ

生体情報モニタ

セントラルモニタ

部門システム

全自動散剤分包器

高圧蒸気滅菌器

調乳水製造装置

電話設備

新生児救急車 ＮＩＣＵ車

コードファインダー

ＤＩＣＯＭ

統合医療情報システム

東芝

ﾆﾃﾞｨｯｸ ｽﾘｯﾄﾗﾝﾌﾟ

ﾗｼﾞｵﾒｰﾀｰ

ｼｬﾄﾙ ｼｬﾄﾙｺﾝｿｰﾙ

富士ﾌｨﾙﾑﾒﾃﾞｨｶﾙ

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ

ｼﾞｰｲｰ横河

ﾗｲﾌﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ

ﾍﾞｯｸﾏﾝ ﾚｰｻﾞｰ ｶﾗｰﾀｲﾌﾟ

ﾃﾙﾓ ｽﾍﾟｸﾄﾗｵﾌﾟﾃｨｱ

ﾍﾙｽｹｱ ﾌﾟﾛｰﾌﾞ 本

ｽﾄﾙﾂ社 ｾｯﾄ一式

ｵﾘﾝﾊﾟｽ

ｱﾑｺ

ｵﾘﾝﾊﾟｽ

ｷﾔﾉﾝ

ﾒﾃﾞｨｶﾙﾘｰﾀﾞｰｽ ﾐﾆﾁｭｱｼｽﾄｳﾚｽﾛｽｺｰﾌﾟ

ｶｰﾙｽﾄﾙﾂ ｺﾈｸﾄⅡ

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ

瑞穂医科

ﾏｲｸﾛｽﾋﾟｰﾄﾞ

ﾍﾙｽｹｱ ｴｽﾃｨﾊﾞ

欧和通商 ﾒｲﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｲﾝﾌｨﾆﾃｨ･ｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ

日本ﾒﾄﾞﾄﾛﾆｯｸ ｺﾝｿｰﾙ 他

日本ﾒﾄﾞﾄﾛﾆｯｸ

日本ﾒﾄﾞﾄﾛﾆｯｸ ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

ﾎﾞｽﾄﾝ ﾘﾄｸﾗｽﾄ

ﾒﾄﾗﾝ社 ｶﾘｵﾍﾟα 加湿器付き

東機貿

ｺｳﾞｨﾃﾞｨｴﾝ

宮野医療器

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ

ﾄﾞﾚｰｹﾞﾙ

ﾌｸﾀﾞ電子

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ

日本光電

ﾃﾞﾙ

ﾄｳｼｮｳ

ｻｸﾗ ﾀｲﾌﾟ

三田理化

日産 ｼﾋﾞﾘｱﾝ

ﾆｯｾｲ ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

電子カルテ

新生児

〃

〃

〃

〃

〃

小児科

〃

〃

〃

〃

小児外科

〃

〃

〃

〃

〃

〃

脳神外科

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第二医療局

泌尿器科

臨床工学科

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

リハビリ

薬 剤

栄 養

〃

事 務

〃

〃

情報管理

〃
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５ 年度別施設・設備整備費の状況
（単位:千円)

1981～1985 1986～1988

本  体  工  事  費

電 気 設 備 工 事 費

空気調和設備工事費

衛 生 設 備 工 事 費

昇降機設備工事費

医療パネル工事費

排水処理設備工事費

小     計

本  体  工  事  費

電 気 設 備 工 事 費

空気調和設備工事費

衛 生 設 備 工 事 費

昇降機設備工事費

機 械 設 備 工 事 費

小     計

本  体  工  事  費

機 械 設 備 工 事 費

電 気 設 備 工 事 費

昇降機設備工事費

小     計

本  体  工  事  費

機 械 設 備 工 事 費

電 気 設 備 工 事 費

小     計

本  体  工  事  費

機 械 設 備 工 事 費

電 気 設 備 工 事 費

小     計

本  体  工  事  費

初　度　備　品

小     計

設 医　療　機　器　等

初　度　備　品

備 小     計

用　地　取　得

　合　　　計

財 国　　　  　庫 △ 8,201

県　　　  　債

源 一　　　  　般

医
師
宿
舎

フ
ァ

ミ
リ
ー

ハ
ウ
ス

外 構 工 事 ・ そ の 他

設 計 監 理

区 分
建  設  事  業  費 建   設   改   良   費

病
　
　
　
　
院

増
　
設
　
棟

リ
ニ
ア
ッ
ク
棟

看
護
宿
舎
等

５ 年度別施設・設備整備費の状況
（単位:千円)

1981～1985 1986～1988

本  体  工  事  費
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空気調和設備工事費

衛 生 設 備 工 事 費

昇降機設備工事費

医療パネル工事費

排水処理設備工事費

小     計

本  体  工  事  費

電 気 設 備 工 事 費

空気調和設備工事費

衛 生 設 備 工 事 費

昇降機設備工事費

機 械 設 備 工 事 費

小     計
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機 械 設 備 工 事 費

電 気 設 備 工 事 費

昇降機設備工事費

小     計

本  体  工  事  費

機 械 設 備 工 事 費

電 気 設 備 工 事 費

小     計

本  体  工  事  費

機 械 設 備 工 事 費

電 気 設 備 工 事 費

小     計

本  体  工  事  費

初　度　備　品

小     計

設 医　療　機　器　等

初　度　備　品

備 小     計

用　地　取　得

　合　　　計

財 国　　　  　庫 △ 8,201

県　　　  　債

源 一　　　  　般

医
師
宿
舎

フ
ァ

ミ
リ
ー

ハ
ウ
ス

外 構 工 事 ・ そ の 他

設 計 監 理
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病
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設
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リ
ニ
ア
ッ
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看
護
宿
舎
等
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第３節 組織・運営
１ 機構 年４月１日現在

次長 総務課長(兼) 事務員課長補佐 係 長
経営企画課長(兼) 事務員課長補佐 係 長

診療情報管理士診療情報管理室長（兼)
地域連携室長

電気技師施設管理課長( )電気技師
（兼） （兼）医療情報管理室長 係 長

医療秘書室長(兼)
患者相談室長(兼)

第
次長 新生児部長(兼） 新生児科 医長 医師一

医 小児専門診療部長 副部長 小児血液腫瘍科 医長
療 小児循環器科 医長

小児神経精神発達科 医師局 医長
小児総合診療部長(兼） 小児総合診療科 医長 医師長

小児内分泌・代謝科(小児科総括）
小児感染症科

医長小児救急･集中治療科
放射線科放射線部長(欠員)

第
二 次長 小児外科部長 小児外科 医師
医 小児泌尿器科小児泌尿器科部長 副部長(兼）

医師療 小児脳神経外科部長(兼） 小児脳神経外科
局 心臓血管外科部長 心臓血管外科 医長(兼）

麻酔科部長 麻酔科 医長長
病理部長 病理科(併任)

医 小児形成外科部長 小児形成外科(欠員)
医長療 小児整形外科部長 小児整形外科(欠員)

教
育 副部長（兼）
局
長

(兼)

医
次長 薬剤科長 薬 剤 師療 薬剤部長 科長補佐

診療放射線技師技 放射線技術部長(兼) 放射線技術科長（兼） 科長補佐
臨床検査科長 専門員 臨床検査技師術 臨床検査部長 （兼） 科長補佐

(兼 )局 超音波診断室長
医療技術部長 栄養科長 管理栄養士長 (兼)

(兼) 臨床心理士臨床心理科長(兼)
臨床工学科長 臨床工学技士（兼） 科長補佐 専門員
リハビリテーション科長 理学療法士（兼）

作業療法士
言語聴覚士

ＮＩＣＵ看護師長 副看護師長 看護師
（新生児科）

ＧＣＵ看護師長 副看護師長 看護師(兼)
（新生児科）

２Ａ病棟看護師長 副看護師長 看護師
副看護局長 （小児科・小児外科混合）

２Ｂ病棟看護師長 副看護師長 看護師
（小児科・小児外科混合)

Ｉ ＣＵ看護師長 副看護師長 看護師
（ＩＣＵ）

ＨＣＵ看護師長 副看護師長 看護師(兼)
（乳児）

手術･中材看護師長 副看護師長 看護師
外来看護師長 副看護師長 看護師（兼）

ﾁｬｨﾙﾄﾞﾗｲﾌｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ保育室長
安全管理室長（兼） 安全管理者医療 医療

感染管理室長（兼） 感染管理担当
（兼）小児医療・がん研究センター長 研究員

（兼 ） 看護師長（兼）予防接種センター長
成育在宅支援センター長 成育在宅支援室長 看護師（兼） (兼)－室長補佐

ＭＳＷ

看

護

局

長

副

院

長

事

務

局

長

病

院

長

参
与
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２ 人事
常勤職員の職種別配置及び異動状況

部 門 職 種 定 数 現員 出 入 現員

事務局 事務職

保健師

電気技師

診療情報管理士

看護師

医療局 医師

医療

技術局

放射線技師

臨床検査技師

薬剤師

栄養士

臨床心理士

臨床工学技士

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

看護局 看護師

医療安全･感染管理 医療安全管理者

看護師 感染管理担当

予防接種 看護師

保育室 ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾌｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

成育在宅支援センター 看護師

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

計

嘱託又は臨時職員の職種別配置及び異動状況

部 門 現員 出 入 現員

事務局 常 勤 嘱 託

非 常 勤 嘱 託

事 務 補 助 等

医療局 嘱 託 医

臨 床 研 修 医

医療

技術局

常 勤 嘱 託

非 常 勤 嘱 託

医 療 技 術 員

事 務 常 勤 嘱 託

事 務 補 助

看護局 看 護 師

看 護 助 手

保育室 常 勤 嘱 託

成育在宅支援セ

ンター

看 護 師

医 療 ｿ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾜ ｰ ｶ ｰ

事 務 補 助 等

計

３ 主たる役職者
年 月 日現在

役 職 名 氏 名 備 考

病 院 長

参 与

副 院 長

〃

名 誉 院 長

事 務 局 長

事 務 局 次 長

事 務 局 次 長

総 務 課 長

経 営 企 画 課 長

施 設 管 理 課 長

医 療 情 報 管 理 室 長

医 療 秘 書 室 長

患 者 相 談 室 長

第 一 医 療 局 長

第 二 医 療 局 長

医 療 教 育 局 長

第 一 医 療 局 次 長

第 二 医 療 局 次 長

新 生 児 部 長

小 児 専 門 診 療 部 長

〃

小 児 総 合 診 療 部 長

小 児 外 科 部 長

小 児 泌 尿 器 科 部 長

小 児 脳 神 経 外 科 部 長

心 臓 血 管 外 科 部 長

麻 酔 科 部 長

病 理 部 長

医 療 技 術 局 長

医 療 技 術 局 次 長

薬 剤 部 長

薬 剤 科 長

放 射 線 技 術 部 長

放 射 線 技 術 科 長

臨 床 検 査 部 長

臨 床 検 査 科 長

超 音 波 診 断 室 長

医 療 技 術 部 長

栄 養 科 長

臨 床 心 理 科 長

臨 床 工 学 科 長

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 長

看 護 局 長

副 看 護 局 長

〃

看 護 師 長

〃

〃

〃

〃

〃

医 療 安 全 管 理 者

〃

小 児 医 療 ・ が ん 研 究 セ ン タ ー 長

成 育 在 宅 支 援 セ ン タ ー 長

成 育 在 宅 支 援 室 長

須 磨 﨑 亮

宮 本 泰 行

新 井 順 一

稲 垣 隆 介

堀 米 仁 志

圡 田 昌 宏

海 老 根 功

三 宅 秀 行

大 内 保

三 宅 秀 行

大 内 保

宮 本 隆 男

札 保 廣

小 池 和 俊

山 本 裕 子

小 池 和 俊

阿 部 正 一

堀 米 仁 志

泉 維 昌

矢 内 俊 裕

新 井 順 一

塩 野 淳 子

加 藤 啓 輔

泉 維 昌

東 間 未 来

矢 内 俊 裕

稲 垣 隆 介

阿 部 正 一

奥 山 和 彦

大 谷 明 夫

宮 本 泰 行

札 保 廣

興 野 将 一

阿 部 櫻 子

札 保 廣

札 保 廣

浅 井 宣 美

浅 井 宣 美

浅 井 宣 美

小 池 和 俊

加 藤 か な 江

小 池 和 俊

阿 部 正 一

小 池 和 俊

高 麗 美 智 子

山 本 裕 子

佐 久 間 直 美

武 井 千 恵 子

平 賀 紀 子

猪 野 美 穂

勝 扇 尚 子

三 村 三 千 代

髙 橋 弥 貴

山 本 裕 子

大 木 悟 子

稲 垣 隆 介

新 井 順 一

佐 久 間 直 美

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

併任

事務取扱

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務
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２ 人事
常勤職員の職種別配置及び異動状況

部 門 職 種 定 数 現員 出 入 現員

事務局 事務職

保健師

電気技師

診療情報管理士

看護師

医療局 医師

医療

技術局

放射線技師

臨床検査技師

薬剤師

栄養士

臨床心理士

臨床工学技士

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

看護局 看護師

医療安全･感染管理 医療安全管理者

看護師 感染管理担当

予防接種 看護師

保育室 ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾌｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

成育在宅支援センター 看護師

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

計

嘱託又は臨時職員の職種別配置及び異動状況

部 門 現員 出 入 現員

事務局 常 勤 嘱 託

非 常 勤 嘱 託

事 務 補 助 等

医療局 嘱 託 医

臨 床 研 修 医

医療

技術局

常 勤 嘱 託

非 常 勤 嘱 託

医 療 技 術 員

事 務 常 勤 嘱 託

事 務 補 助

看護局 看 護 師

看 護 助 手

保育室 常 勤 嘱 託

成育在宅支援セ

ンター

看 護 師

医 療 ｿ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾜ ｰ ｶ ｰ

事 務 補 助 等

計

３ 主たる役職者
年 月 日現在

役 職 名 氏 名 備 考

病 院 長

参 与

副 院 長

〃

名 誉 院 長

事 務 局 長

事 務 局 次 長

事 務 局 次 長

総 務 課 長

経 営 企 画 課 長

施 設 管 理 課 長

医 療 情 報 管 理 室 長

医 療 秘 書 室 長

患 者 相 談 室 長

第 一 医 療 局 長

第 二 医 療 局 長

医 療 教 育 局 長

第 一 医 療 局 次 長

第 二 医 療 局 次 長

新 生 児 部 長

小 児 専 門 診 療 部 長

〃

小 児 総 合 診 療 部 長

小 児 外 科 部 長

小 児 泌 尿 器 科 部 長

小 児 脳 神 経 外 科 部 長

心 臓 血 管 外 科 部 長

麻 酔 科 部 長

病 理 部 長

医 療 技 術 局 長

医 療 技 術 局 次 長

薬 剤 部 長

薬 剤 科 長

放 射 線 技 術 部 長

放 射 線 技 術 科 長

臨 床 検 査 部 長

臨 床 検 査 科 長

超 音 波 診 断 室 長

医 療 技 術 部 長

栄 養 科 長

臨 床 心 理 科 長

臨 床 工 学 科 長

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 長

看 護 局 長

副 看 護 局 長

〃

看 護 師 長

〃

〃

〃

〃

〃

医 療 安 全 管 理 者

〃

小 児 医 療 ・ が ん 研 究 セ ン タ ー 長

成 育 在 宅 支 援 セ ン タ ー 長

成 育 在 宅 支 援 室 長

須 磨 﨑 亮

宮 本 泰 行

新 井 順 一

稲 垣 隆 介

堀 米 仁 志

圡 田 昌 宏

海 老 根 功

三 宅 秀 行

大 内 保

三 宅 秀 行

大 内 保

宮 本 隆 男

札 保 廣

小 池 和 俊

山 本 裕 子

小 池 和 俊

阿 部 正 一

堀 米 仁 志

泉 維 昌

矢 内 俊 裕

新 井 順 一

塩 野 淳 子

加 藤 啓 輔

泉 維 昌

東 間 未 来

矢 内 俊 裕

稲 垣 隆 介

阿 部 正 一

奥 山 和 彦

大 谷 明 夫

宮 本 泰 行

札 保 廣

興 野 将 一

阿 部 櫻 子

札 保 廣

札 保 廣

浅 井 宣 美

浅 井 宣 美

浅 井 宣 美

小 池 和 俊

加 藤 か な 江

小 池 和 俊

阿 部 正 一

小 池 和 俊

高 麗 美 智 子

山 本 裕 子

佐 久 間 直 美

武 井 千 恵 子

平 賀 紀 子

猪 野 美 穂

勝 扇 尚 子

三 村 三 千 代

髙 橋 弥 貴

山 本 裕 子

大 木 悟 子

稲 垣 隆 介

新 井 順 一

佐 久 間 直 美

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

併任

事務取扱

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

兼務

－15－



４ 病棟構成

病棟 許可病床 稼働病床 令和元年度の運営状況

ＧＣＵ 新生児 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

ＮＩＣＵ 新生児 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

Ａ病棟 各科混合 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

Ｂ病棟 各科混合 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

ＨＣＵ 各科混合 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

ＩＣＵ 各科混合 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

合計 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

５ 院内会議

名 称 構 成 員 設 置 目 的 等

幹部会議 病院長，参与，副院長，事務局長，第一医療局長，第二医療局長，

看護局長，事務局次長，第一医療局次長，第二医療局次長，医療技

術局次長

管理運営の重要事項の検討

院内運営会議 病院長，参与，副院長，事務局長，第一医療局長，第二医療局長，

看護局長，事務局次長，第一医療局次長，第二医療局次長，医療技

術局次長，副看護局長，各診療部長，医療安全管理者，感染管理担

当者，看護局代表，各医療技術局部長，医療技術部代表

院内各部門の連絡調整

診療連絡会議 各局 部 課室 科 代表 実務の院内各部門の連絡調整

看護師長会 看護局長，副看護局長，看護師長等 看護局運営事項等の検討

医局会 医師 医師への連絡・伝達，診療についての

検討・研究等

６ 委託業務
能率的な業務遂行及び経営の合理化のために次の業務を専門業者に委託した。

委 託 業 務 名 委 託 先 委託期間 委 託 業 務 の 内 容

建 物 管 理 業 務

㈱エム・ビー・シー

機械設備の保守運転、清掃、警備及び 車

の運転業務等の委託

給 食 業 務

富士産業㈱

患者給食業務の委託

医 事 業 務

㈱ニチイ学館

医事業務の委託

洗 濯 業 務茨城リネンサプライ

㈱

洗濯業務の委託

院 内 保 育 所 運 営 業 務

社福 白 光福祉会

院内保育所運営業務の委託

Ｒ Ｉ 施 設 保 守 点 検 業 務

㈱アトックス

ＲＩ施設保守点検業務の委託

エレベーター設備保守点検業務

㈱日立ビルシステム

エレベーター設備保守点検業務の委託

空調用自動制御機器保守点検業務

ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ㈱

空調用自動制御機器保守点検業務の委託

医療ガス配管設備保守点検業務

ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ防災㈱

医療ガス配管設備の保守点検業務の委託

庭 園 管 理 業 務

㈱タナカ築庭

庭園管理業務の委託

エアシューター保守点検業務

㈱日本シューター

エアシューター保守点検業務の委託

無停電電源装置保守点検業務

センター電機㈱

無停電電源装置保守点検業務の委託

吸収式冷凍機保守点検業務 号棟

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 産機ｼｽﾃﾑ㈱

吸収式冷凍機保守点検業務の委託

冷温水発生機保守点検業務 号棟
川重冷熱工業㈱

冷温水発生機保守点検業務の委託

医 療 廃 棄 物 処 理

コスモ理研㈱

医療廃棄物処理の委託

院 内 物 流 管 理 業 務

ＳＰＤ
㈱日東

診療材料等物品管理の委託

人工呼吸器保守点検業務

㈱日東

人工呼吸器保守点検業務の委託
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４ 病棟構成

病棟 許可病床 稼働病床 令和元年度の運営状況

ＧＣＵ 新生児 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

ＮＩＣＵ 新生児 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

Ａ病棟 各科混合 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

Ｂ病棟 各科混合 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

ＨＣＵ 各科混合 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

ＩＣＵ 各科混合 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

合計 床 床

延べ入院患者数 人

日平均入院患者 人

病床利用率 ％

５ 院内会議

名 称 構 成 員 設 置 目 的 等

幹部会議 病院長，参与，副院長，事務局長，第一医療局長，第二医療局長，

看護局長，事務局次長，第一医療局次長，第二医療局次長，医療技

術局次長

管理運営の重要事項の検討

院内運営会議 病院長，参与，副院長，事務局長，第一医療局長，第二医療局長，

看護局長，事務局次長，第一医療局次長，第二医療局次長，医療技

術局次長，副看護局長，各診療部長，医療安全管理者，感染管理担

当者，看護局代表，各医療技術局部長，医療技術部代表

院内各部門の連絡調整

診療連絡会議 各局 部 課室 科 代表 実務の院内各部門の連絡調整

看護師長会 看護局長，副看護局長，看護師長等 看護局運営事項等の検討

医局会 医師 医師への連絡・伝達，診療についての

検討・研究等

６ 委託業務
能率的な業務遂行及び経営の合理化のために次の業務を専門業者に委託した。

委 託 業 務 名 委 託 先 委託期間 委 託 業 務 の 内 容

建 物 管 理 業 務

㈱エム・ビー・シー

機械設備の保守運転、清掃、警備及び 車

の運転業務等の委託

給 食 業 務

富士産業㈱

患者給食業務の委託

医 事 業 務

㈱ニチイ学館

医事業務の委託

洗 濯 業 務茨城リネンサプライ

㈱

洗濯業務の委託

院 内 保 育 所 運 営 業 務

社福 白 光福祉会

院内保育所運営業務の委託

Ｒ Ｉ 施 設 保 守 点 検 業 務

㈱アトックス

ＲＩ施設保守点検業務の委託

エレベーター設備保守点検業務

㈱日立ビルシステム

エレベーター設備保守点検業務の委託

空調用自動制御機器保守点検業務

ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ㈱

空調用自動制御機器保守点検業務の委託

医療ガス配管設備保守点検業務

ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ防災㈱

医療ガス配管設備の保守点検業務の委託

庭 園 管 理 業 務

㈱タナカ築庭

庭園管理業務の委託

エアシューター保守点検業務

㈱日本シューター

エアシューター保守点検業務の委託

無停電電源装置保守点検業務

センター電機㈱

無停電電源装置保守点検業務の委託

吸収式冷凍機保守点検業務 号棟

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 産機ｼｽﾃﾑ㈱

吸収式冷凍機保守点検業務の委託

冷温水発生機保守点検業務 号棟
川重冷熱工業㈱

冷温水発生機保守点検業務の委託

医 療 廃 棄 物 処 理

コスモ理研㈱

医療廃棄物処理の委託

院 内 物 流 管 理 業 務

ＳＰＤ
㈱日東

診療材料等物品管理の委託

人工呼吸器保守点検業務

㈱日東

人工呼吸器保守点検業務の委託

－17－



託 業 務 名 委 託 先 委託期間 委 託 業 務 の 内 容

ＣＴスキャナー装置保守点検業務
ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

ＣＴスキャナー装置の保守点検業務の委託

循環器撮影装置保守点検業務 ㈱エントリッチ 循環器撮影装置の保守点検業務の委託

多目的Ｘ線ＴＶシステム保守点検

業務
島津ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

多目的Ｘ線ＴＶシステム保守点検業務の委託

リニアック治療装置保守点検業務
ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

リニアック治療装置保守点検業務の委託

超電導磁気共鳴診断装置保守点検

業務
㈱ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ

超電導磁気共鳴診断装置保守点検業務の委託

ポータブル装置ＦＰＤ保守点検業

務
㈱エントリッチ

ポータブル装置ＦＰＤ守点検業務の委託

自動化学分析装置保守点検業務
ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

自動化学分析装置保守点検業務の委託

病棟生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ保守点検

業務
㈱栗原医療器械店

生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ保守点検業務の委託

･ ･ ･

保 育 器 保 守 点 検 業 務
㈱栗原医療器械店

保育器保守点検業務の委託

人工心肺装置保守点検業務
㈱日東

自

至

人工心肺装置保守点検業務の委託

全自動血液測定装置保守点検業務

アボットジャパン㈱

全自動血液測定装置保守点検業務の委託

超音波診断装置保守点検業務

ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

超音波診断装置保守点検業務の委託

電子カルテシステム保守点検業務

㈱ＩＢＭ

電子カルテシステム保守点検業務の委託

※ 委託額 万円以上のものである。
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託 業 務 名 委 託 先 委託期間 委 託 業 務 の 内 容

ＣＴスキャナー装置保守点検業務
ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

ＣＴスキャナー装置の保守点検業務の委託

循環器撮影装置保守点検業務 ㈱エントリッチ 循環器撮影装置の保守点検業務の委託

多目的Ｘ線ＴＶシステム保守点検

業務
島津ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

多目的Ｘ線ＴＶシステム保守点検業務の委託

リニアック治療装置保守点検業務
ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

リニアック治療装置保守点検業務の委託

超電導磁気共鳴診断装置保守点検

業務
㈱ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ

超電導磁気共鳴診断装置保守点検業務の委託

ポータブル装置ＦＰＤ保守点検業

務
㈱エントリッチ

ポータブル装置ＦＰＤ守点検業務の委託

自動化学分析装置保守点検業務
ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

自動化学分析装置保守点検業務の委託

病棟生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ保守点検

業務
㈱栗原医療器械店

生体情報ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ保守点検業務の委託

･ ･ ･

保 育 器 保 守 点 検 業 務
㈱栗原医療器械店

保育器保守点検業務の委託

人工心肺装置保守点検業務
㈱日東

自

至

人工心肺装置保守点検業務の委託

全自動血液測定装置保守点検業務

アボットジャパン㈱

全自動血液測定装置保守点検業務の委託

超音波診断装置保守点検業務

ｷﾔﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

超音波診断装置保守点検業務の委託

電子カルテシステム保守点検業務

㈱ＩＢＭ

電子カルテシステム保守点検業務の委託

※ 委託額 万円以上のものである。

第４節 診療

１ 診療科目
小児内科，新生児内科，小児血液腫瘍内科，小児循環器内科，小児神経心療内科 小児内分泌・代謝内科，

小児感染症内科，小児腎臓内科，小児アレルギー科，小児救急科，小児外科，新生児外科，小児泌尿器

科，小児脳神経外科，心臓血管外科，小児形成外科，小児整形外科，麻酔科，放射線科

２ 病 床 数
許可病床 床

３ 施設認定
＜茨城県＞

総合周産期母子医療センター

茨城県小児救急拠点病院

茨城県小児がん拠点病院

＜厚生労働省＞

臨床修練指定病院

臨床研修病院

＜学会等＞

日本小児科学会小児科専門医研修施設

日本周産期・新生児医学会暫定基幹施設

日本小児外科学会認定施設

日本血液学会血液研修施設

日本小児血液・がん学会小児血液・がん専門医研修施設

日本外科学会外科専門医制度関連施設

三学会構成心臓血管外科専門医認定機構関連施設

日本麻酔科学会麻酔科認定病院

日本静脈経腸栄養学会実地修練認定教育施設

日本静脈経腸栄養学会 稼働認定施設

日本小児循環器学会小児循環器専門医修練施設

日本がん治療認定医機構認定研修施設

日本アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設

日本小児神経学会小児神経専門医制度研修施設

非血縁者間骨髄採取認定施設・非血縁者間骨髄移植認定診療科

非血縁者間末梢血幹細胞採取認定施設・非血縁者間末梢血幹細胞移植認定診療科

小児がん連携病院

４ 施設基準一覧 年 月 日現在
【基本診療料】

急性期一般入院料

診療録管理体制加算

医師事務作業補助体制加算

急性期看護補助体制加算

療養環境加算

無菌治療室管理加算

医療安全対策加算

感染防止対策加算 感染防止対策地域連携加算

抗菌薬適正使用支援加算

データ提出加算

入退院支援加算

入退院支援加算
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入院時支援加算

特定集中治療室管理料

総合周産期特定集中治療室管理料 新生児

新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院医療管理料

入院時食事療養

【特掲診療料】

移植後患者指導管理料

地域連携小児夜間・休日診療料

薬剤管理指導料

医療機器安全管理料

在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定

遺伝学的検査

骨髄微小残存病変量測定

検体検査管理加算 Ⅰ

検体検査管理加算 Ⅳ

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

小児食物アレルギー負荷検査

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

無菌製剤処理料

脳血管疾患等リハビリテーション料 Ⅱ

運動器リハビリテーション料 Ⅰ

呼吸器リハビリテーション料 Ⅰ

障害児 者 リハビリテーション料

がん患者リハビリテーション料

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

大動脈バルーンパンピング法 法

膀胱水圧拡張術

医科点数表第 章第 部手術の通則 に掲げる手術

輸血管理料Ⅱ

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

麻酔管理料 Ⅰ

高エネルギー放射線治療

保険医療機関間の連携による病理診断
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第２章 統計・経理





第１節 患者統計

１ 総括

診療日数 243日 243日 244日 244日 240日

新患者数 Ａ 3,056人 3,072人 2,970人 3,128人 3,200人 １日平均　 12.8人

延患者数 Ｂ 41,609人 43,744人 43,587人 44,078人 44,859人 １日平均  180.6人

平均通院日数 Ｂ／Ａ 13.62日 14.24日 14.68日 14.09日 14.02日

稼働病床数 Ｃ 115床 115床 115床 115床 115床
稼働日数 366日　　Ｄ
（延稼働病床数 42,090床）

新入院患者数 Ｅ 2,629人 2,671人 2,860人 2,844人 2,822人 １日平均　 7.7人

退院患者数 Ｆ 2,635人 2,666人 2,857人 2,850人 2,833人 １日平均　 7.7人

延入院患者数 Ｇ 35,783人 37,213人 38,039人 38,354人 37,306人 １日平均 101.93人

病床利用率 Ｇ/(Ｃ×Ｄ)×100 Ｈ

(Ｅ＋Ｆ)×１／２
Ｃ×Ｈ

Ｇ
(Ｅ＋Ｆ)×１／２

外来入院比較 Ｂ／Ｇ×100

入院率 Ｅ／Ａ

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院

病床回転率

平均在院日数 13.47日 13.19日

年度　

　区分

13.60日 13.95日 13.31日

2019年度備　　　　　　　　　　　　　考

外
　
　
　
　
来

2018年度2016年度 2017年度2015年度

（ ～）
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２ 入院・外来

月別・科別入院患者の推移

実数

延数

実数

延数

実数

延数

実数

延数

実数

延数

実数

延数

小 児 科

小児外科

月別　

心臓血管外科

合　　計

新入院患者数

　区分

新生児科

脳神経外科

月別・科別外来患者の推移

新患

再来

延数

新患

再来

延数

新患

再来

延数

新患

再来

延数

新患

再来

延数

新患

再来

延数

脳神経外科

新生児科

小 児 科

月別　

　区分

小児外科

心臓血管外科

合　　計
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年度別・月別一日平均患者数

① 入院

人

月

② 外来

人

月
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地域別患者数

地   　　域 患者数  構成比 患者数  構成比 地   　　域 患者数  構成比 患者数  構成比

水 戸 市 美 浦 村

日 立 市 阿 見 町

土 浦 市 河 内 町

古 河 市

石 岡 市 八 千 代 町

結 城 市

龍 ヶ 崎 市 五 霞 町

下 妻 市 境 町

常 総 市

常 陸 太 田 市 利 根 町

高 萩 市

北 茨 城 市 北 海 道

笠 間 市 青 森 県

取 手 市 岩 手 県

牛 久 市 宮 城 県

つ く ば 市 秋 田 県

ひ た ち な か 市 山 形 県

鹿 嶋 市 福 島 県

潮 来 市 栃 木 県

守 谷 市 群 馬 県

常 陸 大 宮 市 埼 玉 県

那 珂 市 千 葉 県

筑 西 市 東 京 都

坂 東 市 神 奈 川 県

稲 敷 市 長 野 県

か す み が う ら 市 岐 阜 県

桜 川 市 静 岡 県

神 栖 市 愛 知 県

行 方 市 三 重 県

鉾 田 市 大 阪 府

つ く ば み ら い 市 兵 庫 県

小 美 玉 市 長 崎 県

鹿 児 島 県

茨 城 町 沖 縄 県

大 洗 町 インドネシア共和国

城 里 町

東 海 村

大 子 町 合 計

久 慈 郡

外　　来 入　　院

東 茨 城 郡

県 外

外　　来 入　　院

市 部

那 珂 郡

北 相 馬 郡

猿 島 郡

結 城 郡

稲 敷 郡
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年度別・年齢別患者数の状況

① 入院

区　分　
　年　齢

新　　生　　児

28日以上１才未満

１才以上３才未満

３才以上７才未満

７才以上13才未満

13才以上16才未満

16　才　以　上

合　　　　　　　計

構成比（％）

② 外来

区　分　
　年　齢

新　　生　　児

28日以上１才未満

１才以上３才未満

３才以上７才未満

７才以上13才未満

13才以上16才未満

16　才　以　上

合　　　　　　　計

構成比（％）

紹介機関別患者数

① 入院

構成比（％）

国・県立（共済含む）の病院等

市町村立（事務組合含む）の病院等

公的（三団体・メディカル）の病院

医療法人・会社・個人の病院

個人の診療所

保健所

その他

合　　　　　　　計

② 外来

構成比（％）

国・県立（共済含む）の病院等

市町村立（事務組合含む）の病院等

公的（三団体・メディカル）の病院

医療法人・会社・個人の病院

個人の診療所

保健所

その他

合　　　　　　　計
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３ 大分類別構成比 年度

コード 疾病名 退院患者数 退院患者数％ 在院日数 在院日数％

感染症及び寄生虫症

新生物

血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害

内分泌，栄養および代謝疾患

精神および行動の障害

神経系の疾患

眼および付属器の疾患

耳および乳様突起の疾患

循環器系の疾患

呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

皮膚および皮下組織の疾患

筋骨格系および結合組織の疾患

尿路性器系の疾患

妊娠，分娩および産じょく〈褥〉

周産期に発生した病態

先天奇形，変形および染色体異常

症状，徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類さ

れないもの

損傷，中毒およびその他の外因の影響

傷病および死亡の外因

健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用

合 計
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４ 疾病名別件数・在院日数 年度

コード 疾病名 退院患者数 在院日数 平均在院日数

感染症及び寄生虫症

その他のサルモネラ感染症

その他の細菌性腸管感染症

ウイルス性およびその他の明示された腸管感染症

感染症と推定される下痢および胃腸炎

その他の人畜共通細菌性疾患，他に分類されないもの

レンサ球菌性敗血症

その他の敗血症

丹毒

部位不明の細菌感染症

主として性的伝播様式をとるその他の感染症，他に分類されないもの

詳細不明のウイルス 性 脳炎

ウイルス 性 髄膜炎

帯状疱疹［帯状ヘルペス］

皮膚および粘膜病変を特徴とするその他のウイルス感染症，他に分類

されないもの

伝染性単核症

部位不明のウイルス感染症

アスペルギルス症

新生物

肝および肝内胆管の悪性新生物

その他の結合組織および軟部組織の悪性新生物

腎盂を除く腎の悪性新生物

眼および付属器の悪性新生物

脳の悪性新生物

副腎の悪性新生物

部位の明示されない悪性新生物

ホジキン＜Ｈｏｄｇｋｉｎ＞病

末梢性および皮膚Ｔ細胞リンパ腫

非ホジキン＜ｎｏｎ－Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫のその他および詳細

不明の型

リンパ性白血病

骨髄性白血病

単球性白血病

その他の細胞型の明示された白血病

細胞型不明の白血病

消化器系のその他および部位不明確の良性新生物

良性脂肪腫性新生物 脂肪腫を含む

血管腫およびリンパ管腫，各部位
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コード 疾病名 退院患者数 在院日数 平均在院日数

後腹膜および腹膜の軟部組織の良性新生物

メラニン細胞性母斑の良性新生物

皮膚のその他の良性新生物

卵巣の良性新生物

泌尿器の良性新生物

その他および部位不明の良性新生物

口腔および消化器の性状不詳または不明の新生物

中耳，呼吸器および胸腔内臓器の性状不詳または不明の新生物

泌尿器の性状不詳または不明の新生物

脳および中枢神経系の性状不詳または不明の新生物

その他および部位不明の性状不詳または不明の新生物

血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害

鉄欠乏性貧血

サラセミア＜地中海貧血＞

その他の遺伝性溶血性貧血

その他の無形成性貧血

その他の貧血

遺伝性第Ⅷ因子欠乏症

その他の凝固障害

紫斑病およびその他の出血性病態

無顆粒球症

多 形 核好中球機能障害

血液および造血器のその他の疾患

リンパ細網組織および細網組織球系の疾患

その他の免疫不全症

内分泌，栄養および代謝疾患

インスリン依存性糖尿病＜ＩＤＤＭ＞

詳細不明の糖尿病

非糖尿病性低血糖性昏睡

その他の膵内分泌障害

下垂体機能低下症およびその他の下垂体障害

その他の副腎障害

その他の栄養欠乏症

側鎖＜分枝鎖＞アミノ酸代謝および脂肪酸代謝障害

その他の糖質代謝障害

グリコサミノグリカン代謝障害

糖たんぱく＜蛋白＞代謝障害

ミネラル＜鉱質＞代謝障害

体液量減少 症

その他の体液，電解質および酸塩基平衡障害
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コード 疾病名 退院患者数 在院日数 平均在院日数

その他の代謝障害

精神および行動の障害

せん妄，アルコールその他の精神作用物質によらないもの

解離性［転換性］障害

軽度精神遅滞

中等度精神遅滞

重度精神遅滞

詳細不明の精神遅滞

会話および言語の特異的発達障害

運動機能の特異的発達障害

広汎性発達障害

詳細不明の心理的発達障害

神経系の疾患

細菌性髄膜炎，他に分類されないもの

その他および詳細不明の原因による髄膜炎

脳炎，脊髄炎および脳脊髄炎

脊髄性筋萎縮症および関連症候群

てんかん

てんかん重積 状態

片頭痛

睡眠障害

炎症性多発 性 ニューロパチ＜シ＞ー

重症筋無力症およびその他の神経筋障害

原発性筋障害

脳性麻痺

対麻痺および四肢麻痺

その他の麻痺性症候群

水頭症

脳のその他の障害

その他の脊髄疾患

神経系の処置後障害，他に分類されないもの

眼および付属器の疾患

その他の白内障

麻痺性斜視

耳および乳様突起の疾患

その他の外耳障害

化膿性および詳細不明の中耳炎

循環器系の疾患

リウマチ性僧帽弁疾患

慢性虚血性心疾患
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コード 疾病名 退院患者数 在院日数 平均在院日数

その他の肺性心疾患

心膜のその他の疾患

急性および亜急性心内膜炎

非リウマチ性僧帽弁障害

非リウマチ性大動脈弁障害

肺動脈弁障害

心筋症

心停止

発作性頻拍 症

その他の不整脈

心不全

くも膜下出血

その他の非外傷性頭蓋内出血

脳動脈の閉塞および狭窄，脳梗塞に至らなかったもの

その他の脳血管疾患

動脈および細動脈のその他の障害

その他の部位の静脈瘤

呼吸器系の疾患

急性咽頭炎

急性扁桃炎

急性喉頭炎および気管炎

多部位および部位不明の急性上気道感染症

インフルエンザウイルスが分離されたインフルエンザ

インフルエンザ，インフルエンザウイルスが分離されないもの

ウイルス肺炎，他に分類されないもの

細菌性肺炎，他に分類されないもの

肺炎，病原体不詳

急性気管支炎

急性細気管支炎

声帯および喉頭の疾患，他に分類されないもの

上気道のその他の疾患

気管支炎，急性または慢性と明示されないもの

詳細不明の慢性気管支炎

喘息

喘息発作重積状態

固形物および液状物による肺臓炎

成人呼吸窮＜促＞迫症候群＜ＡＲＤＳ＞

肺および縦隔の膿瘍

膿胸 症

処置後呼吸器障害，他に分類されないもの
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コード 疾病名 退院患者数 在院日数 平均在院日数

呼吸不全，他に分類されないもの

その他の呼吸器障害

消化器系の疾患

う＜齲＞蝕

唾液腺疾患

口内炎および関連病変

口唇および口腔粘膜のその他の疾患

胃食道逆流症

食道のその他の疾患

胃潰瘍

胃炎および十二指腸炎

消化不良 症

胃および十二指腸のその他の疾患

急性虫垂炎

その他の虫垂炎

そけい＜鼡径＞ヘルニア

臍ヘルニア

腹壁ヘルニア

横隔膜ヘルニア

クローン＜Ｃｒｏｈｎ＞病［限局性腸炎］

潰瘍性大腸炎

その他の非感染性胃腸炎および非感染性大腸炎

麻痺性イレウスおよび腸閉塞，ヘルニアを伴わないもの

過敏性腸症候群

その他の腸の機能障害

肛門部および直腸部の裂 溝 および瘻 孔

肛門部および直腸部の膿瘍

肛門および直腸のその他の疾患

腸のその他の疾患

腹膜炎

その他の肝疾患

胆石症

胆道のその他の疾患

急性膵炎

腸性吸収不良 症

消化器系の処置後障害，他に分類されないもの

消化器系のその他の疾患

皮膚および皮下組織の疾患

皮膚膿瘍，せつ＜フルンケル＞および よう＜カルブンケル＞

蜂巣炎
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コード 疾病名 退院患者数 在院日数 平均在院日数

急性リンパ節炎

じんま＜蕁麻＞疹

皮膚および皮下組織の毛包のう＜嚢＞胞

うおのめ＜鶏眼＞およびべんち＜胼胝＞

じょく＜褥＞瘡性潰瘍

皮膚および皮下組織の肉芽腫性障害

下肢の潰瘍，他に分類されないもの

皮膚および皮下組織のその他の障害，他に分類されないもの

筋骨格系および結合組織の疾患

若年性関節炎

四 肢のその他の後天性変形

結節性多発 性 動脈炎および関連病態

皮膚 多発性 筋炎

その他の全身性結合組織疾患

その他の変形性脊柱障害

処置後筋骨格障害，他に分類されないもの

尿路性器系の疾患

急性腎炎症候群

反復性および持続性血尿

ネフローゼ症候群

詳細不明の腎炎症候群

急性尿細管間質性腎炎

尿細管間質性腎炎，急性または慢性と明示されないもの

閉塞性尿路疾患および逆流性尿路疾患

腎尿細管機能障害から生じた障害

膀胱炎

神経因性膀胱 機能障害 ，他に分類されないもの

その他の膀胱障害

尿道狭窄

尿道のその他の障害

尿路系のその他の障害

精巣＜睾丸＞水瘤および精液瘤

精巣＜睾丸＞捻転

精巣＜睾丸＞炎および精巣上体＜副睾丸＞炎

過長包皮，包茎およびかん＜嵌＞頓包茎

陰茎のその他の障害

腟および外陰のその他の炎症

腟のその他の非炎症性障害

尿路性器系の処置後障害，他に分類されないもの

周産期に発生した病態
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コード 疾病名 退院患者数 在院日数 平均在院日数

妊娠期間短縮および低出産体重に関連する障害，他に分類されないも

の

頭皮の出産損傷

出生時仮死

新生児の呼吸窮＜促＞迫

新生児吸引症候群

周産期に発生した間質性気腫および関連病態

周産期に発生した慢性呼吸器疾患

周産期に発生したその他の呼吸器病態

周産期に発生した心血管障害

新生児の細菌性敗血症

周産期に特異的なその他の感染症

胎児および新生児の頭蓋内非外傷性出血

その他の新生児出血

その他の周産期の血液障害

胎児および新生児に特異的な一過性糖質代謝障害

その他の一過性新生児電解質障害および代謝障害

新生児低体温

新生児のその他の体温調節機能障害

新生児のけいれん＜痙攣＞

新生児の哺乳上の問題

先天奇形，変形および染色体異常

先天性水頭症

脳のその他の先天奇形

二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂＞

脊髄のその他の先天奇形

神経系のその他の先天奇形

先天 性 水晶体奇形

聴覚障害の原因となる耳の先天奇形

耳のその他の先天奇形

心臓の房室および結合部の先天奇形

心 臓 中隔の先天奇形

肺動脈弁および三尖弁の先天奇形

大動脈弁および僧帽弁の先天奇形

大型動脈の先天奇形

大型静脈の先天奇形

循環器系のその他の先天奇形

喉頭の先天奇形

肺の先天奇形

呼吸器系のその他の先天奇形
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コード 疾病名 退院患者数 在院日数 平均在院日数

難病唇裂を伴う口蓋裂

舌，口 腔 および咽頭のその他の先天奇形

食道の先天奇形

上部消化管のその他の先天奇形

小腸の先天 性 欠損，閉鎖および狭窄

大腸の先天 性 欠損，閉鎖および狭窄

腸のその他の先天奇形

胆のう＜嚢＞，胆管および肝の先天奇形

卵巣，卵管および広間膜の先天奇形

女性性器のその他の先天奇形

停留精巣＜睾丸＞

尿道下裂

男性性器のその他の先天奇形

腎の無発生およびその他の減形成

のう＜嚢＞胞性腎疾患

腎盂の先天性閉塞性欠損および尿管の先天奇形

尿路系のその他の先天奇形

股関節部の先天 性 変形

頭部，顔面，脊柱および胸部の先天 性 筋骨格変形

頭蓋および顔面骨のその他の先天奇形

脊柱および骨性胸郭の先天奇形

骨軟骨異形成＜形成異常＞ 症 ，長管骨および脊椎の成長障害を伴う

もの

その他の骨軟骨異形成＜形成異常＞ 症

筋骨格系の先天奇形，他に分類されないもの

皮膚のその他の先天奇形

母斑症，他に分類されないもの

多系統におよぶその他の明示された先天奇形症候群

その他の先天奇形，他に分類されないもの

ダウン＜Ｄｏｗｎ＞症候群

エドワーズ＜Ｅｄｗａｒｄｓ＞症候群およびパトー＜Ｐａｔａｕ＞症

候群

常染色体のその他のトリソミーおよび部分トリソミー，他に分類され

ないもの

常染色体のモノソミーおよび欠失，他に分類されないもの

症状，徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないも

の

けいれん＜痙攣＞，他に分類されないもの

損傷，中毒およびその他の外因の影響

頭部の表在損傷
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コード 疾病名 退院患者数 在院日数 平均在院日数

頭部の開放創

頭蓋骨および顔面骨の骨折

頭蓋内損傷

腹部，下背部および骨盤部の表在損傷

腹腔内臓器の損傷

肩および上腕の骨折

手首および手の開放創

大腿骨骨折

下腿の骨折，足首を含む

多部位の表在損傷

気道内異物

消化管内異物

頭部および頚部の熱傷および腐食

体幹の熱傷および腐食

股関節部および下肢の熱傷および腐食，足首および足を除く

利尿薬，その他および詳細不明の薬物，薬剤および生物学的製剤によ

る中毒

窒息

有害作用，他に分類されないもの

処置の合併症，他に分類されないもの

心臓および血管のプロステーシス，挿入物および移植片の合併症

その他の体内プロステーシス，挿入物および移植片の合併症

移植臓器および組織の不全および拒絶反応

外科的および内科的ケアのその他の合併症，他に分類されないもの

頚部および体幹損傷の続発・後遺症

健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用

臓器および組織の提供者＜ドナー＞

合 計
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５ 疾病名別・診療科別件数 年度

コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

感染症及び寄生虫症

その他のサルモネラ感染症

その他の細菌性腸管感染症

ウイルス性およびその他の

明示された腸管感染症

感染症と推定される下痢お

よび胃腸炎

その他の人畜共通細菌性疾

患，他に分類されないもの

レンサ球菌性敗血症

その他の敗血症

丹毒

部位不明の細菌感染症

主として性的伝播様式をと

るその他の感染症，他に分類され

ないもの

詳細不明のウイルス 性 脳

炎

ウイルス 性 髄膜炎

帯状疱疹［帯状ヘルペス］

皮膚および粘膜病変を特徴

とするその他のウイルス感染症，

他に分類されないもの

伝染性単核症

部位不明のウイルス感染症

アスペルギルス症

新生物

肝および肝内胆管の悪性新

生物

その他の結合組織および軟

部組織の悪性新生物

腎盂を除く腎の悪性新生物

眼および付属器の悪性新生

物

脳の悪性新生物

副腎の悪性新生物
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

部位の明示されない悪性新

生物

ホジキン＜Ｈｏｄｇｋｉｎ

＞病

末梢性および皮膚Ｔ細胞リ

ンパ腫

非ホジキン＜ｎｏｎ－Ｈｏ

ｄｇｋｉｎ＞リンパ腫のその他お

よび詳細不明の型

リンパ性白血病

骨髄性白血病

単球性白血病

その他の細胞型の明示され

た白血病

細胞型不明の白血病

消化器系のその他および部

位不明確の良性新生物

良性脂肪腫性新生物 脂肪腫

を含む

血管腫およびリンパ管腫，各

部位

後腹膜および腹膜の軟部組

織の良性新生物

メラニン細胞性母斑の良性

新生物

皮膚のその他の良性新生物

卵巣の良性新生物

泌尿器の良性新生物

その他および部位不明の良

性新生物

口腔および消化器の性状不

詳または不明の新生物

中耳，呼吸器および胸腔内臓

器の性状不詳または不明の新生物

泌尿器の性状不詳または不

明の新生物

脳および中枢神経系の性状

不詳または不明の新生物
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

その他および部位不明の性

状不詳または不明の新生物

血液および造血器の疾

患ならびに免疫機構の障害

鉄欠乏性貧血

サラセミア＜地中海貧血＞

その他の遺伝性溶血性貧血

その他の無形成性貧血

その他の貧血

遺伝性第Ⅷ因子欠乏症

その他の凝固障害

紫斑病およびその他の出血

性病態

無顆粒球症

多 形 核好中球機能障害

血液および造血器のその他

の疾患

リンパ細網組織および細網

組織球系の疾患

その他の免疫不全症

内分泌，栄養および代謝

疾患

インスリン依存性糖尿病＜

ＩＤＤＭ＞

詳細不明の糖尿病

非糖尿病性低血糖性昏睡

その他の膵内分泌障害

下垂体機能低下症およびそ

の他の下垂体障害

その他の副腎障害

その他の栄養欠乏症

側鎖＜分枝鎖＞アミノ酸代

謝および脂肪酸代謝障害

その他の糖質代謝障害

グリコサミノグリカン代謝

障害

糖たんぱく＜蛋白＞代謝障

害
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

ミネラル＜鉱質＞代謝障害

体液量減少 症

その他の体液，電解質および

酸塩基平衡障害

その他の代謝障害

精神および行動の障害

せん妄，アルコールその他の

精神作用物質によらないもの

解離性［転換性］障害

軽度精神遅滞

中等度精神遅滞

重度精神遅滞

詳細不明の精神遅滞

会話および言語の特異的発

達障害

運動機能の特異的発達障害

広汎性発達障害

詳細不明の心理的発達障害

神経系の疾患

細菌性髄膜炎，他に分類され

ないもの

その他および詳細不明の原

因による髄膜炎

脳炎，脊髄炎および脳脊髄炎

脊髄性筋萎縮症および関連

症候群

てんかん

てんかん重積 状態

片頭痛

睡眠障害

炎症性多発 性 ニューロパ

チ＜シ＞ー

重症筋無力症およびその他

の神経筋障害

原発性筋障害

脳性麻痺

対麻痺および四肢麻痺
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

その他の麻痺性症候群

水頭症

脳のその他の障害

その他の脊髄疾患

神経系の処置後障害，他に分

類されないもの

眼および付属器の疾患

その他の白内障

麻痺性斜視

耳および乳様突起の疾患

その他の外耳障害

化膿性および詳細不明の中

耳炎

循環器系の疾患

リウマチ性僧帽弁疾患

慢性虚血性心疾患

その他の肺性心疾患

心膜のその他の疾患

急性および亜急性心内膜炎

非リウマチ性僧帽弁障害

非リウマチ性大動脈弁障害

肺動脈弁障害

心筋症

心停止

発作性頻拍 症

その他の不整脈

心不全

くも膜下出血

その他の非外傷性頭蓋内出

血

脳動脈の閉塞および狭窄，脳

梗塞に至らなかったもの

その他の脳血管疾患

動脈および細動脈のその他

の障害

その他の部位の静脈瘤

呼吸器系の疾患
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

急性咽頭炎

急性扁桃炎

急性喉頭炎および気管炎

多部位および部位不明の急

性上気道感染症

インフルエンザウイルスが

分離されたインフルエンザ

インフルエンザ，インフルエ

ンザウイルスが分離されないもの

ウイルス肺炎，他に分類され

ないもの

細菌性肺炎，他に分類されな

いもの

肺炎，病原体不詳

急性気管支炎

急性細気管支炎

声帯および喉頭の疾患，他に

分類されないもの

上気道のその他の疾患

気管支炎，急性または慢性と

明示されないもの

詳細不明の慢性気管支炎

喘息

喘息発作重積状態

固形物および液状物による

肺臓炎

成人呼吸窮＜促＞迫症候群

＜ＡＲＤＳ＞

肺および縦隔の膿瘍

膿胸 症

処置後呼吸器障害，他に分類

されないもの

呼吸不全，他に分類されない

もの

その他の呼吸器障害

消化器系の疾患

う＜齲＞蝕

唾液腺疾患
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

口内炎および関連病変

口唇および口腔粘膜のその

他の疾患

胃食道逆流症

食道のその他の疾患

胃潰瘍

胃炎および十二指腸炎

消化不良 症

胃および十二指腸のその他

の疾患

急性虫垂炎

その他の虫垂炎

そけい＜鼡径＞ヘルニア

臍ヘルニア

腹壁ヘルニア

横隔膜ヘルニア

クローン＜Ｃｒｏｈｎ＞病

［限局性腸炎］

潰瘍性大腸炎

その他の非感染性胃腸炎お

よび非感染性大腸炎

麻痺性イレウスおよび腸閉

塞，ヘルニアを伴わないもの

過敏性腸症候群

その他の腸の機能障害

肛門部および直腸部の裂

溝 および瘻 孔

肛門部および直腸部の膿瘍

肛門および直腸のその他の

疾患

腸のその他の疾患

腹膜炎

その他の肝疾患

胆石症

胆道のその他の疾患

急性膵炎

腸性吸収不良 症
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

消化器系の処置後障害，他に

分類されないもの

消化器系のその他の疾患

皮膚および皮下組織の疾

患

皮膚膿瘍，せつ＜フルンケル

＞および よう＜カルブンケル＞

蜂巣炎

急性リンパ節炎

じんま＜蕁麻＞疹

皮膚および皮下組織の毛包

のう＜嚢＞胞

うおのめ＜鶏眼＞およびべ

んち＜胼胝＞

じょく＜褥＞瘡性潰瘍

皮膚および皮下組織の肉芽

腫性障害

下肢の潰瘍，他に分類されな

いもの

皮膚および皮下組織のその

他の障害，他に分類されないもの

筋骨格系および結合組織

の疾患

若年性関節炎

四 肢のその他の後天性変

形

結節性多発 性 動脈炎およ

び関連病態

皮膚 多発性 筋炎

その他の全身性結合組織疾

患

その他の変形性脊柱障害

処置後筋骨格障害，他に分類

されないもの

尿路性器系の疾患

急性腎炎症候群

反復性および持続性血尿

ネフローゼ症候群
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

詳細不明の腎炎症候群

急性尿細管間質性腎炎

尿細管間質性腎炎，急性また

は慢性と明示されないもの

閉塞性尿路疾患および逆流

性尿路疾患

腎尿細管機能障害から生じ

た障害

膀胱炎

神経因性膀胱 機能障害 ，他

に分類されないもの

その他の膀胱障害

尿道狭窄

尿道のその他の障害

尿路系のその他の障害

精巣＜睾丸＞水瘤および精

液瘤

精巣＜睾丸＞捻転

精巣＜睾丸＞炎および精巣

上体＜副睾丸＞炎

過長包皮，包茎およびかん＜

嵌＞頓包茎

陰茎のその他の障害

腟および外陰のその他の炎

症

腟のその他の非炎症性障害

尿路性器系の処置後障害，他

に分類されないもの

周産期に発生した病態

妊娠期間短縮および低出産

体重に関連する障害，他に分類さ

れないもの

頭皮の出産損傷

出生時仮死

新生児の呼吸窮＜促＞迫

新生児吸引症候群

周産期に発生した間質性気

腫および関連病態
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

周産期に発生した慢性呼吸

器疾患

周産期に発生したその他の

呼吸器病態

周産期に発生した心血管障

害

新生児の細菌性敗血症

周産期に特異的なその他の

感染症

胎児および新生児の頭蓋内

非外傷性出血

その他の新生児出血

その他の周産期の血液障害

胎児および新生児に特異的

な一過性糖質代謝障害

その他の一過性新生児電解

質障害および代謝障害

新生児低体温

新生児のその他の体温調節

機能障害

新生児のけいれん＜痙攣＞

新生児の哺乳上の問題

先天奇形，変形および染

色体異常

先天性水頭症

脳のその他の先天奇形

二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂

＞

脊髄のその他の先天奇形

神経系のその他の先天奇形

先天 性 水晶体奇形

聴覚障害の原因となる耳の

先天奇形

耳のその他の先天奇形

心臓の房室および結合部の

先天奇形

心 臓 中隔の先天奇形
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

肺動脈弁および三尖弁の先

天奇形

大動脈弁および僧帽弁の先

天奇形

大型動脈の先天奇形

大型静脈の先天奇形

循環器系のその他の先天奇

形

喉頭の先天奇形

肺の先天奇形

呼吸器系のその他の先天奇

形

唇裂を伴う口蓋裂

舌，口 腔 および咽頭のその

他の先天奇形

食道の先天奇形

上部消化管のその他の先天

奇形

小腸の先天 性 欠損，閉鎖お

よび狭窄

大腸の先天 性 欠損，閉鎖お

よび狭窄

腸のその他の先天奇形

胆のう＜嚢＞，胆管および肝

の先天奇形

卵巣，卵管および広間膜の先

天奇形

女性性器のその他の先天奇

形

停留精巣＜睾丸＞

尿道下裂

男性性器のその他の先天奇

形

腎の無発生およびその他の

減形成

のう＜嚢＞胞性腎疾患
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

腎盂の先天性閉塞性欠損お

よび尿管の先天奇形

尿路系のその他の先天奇形

股関節部の先天 性 変形

頭部，顔面，脊柱および胸部

の先天 性 筋骨格変形

頭蓋および顔面骨のその他

の先天奇形

脊柱および骨性胸郭の先天

奇形

骨軟骨異形成＜形成異常＞

症 ，長管骨および脊椎の成長障

害を伴うもの

その他の骨軟骨異形成＜形

成異常＞ 症

筋骨格系の先天奇形，他に分

類されないもの

皮膚のその他の先天奇形

母斑症，他に分類されないも

の

多系統におよぶその他の明

示された先天奇形症候群

その他の先天奇形，他に分類

されないもの

ダウン＜Ｄｏｗｎ＞症候群

エドワーズ＜Ｅｄｗａｒｄ

ｓ＞症候群およびパトー＜Ｐａｔ

ａｕ＞症候群

常染色体のその他のトリソ

ミーおよび部分トリソミー，他に

分類されないもの

常染色体のモノソミーおよ

び欠失，他に分類されないもの

症状，徴候および異常臨

床所見・異常検査所見で他に分類

されないもの

けいれん＜痙攣＞，他に分類

されないもの
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

損傷，中毒およびその他

の外因の影響

頭部の表在損傷

頭部の開放創

頭蓋骨および顔面骨の骨折

頭蓋内損傷

腹部，下背部および骨盤部の

表在損傷

腹腔内臓器の損傷

肩および上腕の骨折

手首および手の開放創

大腿骨骨折

下腿の骨折，足首を含む

多部位の表在損傷

気道内異物

消化管内異物

頭部および頚部の熱傷およ

び腐食

体幹の熱傷および腐食

股関節部および下肢の熱傷

および腐食，足首および足を除く

利尿薬，その他および詳細不

明の薬物，薬剤および生物学的製

剤による中毒

窒息

有害作用，他に分類されない

もの

処置の合併症，他に分類され

ないもの

心臓および血管のプロステ

ーシス，挿入物および移植片の合

併症

その他の体内プロステーシ

ス，挿入物および移植片の合併症

移植臓器および組織の不全

および拒絶反応
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コード 疾病名

新
生
児
科

小
児
血
液
腫
瘍
科

小
児
循
環
器
科

小
児
神
経
科

小
児
総
合
診
療
科

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
児
外
科

小
児
泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

心
臓
血
管
外
科

形
成
外
科

整
形
外
科

合計

外科的および内科的ケアの

その他の合併症，他に分類されな

いもの

頚部および体幹損傷の続

発・後遺症

健康状態に影響をおよぼ

す要因および保健サービスの利用

臓器および組織の提供者＜

ドナー＞

合 計
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６
大
分
類
別
・
在
院
期
間
別
・
退
院
患
者
数

年
度

コ
ー

ド
疾
病
名

日
日

日
日

日
日

月
－ 月

月
－ 年

年
－ 年

年
－

合
計

平
均
在
院

日
数

感
染
症
及
び
寄
生
虫
症

新
生
物

血
液
お
よ
び
造
血
器
の
疾
患
な
ら
び
に
免

疫
機

構
の

障
害

内
分
泌
，
栄
養
お
よ
び
代
謝
疾
患

精
神
お
よ
び
行
動
の
障
害

神
経
系
の
疾
患

眼
お
よ
び
付
属
器
の
疾
患

耳
お
よ
び
乳
様
突
起
の
疾
患

循
環
器
系
の
疾
患

呼
吸
器
系
の
疾
患

消
化
器
系
の
疾
患

皮
膚
お
よ
び
皮
下
組
織
の
疾
患

筋
骨
格
系
お
よ
び
結
合
組
織
の
疾
患

尿
路
性
器
系
の
疾
患

妊
娠
，
分
娩
お
よ
び
産
じ
ょ
く
＜
褥
＞

周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

先
天
奇
形
，
変
形
お
よ
び
染
色
体
異
常

症
状
，
徴
候
お
よ
び
異
常
臨
床
所
見
・
異

常
検

査
所

見
で
他

に
分

類
さ
れ
な
い
も
の

損
傷
，
中
毒
お
よ
び
そ
の
他
の
外
因
の
影

響

傷
病
お
よ
び
死
亡
の
外
因

健
康
状
態
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
要
因
お
よ
び

保
健
サ

ー
ビ
ス

の

利
用

合
計
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７ 診療科別・上位疾患別・患者数 年度

対象病名：主病名

１病名

P07  妊娠期間短

縮および低出産体

重に関連する障

害，他に分類され

ないもの

リンパ性白血病 M30  結節性多発

（性）動脈炎およ

び関連病態

J20  急性気管支

炎

K40  そけい＜鼡

径＞ヘルニア

Q21  心（臓）中

隔の先天奇形

Q75  頭蓋および

顔面骨のその他の

先天奇形

２病名

P22  新生児の呼

吸窮＜促＞迫

骨髄性白血病 Q21  心（臓）中

隔の先天奇形

N39  尿路系のそ

の他の障害

K35  急性虫垂炎 Q20  心臓の房室

および結合部の先

天奇形

Q06  脊髄のその

他の先天奇形

３病名

P21  出生時仮死 脳の悪性新生物 Q20  心臓の房室

および結合部の先

天奇形

J18  肺炎，病原

体不詳

J38  声帯および

喉頭の疾患，他に

分類されないもの

Q25  大型動脈の

先天奇形

C71  脳の悪性新

生物

４病名

P28  周産期に発

生したその他の呼

吸器病態

C49  その他の結

合組織および軟部

組織の悪性新生物

Q25  大型動脈の

先天奇形

G40  てんかん Q31  喉頭の先天

奇形

Q23  大動脈弁お

よび僧帽弁の先天

奇形

G91  水頭症

５病名

P24  新生児吸引

症候群

C74  副腎の悪性

新生物

Q23  大動脈弁お

よび僧帽弁の先天

奇形

J21  急性細気管

支炎

K36  その他の虫

垂炎

Q22  肺動脈弁お

よび三尖弁の先天

奇形

G95  その他の脊

髄疾患

６病名

P92  新生児の哺

乳上の問題

D61  その他の無

形成性貧血

Q89  その他の先

天奇形，他に分類

されないもの

C91  リンパ性白

血病

N43  精巣＜睾丸

＞水瘤および精液

瘤

７病名

P70  胎児および

新生児に特異的な

一過性糖質代謝障

害

C64  腎盂を除く

腎の悪性新生物

Q22  肺動脈弁お

よび三尖弁の先天

奇形

J15  細菌性肺

炎，他に分類され

ないもの

Q62  腎盂の先天

性閉塞性欠損およ

び尿管の先天奇形

８病名

I49  その他の不

整脈

C94  その他の細

胞型の明示された

白血病

I50  心不全 R56  けいれん＜

痙攣＞，他に分類

されないもの

Q55  男性性器の

その他の先天奇形

９病名

P25  周産期に発

生した間質性気腫

および関連病態

C95  細胞型不明

の白血病

I37  肺動脈弁障

害

J46  喘息発作重

積状態

N47  過長包皮，

包茎およびかん＜

嵌＞頓包茎

１０病名

P29  周産期に発

生した心血管障害

Z52  臓器および

組織の提供者＜ド

ナー＞

J15  細菌性肺

炎，他に分類され

ないもの

T78  有害作用，

他に分類されない

もの

Q54  尿道下裂

脳神経外科新生児科 小児血液腫瘍科 小児循環器科 小児総合診療科 小児外科 心臓血管外科

７ 診療科別・上位疾患別・患者数 年度

対象病名：主病名

１病名

P07  妊娠期間短

縮および低出産体

重に関連する障

害，他に分類され

ないもの

リンパ性白血病 M30  結節性多発

（性）動脈炎およ

び関連病態

J20  急性気管支

炎

K40  そけい＜鼡

径＞ヘルニア

Q21  心（臓）中

隔の先天奇形

Q75  頭蓋および

顔面骨のその他の

先天奇形

２病名

P22  新生児の呼

吸窮＜促＞迫

骨髄性白血病 Q21  心（臓）中

隔の先天奇形

N39  尿路系のそ

の他の障害

K35  急性虫垂炎 Q20  心臓の房室

および結合部の先

天奇形

Q06  脊髄のその

他の先天奇形

３病名

P21  出生時仮死 脳の悪性新生物 Q20  心臓の房室

および結合部の先

天奇形

J18  肺炎，病原

体不詳

J38  声帯および

喉頭の疾患，他に

分類されないもの

Q25  大型動脈の

先天奇形

C71  脳の悪性新

生物

４病名

P28  周産期に発

生したその他の呼

吸器病態

C49  その他の結

合組織および軟部

組織の悪性新生物

Q25  大型動脈の

先天奇形

G40  てんかん Q31  喉頭の先天

奇形

Q23  大動脈弁お

よび僧帽弁の先天

奇形

G91  水頭症

５病名

P24  新生児吸引

症候群

C74  副腎の悪性

新生物

Q23  大動脈弁お

よび僧帽弁の先天

奇形

J21  急性細気管

支炎

K36  その他の虫

垂炎

Q22  肺動脈弁お

よび三尖弁の先天

奇形

G95  その他の脊

髄疾患

６病名

P92  新生児の哺

乳上の問題

D61  その他の無

形成性貧血

Q89  その他の先

天奇形，他に分類

されないもの

C91  リンパ性白

血病

N43  精巣＜睾丸

＞水瘤および精液

瘤

７病名

P70  胎児および

新生児に特異的な

一過性糖質代謝障

害

C64  腎盂を除く

腎の悪性新生物

Q22  肺動脈弁お

よび三尖弁の先天

奇形

J15  細菌性肺

炎，他に分類され

ないもの

Q62  腎盂の先天

性閉塞性欠損およ

び尿管の先天奇形

８病名

I49  その他の不

整脈

C94  その他の細

胞型の明示された

白血病

I50  心不全 R56  けいれん＜

痙攣＞，他に分類

されないもの

Q55  男性性器の

その他の先天奇形

９病名

P25  周産期に発

生した間質性気腫

および関連病態

C95  細胞型不明

の白血病

I37  肺動脈弁障

害

J46  喘息発作重

積状態

N47  過長包皮，

包茎およびかん＜

嵌＞頓包茎

１０病名

P29  周産期に発

生した心血管障害

Z52  臓器および

組織の提供者＜ド

ナー＞

J15  細菌性肺

炎，他に分類され

ないもの

T78  有害作用，

他に分類されない

もの

Q54  尿道下裂

脳神経外科新生児科 小児血液腫瘍科 小児循環器科 小児総合診療科 小児外科 心臓血管外科
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８ 転帰別患者数 年度

軽快 不変 寛解 転医 その他 死亡 合計 解剖

－55－





第２節 経理
１ 財務分析表

年 度

比 率 比 率

資本合計＋繰延 収益 円 ＋ 円

負 債 ・ 資 本 合 計 円

固 定 資 産 円

資 本 合 計 ＋

固定負債＋繰延 収益
円 ＋ 円 ＋ 円

総 収 益 円

総 費 用 円

医 業 収 益 円

医 業 費 用 円

企 業 債 償 還 元 金 円

料 金 収 入 円

企 業 債 利 息 円

料 金 収 入 円

職 員 給 与 費 円

料 金 収 入 円

年 延 入 院 患 者 数 人

年 延 病 床 数 床

2019　　年　　度

算　　　出       基       礎

自己資本構成比率

医 業 費 用 比 率

固 定 資 産 対

長 期 資 本 比 率

総収益対総費用比率

医 業 収 益 対

料

金

収

入

に

対

す

る

比

率

企業債償還元金

企 業 債 利 息

病 床 利 用 率

職 員 給 与 費

年 度

項 目

－57－



２ 経営分析表

年　度 年　度

 １．病 床 利 用 率　（％） 年延入院患者数 人

　  ( 稼 働 病 床 ) －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－ ×１００

年延病床数 床

年延入院患者数 人

   入     院 －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

一日平均患者数  ３６６日  日

年延外来患者数 人

   外     来 －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

 ２４０日  日

年延外来患者数

 ２．患者数 外 来 、 入 院 患 者 比 率 －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－ ×１００

年延入院患者数

人 人

人

入　　院 －－－－－－－－－－

職員１人１日 医　　師 人

外　　来 年延各患者数 －－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－

   当り患者数 年延各職員数 人

入　　院 －－－－－－－－－－

看護部門 人

外　　来 －－－－－－－－－－

各   収   益 千円

  入 院 診 療 収 入 －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

年延患者数 人

薬 品 収 入  投 薬 注 射 収 入 千円

－－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

年延患者数 人

検 査 収 入  検  査  収  入 千円

－－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

年延患者数 人

Ｘ 線 収 入 Ｘ 線 収 入 千円

－－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

年延患者数 人

患者１人１日 各   収   益 千円

 ３．収    入   外 来 診 療 収 入 －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

当り診療収入 年延患者数 人

薬 品 収 入  投 薬 注 射 収 入 千円

－－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

年延患者数 人

検 査 収 入  検  査  収  入 千円

－－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

年延患者数 人

Ｘ 線 収 入 Ｘ 線 収 入 千円

－－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

年延患者数 人

薬 　品 　費 千円

 ４．費    用   患者１人１日当り薬品費 －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－

入院外来延患者数 人

千円

投薬注射収入 －－－－－－－－－－ ×１００

 ５．診療収入に 各 　収　 入 千円

検 査 収 入 －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－ ×１００

　 　対する割合 入院外来収益

千円

Ｘ 線 収 入 －－－－－－－－－－ ×１００

千円

薬  品  費 －－－－－－－－－－ ×１００

各　　費　　用 千円

 ６.対医業収益比 医 療 材 料 費 その他材料費 －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－ ×１００

医　業　収　益

千円

     計 －－－－－－－－－－ ×１００

職 員 給 与 費 千円

職 員 給 与 費 －－－－－－－－－－ －－－－－－－－－－ ×１００

医　業　収　益

件

 検査件数    (件) 年　間　件　数 －－－－－－－－－－ ×１００

患者１００人 －－－－－－－－－－ 人

当 り 件 数 年延入院外来患者数 件

 Ｘ線件数    (件) －－－－－－－－－－ ×１００

人

件

 検査件数    (件) －－－－－－－－－－

検 査 技 師 人

７.検査の状況 一 人 当 り 千円

 検査収入    (千円) －－－－－－－－－－

人

件

 検査件数    (件) －－－－－－－－－－

Ｘ 線 技 師 人

一 人 当 り 千円

 Ｘ線収入    (千円) －－－－－－－－－－

人

項  　　      目         積　　　　算　　　　基　　　　礎
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３ 収益的収入及び支出

科     目    決 算 額（円） 構成比(%) 科     目    決 算 額（円）

病  院  事  業  収  益 病  院  事  業  費  用

医 　業   収 　益 　　　医    業    費    用

　    入  院  収  益 　   給  　与    費

      外  来  収  益      材 　 料    費

     その他医業収益 　   経 　       費

 医  業  外  収  益 　   減 価 償 却 費

      受  取  利  息 　   資 産 減 耗 費

   他会計補助金 　   研 究 研 修 費

   他会計負担金 　　　医   業   外   費   用

  　　 その他医業外収益 　　　支    払    利    息

 特  　別   利   益 　　　長期前払消費税勘定償却

  　   過年度損益修正益 　　　雑　　費　　用

　　　特    別    損    失

        過年度損益修正損

 （１）当年度純利益

損  益  計  算  書  （２）前年度繰越利益剰余金

 （３）その他未処分利益剰余金変動額

 （４）当年度未処分利益剰余金

収    益    的     収    入 収    益    的     支    出

構成比(%)

４ 資本的収入及び支出

科     目    決 算 額　（円） 構成比(%) 科     目    決 算 額　（円）

資   本   的   収   入 資   本   的   支   出

     企     業      債      建  設  改  良  費

        企   業   債       　建設改良工事費

　　 負　 　担　　　金       　資 産 購 入 費

        負　　担　　金      償      還      金

     国　庫　補　助　金         償　　 還　　 金

        国 庫 補 助 金

資    本    的     収    入 資     本     的     支    出

構成比(%)

５ 貸借対照表

科　　　　目  金　　額 （円） 構成費(%) 科　　　　目  金　　額（円）

固　定　資　産 固　定　負　債

 有  形  固  定  資  産   企　　　　業　　　　債

　 土　　　   地   引        当        金

　 建         物 流  動  負  債

   構    築   物   企　　　　業　　　　債

   器  械  備  品   未        払        金

   車         両   引        当        金

　 建 設 仮 勘 定   そ の 他 流 動 負 債

 無  形  固  定  資  産 繰　延　収　益

   電  話  加   入   権 　長　 期　 前　 受　 金

 投 資 そ の 他 の 資 産   負        債        計

   長 期 前 払 消 費 税 資    本    金

流  動  資  産 　自   己   資   本　 金

　現     金     預    金 剰    余    金

  未        収        金 　利   益   剰   余   金

　　減　債　積　立　金

　　利　益　積　立　金

　　当期未処分利益剰余金

  資        本        計

資  産  合  計 負 債･ 資 本 合 計

（2020年3月31日現在）

構成費(%)

－59－
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７ 月別材料購入額内訳

（単位：円）

区分

月 内　服　薬 注　射　薬 外　用　薬 血液製剤 小　　　計 Ｘ線フィルム ＲＩ試薬

％

2019／　４

　　　　５

　　　　６

　　　　７

　　　　８

　　　　９

　　  １０

　　  １１

　　  １２

2020／  １

　　　　２

　　　　３

区分 医　療　用

月 検査試薬 医療ガス 衛生材料 そ　の　他 小　　　計 消耗備品費

％

2019／　４

　　　　５

　　　　６

　　　　７

　　　　８

　　　　９

　　  １０

　　  １１

　　  １２

2020／  １

　　　　２

　　　　３

合　　　　計

薬　　　　　品　　　　　費 診 療 材 料 費

診　　　療　　　材　　　料　　　費
給食消耗品費
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８ 一般会計からの繰入金状況

（単位：千円）

負  担  金  1  保健衛生行政に要する経費

 3  高度又は特殊な医療に要する経費

 4  企業債償還利子に要する経費

 5  地方公務員の法定福利に要する経費

　　　　負　担　金　計

補  助  金  1  院内保育所運営費補助

　　　　補　助　金　計

負　担　金  1  建設改良費負担金

        負　担　金　計

 2  企業債償還金元金負担金

        負　担　金　計

出　資　金  1  建設改良費出資金

        出  資  金　計

        合          計

区            分

 2  小児救急に要する経費

 6  院内保育所の運営に要する経費

 7　児童手当に要する経費

 8　医師確保対策に要する経費

９ 企業債明細書 年度決算

発行総額 利率

（発行価格） 当年度 償還高累計

政　府　債

（大　蔵　省）

政　府　債

（財　務　省）

政　府　債

（財　務　省）

（単位：円）

種 類 発行年月日
償還高

未償還残高 償還終期 備 考

〃

〃

（株）常陽銀行

（株）筑波銀行

（株）常陽銀行

地方公共団体
金融機構債

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（株）常陽銀行

地方公共団体
金融機構債

〃

（株）常陽銀行

〃

〃

計

－62－



第３章 業 務





第１節 事務局

１ 総括

年度は，平成 年 月に策定した「茨城県病院事業中期計画」の 年目にあたり，「第 期病院改

革期間」と位置付けて「地域連携・支援体制の強化」「診療機能の充実強化」「医療人材の教育・研修機能

の強化」「経営基盤の安定・強化」の つを重点施策として病院改革を進めた。

特に，「地域連携・支援体制」では，専攻医 名を水戸済生会総合病院など 施設に派遣することがで

きた。また，水戸市休日夜間診療所への医師派遣や水戸市二次輪番制病院として初期診療の支援を行って

いる。

診療体制については，医師のみならず各分野の医療スタッフを確保し，病院全体の診療体制の強化に努

めた。まず，医師については，筑波大学の寄付講座により整形外科医を確保し， 年 月から小児整形

外科を標榜したとところである。また，本県の小児科医不足を解消するため， 年度から小児科専門医

研修を開始し，積極的に後期研修医 年度 名 を受け入れているところである。なお，県内外の初

期研修医を対象とした「エコー合宿」を新たに実施するなど，後期研修医確保に繋げる施策を積極的に展

開しているところである。さらに，医師，看護師のタスクシフトを進めるために，新たに夜勤を行う看護

補助者を 名増員し，医師・看護師の業務負担軽減を進めているとともに，医師については，フレックス

タイムや交代制を導入するなど働き方改革を進めている。

組織強化の面では，重要性を増す成育在宅支援部門を「成育在宅支援室」と「保育室」に分離し，専従

者を各々に配置した。成育在宅支援室においては，医療的ケアを必要とする小児在宅患者の急増している

一方で，地域の患者支援が十分にサポートできていない状況が見受けられることから，看護師を増員し，

訪問看護を開始した。さらに，当該職員の技術向上のための勉強会を実施し，地域での支援体制の強化に

努めている。リハビリテーション科については，増加するリハビリ需要への対応と急性期リハの必要な患

者に対して切れ目のないリハビリテーションを実施するため，順次，理学療法士や作業療法士，言語聴覚

士を増員することとし， 年度は作業療法士 名の増員を行い更なるリハビリテーション機能の充実に

取り組んでいる。

施設整備では，手術室は，これまで大雨の時に雨漏りが発生していたため，外壁及び内壁の防水，断熱

などの改修工事を行い手術室の環境改善を図った。また，外来診察室については，旧総務課事務室を外科

外来診察室として 室を改修整備し周辺のアメニティも整備することで，患者待合室の混雑緩和や診察時

間の短縮など患者サービスの改善が図られた。さらに 年 月の新型コロナウイルス感染症の発生に

伴い， 番診察室を感染症専門外来として拡充し，一般患者との動線を分けるなど感染対策も強化した。

経営面では， 年 月から 制度に移行し， 年度は，激減緩和措置の解除や部位不明，未コ

ード化疾病の改善により， の機能評価係数は全国の小児病院で最も高くなり， 年度の 導入効

果は従来の出来高算定と比較して ％ 約 億円 と前年度より ％の増となり増収の大きな要因と

なった。そのほか，夜間急性期看護補助体制加算の効果などを含め 年度決算は約 億 百万円の純

利益となった。

しかしながら，医師や看護師，看護補助者などの人員確保に伴う人件費の増ほか，高額医療機器の更新

に伴う管理経費や減価償却費など経費の増，給食業務や医事業務など業務委託費は人件費の増や消費税の

影響により委託費の増が見込まれることから，今後も，新たな加算の取得や創意工夫を凝らした更なる経

営改善による収益の確保や経費の節減に努める必要がある。

事務局長 海老根 功
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２ 総務課

１ 体制

総務課は，職員の人事，給与，服務，保健衛生及び福利厚生等，職員の雇用管理を行うとともに，病

院内の各部署が円滑に業務できるよう調整役的な役割を担っている。

総務課は事務局に所属し， 年度は事務局次長 総務課長兼務 のほか，事務職員 名 職員 名，嘱託

職員 名，臨時職員 名 と医療秘書 名 嘱託職員 名，契約職員 名，臨時職員 名 で業務を行った。

２ 業務活動

職員の人事，給与及び服務に関すること

職員の保健衛生及び福利厚生に関すること

職員研修の企画・調整に関すること

病院視察，研修等の受け入れに関すること

文書の収受，発送及び管理に関すること

関連行政施策への参加及び協力の調整に関すること

各種諸行事の運営事務に関すること

医療秘書業務に関すること。

３ 総 括

診療体制の充実及び欠員補充等を図るため，医師，看護師等の募集，採用を行うとともに，職員健康

診断等の福利厚生事業を実施した。また，職種を超えた職員全員に対して，専門的で質の高い医療技術

知識を幅広く習得するため，先進医療施設等の外部講師による院内集談会をはじめとする職員研修を実

施した。

さらに，病院職員の意欲創出の一環として，より安全・安心な医療の提供や業務の効率化などについ

てのアイディアを駆使した取り組みや成果等を各所属や個人から募集し，その優れた提案及び成果等に

対し表彰を行う業務改善表彰を行った。

また， 年 月から，医師 名 ，看護師 名 及び看護補助者 名 を大幅に増員し，医師の夜

間交代制勤務 月～ や，フレックスタイム制の導入 月～ ，業務の見直しによる職種間

のタスクシフトを行った。これにより，医師や看護師の負担が軽減され，勤務環境が改善された。

今後も，適正な病院運営を図るため，職員採用計画に基づき，サブスペシャリティー専門医養成医制

度によるフェロー 医員 など，医師，看護師等スタッフの募集に努めるとともに，職員教育等の充実を

図っていく。

本院は，本県における小児科医不足を解消するため， 年度に日本小児科学会から基幹施設として

認定を受け，小児科専門プログラムを作成し，積極的に後期研修医を受入れている。引き続き，プログ

ラムに基づき，連携施設等への派遣研修などにより，小児科専門医の養成に取り組んでいく。

今般，医師の働き方改革とともに，新型コロナウイルスへの対策が求められていることから，当院に

おいても，医師，看護師，看護補助者の業務見直しによりタスクシフトを推進し，引き続き病院全体で

労働時間の短縮に努めるとともに，今後新型コロナウイルス感染者が発生しても，診療機能が損なわれ

ない職場を目指す。

事務局次長兼総務課長 茂木 克之
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年度 業務改善表彰 結果

応募者所属 代表者名 テーマ 審査結果

経営企画課 中島 邦裕 ＤＰＣ準備期間中に行った実地研修がもたらした成果 最優秀賞

医療情報管理室 荒木 政邦
ＩＣＵ加算管理に必要なベッドコントロール情報を共有するシ

ステムの構築
優秀賞

超音波診断室 浅井 宣美

①超音波診断室における高度超音波診断技術習得のための人材

育成への取組

②夜間・休祝日における超音波検査遠隔診断システムの有用性

院長特別賞

放射線技術部 本元 強
担当者の育成，勤務体制＆昼休み体制の工夫により，ＭＲＩ予約

枠を増加させた
奨励賞

総務課栄養科 大髙 健一郎 非常食管理における経営改善及び並びに効率化対策 奨励賞

臨床工学科 布村 仁亮
ＳＰ を用いたシリンジポンプの定期点検による時間短縮

効果の検証
奨励賞

小児科 肥田 浩佳 安心，安全の病児保育所を創る 院長特別賞

－65－



３ 経営企画課

主な業務

・ 経営企画課 課長 ，課員

① 予算業務

② 医事総括業務 医事業務は委託

③ 公金徴収・支払・決算業務

④ 用度業務

・  診療情報管理室 室長 兼務 ，課員 ，臨職

⑤ 診療情報管理・図書管理

・  地域連携室 室長 兼務 ，課員

⑥ 地域連携 患者受入等の前方連携

総括

経営企画課は，引き続き 「健全運営の徹底」を目標に掲げ 病院運営における資金・材料・診療情報

に関わる分野を対象に経営改善に努めた。

経営面においては，経営目標となる指標を設定し，その進捗管理を行いつつ院内への情報提供を行っ

た。

その結果， 年度の患者数は，前年度に比べて入院が 人 △ 減少し延べ 人，外

来が 人 増加し延べ 人となった。

診療単価は，前年度に比べて入院が 円増加し 円，外来が 円減少し 円と

なった。

入院収益は患者数が減ったもの診療単価の増により増収，外来収益は患者数が伸びたが診療単価の減

により減収となり，補助金等を除く診療収益全体では，前年度と比較して 千円 ＋ ％ 増加

し， 千円となった。

主な要因として 入院は， 機能評価係数アップなどによる入院料の増，難治性治療薬の使用増加

等により診療単価がアップした。外来は，高額な自己注射薬を院外処方としたため診療単価がダウンし

た。

支出面では，給与費が 千円 対前年度決算比 ，材料費が 千円 同△ ，

経費が 千円 同 となり，費用全体で 千円 同 増加し， 千円とな

った。

主な増減内訳として，給与費は，診療体制を強化するために医師や医療技術員などを増員したため，

千円増加した。材料費は，自己注射薬が減，診療材料も減少したため， 千円減少した。

経費は，修繕費 老朽化施設の修繕 ，保守料 医療機器 ，業務委託 給食及び医事委託仕様の変更 が増

加したため， 千円増加した。

これにより，指定管理に係る収入は，政策医療交付金が 千円，診療報酬等の利用料金が

千円，合計で 千円となった。

上記のほか，施設・設備に係る減価償却費や支払利息等の経費を加えた茨城県立こども病院事業会計

全体では 年連続での黒字決算を達成したものの 月以降新型コロナウイルス感染症による影響やそ

の対応等で収支の悪化が見込まれている。また，病院開設から 年が経過し 施設・設備が老朽化・狭

隘化しており，ウイルスの外部流出を防ぐ陰圧室やふろ・トイレの完備した感染患者用の個室もないな

ど設備面でも対応が困難な状況にあるなど，建替えを見据えた更なる経営基盤の強化を図る必要がある。

事務局次長兼経営企画課長 大内 保
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経営指標等の数値目標

年度

決 算

年度

目標値

年度

決 算

年度

目標値

年度

決 算

入

院

病床利用率 ％

平均患者数 日 人

年間延患者数 人

診療単価 人 円

外

来

平均患者数 日 人

年間延患者数 人

診療単価 人 円

総収入 千円

総費用 千円

純損益 千円
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４ 診療情報管理室

診療情報管理室の保管状況

ア 診療情報管理室の保管状況

外 来 カ ル テ： 一患者一番号一ファイル制 番号順

入 院 カ ル テ：

画像フィルム： 一患者一番号一ファイル制 下 ケタ

心電 図記 録： カラーコーディングターミナルデジット方式

脳 波 記 録：

イ 診療記録の受入件数 年度

外 来 カ ル テ：集計せず

入 院 カ ル テ： 件

画像フィルム： 年 月よりフィルムレス

心電 図記 録： 件 年 月 日よりポータブルはペーパーレス，紙出力は，トレッドミル

とホルター心電図のみ。

脳 波 記 録 ： 年 月 日よりペーパーレス

利用状況 貸出し件数

外 来 カ ル テ： 件 研究 件，閲覧 件

※ 外来予約・診察・医事書類依頼は除く

入 院 カ ル テ： 件 研究 件，閲覧 件，カルテ整理 件，診療 件，調査 件，

再入院 件，書類 件，開示 件，問合せ 件

心電 図記 録： 件 研究 件，診療 件

今年度の貸出し件数は上記のようになった。画像フィルム・心電図・脳波記録は，昨年度より減少

している。電子カルテが稼働し 年が経過したためと思われる。

入院カルテ・外来カルテの貸出しの増加は，研究で使用する症例のうち，電子カルテ稼働前のカル

テを使用する対象患者が多かったためと思われる。

貸出し目的は，医師の研究目的が過半数である。

※ 画像・脳波の読影・判読依頼については，含まれていない。

その他

ア 病歴委員会の運営

今年度も病歴委員会の事務局となり活動した。全 回。

イ 業務・その他

長期に貸出しされているカルテの返却督促や病歴規程，記載要領に基づいたカルテのチェックに力

を入れた。

年に導入した病歴管理システム にテキストとして移行された病名を の標準

病名マスターに変換した。

＊ 疾病分類は， の電子カルテ用標準病名マスターを使用。

＊ 疾病名は，退院要約の主病名を元にした。集計時，退院要約未完成のものについては，オーダリン

グシステムの主病名を選択した。

医師サマリの退院後 週間以内の記載率，医師サマリの部長承認率，各種レポートの未作成件数の作

－68－



成率の向上を図るため， 年 月より，医療情報管理室と診療情報管理室の共同作業で，電子カルテ・

・検査部門システムから得られるデータを利用し，全医師の前月までの未作成件数及び作成率一覧

を作成・配布していたが，今年度も引き続き作成・配布を行った。

（診療情報管理室 主任 中村 輝美）
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５ 医療情報管理室

人員体制

室長 名 総括，医療技術局次長兼務 ，医事システム担当 名 経営企画課係長兼務 ，専任職員

名，常勤嘱託職員 名，臨時職員 名の 人体制で業務を行った。

主な業務内容

① 化推進委員会の開催 毎週 回

・ 検討項目および内容の確認，意見調整

・ 検討項目の整理，優先順位などの決定

・ 改善済内容の周知

② 医療機器メーカーなどにより導入されたシステムの維持管理 改修，機能改善，ユーザー管理など

を含む

・ 統合医療情報システム 電子カルテ

・ 重症患者部門システム

・ 各種部門システム

・ 医事会計システム

・ 自動再来受付機・自動精算機・外来表示板・会計処理済み表示システム

・ 電子カルテ系共有サーバ

③ 医療情報管理室が開発および構築をしたシステムの維持管理 改修，機能改善，ユーザー管理など

を含む

・ ホームページ 院外用ホームページ，院内用ホームページ，電子カルテ用ホームページ

・ 情報系共有サーバ

・ グループウエア サイボウズ

・ 外部 サーバ 外部委託

・ を利用した各種業務補助システムやデータベース，統計システムなど

④ 電子カルテ端末 情報系端末 モバイル端末 プリンターなどの作成・設定・セキュリティ対策を含

む維持管理

⑤ コンピューター端末およびソフトウエアの資産管理

⑥ コンピューターウィルス対策

⑦ ネットワークおよびセキュリティの維持管理 有線・無線・ ・ ・ 管理

⑧ 外部接続システムの維持管理 会議システム，放射線遠隔画像診断システム，超音波遠隔画像診

断システム

⑨ 安全講習・教育・ 基礎講習

総括

電子カルテの更新から 年が経過し，少しではあるが不具合が減少してきた。特に今年度は 化推

進委員会を毎週開催したことで，改善すべき内容や優先順位を明確にすることができ，今までよりも多

くの改善を行うことができた結果であると感じている。しかし，電子カルテが満足できるものに改善さ

れたわけではなく，時間の経過とともに改善を諦めた多くの事案があることや，費用対効果の関係から

諦めざるを得なかった事案が多くあったことなどを振り返り，再検討や見直しをするべきであると考え

ている。

今年度より電子カルテのユーザー会が発足され，ベンダーに対して個別に改善を要求するだけでな

く，ユーザー会にて改善要望をまとめて出すことができるようになったが，ユーザー会から出された改
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善要望でさえも適用には各施設ごとに費用が発生するため，実際には適用は進んでいない。更にもう一

歩進んだユーザー会としての提案に希望したい。

業務内容に関しては，更に高度に，そして範囲が広くなったと感じている。従来の業務であっても

要求されるレベルが高くなり難易度も高くなってきている。また，これまでの業務に加えて 技術を

活用した様々な業務改善に，調査から導入 構築 設定 運用までの様々な場面で業務を担当する機会が

多くなり業務量が増加してきている。この傾向は今後も継続し，病院全体として 化の流れも年々加

速していくことが予想されることから早期に職員の増員を希望したい。

に関する教育にも多くの時間を割かなければならないと感じている。数人の医療情報管理室の人

数でできることは限られている。発想も限られている。職員の中で各部署ごとに担当者を育成し，各部

門を中心に を利用した業務改善の立案ができるようになってこそ，実際に役立つ業務改善に繋がる

と思われる。実現することはなかなか難しいが，担当者の育成を含めた教育体制の確立が今後の課題で

あると考えている。

医療情報管理室長 札 保廣
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６ 施設管理課

１ はじめに

施設管理課は，病院の施設及び設備等の維持管理に関する業務を担っている。

施設管理課は，施設管理課長および電気技師 名で業務を行った。

２ 主な業務内容

病院建物，医師公舎，看護師寄宿舎，リニアック棟，周産期棟，付属棟及びファミリーハウスの管理

保全

電気設備及び医療ガス設備の管理保全

建物管理，構内管理及び付帯設備管理の委託契約及び管理監督

各種医療機器の委託契約

工事の管理監督

施設の小修繕

車及び公用車の管理

資産台帳の管理

消防・防災訓練等の実施

３ 総括

施設管理課は，建物及び設備の維持管理を行った。 年度は手術室 外壁改修工事，渡り廊下外壁パ

ネル目地等修繕工事， 号棟吸収式冷凍機真空部品交換工事， 号棟冷水ポンプ更新工事， 号棟ＵＰＳ設

備蓄電池交換工事，医療ガス配管設備整備工事，気送管設備整備工事等を行った。

開設から 年余りが経過した建物・設備の経年劣化の進行に対処するため，更新等を計画的に進めて

いくとともに，限られたスペースの中での有効スペースの確保を行うための改修工事を実施するなど，療

養環境の維持・向上と病院業務の効率化を図っていく。

事務局施設管理課長 宮本 隆男
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７ 図書室

図書室の概況

総面積 ㎡ 閲覧席 席 文献検索用端末 台 コピー機 台

蔵 書 数

ア 単行書

計 冊 和書 冊 洋書 冊 電子書籍 冊

他， 等 本

小児科関連図書，雑誌を中心に所蔵している。

このうち，各課 科 において使用頻度の高い図書 冊については各部署に対し長期貸出扱いと

し，有効な利用を図っている。

イ 定期購読雑誌

計 誌 和雑誌 誌 洋雑誌 誌 電子ジャーナル

ウ 製本雑誌

計 冊 和雑誌 冊 洋雑誌 冊

薬剤科，検査科，栄養科関係のバックナンバーは分散保管している。

オンラインサービス

医学中央雑誌 ，メディカルオンライン， ， ，

， ，今日の診療

主な業務・活動

・レファレンスサービス

・文献相互貸借業務

・単行書，雑誌の管理 選定・発注・受入・配架

・製本雑誌の管理 発注・受入・配架

・製本雑誌・単行書の除籍

・長期貸出図書の管理

・図書室利用調査

・図書室ホームページの管理

・医療系データベースの管理・利用指導

・図書委員会の開催

・年報業績集の編集 など

図書委員会の事務局として，今年度は委員会を 回開催した。

図書管理システムを活用し，図書室専用ホームページ，蔵書，文献複写依頼の管理を行っている。

また，司書在室時間のみの自動貸出も実施している。

各科の希望に応え， ヶ月間の雑誌短期貸出も行っている。空き時間に身近な場所で閲覧できるの

で好評である。

院内ネットワークを活用し，延滞・紛失させない環境作りや，電子ジャーナル・医療系データベー

ス等の更なる充実も図っていきたい。
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加盟しているネットワーク

日本病院ライブラリー協会，済生会図書室連絡会

図書室 齋藤 なつき
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第２節 第一医療局

１ 総括

年度の第一医療局は，新たに小児救急・集中治療科に医師が加わった。新生児科，小児総合診療部

総合診療科，小児内分泌科，小児腎臓膠原病科，小児アレルギー科，小児救急，集中治療科 ，小児専門

診療部 小児循環器科，小児血液腫瘍科，小児神経精神発達科 ，放射線部で構成された。 年 月か

らの小児血液腫瘍患患者分担体制 造血細胞移植・固形腫瘍患者は血液腫瘍科，それ以外の患者は総合診

療科 は，継続された。

年 月小児救急・集中治療科で本山が着任し，集中治療室長を兼任した。小児総合診療科では，斎

藤が，新生児科では淵野が着任した。循環器科では， 月矢野が異動， 月野崎が着任した。小児専門診

療研修医は，エコー 総合診療研修として順天堂大から柏木 ～ 月 と佐藤真 ～ 月 ，血液腫瘍研修

として土浦協同病院から友政 ～ 月 と一木 ～ 月 の計 名であった。育休の女性医師 名は，

年 月に復帰した。同月からは，水戸済生会総合病院と共同しての病児保育 担当医師は肥田 が開始され，

女性医師の環境整備が進められた。

非常勤医師では，アレルギー科 黒田医師，鬼澤医師 ，内分泌科 小笠原医師，岩淵医師 ，腎臓膠原病

科 五十嵐医師 ，消化器科 田川医師 および神経精神発達科 岩崎医師，川嶋医師，大戸医師，榎園医師，

家島医師，西村医師 ，放射線部 河野医師 および病棟の小児精神リエゾン診療 神医師 が継続された。

年 月，永年県内および当院外来の発達障害児医療を支えていただいた，家島先生がご逝去された。

ご貢献に深く感謝し，ご冥福をお祈りいたします。

専攻医では， 年 月で研修期間 年間を終了した 名 塚越，塚田，淵野 は，それぞれの進路を選

択し， 名が院内勤務を継続した。今年度の専攻医は， 年目 名 佐藤，飯島，吉川，壹岐 ， 年目 名

河合，神徳，砂押，藤里 ， 年目 名 池邉，出澤，肥田 であった。 年目となった院外研修は，常陸

大宮済生会 吉川 か月 ，水戸済生会 肥田 か月，佐藤 か月 ，日立総合 砂押 か月，河合 か月

および藤里 筑波大 か月，西部メディカルセンター か月 であった。院内研修は，新生児科 か月，循

環器 ～ か月，エコー か月，血液腫瘍科 か月，およびエコー研修や希望研修枠を継続した。

年度は，小児専門診療科の継続と更なる深化に加え，専攻医の増加・院外診療支援数の増加・総合

診療科診療の指導体制強化・ 体制の構築が進み，病院内外での若い小児科医の活躍が際立った。

第一医療局長 小池 和俊
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２ 新生児科

１ 診療体制

常勤医師：新井順一 副院長兼新生児部部長 ，雪竹義也，梶川大悟，鎌倉妙，星野雄介，淵野玲奈

専修医：神徳穂乃香，砂押瑞史，飯島将由，佐藤良滉，高橋亮子，壹岐豊

２ 実績，臨床指標・統計 カッコ内は前年度の数

①ベッド数 床， 床の計 床で稼働した。

②入院数：新生児病棟への入院は 名と前年 より 名減少した 図 。体重別にみると，

未満が 名， が 名と極低出生体重児の入院数が減少した 表 ，図 。

③小児循環器科患者 名，小児科外科患者 名，脳外科患者 名であった。

④住所が県北からの入院数は， 名で前年度に続き減少した。出生場所は水戸市が 名，ひた

ちなか市が 名，笠間市 名，日立市 名，高萩市 名，東海村 名であった。県央，県北ブロ

ック以外からの入院はなかった。ブロック内で入院できなかった例はなかった。水戸済生会病院 茨

城県周産期センター からの入院 院内出生 は 名 ，そのうち母体搬送および外来紹介

は 名 であった。新生児用救急車でのお迎え搬送は 回であった。

⑤主な治療は，人工呼吸管理 ネーザル をのぞく 名，脳低温療法 名，ＮＯ吸入療

法 名，動脈管結紮術 名，網膜光凝固術 名であった。

⑥死亡例 表

昨年度出生児の死亡数は 名で，新生児死亡 名，乳児死亡 名であった。

３ 総括

当院の新生児科スタッフは，常勤 名であったが，当直担当したのは 名であった。専修医は常時

～ 名であったが か月と短く，できれば か月の研修期間がほしいところである。

入院患者数は 名とここ数年に比較するとかなり減少した。その原因として少子化の影響が考えら

れるが，もう少し長期の推移を観察したい。長期入院 年以上 患者はおらず， 日以上の入院も

名と少なかった。

当院で行う水戸周産期カンファランスは， ヶ月毎に開催しており本年度も近隣の産科医が参加し活

発なディスカッションが行われた。水戸周産期懇話会では，「こども病院セミナー」を継続しておこな

った。新生児蘇生講習会は，茨城県新生児研究会が主催して コース 回， コース 回を開催した。

年前に開始した筑波大学新生児科との カンファランスは毎週月曜日，交互に抄読会，勉強会な

どを開催しており，今後も継続していきたい。

新生児部部長 新井 順一

表１ 年度の体重別入院数と早期予後

出生体重 ｇ 入院数 新生児死亡 乳児死亡

～

～

～

～

～

～

合計
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図１ 入院数，院内出生数，母体搬送数の年度別変化 年間

図２ 出生体重別入院数の年度別変化 年間
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表２ 年度の死亡症例

診断名 主な死因 死亡日齢

超低出生体重児，新生児遷延性肺高血圧

超低出生体重児，敗血症性ショック

超低出生体重児，腸閉塞

超低出生体重児， トリソミー，肺高血圧

超低出生体重児，腹膜炎

トリソミー

トリソミー

トリソミー

肺低形成，エプスタイン奇形

肺低形成

単心房，壊死性腸炎

腹壁破裂
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３ 小児血液腫瘍科

年度の小児血液腫瘍科は，吉見，加藤，小池，圡田のスタッフ 名で診療をした。血液腫瘍科外来

は，加藤，吉見，小池，圡田が担った。入院診療は吉見，加藤の 名で担った。造血器腫瘍や造血細胞移

植を要する造血器疾患の治療はこれまで通りである。造血器腫瘍の症例数の増加に伴い一部の患者は総合

診療科が受け持った。また固形腫瘍の治療も担った。化学療法を受ける脳腫瘍の症例を脳神経外科ととも

に治療した。また腹部悪性腫瘍は小児外科，小児泌尿器科とともに治療した。これに加えて後述する臨床

研究を実施し，有益な情報を発信するために積極的に学会で発表，論文を作成し報告した。

① 腫瘍性血液疾患・固形悪性腫瘍 表 以下の 内の数字は前年 年度の集計数である。

年度の新規紹介・入院患者は 例であった。初発例が 例であった。再発再入院例はなかっ

た。初発例の内訳は，急性リンパ性白血病 例，急性前骨髄性白血病 例，急性骨髄性白血病 例，髄

芽腫 例，非定型奇形腫様 ラブドイド腫瘍 例，原始神経外胚葉腫瘍 例，頚部横紋筋肉腫 例，神

経芽腫 例であった。腹部臓器固形腫瘍の患者は小児外科と，脳腫瘍の患者は脳神経外科とともに治療

に当たった。固形腫瘍の患者については関係各科が集まる にて治療方針を決定した。再発

で 名が，寛解導入療法中の腫瘍進行で 名，移植後の合併症で 名が亡くなった。亡くなる患者を減

らすようスタッフ一同努力した。

非腫瘍性血液疾患 表

新規良性血液疾患は 例である。まれな疾患の紹介があった。

造血幹細胞移植 表

造血幹細胞移植は 例 件であった。移植ソース別では，血縁者間移植 件，非血縁骨髄移植 件，

非血縁末梢血 件，非血縁さい帯血移植 件，自家造血細胞移植が 件である。

多型マーカーを 法とキャピラリー電気泳動を用いて解析するキメリズム解析を院内で実施できる

体制を整え移植症例全例に実施した。特に非造血器腫瘍症例で生着の有無を早期に判別できるだめ治療

方針の決定に有用であった。

移植後 日以内の早期死亡は 例であった。造血器腫瘍の症例は全例で前処置を軽減した。不妊や

低身長といった晩期合併症を軽減するために前処置を軽減した前処置軽減同種造血細胞移植は当院の

標準的な移植法となりつつある。しかし放射線照射やブスルファンの投与といった不妊をもたらす可能

性のある処置を全廃することができていない。

移植成績については積極的に学会に報告した。また全国的後方視的調査研究に資する日本造血細胞移

植学会データベース に移植経過を登録した。

当科の目標は移植後の生存率を ％にすることである。これを達成するには合併症を にすること

はもちろん再発を減らすことが欠かせない。再発と合併症をともに減らせるよう前処置軽減ハプロ移植

の有効性と安全性を検討する「難治性造血器腫瘍 固形腫瘍症例を対象とした血縁者の マッ

チ部分半合致ならびに 完全半合致ドナーからの 同種造血細胞移植の安全性と有効性を確認する第Ⅱ

相試験， 」 登録番号 を実施していたが，新臨床研究法の施行に伴い

終了した。今後は実地医療として進めていく。また移植後の再発を予防する 細胞輸注療法の臨床研

究「血縁者間同種造血細胞移植後の 細胞 細胞受容体γδ鎖陽性 細胞の予防的輸注療法の安全性

と有効性を確認する第Ⅱ相試験」 登録番号 も同様に終了した。 細胞輸注療法

が実施できるよう研究費を獲得していく。

② 骨髄バンク事業

小池と加藤が骨髄バンクドナー候補への健康診断と最終同意面談を行うなどのドナーコーディネー

ト事業を担った。

③ 日本小児血液学会・がん学会，日本造血細胞移植学会および多施設共同臨床研究 ， ，
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など への小児血液疾患・固形腫瘍，移植症例の登録を行った。また臨床研究を実施し，治療計画に基

づき患者を診療した。加藤は の 小委員会， 小委員会，神経芽腫委員会，分子診断委員

会へ参加し，臨床研究の計画立案に関わった。また加藤は日本造血細胞移植学会のドナー別と小児

と小児 の各ワーキンググループに参加し， 登録データを解析した。小池，加藤が地域がん登録，

院内がん登録を担当した。

④ 先天性凝固障害

小池が毎週水曜日血友病外来を開き，血友病担当看護師とともに継続的な血友病患者への診療にあた

った。成長に合わせ定期補充療法導入 歳～ ，在宅注射開始 歳～ ，自己注射導入 歳頃～ 成人

医療への移行プログラムといった流れで指導した。

⑤多施設共同臨床研究の院内研究審査委員会への申請と実施

新臨床研究法の施行に伴い，日本小児がん研究グループの多施設共同臨床研究が中央 で審査承認

される事例が増えた。代わりに院内の研究あるいは論文報告の際に院内 での承認が要求されるよう

になり院内 への申請が増えた。

⑥分子診断

加藤が小児がん研究室にある遺伝子解析設備を用いて研究的に分子生物学的解析にあたった。まれな

白血病，まれな腫瘍の病態や診断を明らかにするために解析をした。まれな白血病や腫瘍の腫瘍細胞株

を樹立した。

表１ 血液腫瘍性疾患・固形悪性腫瘍の新規入院患者

入院月 年 性 診断 紹介元

歳 男 神経芽腫 日立総合病院

歳 女 神経芽腫 おひさまこどもクリニック

歳 女 急性リンパ性白血病 やまわきこどもクリニック

歳 女 髄芽腫 浜野こどもクリニック

歳 女 脳腫瘍 原始神経外胚葉腫瘍 石岡第一病院

歳 女 急性前骨髄球性白血病 土浦協同病院

歳 男 急性骨髄性白血病 当院院内

歳 女 非定型奇形腫様 ラブドイド腫瘍 とりで総合医療センター

歳 男 急性骨髄性白血病 龍ケ崎済生会病院

歳 男 頚部横紋筋肉腫 筑波大学附属病院

歳 女 非定型奇形腫様 ラブドイド腫瘍 丸山小児科

歳 女 急性リンパ性白血病 いわき市医療センター

歳 男 急性骨髄性白血病 遊座医院

歳 男 急性骨髄性白血病 土浦協同病院

表２ 血液非腫瘍性疾患の新患患者 入院・外来

受診月 年 性 診断 紹介元

歳 女 遺伝性球状赤血球症 筑波大学附属病院

歳 女 小球性貧血 根元産婦人科医院

歳 女 特発性血小板減少性紫斑病 あさひクリニック

歳 男 鉄欠乏性貧血 あさひクリニック

歳 女 特発性血小板減少性紫斑病 丸山小児科

歳 女 血小板減少症 石岡第一病院
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歳 男 血小板減少症 石川クリニック

歳 男 再生不良性貧血 あいざわクリニック

歳 男 特発性血小板減少性紫斑病 石川クリニック

歳 女 伝染性単核球症 ひたちなか総合病院

歳 女 再生不良性貧血 丸山小児科

歳 女 鉄欠乏性貧血 佐竹南台なのはなクリニック

歳 女 βサラセミア 茨城県立中央病院

歳 女 鉄欠乏性貧血 おおはらこどもクリニック

歳 男 自己免疫性好中球減少症 ひたちなか総合病院

歳 男 鉄欠乏性貧血 佐竹南台なのはなクリニック

歳 男 好中球減少症 当院院内

歳 男 再生不良性貧血 いわき市医療センター

歳 男 血友病 当院院内

歳 女 好中球減少症 自治医科大学附属病院

歳 男 貧血，血小板増加症 ひたちなか総合病院

歳 男 白血球増加症 マナ・クリニック

歳 男 ファンコニ貧血 筑波大学附属病院

歳 男 鉄欠乏性貧血 佐竹南台なのはなクリニック

歳 男 鉄欠乏性貧血 小関外科胃腸科医院

歳 女 鉄欠乏性貧血 あさひクリニック

歳 女 孤発性片側肥大 筑波大学附属病院

歳 女 反応性リンパ節炎 水戸赤十字病院

表３ 造血幹細胞移植例

ドナー 移植月 年齢 性 診断名 移植時

血縁骨髄 父 歳 女 先天性好中球減少症

非血縁末梢血 歳 女 慢性骨髄性白血病

血縁骨髄 父 歳 男 若年性骨髄単球性白血病

血縁末梢血 父 歳 男 悪性リンパ腫

血縁骨髄 同胞 歳 男 ベータサラセミア

自家末梢血 歳 男 神経芽細胞腫

自家末梢血 歳 男 小脳髄芽腫

非血縁臍帯血 歳 男 急性リンパ性白血病

自家末梢血 歳 女 小脳髄芽腫

自家末梢血 歳 女 小脳髄芽腫

自家末梢血 歳 女 神経節芽細胞腫

非血縁臍帯血 歳 男 急性リンパ性白血病

自家末梢血 歳 女 小脳髄芽腫

自家末梢血 歳 女 小脳髄芽腫

血縁末梢血 父 歳 男 急性骨髄性白血病

非血縁臍帯血 歳 女 ヘモグロビン異常症

非血縁骨髄 歳 女 再生不良性貧血

非血縁骨髄 歳 男 慢性肉芽腫症
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４ 小児循環器科

スタッフ 名 塩野，林，野崎，堀米 と後期研修医のローテーターで診療にあたった。スタッフは 月

から野崎医師に代わり矢野医師が赴任した。

外来診療は，月曜，水曜，木曜それぞれ午前・午後の枠組みで行った。入院を含む初診患者は 例で

あった。内訳は表 の通りである。

死亡症例は 例で，このうち 例で病理解剖が行われた 表 。

心臓カテーテル検査は，例年通り週 回 火曜日と金曜日 の体制で施行した。血管造影室の工事のため

月後半から 月まで約 か月半休止したが，総数は 件で例年より大きくは減少しなかった。カテ

ーテル治療は 件であった。内容は，血管形成術 件，弁形成術 件，心房中隔欠損作成術 件，コイ

ル塞栓 件であった 表 。新しい装置での良好な画像および被曝の低減が期待される。

心エコーは 件，胎児心エコーは 件であった。その他検査では，ホルター心電図 件，トレ

ッドミル負荷心電図 件であった。

年度も学校心臓検診として，茨城県総合健診協会の一次・二次検診，水戸市心臓検診委員会の一次

検診の心電図判読に参加した。

小児専門診療部長 塩野 淳子

表１ 初診患者の内訳 入院・外来を合わせたもの。病名は主病名のみ，疑い病名含む。

先天性心疾患 後天性心疾患

心室中隔欠損症 川崎病

心房中隔欠損症 拡張型心筋症

動脈管開存症 肥大型心筋症

房室中隔欠損症 急性心膜炎

ファロー四徴症 感染性心内膜炎

両大血管右室起始症 不整脈・心電図異常

修正完全大血管転位症 心室期外収縮

大動脈縮窄・大動脈縮窄複合 上室期外収縮

総動脈幹症 上室頻拍

単心室 心室頻拍

左心低形成症候群 症候群

三尖弁閉鎖 右脚ブロック

総肺静脈還流異常 ， 度房室ブロック

冠動脈奇形 接合部調律，房室解離

血管輪 延長

右房憩室 洞性不整脈

肺動脈狭窄 軸偏位

大動脈狭窄 その他心電図異常

大動脈弁閉鎖不全 その他

僧帽弁閉鎖不全 機能性心雑音

卵円孔開存 特発性胸痛

内臓錯位症候群 起立性調節障害・失神

胎児診断 右胸心

先天性心疾患 高血圧

正常心 スクリーニング等 マルファン症候群

筋疾患

心臓腫瘍

その他 正常心を含む

合計
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表２ 死亡症例

診断 年齢 入院・外来 解剖

両大血管右室起始症 フォンタン術後 ，けいれん重積，心室頻拍 歳 入院 なし

左心低形成症候群 か月 入院 なし

多脾症候群，共通房室弁孔，壊死性腸炎 か月 入院 あり

表３ カテーテル治療の内訳

術式 件数

血管形成術

肺動脈

大動脈

上大静脈

弁形成術

肺動脈弁

心房中隔欠損作成術

コイル塞栓術

動脈管開存症

側副血管

合計
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５ 小児神経精神発達科

当科の 年度の診療は，常勤医師 田中，福島，岩渕 名，非常勤医師 家島，川嶋，岩崎，大戸，

榎園，西村，神 名によって担われた。

当科は，扱う疾患の性質上，外来診療の比重が特に大きい。 年度の当科の外来診療延べ人数は

前年度＋ 人，うち初診は 前年度＋ 人であった。疾患の内訳は，てんかんと発達障害

が大半を占める。当院は，厚労省研究班によって運営されるてんかん診療ネットワークの二次診療施設に

該当し，てんかん初発・発作反復例に対して適切な診断・治療もしくは診療の方向づけを行い，難治例を

三次診療施設に紹介する役割を担っている。多剤服用が必要な場合は新規抗てんかん薬を積極的に導入し，

頻回に発作を有する場合は発作時脳波記録をもとに抗てんかん薬を調整した。

外来診療における新患の多くが発達障害であった。発達障害は，教育機関からの紹介が増える傾向にあ

り，二次障害が顕在化して高学年で気づかれたり複雑な家庭背景を抱えたりする難治例が多かった。中核

症状や併存症 過度の攻撃性や睡眠障害など に対する薬物治療を行い，認知行動特性の詳細な評価，家族

支援，学校や関連機関との連携を臨床心理士とソーシャルワーカーに依頼した。

新生児科から紹介を受けた脳性麻痺のハイリスク乳児例については，神経学的評価や薬物治療を行い，

リハビリテーション科に発達支援 障害固定前の早期介入 を依頼した。結節性硬化症などの多臓器に合併

症を持つ疾患においては，血液腫瘍科，小児外科，脳神経外科などと連携して治療を行った。

入院診療においては，けいれん性疾患，脳炎・脳症などの中枢神経感染症，重症心身障害などの症例に

対して，主に総合診療科と協力しながら治療を行った。また難治な経過や原因が不明の症例については入

院にて様々な検査，治療を行うこともあった。急性脳症などの後遺症を残す可能性のある疾患においては，

リハビリテーション病院との連携を必要とした症例もあった。昨年度から，児童精神を専門とする医師が

入院患者のリエゾンを担当しており，入院中の患者の精神症状や心理的問題について精神科からのアプロ

ーチを行っている。

当科は，脳波や電気生理検査の判読と助言を担当している。 年度の当院の脳波記録件数は 前

年度－ 件，うち当科からのオーダーが 前年度＋ 件，ビデオ脳波は 前年度＋ 件，うち当科

からのオーダーが 前年度＋ 件であった。当科が全例に携わっている神経伝導検査は 前年度＋

件，針筋電図は 前年度± 件であった。

今後は，より高次のてんかん診療，新たな治療法が見出されている変性代謝疾患の早期診断などを推進

していくとともに，かかりつけ医や他機関と診療連携を行いながら，発達障害，てんかんなど神経疾患を

有する症例を地域で診ていく体制づくりを進めていきたい。

当院 に承認された臨床研究等

申請名 カテゴリー 承認年月日 同意形式

脊髄性筋萎縮症に対する非侵襲的陽圧換気療法の有用性

に関する検討

臨床研究 年 月 日 オプトアウト

急性小脳炎の早期診断・治療に有用な臨床症状・検査所

見の推定

臨床研究 年 月 日 オプトアウト

辺縁系脳炎 抗 受容体脳炎 に対するリツキサン注

の使用

未承認医療器具，保険適応外薬

品等

年 月 日 同意書

急性脳症の遷延性意識障害に対する 療法 未承認医療器具，保険適応外薬

品等

年 月 日 同意書

新生児低酸素性虚血性脳症の生物学的マーカーの臨床応

用に向けた研究

臨床研究 年 月 日 同意書

定量的脳波解析による脳内神経機構の発達様式の解明の

予備的検討

臨床研究 年 月 日 同意書
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６ 小児総合診療科

年 月より総合診療科の固定スタッフは，泉維昌部長，田中竜太医師 神経精神発達科科長 ，小林

千恵医師 血液腫瘍科兼任 ，福島富士子医師 神経精神発達科兼任 ，本山景一医師 救急集中治療科兼任，

年 月より再赴任 ，熊崎香織医師，齊藤博大医師 年 月より再赴任 であった。固定スタッフ

が増えたことにより，スタッフ間連携・非常勤医師との連携が強固なものとなり，「よりよい総合的な小

児科診療」を心掛け小児総合診療に従事した。

当院小児総合診療科の特徴は，小児疾患の大部分の疾患を扱っており，専門診療部 神経精神発達科，

血液腫瘍科，循環器科 と連携をとりながら診療を行っていることである。呼吸器疾患では市中肺炎・気

管支喘息発作，集中治療の必要な急性呼吸窮迫症候群 ，重症心身障害児の肺炎などを，循環器疾患

では心肺停止症例，川崎病の診断，重症心身障害児の慢性心不全などを，神経・筋疾患では急性脳炎・脳

症，痙攣重積などの急性期疾患，ギラン・バレー症候群などの脊髄疾患，ミオパチーなどの筋疾患などを，

血液腫瘍疾患では急性白血病，血管肉腫，神経芽腫，特発性血小板減少症などを，消化器肝臓疾患では細

菌性腸炎，腸重積症，炎症性腸疾患，急性肝不全，慢性肝不全などを，腎泌尿器疾患では急性腎不全，尿

路感染症，ネフローゼ症候群， 腎症などを，アレルギー疾患ではアナフィラキシーなどを，代謝内分

泌疾患では糖尿病性ケトアシドーシス， 型糖尿病，副腎不全などを，自己免疫疾患では 血管炎，多

発性筋炎，皮膚筋炎，若年性特発性関節炎などである。このように多種多様な疾患を総合診療科が中心と

なり診療をしている。また，外傷診療 多発外傷，重症頭部外傷を含む や熱傷診療に対しても救急集中治

療科，整形外科，脳神経外科，水戸済生会病院皮膚科と協力し総合診療科で全身管理を行っている。

外来診療においては，多数の非常勤医師のご協力をいただいている。内分泌代謝科は泉維昌部長と外来非

常勤医師として小笠原敦子医師 東邦大学客員講師 が内分泌全般を，岩淵敦医師 筑波大学小児科講師 が主

として糖尿病外来を担当した。アレルギー外来は黒田わか医師，鬼澤裕太郎医師 鬼澤ファミリークリニッ

ク が担当した。腎臓外来は，泉維昌部長，齊藤綾子医師，五十嵐徹医師 日本医科大学講師 が担当した。

消化器肝臓外来を田川学医師 筑波大学小児科講師 が担当し，入院診療を齊藤博大医師が担当した。

年度に総合診療科として，専門診療部とも協力しながら行ってきたことを列記する。

初期研修医・小児科専修医教育の継続

協力型臨床研修病院として，筑波大学，茨城県立中央病院，水戸医療センター，水戸協同病院からひ

きつづき総合診療科で － か月単位で初期研修医を受け入れている。

カリキュラムとしては，毎朝小児科全体ミーティングで前日の時間外救急診療の報告と打合をおこな

った。火曜は より新着文献の抄読会を輪番制で行い，木曜は から主に複雑症例・重症症例の

症例検討，または初期研修医の経験症例を発表する場とした。金曜日は から まで小児科全体

の入院患者について 混合病棟，血液腫瘍病棟の つを回診した。ここで症例提示能力を鍛錬され，

検査計画，治療計画の問題点についても整理することができる。

その他に総合診療科は午前に前日，前夜の入院症例を中心の回診を行い，夕方には当日の経過と治療

計画について討議する時間を持った。研修医教育を念頭においてプレゼンテーション，治療計画につい

て発言を求めるように努めた。研修修了時に自己評価票とアンケートに記入するようになっている。

当院では前述したように総合診療科が小児疾患の大部分の疾患を扱っており，初期研修医や専修医の

研修に適合した体制としている。

小児科の一般外来診療の実施

午前の一般外来は，基本的には特定の専門診療部以外 血液腫瘍科，循環器科以外 の紹介をすべて受

け付けた。緊急性の高い痙攣性疾患などは救急車での来院も多く，救急車対応は重要な役割である。感

染症，呼吸器，アレルギー，消化器肝臓，代謝内分泌，腎臓，新生児科退院後，神経精神発達科外来通
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院中などの患者の臨時の受診に対応しており，具体的には平日午前の外来枠で総合診療科医師が交代で

診療に当たった。午後の一般診療は急患の受け付けとしているが，午後になってから他院から紹介され

る患者も多く，初診・初療は総合診療科で対応することがほとんどである。

夜間や休日の時間外のいわゆる救急患者は当直医が診療し，入院した場合は総合診療科が担当するこ

とが多い。症状によっては専門診療部や外科系への振り分けを行っている。

小児科の一般入院診療の実施

前述したとおり小児疾患の大部分の疾患の入院加療を当科で行っている。専門診療部との連携は不可

欠であり，入院後もさまざまな科との連携を大事にしながら加療を行っている。また退院後の外来での

診療の継続も心がけており，さまざまな合併症を抱えている患児 特に重症心身障害児 については総合

診療科でもひきつづき診療している。また，血液悪性疾患についても初発の急性白血病診療については

当科で診療している。

小児救急医療・小児集中治療の充実

県央県北地域における唯一の小児 次医療機関として自動的に集約化された救急医療・集中治療を総

合診療科中心に担ってきた歴史を持つ。 年度より救急集中治療科も再設され，救急診療の質の向上

と標準化，システム作りに指導的な役割を果たしている。年間救急車受け入れ台数は 台を超え，

病床 床台の小児専門病院として異例の多さである。軽症から重症まで幅広く受け入れており，地域

のニーズに応えるとともに研修医にとっては経験を積む良い機会になっている。また，他院からの搬送

依頼に対しても柔軟に対応している。今後は迎え搬送やドクターカーなど病院前治療にも一定の役割を

果たせることを目標とする。

当院 はオープン～セミクローズドの形態を取っており，基本的には主科により全身管理が行われ

てきたが，前述のとおり 年度より救急集中治療科が再設され， での管理の標準化や質の向上，

ハード面の改善を担っている。総合診療科は救急集中治療科と緊密に連携しながら，救急外来より緊急

入室する重症患者の全身管理のみならず各専門科が主科となる患者の術後管理のサポートや院内急変

対応とその後の管理まで行っている。今後は を稼働させ，重症化する前か

らの介入，全身管理への移行を目指したい。

上記のような科の壁に捉われない形での急性期医療全般を担っていることは，当院の総合診療科の大

きな特徴である。また，教育にも力を入れており，救急，集中治療のそれぞれの場面を想定したシミュ

レーションを定期的に開催している

小児虐待対応 成育在宅支援室の項も参照

小児医療において虐待診療のウェイトは年々増加しており，その質を担保することが求められている。

外来，入院を問わず虐待やマルトリートメントが疑われる児を見付け，チーム対応につなげる役割を担

っている。特に救急外来において身体的虐待やネグレクトにきちんと対応できるように教育を行ってい

る。また，家庭支援や被虐待児のフォローアップの役割を担うことも多い。多機関との連携も非常に重

要で，児童相談所や警察から求められて虐待が疑われる児の診察や鑑定を行う機会も増えている。虐待

対策基幹病院の総合診療科として地域の虐待対策の中心を担うことも多い。

小児消化管内視鏡検査の充実

近年の炎症性腸疾患を中心とした小児消化器疾患の増加を受け， 年度は小児外科と協力し消化管内視鏡

検査を増加した。前年度まではのべ件数 件程度であったが，今年度はのべ件数 件であった。また内視鏡

的逆行性膵胆管造影検査 ・小腸カプセル内視鏡検査も積極的に施行しており，今後の増加が予想される。
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腎生検，肝生検の充実

いままでも腎生検・肝生検は施行してきたが，小児外科の協力もあり 年度はより積極的に施行

できている。今後も適応疾患を考慮し積極的に当科で行っていく。

【 年度の総合診療科，神経精神発達科入院患者の一覧 のべ症例数 】

入院の契機となった病名 人数

呼吸器疾患 耳鼻咽喉領域含む

神経筋疾患 急性脳症，髄膜炎含む

血液腫瘍疾患

消化器肝臓疾患 胃腸炎含む

腎泌尿器疾患 尿路感染症含む

アレルギー疾患

外傷 虐待，頭部外傷，頭蓋内出血含む

代謝内分泌疾患

その他 新生児発熱など

自己免疫疾患

循環器疾患 来院時心肺停止含む

皮膚疾患 蜂窩織炎，熱傷含む

のべ入院数

小児総合診療科医長 齊藤 博大，小児救急集中治療科医長 本山 景一
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第３節 第二医療局
１ 小児外科

診療体制

年 月は矢内第二医療局次長，東間部長，益子医長，平野医師，田中 保 医師，小坂医師，牛山医

師の 名でスタートした 矢内・益子は小児泌尿器科を兼務 。平野医師は日本大学小児外科から 月に派

遣され，田中 保 医師と牛山医師は筑波大学小児外科から 月に派遣された。小坂医師は順天堂大学小児

外科から派遣され 年目の研修となった。若手医師は小児外科専門医取得を目指して研修に励んでいる。

東間部長は，小児外科・新生児外科一般のほか，とくに呼吸器外科 気道手術 や悪性固形腫瘍手術にお

いて主力となり，二分脊椎外来や排泄外来でも活躍している。益子医長は，小児外科・新生児外科一般の

ほか，とくに内視鏡外科や泌尿器外科において存分に力を発揮し，さらなる低侵襲手術を提供している。

手術

年の全身麻酔下での手術・検査件数は 件であり，新生児手術・検査が 件，鼠径ヘルニア手

術が 件，内視鏡手術・検査が 件，日帰り手術・検査が 件であった 表 。年間件数や内訳は例

年とほぼ同等であり，鼠径ヘルニア手術および日帰り手術・検査の件数が昨年よりも 件ほど増加した。

なお，昨年度と同様，ほかの登録作業との集計の都合上， 年 月～ 年 月の件数とした。

今年度は須磨﨑院長の御高配により，週に 日ではあるものの麻酔科医を増員し，小児外科・小児泌

尿器科の手術枠を 日増やしていただいた。これによって予定手術枠に余裕ができたため日中の緊急手

術を申し込みやすくなり，また，若手医師にとっては経験できる手術症例が少し増加した。手術枠の増

加によって鼠径ヘルニア手術および日帰り手術・検査の件数が増加したが，来年度は週に 日の麻酔科

医の増員が困難となり，手術枠が 日減って昨年度と同様の状況になる。

当科でも様々な手術において内視鏡手術を積極的に導入しており，最近では徐々に件数が増加し昨年

からは年間 件ほどで推移している。胸腔鏡下食道閉鎖症根治術，胸腔鏡下肺切除術，腹腔鏡下胆道

拡張症根治術，後腹膜鏡下腎盂形成術など高難易度手術も施行している。麻酔科の協力のもとで軌道に

乗っている日帰り手術・検査は人気が高く，患児・家族へのサービス向上に貢献しており，昨年度は

か月待ちの状況であったものの，今年度は手術枠の増加に伴って か月以内に予定できるほど改善した。

また，早産児や低出生体重児の増加に伴い長期気管内挿管による後天性声門下腔狭窄も増加しているが，

当科では気管切開カニューレ抜去に向けて積極的な治療を進めているため他県からの紹介が増えてい

る。なお，小児泌尿器科領域の手術に関しての詳細は小児泌尿器科の項を参照されたい。

外来

月曜日午前を東間が，月曜日午後 不定期 を矢内が，火曜日午前・午後を東間が，木曜日午前・午後

を矢内が，金曜日午前・午後を益子が担当している 矢内・益子は小児泌尿器科外来を兼務 。

地域貢献

茨城小児科学会で当科の治療方針を報告して地域小児医療の一翼を担えるよう小児外科疾患の診

断・治療の普及に努めている。また，茨城外科学会にも参加して当科の活動を広報した。

教育

県内の看護学校の小児看護分担講義 小児外科 や院内の看護師への講義 小児外科疾患の術前術後管

理 を実施している。

第二医療局次長 矢内 俊裕
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表 年全身麻酔下手術・検査件数

手術・検査総数

新生児手術・検査数

鼠径ヘルニア手術数

鏡視下手術・検査数

日帰り手術・検査数

表 年術式別内訳 両側，複数手術は 件で集計

頭頸部

耳前瘻摘除術

舌小帯形成術

喉頭気管分離術

硬性鏡下喉頭病変レーザー治療 喉頭狭窄，他

直接縫合による気管形成術

肋軟骨移植による気管形成術

気管切開術

その他

合計

胸部

食道閉鎖症手術 胸腔鏡下

胸腔鏡下左肺部分切除術

胸腔鏡下ブラ結紮術

胸腔鏡下膿胸掻爬術

胸腔鏡下横隔膜ヘルニア根治術

漏斗胸手術 胸骨挙上法

腕頭動脈切離術

その他

合計

腹部

噴門形成術 腹腔鏡下

肥厚性幽門狭窄症手術

胃瘻造設術 単独＋噴門形成術・付加 腹腔鏡下

胃瘻閉鎖術

十二指腸閉鎖症手術

小腸閉鎖症手術

小腸部分切除術 腹腔鏡補助下

腸瘻造設術

虫垂切除術 腹腔鏡下

人工肛門造設術

人工肛門閉鎖術
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腹腔鏡下盲腸瘻造設術

イレウス手術 腹腔鏡下

直腸生検

腹腔鏡補助下ヒルシュスプルング病根治術

腹腔鏡補助下中間位鎖肛根治術

低位鎖肛根治術

痔瘻手術

肛門粘膜脱手術

腹腔鏡下胆嚢摘除術

脾臓摘除術 腹腔鏡下

膵体部切除・膵尾部胃吻合術

腸間膜嚢腫切除術

後腹膜神経芽腫切除術

肝芽腫切除術

臍帯ヘルニア根治術

腹壁破裂根治術

臍ヘルニア・白線ヘルニア修復術 腹腔鏡下

鼠径ヘルニア修復術 腹腔鏡下

その他

合計

泌尿生殖器

腹腔鏡下腎摘除術

腎瘻造設術

腎盂形成術 腎盂尿管移行部通過障害 腹腔鏡下 ，腹腔鏡補助下

後腹膜鏡下尿管尿管吻合術

尿管皮膚瘻造設術

膀胱尿管新吻合術 尿管膀胱移行部通過障害

膀胱尿管新吻合術 膀胱尿管逆流

注入剤による膀胱尿管逆流手術

膀胱皮膚瘻造設術

尿道形成術 尿道下裂

環状切除術，陰茎形成術 埋没陰茎

陰嚢形成術

精巣固定術 停留精巣，移動性精巣 腹腔鏡下

精巣摘除術 遺残組織も含む

精巣捻転症手術

腹腔鏡下精巣静脈瘤手術

卵巣腫瘍切除術 奇形腫など：腹腔鏡補助下

その他

合計

全身麻酔下検査・処置

－91－



胸腔鏡・腹腔鏡

消化管内視鏡 異物除去，ポリペクトミーを含む

食道バルーン拡張術

気管支鏡 異物除去を含む ・喉頭気管支ファイバー

中心静脈テーテル挿入，抜去

膀胱鏡・膀胱造影・逆行性尿管造影・膣鏡・膣造影

膣ブジー

その他

合計
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２ 小児泌尿器科

診療体制

現在のスタッフは矢内部長と益子副部長の 名であるが，人員と連携の点から小児外科のスタッフと

共に診療を行っている 矢内・益子は小児外科を兼務 。

手術

小児外科のスタッフと共に手術を行っており， 年は小児外科の全身麻酔下での手術・検査件数

件 両側例や複数手術例を 件として集計 の内 件 約 ％ が小児泌尿器科手術・検査であり，

昨年と同じ傾向であった 表 。表の泌尿生殖器腫瘍では性腺腫瘍の手術のみを掲載したが，副腎・腎・

後腹膜腫瘍の手術は小児外科とオーバーラップする分野であり，小児外科の手術統計に含まれている。

なお，昨年度と同様，他の登録作業との集計の都合上， 年 月～ 年 月の件数とした。

膀胱尿管逆流の治療では低侵襲の内視鏡的 膀胱鏡下 ヒアルロン酸注入療法の施行例が増加し，一昨

年と昨年は内視鏡的注入療法：尿管膀胱新吻合術の割合が ： であったが，今年は ： であり前者が

少なかった。

腎盂尿管移行部通過障害 水腎症 に対する腹腔鏡下腎盂形成術 後腹膜到達法 は 歳未満の年少児に

は適応としていないため 例のみであったが，乳幼児の 例に対しては小切開・後腹膜鏡補助下での腎

盂形成術を施行した。この術式は昨年から採用したが，従来の開放手術では であった創を に

縮小し，尿管剥離操作を後腹膜鏡下に行い，腎盂尿管吻合の操作を従来の開放手術と同様に施行する方

法であり，小切開による低侵襲手術を提供できている。

また，益子副部長は内視鏡手術を得意としているので，腹腔鏡手術による腎摘除術，腎部分切除術，

後腹膜腫瘍切除術など，当科における内視鏡手術のさらなる増加が期待される。停留精巣の重症型であ

る腹腔内精巣に対しては，腹腔鏡下に精巣血管を剥離して一期的に精巣固定術を行っているが，一期的

手術が困難な場合には二期的手術を選択し，初回手術では腹腔内精巣を対側の腹壁 腹腔内 に縫合固定

して精索の牽引・延長を図り， ～ か月後の手術で精巣を引き下ろして固定術を施行している。

なお，尿道下裂のほかにも，件数は少ないものの尿路変更術，腸管利用膀胱拡大術，膣形成術，陰核

形成術など，患児や家族の を改善する手術も積極的に施行している。

外来

月曜日午後 不定期 と木曜日午前・午後を矢内が，金曜日午前・午後を益子が，小児泌尿器科・小児

外科を担当している。また，他の小児外科スタッフの外来日にも各スタッフが対応してくれている。

地域貢献

茨城小児科学会で当科の治療方針を報告して地域小児医療の一翼を担えるよう小児泌尿器科疾患の診

断・治療の普及に努めている。また，日本泌尿器科学会茨城地方会にも参加して当科の活動を広報した。

教育

院内の看護師への講義 小児泌尿器科疾患の術前術後管理 を実施している。

第二医療局次長兼小児泌尿器科部長 矢内 俊裕
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表１ 年全身麻酔下手術・検査件数

泌尿生殖器

腹腔鏡下腎摘除術

腎瘻造設術

腎盂形成術 腎盂尿管移行部通過障害 腹腔鏡下 ，腹腔鏡補助下

後腹膜鏡下尿管尿管吻合術

尿管皮膚瘻造設術

膀胱尿管新吻合術 尿管膀胱移行部通過障害

膀胱尿管新吻合術 膀胱尿管逆流

注入剤による膀胱尿管逆流手術

膀胱皮膚瘻造設術

尿道形成術 尿道下裂

環状切除術，陰茎形成術 埋没陰茎

陰嚢形成術

精巣固定術 停留精巣，移動性精巣 腹腔鏡下

精巣摘除術 遺残組織も含む

精巣捻転症手術

腹腔鏡下精巣静脈瘤手術

卵巣腫瘍切除術 奇形腫など：腹腔鏡補助下

膀胱鏡・膀胱造影・逆行性尿管造影・膣鏡・膣造影

膣ブジー

その他

合計

両側例や複数手術例を 件として集計
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３ 小児脳神経外科

診療体制

年度は常勤医，稲垣隆介・田村剛一郎の 名と非常勤医，鶴淵隆夫・室井愛の 名で行った。

臨床実績 表参照

小児脳神経外科は臨床面でも軌道に乗り，コンスタントに週 例の手術を行っている。入院数は延べ

名，新入院は 名であった。延外来数も 名でありそのうち初診も 名であった。また，特殊外来

としてはじめた頭痛外来，頭の形外来も徐々に紹介患者の数がふえてきている。特に宣伝をしているわけで

はないが，徐々に周囲の医療施設に我々の診療実績を認知してきてもらっているのではないかと考える。

患者さんのケアーに関しても 年前から開始している二分脊椎外来も軌道に乗ってきている。これは小児

外科・泌尿器科・総合診療科・理学療法科・看護科とも協力することで，多くの診療科を受診しないといけ

ないような患者さんを出来るだけ一日で診察するようにする方法で，欧米ではかなり以前から導入されて効

果が認められている。残念ながら，日本では未だ旧態依然とした診療科の壁の多い施設が多いのが実情であ

るが，当院の職員はこのような取り組みにも非常に前向きであり，年々，内容が充実してきていると思われ

る。二分脊椎という疾患自体は重症から治療が不要な軽度な異常まで含まれるため，総数を数えることがや

や難しい面もあるが，定期的に二分脊椎外来で経過を追う患者数も 名近くになってきている。

頭痛外来も紹介患者が増えてきている。当初，予想していたよりも偏頭痛などは少なく，ゲームに関連す

るような頭痛や対人関係からの頭痛が多いというのが茨城県立こども病院の特徴である。水戸地区には頭痛

専門医が勤務する施設がいくつかあり，典型的な症状を呈している頭痛の患児はそのような施設を受診し，

診断がやや困難な例が当院を受診している可能性もあると考えている。頭の形外来も徐々に患者数が増えて

きている。こちらも当初予測していたより，手術が必要な頭蓋縫合早期癒合症の患者さんが比較的少なく，

体位性斜頭症の児が多い特徴がある。頭痛外来には県外からも受診されるようになってきている。

副院長 稲垣 隆介

NO 手術年月日 年齢 性別 主病名 自由術名 

1 2019/4/3 0 男 二分脊椎の疑い 椎弓形成術 

2 2019/4/3 3 女 先天性水頭症 脳室腹腔シャント術 

3 2019/4/8 12 女 脳腫瘍 開頭腫瘍摘出術 

4 2019/4/8 9 男 脳腫瘍 硬膜下電極設置術 

5 2019/4/9 15 女 脳出血 脳血管撮影 

6 2019/4/10 7 男 術後創部感染 創部デブリドマン 

7 2019/4/10 3 男 二分脊椎 脊髄係留解除術 

8 2019/4/12 0 女 ＶＰシャント機能不全 脳室腹腔シャント再建術 

9 2019/4/14 0 女 ＶＰシャント機能不全 脳室外ドレナージ術 

10 2019/4/15 9 男 てんかん 硬膜下電極摘出術 

11 2019/4/22 0 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

12 2019/4/24 0 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

13 2019/4/24 3 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

14 2019/4/27 0 女 脳室内出血後水頭症 脳室腹腔シャント術 

15 2019/5/8 9 男 脳腫瘍 開頭脳腫瘍摘出術 

16 2019/5/8 12 男 水頭症 神経内視鏡的第 3脳室底開窓術 透明中隔開窓術 

17 2019/5/13 15 女 硬膜脳動静脈奇形 脳動静脈奇形摘出術 
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NO 手術年月日 年齢 性別 主病名 自由術名 

18 2019/5/15 0 女 脳室内出血後水頭症 右脳室腹腔シャント術・神経内視鏡的透明中隔開窓術 

19 2019/5/20 0 男 係留脊髄,脊髄脂肪腫 脊髄係留解除術 

20 2019/5/22 12 女 脳腫瘍 開頭腫瘍摘出術 

21 2019/5/27 2 女 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器抜去術 

22 2019/5/27 7 男 手術創離開 創部デブリドマン 

23 2019/5/27 16 女 足褥瘡 創部デブリドマン 

24 2019/5/28 1 女 脳腫瘍,非交通性水頭症 
神経内視鏡的第 3脳室底開窓術 腫瘍生検術 髄液リザー

バ設置術 

25 2019/5/29   男 脊髄髄膜瘤 脊髄髄膜瘤修復術 

26 2019/6/5 8 男 第 4脳室腫瘍 開頭脳腫瘍摘出術 

27 2019/6/3 15 男 左頭頂葉腫瘍 開頭脳腫瘍摘出術 

28 2019/6/26 3 女 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器抜去術 

29 2019/6/12 0 男 二分脊椎 脊髄係留解除術 

30 2019/6/17 9 女 第 4脳室腫瘍 開頭腫瘍摘出術 

31 2019/6/12 1 女 交通性水頭症 脳室腹腔シャント術 

32 2019/6/3   男 髄膜瘤を伴う水頭症 髄液リザーバ設置術 

33 2019/6/14 9 女 非交通性水頭症 神経内視鏡的第 3脳室底開窓術 髄液リザーバ設置術 

34 2019/6/19 2 男 脊髄脂肪腫 脊髄係留解除術 脊髄脂肪腫部分切除術 

35 2019/6/9 5 男 脳室内出血後水頭症 脳室腹腔シャント再建術 

36 2019/6/10 1 女 脳腫瘍 開頭脳腫瘍摘出術 

37 2019/7/29 9 男 第 4脳室腫瘍 開頭腫瘍摘出術 

38 2019/7/17 0 男 髄膜瘤を伴う水頭症 脳室腹腔シャント術 

39 2019/7/24 4 男 三角頭蓋 頭蓋形成術 

40 2019/7/15 27 女 ＶＰシャント機能不全 脳室腹腔シャント再建術 

41 2019/7/16 27 女 ＶＰシャント機能不全 脳室腹腔シャント術 

42 2019/7/3 0 男 慢性硬膜下血腫 穿頭血腫洗浄ドレナージ術 

43 2019/7/10 9 男 水頭症 神経内視鏡的第三脳室底開窓術 

44 2019/7/8 9 女 交通性水頭症,先天性水頭症 脳室腹腔シャント再建術 

45 2019/7/31 15 男 非交通性水頭症 神経内視鏡的第 3脳室底開窓術 

46 2019/7/3 2 女 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器設置術・頭蓋形成術 

47 2019/7/1 2 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

48 2019/7/17 2 女 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器設置術・頭蓋形成術 

49 2019/7/25 27 女 ＶＰシャント機能不全 脳室腹腔シャント抜去術 

50 2019/7/10 0 男 二分脊椎 脊髄係留解除術 

51 2019/7/31 7 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

52 2019/8/5 4 男 環軸関節亜脱臼 頭蓋頚椎固定術 

53 2019/8/7 16 女 小児もやもや病 間接血行再建術 EDAS 

54 2019/8/14 6 女 二分脊椎 選択的脊髄後根切断術 

55 2019/8/19 13 女 脊髄脂肪腫 脊髄係留解除術 

56 2019/8/21 0 男 二分脊椎 脊髄係留解除術 
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NO 手術年月日 年齢 性別 主病名 自由術名 

57 2019/8/21 0 男 二分脊椎 脊髄係留解除術 

58 2019/8/26 16 男 顔面脂肪腫 顔面皮下腫瘍摘出術 

59 2019/8/28 8 男 脊髄係留症候群 脊髄係留解除術 

60 2019/9/2 4 男 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器シャフト切断術 

61 2019/9/9 3 男 テント下脳腫瘍 開頭脳腫瘍摘出術 

62 2019/9/11 0 男 係留脊髄 脊髄係留解除術 

63 2019/9/12 0 男 先天性脳腫瘍,非交通性水頭症 脳室外ドレナージ術 

64 2019/9/18 2 男 キアリ奇形第 2奇形,脊髄髄膜瘤 脊髄係留解除術 

65 2019/9/18 1 男 先天性脳腫瘍 
神経内視鏡的第 3脳室底開窓術 腫瘍生検術 髄液リザー

バ設置術 

66 2019/9/21 0 男 脳室内出血後水頭症 髄液リザーバ設置術 脳室ドレナージ術 

67 2019/9/25 1 女 脊髄脂肪腫 脊髄係留解除術 

68 2019/9/27 0 男 水頭症 髄液リザーバ設置術 

69 2019/9/30 1 男 先天性脳腫瘍 開頭脳腫瘍摘出術 

70 2019/10/2 2 男 長頭症,矢状縫合早期癒合症 頭蓋形成術 頭蓋骨拡張器設置術 

71 2019/10/3 0 男 悪性小脳腫瘍 開頭腫瘍摘出術 

72 2019/10/7 1 女 脳腫瘍 開頭腫瘍摘出術 

73 2019/10/9 2 女 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器抜去術 

74 2019/10/13 9 女 髄膜瘤を伴う水頭症,ＶＰシャント機能不全 脳室外ドレナージ術 

75 2019/10/16 0 女 係留脊髄の疑い 脊髄係留解除術 

76 2019/10/16 1 男 三角頭蓋 頭蓋内圧モニター設置術 

77 2019/10/16 0 女 急性硬膜下血腫,脳浮腫 減圧開頭術 

78 2019/10/17 9 女 髄膜瘤を伴う水頭症 脳室腹腔シャント術 

79 2019/10/18 1 男 三角頭蓋 頭蓋形成術 頭蓋骨拡張器設置術 

80 2019/10/28 9 男 頭部皮下腫瘍 側頭部軟部腫瘍生検術 

81 2019/10/28 14 男 テント上脳腫瘍 開頭脳腫瘍摘出術 

82 2019/10/30 2 男 長頭症 頭蓋骨拡張器シャフト切断術 

83 2019/10/30 0 女 急性硬膜下血腫 頭蓋形成術 

84 2019/11/7 0 男 慢性硬膜下血腫 穿頭血腫ドレナージ術-【左右】 

85 2019/11/11 0 男 斜頭症 頭蓋形成術 

86 2019/11/13 0 男 脊髄係留 脊髄係留解除術 

87 2019/11/13 2 男 長頭症 頭蓋形成術 頭蓋骨拡張器設置術 

88 2019/11/15 1 女 悪性小脳腫瘍 開頭腫瘍摘出術 

89 2019/11/18 9 男 テント上脳腫瘍 開頭腫瘍摘出術 

90 2019/11/20 0 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

91 2019/11/25 1 男 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器シャフト切断術 

92 2019/11/27 10 男 骨腫瘍 頭蓋骨腫瘍摘出術 

93 2019/12/2 0 男 外傷性硬膜下水腫 硬膜下腔-腹腔シャント術 

94 2019/12/2 10 女 髄膜瘤を伴う水頭症 神経内視鏡的第 3脳室底開窓術 

95 2019/12/4 3 女 三角頭蓋 頭蓋内圧モニター設置術 
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NO 手術年月日 年齢 性別 主病名 自由術名 

96 2019/12/4 4 男 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器抜去術 

97 2019/12/6 9 男 小脳腫瘍 開頭腫瘍摘出術 

98 2019/12/11 2 男 長頭症 頭蓋骨拡張器シャフト切断術 

99 2019/12/16 13 女 脳動静脈奇形破裂 脳血管撮影検査 

100 2019/12/18 1 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

101 2019/12/18 12 女 キアリ奇形第 1奇形 上位頚髄減圧術 

102 2019/12/20 10 女 ＶＰシャント機能不全 脳室腹腔シャント抜去術 

103 2019/12/23 2 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

104 2019/12/25 3 男 先天性脳腫瘍 神経内視鏡的脳室内腫瘍摘出術 

105 2020/1/6 3 女 小児もやもや病 脳血管撮影 

106 2020/1/8 6 男 後頭蓋窩くも膜のう胞 腰椎穿刺 脳槽造影 

107 2020/1/8 3 女 小児もやもや病 間接血行再建術 

108 2020/1/15 4 男 脳室拡大 頭蓋内圧モニター設置術 

109 2020/1/15 3 男 脳室上衣腫 神経内視鏡ガイド下開頭腫瘍摘出術 

110 2020/1/20 2 男 髄膜瘤を伴う水頭症 脳室腹腔シャント再建術 

111 2020/1/22 16 女 ＶＰシャント機能不全 脳室腹腔シャント再建術 

112 2020/1/22 0 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

113 2020/1/27 0 女 頭頂骨陥没骨折 右頭蓋骨陥没骨折整復術 

114 2020/1/27 14 女 脳動静脈奇形破裂 脳動静脈奇形血管内塞栓術 

115 2020/1/29 0 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

116 2020/1/29 0 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

117 2020/2/3 4 男 脳室拡大 脳室腹腔シャント術 

118 2020/2/5 4 女 三角頭蓋 頭蓋骨形成術 頭蓋骨拡張器設置術 

119 2020/2/5 0 男 二分脊椎 脊髄係留解除術 

120 2020/2/17 9 男 頭部皮下腫瘍 側頭部軟部腫瘍摘出術 

121 2020/2/19 2 女 三角頭蓋 頭蓋内圧モニター設置術 

122 2020/2/19 2 男 頭蓋骨癒合症 頭蓋骨拡張器抜去術 

123 2020/2/26 0 男 尖頭蓋 頭蓋骨拡張器設置術・頭蓋形成術 

124 2020/2/26 0 男 外傷性硬膜下水腫 
硬膜下腔腹腔シャント再建術  

神経内視鏡的硬膜下血腫穿頭洗浄術 

125 2020/2/28 4 女 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器シャフト切断術 

126 2020/3/2 1 男 三角頭蓋 頭蓋骨拡張器抜去術 

127 2020/3/4 3 女 脊髄係留症候群 脊髄係留解除術 

128 2020/3/9 0 女 二分脊椎 脊髄係留症候群 

129 2020/3/11 0 女 頭部皮下腫瘤 皮下軟部腫瘍摘出術 

130 2020/3/11 3 男 第 4脳室上衣腫 気管切開術 

131 2020/3/16 15 男 脳卒中後片麻痺,脳動静脈奇形 脳血管撮影検査 

132 2020/3/18 1 男 脊髄係留症候群 脊髄係留解除術 

133 2020/3/23 4 男 胎児水頭症 頭蓋内圧モニター設置術 

134 2020/3/23 2 男 長頭症 頭蓋骨拡張器抜去術 

135 2020/3/25 8 女 二分脊椎 脊髄係留解除術 

136 2020/3/30 1 男 三角頭蓋 頭蓋内圧モニター設置術 
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４ 心臓血管外科

心臓血管外科診療体制

年度から阿部正一，坂有希子の 人体制となり，今年度も火曜日の手術は主として筑波大学心

臓血管外科 加藤秀之，木曜日の手術は茨城県立中央病院心臓血管外科の協力を得て 人体制で手術を

行うという変則的な体制のままであった。 人体制の開始となって以来，手術予定の調整と小児循環器

科および臨床工学科との循環器診療チームが成熟したことで従来通りの診療の質を維持することが可

能であった。しかしながら，人員不足から患児の手術待機時間が長くなる傾向があり早急に解決すべき

課題ではある。

手術

年 月から 年 月までの手術総数 例で，内訳は開心術 例，非開心術 例，その他

例，ペースメーカー手術 例であった。病院内死亡は 例であった。両側肺動脈絞扼術を行った左心

低形成症候群 大動脈閉鎖，僧帽弁狭窄，低出生体重児 がノーウッド手術待機中に心不全死，動脈管閉

鎖術を行った超低出産体重児がそれぞれ腹部疾患により死亡した。

外来

月曜日午前 阿部 ，水曜日午前 阿部 ，金曜日午前 阿部，坂 ，およびペースメーカー外来 坂 。

（心臓血管外科部長 阿部 正一）

図 年度別手術数
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〜

開心術 非開心術

心室中隔欠損 動脈管開存

心房中隔欠損 血管輪

ファロー四徴症 大動脈縮窄切除端端吻合

ファロー四徴症 肺動脈閉鎖 体肺動脈短絡術

右室二腔症 主要体肺動脈側副血管

両大血管右室起始 鎖骨下動脈フラップ法

部分型房室中隔欠損 肺動脈絞扼術

完全型房室中隔欠損 両側肺動脈絞扼

房室中隔欠損 ファロー四徴症 その他

房室中隔欠損 部分肺静脈還流異常

房室中隔欠損 単心房 その他

部分肺静脈還流異常

総肺静脈還流異常 二期的胸骨閉鎖

完全大血管転位 体肺動脈短絡再建

両大血管右室起始 大血管転位 補助循環関連

大動脈弓離断複合 術創

大動脈縮窄複合 縦隔炎

大動脈縮窄 カテーテル穿孔

僧房弁疾患 セローマ

大動脈弁疾患 試験開胸

左室流出路閉塞 再開胸

大動脈中隔欠損 心タンポナーデ

三心房心 乳び胸

肺動脈弁欠損症候群 横隔膜縫縮

バルサルバ洞動脈瘤 肺生検

エプスタイン奇形 血栓除去

肺動脈スリング 膿胸

左冠動脈肺動脈起始 気管切開

冠動静脈瘻 気管形成

肺動脈閉鎖 二心室修復 血管手術

右肺動脈上行大動脈起始 その他

総動脈幹遺残

修正大血管転位

孤立性心室逆位 大動脈縮窄 ペースメーカー関連

フォンタン手術 新規

両方向性グレン手術 電池交換

心室修復 その他

ノーウッド手術

単心室，総肺静脈還流異常

心房中隔欠損作成術

肺動脈形成術

共通房室弁形成術

三尖弁形成術

右室流出路形成術

体肺動脈短絡術

大動脈縮窄 単心室

非解剖学的バイパス

感染性心内膜炎

再手術
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年度

開心術 非開心術

心室中隔欠損 動脈管開存閉鎖術

心房中隔欠損 体肺動脈短絡術

ファロー四徴症 両側肺動脈絞扼術

ファロー四徴症 肺動脈閉鎖 肺動脈絞扼術

総肺静脈還流異常

修正大血管転位

両大血管右室起始 その他

中間型房室中隔欠損 二期的胸骨閉鎖

僧帽弁形成術 血流調整

純型肺動脈閉鎖〔 心室修復 創処置

血管手術

フォンタン手術 補助循環

グレン手術

吻合 ペースメーカー関連

体肺動脈短絡術 新規

電池交換

再手術

僧帽弁再置換術

遺残短絡

右室流出路形成術
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５ 麻酔科

診療体制：こども病院麻酔科と水戸済生会総合病院麻酔科で，両病院の麻酔科医師が併任または研修とし

て両病院で麻酔科業務を行った。

人員：こども病院スタッフは奥山和彦，武田由記，助川岩央，済生会スタッフは大久保直光，佐藤恭嘉，

前田良太，小林可奈子，熊田由紀，大和田麻由子，島田憲佑，町田大二であった。

麻酔業務：手術中の心停止事例が 件あった。うち 件は大量の出血であり数分で心停止となり，そのう

ち 例は死亡した。もう 例は先天性心疾患合併新生児でも消化管穿孔でありどのケースも未然に防ぐ

ことは難しい症例であった。

月よりセファゾリンの供給が停止し，代替薬剤で対処せざるを得なくなった。その他の薬剤でも製

造の問題から先発品に戻す必要に迫られたり，混乱があった。

年度の麻酔管理実績は，総麻酔症例数 例と昨年度に比べて 例増加した。主たる増加は

検査時の鎮静依頼であったが，全国的に麻酔科依頼をすることが増えているようである。緊急手術は

件増加，新生児手術 例は前年とほぼ変わらず。

全身麻酔総症例数の推移

年度 例

年度 例

年度 例

年度 例

年度 例

年度 例

年度 例

年度 例

年度 件数 計

麻酔科管理症例

から か月未満

か月 ヶ月未満

ヶ月 歳未満

歳から 歳未満

歳以上

計

緊急症例

脳波，放射線照射等

鎮静
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６ 病理部

診療体制

担当医師 併任 大谷明夫， 併任 大谷紀子

担当二名で病理組織診断および病理解剖を担当。検査科病理部門の技師の業務の監督・指導も行っ

ている。

実績・統計

病理組織診断 件

うち迅速 件

病理解剖 件

症例検討会 回 含む 病理参加

総括

病理診断の内容について：

血液系腫瘍については，相当に体制ができてきて，一定の成果があると判断している。

固形腫瘍，あるいは非腫瘍性の疾患についても一定の成果をえたと判断している。

なお，診断制度の向上を目指してゆきたい。

部門としての技術向上について：

一般の免疫染色の単染については，これを着実に実行するため，染色機器の導入を計画している。

技師による酵素抗体法二重染色は十分すぐれた結果をえることがすでにできており，他施設との共

同研究にも参加できるようになった。これを日常診断に応用することをさらにめざしたい。

蛍光抗体法については，試験段階の染色ができるようになってすでに一定の日時が経過している。

しかし，技師と医師の余力の問題で日常診断にいれるにはいまだいたっていない。今後の課題である。

また将来計画としては などを可能にするなどの発展を考えている。これは検査科の人員とも密

接に関係してくる。

（病理科部長 大谷 明夫）
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第４節 医療教育局

医療教育局は筑波大学附属病院・茨城県小児地域医療教育ステーションとして，茨城県の小児医療の拡充

および小児科新専門医制度への対応を含めた小児科専門研修・小児科医師教育の充実を目的として活動して

いる。

小児科新専門医制度では，当院は筑波大学附属病院，総合病院土浦協同病院とともに県内 基幹病院の

つに指定され， つの連携施設 日立総合病院，ひたちなか総合病院，愛正会記念茨城福祉医療センター，筑

波大学附属病院 ， つの関連施設 水戸済生会総合病院，県西総合病院 現 茨城県西部メディカルセンター ，

総合病院土浦協同病院，茨城東病院，茨城県立中央病院，常陸大宮済生会病院 と連携して専門医育成の環境

を整え， 年度から専門研修プログラムを公開して専攻医の募集を開始した。 年度は 名の応募があ

り， 年度から小児科専門研修を開始した。

初期研修については，当院は基幹病院となる条件を満たさないため，基幹病院初期研修医を受け入れて小

児科研修を担当している。できるだけ多くの初期研修医に小児医療に興味を持ってもらえるような研修を行

い，将来の小児科医師数を増やしていくことが重要である。

臨床教育環境の整備については，こども病院の豊富な小児専門診療の実績と筑波大学の教育機能，最新の

研究施設を統合して，将来，指導的立場に立てる小児科医師を一人でも多く育てて行くことを目標としてい

る。初期研修から専門性の追求まで幅広く医師の生涯教育を支援し，学位や専門医の取得を含めてさまざま

な医師のニーズに対応している。

１ 構成員

局 長 堀米 仁志 ～現在 筑波大学医学医療系小児内科・教授兼任

小林 千恵 ～現在 筑波大学医学医療系小児内科・准教授兼任

田中 竜太 ～現在 筑波大学医学医療系小児内科・講師兼任

塚越 祐太 ～現在 筑波大学医学医療系整形外科・講師兼任

本年度より，塚越祐太医師が新たに加わった。

２ 業務活動

診療・教育業務

構成員 名はそれぞれ小児科学における専門分野を持ち 堀米，小児循環器病学；小林，小児血液腫

瘍学；田中，小児神経学；塚越，小児整形外科学 ，当院および筑波大学附属病院における診療業務に

携わった 当院におけるこれらの診療活動については，各診療グループの報告を参照 。また，筑波大学

医学群・医学類および大学院 人間総合科学研究科・疾患制御医学専攻，フロンティア医科学専攻 の教

官を併任し，医学教育と大学院生の研究指導に当たった。

循環器領域では，成人に至った先天性心臓病患者数の増加に対応するため，筑波大学附属病院，県立中

央病院，水戸済生会総合病院の 病院に「成人先天性心臓病外来」を開設している 担当：堀米 。当院の

成人に達した心臓病の患者が成人医療に移行しやすい体制が整えられて，患者数は増加している。また，

医師不足地域の小児医療支援の目的で，北茨城市民病院で月 回の小児循環器専門外来を開設している。

血液腫瘍領域では成人になった小児がんを経験した成人患者に対して，その晩期障害や合併症等の健

康リスクを知ってもらい，早期からの定期的な受診を促すための情報連携システムの構築を継続してい

る 担当：小林 。 年 月 日 土 には「こども病院 の集い」として，過去にこども病院で

血液腫瘍疾患の治療や造血細胞移植を受けた 歳以上の患者および家族を対象とした会を開催した。
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神経領域では，専攻医および初期研修医に対する乳幼児の発達評価，神経学的診察法，てんかん初期

治療，脳波読影などの指導を行っている。また，茨城県の小児神経疾患診療に携わる医師の集いである

「茨城小児神経懇話会」の事務局を担当した。発達障害診療においては教育機関との連携が重要である

ため，茨城県教育研修センターや教育事務所などに出向き，教員や保護者に対する助言を行った。

小児整形外科領域では，小児整形外科の標榜が開始された 担当：塚越 。 年度までは手術が必要な

小児整形外科症例には対応できていなかったが，本年度より手術加療も含めた整形外科診療を提供できる

ようになった。整形外科救急および入院・手術加療については水戸済生会総合病院と協力して診療を行っ

ているほか， 年度から学校健診における運動器検診が義務化され，二次検診の受け入れを行っている。

また，以前より乳児健診における股関節検診の二次検診の受け入れをおこなっているが，筑波大学附属病

院および茨城福祉医療センターとともに，茨城県内の股関節検診体制の再構築を実施中である。

院内研修医教育・学術面

① 研修協力型病院として以下の研修基幹病院の小児科初期研修プログラム編成，運営に参加

筑波大学附属病院 名 ，国立病院機構水戸医療センター 名 ，水戸協同病院 名 ，水戸済生会

総合病院 名 の，延べ 名の初期研修医を受け入れた。

② 初期・後期研修医を対象としたレクチャーの運営

③ 筑波大学医学群医学類生の実習受け入れ。 年生 名。 年生 名。

④ 院内学術報告会の運営 年 回

⑤ 若手小児科医師 後期研修医を含む の論文執筆指導

⑥ こども病院小児科医師の筑波大学昼夜開講大学院への入学，臨床研究の支援

⑦ 茨城県の支援で当院に開設された小児医療・がん研究センターへの参加

次世代シークエンサーを用いた小児期遺伝性不整脈の遺伝子解析を継続

⑧ 研究機関として文科省の認定を受け，当院勤務医の 取得，文科省科研費申請が可能となり，

年度分に対し 名が申請し，うち 名が採択された。

⑨ つくば臨床医学研究開発機構 からの 貸与による臨床研究セミナーの実施。

年度は 名が受講した。

⑩ 大判プリンタによる学術集会等における発表用ポスター等の印刷支援

⑪ 初期研修医を対象として，こどもの診療ワークショップ 水戸を開催

・ 月 日 土 開催。こどもの発熱および痙攣に関する講義とシミュレーション，腹部エコー実習を

行い， 名が参加した。

⑫ 県央つくば成人先天性心疾患症例検討テレビ会議開催内容を継続的に開催

参加病院・診療科

・筑波大学附属病院：小児科，循環器内科，心臓血管外科

・水戸済生会総合病院：循環器内科

・茨城県立中央病院：循環器内科，循環器外科

・茨城県立こども病院：小児循環器科，心臓血管外科

・水戸協同病院：循環器内科

月 日 内臓錯位症候群 左側相同 ，複雑心奇形の症例 自宅で急変，搬送中に心停止

月 日 突然死，急性心筋症の症例

－106－



院内学術報告会受賞演題

開催日 賞 所属 発表者 演題

【第 回】

年

月 日

最優秀

演題賞
新生児科 星野 雄介 

エベロリムスの投与で救命できた新生児胃血管内皮腫

の一例

優秀

演題賞

外科・

泌尿器科 
小坂 征太郎 

精巣捻転に対する によ

る血流評価

特別奨励賞 整形外科 塚越 祐太
発育性股関節形成不全の 横断像評価による軟骨性

臼蓋前後方被覆と寛骨臼発育との関連

【第 回】

年

月 日

最優秀

演題賞

外科・

泌尿器科 
小坂 征太郎 

を用いた急性虫垂炎の

血流評価

優秀

演題賞
循環器科 林 立申

文部科学省科学研究費補助金および厚生労働科学研究費補助金の研究班での研究活動

① 文部科学省科学研究費補助金「早期に発症する遺伝性不整脈の遺伝子型と臨床的表現型の関連の検

討及び治療法の確立」 研究代表者：堀米仁志 ～ 年度

② 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業「小児期遺伝性不整脈疾患の睡眠中突然死

予防に関する研究」 研究分担者：堀米仁志 ～ 年度

③ 日本医療研究開発機構 委託研究開発 難治性疾患実用化研究事業「 遺伝子異常に起因す

るカテコラミン誘発性多形性心室頻拍等の遺伝性不整脈の原因解明」 研究分担者：堀米仁志

～ 年度

④ 特別電源所在県科学技術振興事業補助金 「茨城県における小児期遺伝性不整脈の包括的遺伝子解

析に関する試験研究事業」 研究代表者：堀米仁志 ～ 年度

学会活動等

堀米仁志

① 茨城県教育インストラクター

② 茨城小児科学会：理事

③ 日本小児循環器学会：評議員，英文誌査読委員，小児慢性疾患事業対策委員会副委員長，社会制度

委員会委員，プログラム委員会協力員，形態登録委員会協力員，茨城県小児循環器研究会代表幹事

④ 日本胎児心臓病学会：理事，学術委員会委員長

⑤ 日本循環器学会： ， 延長症候群ガイドライン作成委員会委員，学校検診ガイドライン作成委

員会委員

⑥ 日本心臓病学会：特別会員

⑦ 日本不整脈心電学会：評議員

⑧ 日本生体磁気学会：評議員

⑨ 日本小児心電学会：代表幹事

⑩ 日本小児心筋疾患学会：副代表幹事
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小林千恵

① 日本骨髄バンク：調整医師

② 茨城県がん診療連携協議会：緩和ケア部会 部会員

田中竜太

① 茨城県教育研修センター： 年度専門医による心の健康相談事業 担当医師

② 茨城県教育委員会：平成 年度教育事務所における医師による相談事業 担当医師

③ 茨城県立鹿島特別支援学校： 年度特別支援教育専門家派遣事業【計画派遣型】 担当医師

医療教育局長 堀米 仁志
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第５節 医療技術局
１ 薬剤部

人事

年度は，正職薬剤師 名と県より派遣薬剤師 名，薬剤事務職員 名でスタートしたが， 月

より 名の薬剤師が産前産後の休暇となり，薬剤事務職員が 名採用された。

業務

主な業務内容としては，外来患者・入院患者の調剤，院外処方の疑義紹介，及び院外処方箋のファ

ックス案内，注射薬・衛生薬品の払い出し，及びプロトコールチェック，抗がん剤のミキシング，高カ

ロリー輸液 の調製，持参薬管理，医薬品の在庫管理と情報提供等，小児一次救急の実施に伴う休

祭日の調剤業務である。

また，昨年の 月より平日 時まで 名の薬剤師が変形勤務を行っていたが， 月より 名の薬剤

師の療休と 名の薬剤師の時短勤務のため 時の変形勤務を 時までとした。

病棟活動としては，新生児科病棟の薬剤管理指導業務，及び総合診療科病棟の配置薬管理等を行った。

当院は県内唯一の小児 次 次医療機関のため，オーファンドラッグや抗がん剤，麻薬，毒薬，血

液製剤，その他高価薬等も多く使われ，特に注射薬の在庫管理には注意を要した。

年度の新規採用医薬品数は 品目で全体の採用品目数は 品目 内服薬 ，外用薬 ，

注射薬 ，衛生薬品 ，臨床診断薬 である。

１ 調剤業務 外来・入院・小児一次救急

外来処方箋 院内＋院外 発行枚数は，昨年度に比べ約 増加した。院外処方箋枚数は約 ％

増加し，院外処方箋発行率は平均約 増加した。

表１ 処方箋枚数 年度 単位：枚

外来枚数

院内調剤

外来枚数

院外発行
入院枚数 合計枚数 院外発行率 ％

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

計
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図１ 過去５年間処方箋枚数推移

２ 注射薬管理

注射薬払い出し数

注射薬の払出し総本数は 本と，昨年度に比べ約 増加した。内訳は，入院本数が約

増加， 調製に使用する注射本数は約 増加した。

表２ 注射本数 年度

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計 月平均

外来本数

入院本数

使用数

総本数

図３ 過去５年間の注射薬本数推移
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高カロリー輸液 は ％増加した。

表３ 本数 年度

の作製本数は昨年より約 ％増加した。

単位：本数

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計 月平均

本数

表４ 作製

単位：本数

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計 月平均

本数

図４ 過去５年間の 本数推移 本数

抗がん剤作製件数

抗がん剤の作製は土日際を除き薬剤師が病棟のドラフトで作製した。

作成件数は昨年より ％減少した。

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計 月平均

本数

３ 麻薬管理

麻薬は内服薬のイーフェンバッカル錠 μ ， コンチン錠 ，オプソ内服液 ，塩酸モルヒ

ネ末，外用薬のデュロテップ パッチ ， ， ， ，フェントステープ ，注射

薬のアルチバ静注用 ，塩酸モルヒネ注射液 ，ケタラール静注用 ，フェンタニル注射液

で，現在 種類 内服薬 種類，外用薬 種類，注射薬 種類 品目の取扱いとなっている。
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表７ 月別麻薬払出数 年度

４ 衛生薬品管理

衛生薬品払出数

５ 医薬品情報提供

院内処方においては，薬袋に薬剤情報提供を印字し，分包紙には患者名・薬品名・薬品用量，調

剤日を印字した。また，お薬手帳のラベルを発行した。

入院調剤においては，薬袋に薬剤情報提供を印字するとともに散薬・錠剤の分包紙の 包毎に

患者氏名，薬品名， 包当たりの用量，投与日及び投与開始区分を印字し，医薬品の識別及び投与

確認が容易に出来るようにした。

退院処方においては，お薬手帳ラベルの発行，液剤の希釈内容等の案内を行った。

持参薬の確認 お薬手帳，診療情報提供書 を行い医師に情報提供した。

「医薬品の取り扱い手引き」を作成し，外来診察室及び各病棟に配布した。

院内グループメールを活用し，医師等に緊急安全情報，添付文書の改訂，薬事委員会の決定事項，

新規採用医薬品，削除医薬品・包装変更等の情報を提供した。

薬剤科長補佐 田山 英毅

月 計 平均

本数

月 計 月平均
フェンタニル本数
塩酸モルヒネ本数
ケタラール本数
アルチバ2mg
イーフェンバッカル錠
ＭＳコンチン錠数
オプソ内服液
モルヒネ原末（mg）
デュロテップＭＴ
フェントステープ
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２ 放射線技術部

人事

今年度は， 年を通して 名体制で業務を行った。

・ 診療放射線技師 ： 名

・ 実質稼働人数 ： 名 部長は医療情報管理室長と兼務，撮影業務には従事していない。

・ 当直体制 ： 名で実施 人月平均 ～ 回

平日 ： 名 ～ 勤務＋翌日 まで当直＋午前勤務，帰宅

休日 ： 名 ～ 勤務＋翌日 まで当直，帰宅

勤務体制

年度 年度 年度 年度 年度 年度
年度

年度 年度 年度
前半 後半

実質人数

当直体制

業務活動

近年は，常に撮影人数，件数ともに増加傾向にあるが，特に 検査の増加が目立ってきている。

年間の推移を纏めると，実質稼働人数が 人増加の 倍に対し， 線件数は 倍，

撮影人数は 倍， 撮影件数に至っては 倍と約 倍近く増加し，診療放射線技師の増加に

比べ業務量は大きく増加している。 検査に関しては，検査体制の見直しだけでなく担当技師を増や

すなどの対策を今後検討していかなければならないと感じている。

年度 年度 倍率

撮影 件数 倍

撮影 人数 倍

線検査 件数 倍

実質稼働人数 倍

線検査 人数 倍

検査 件数 倍

検査 人数 倍

各モダリティの状況は以下の通りである。

① ポータブル撮影は現在ではほぼ ％ フラットパネルディスプレイ による装置を行ってい

る。 ポータブル機は 台稼働中 画質の向上，被ばく低減，撮影直後から画像参照が可能になるな

どのメリットのために，医師 技師共に評価も高く，高額な機器ではあったが導入は成功したといえ

る。

新生児病棟では年度途中より，感染防止や安全性の向上を目指しクベースでの撮影では をク

ベース内の専用 に収納して撮影するように変更を行った。感染防止のための手技に変更はない

が，より感染防止や安全性の向上に貢献できていると思う。

感染防止のための手技

手洗い・手袋交換・ビニール袋・タオル交換，ポータブル装置の際に撮影者が手を触れた部

分をすべてルビスタ 環境除菌・洗浄剤 で拭き取る作業を患者毎に繰り返す。

また今年度より， 落下による損傷でも保証が認められる保守契約に入ることができたことで，

高価な を取り扱う技師の心理的不安をより低減することができた。
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② 一般撮影も現在では，ほぼ ％ による撮影を行っている。

は撮影条件をワンランク下げても高画質を保てるために，被ばく低減に有効な手段である

ことや連続撮影ができることなど，一般撮影でも大きなメリットを受けている。なお，今後は一

般撮影の もポータブル装置と同様に，落下などによる損傷でも保証が受けられる体制として

いきたいと考えている。

③ 検査は直近の 年間で，人数比 倍，件数比 倍と大幅に増加してきている。職

員の勤務環境を調整したり予約枠などの工夫をしてきているが，そろそろ 台の装置では人数も

件数も上限に近付いていると感じている。

小児の撮影では眠剤を利用し眠らせて行う検査も多くどうしても時間のロスが発生してしま

う。今年度は 人に 件の検査を行ったわけであるが， 人当たり平均で 回の撮影

をしていることになる。診断に耐えられる撮影をするためにはどうしても時間との戦いになる。

小児の 検査は，音がうるさい，寝た，寝ない，起きてしまったという中で時間と戦うことが

必要である。予約が数週間先まで取れないために，撮影中に電話の予約にまで対応しなくてはい

けないことも多い。こういった多くのストレスとも戦わなければならない 担当の診療放射線

技師の環境を整えていくのが今後の課題である。

年度別撮影人数，件数

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

人数

件数

④ 検査は検査件数こそここ数年伸びはいないが，内容は濃くなってきている。撮影時間が多い

スペクト 検査の割合が多くなった他に， 回の検査で数時間ごとに何回も撮影する検査も

増えてきている。小児病院ということで検査数が少ないこともあり，専門の技師以外では技術が

なかなか向上しにくいという面もある。専門の技師と同等の技術を取得した技師を増やしていく

ことが今後の課題である。

⑤ は高速撮影が可能になり，かつ，以前と比較して被ばくの低減ができるようになってきてい

る。小児における画像診断の中心は に譲る感もあるが，予約なしに緊急検査に対応できるこ

とや眠剤を利用せずに検査を行う場合などではまだまだ画像診断の主役でもある。今後は，超低

線量撮影なども含めた新たな撮影方法を検討し活躍の場を広げていきたい。
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⑥ 撮影室は，多目的な検査や様々な透視を行う場所として小児病院では無くてはならない検

査室である。消化管全般の検査はもちろんのこと，小児特有の腸重積の整復を行ったり，異物を

誤飲した場合には透視下で異物を除去することもある。また，泌尿器の撮影も多く，更には透視

を使用したカテ入れなどにも利用されている。

撮影や透視操作を診療放射線技師が行うことも多く，技師の力量で画像のクオリティや被ばく

線量に差が出てしまう装置でもある。技師は更に多くを学び，技術を習得していかなければなら

ない装置でもある。

総括

今年度は人員の移動は無く， 年を通して実質 人が確保できたことで大変ながらも無事業務を行う

ことができた。 年度末の 月には，新型コロナウイルスの影響により 業務継続計画 を含めた技

師の配置には苦労した。

モダリティ毎に担当できる技師を増やすこと，熟練度をあげることにも概ね成功してきているが，

検査では担当者の責任が重くなる傾向にあるため更に改善を検討していきたい。

当直回数を減らすこと 月 ～ 回 や働きやすい環境を作っていくことは継続して取り組んでいかな

ければならない課題として認識している。改善策を検討していきたい。

今年度も患者数，件数ともに増加傾向であることに変わりはない。また， 検査が年間を通して予

約が入りづらい傾向にあることも変わらない。 検査に関しては根本的な対策を検討する必要がある

だろう。

つくば国際大学放射線学科の学生実習は 年目を迎えたが，教える側の勉強にもなるため今後も継

続して実習生を受けていく方針である。

放射線技術部としての毎朝の朝礼，そして週 回のミーティングは 年目に入り，情報伝達やコミ

ュニケーションの場として定着してきた。また業務分担にも役立っている。更に 年 月から始ま

った医療技術局会議 月 回開催 の情報も放射線技術部のミーティングでは共有されるため，他部署を

含めた院内全体の情報が伝達できるようになってきた。部長は医療情報管理室として業務が中心で放射

線技術部の実質的な撮影業務には就けていないが，今後も情報の伝達やアドバイスなどでは協力してい

きたいと思っている。是非，皆さんにも協力をお願いしたい。

医療技術局次長兼放射線技術部長兼医療情報管理室長 札 保廣

表１ 年度別検査人数・検査件数一覧

線検査

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

人数

件数

検査

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

人数

件数
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図１ 線検査

図２ 検査

人数 件数

人数 件数
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表２ 線撮影人数

表３ 線撮影件数

部位／月 計
胸部
腹部
胸腹部
頭部
脊椎
骨盤
四肢
全身骨
ポータブル
計
食道、胃
腸管
腎、膀胱
その他　脳外
計
心カテ造影
血管造影

心カテ撮影
その他　OR等
複写
計

区分

一
般
撮
影

単
純

造
影

特殊撮影

合計

部位／月 計
胸部
腹部
胸腹部
頭部
脊椎
骨盤
四肢
全身骨
ポータブル
計
食道、胃
腸管
腎、膀胱
その他　脳外
計
心カテ造影
血管造影

心カテ撮影
その他　OR等
複写
計

区分

一
般
撮
影

単
純

造
影

特殊撮影

合計
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表４ 体表計測人数

表５ 体表計測件数

部位／月 計
脳血流
甲状腺
心筋
肺（血流）
肝、脾
腎、膀胱
消化管
骨
腫瘍
その他
計
アンギオ
肝、胆道
腎
レノグラム
計

動
態

合計

区分

形
態

部位／月 計
脳血流
甲状腺
心筋
肺（血流）
肝、脾
腎、膀胱
消化管
骨
腫瘍
その他
計
アンギオ
肝、胆道
腎
レノグラム
計
合計

形
態

動
態

区分
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３ 臨床検査部

臨床検査科

① 人事

検査技師 名，研究室技術補助員 名で業務を行った。

② 業務活動

総検体数

総検体数は，前年度より 増の 検体であった。

時間外緊急検査検体数は，前年度より 減の 検体であった。

休日夜間対応

休日夜間業務は， 名の技師が当番制で行った。前年度同様，平日は 名が 時間勤務 日勤・

変形勤務 ： ～翌日 ： ， ： ～ ： までの を行い，土・日・祝日は 名による

変形勤務 ： ～ ： の日勤 名， ： ～翌日 ： の準夜勤および ： ～ ： までの

名 で対応した。

特殊業務

前年度同様に限定された外来患者を対象として，週 日 月曜日，水曜日，木曜日 ： ～ ：

検査室にて採血業務を実施した。おおむね通常期で ～ 名 日，繁忙期は ～ 名 日の採血を行っ

た。

予約検査として手術中神経モニタリング検査を 名で対応した。実施数は前年度より 件増の

件であった。毎年度着実に増加しており，ほぼ 件 週の実施ペースであった。

精度管理活動

外部精度管理として 月に日本臨床衛生検査技師会「精度管理調査」， 月に茨城県臨床検査技

師会「精度管理調査」に参加しその結果を臨床検査適正化委員会に報告を行った。

③ 総括

総検体数は約 ％の増加，時間外緊急検査検体数は，約 ％の減であった。定数より 名減の状態で

あったが，各部門スタッフが協力し創意工夫を図り業務を遂行した。

病理部門では剖検が 例実施された。前年度から免疫多重染色ならびに蛍光染色がルーチンで実施

され や研究協力に大きな貢献ができた。

手術中神経モニタリング検査件数は，前年度より 件増の 件であった。現在は予約検査として，

担当スタッフの勤務調整 当直や週休 を行い実施している。脳神経外科の要望に応じつつ，安定して

業務を行えるようにしていくことが課題である。

本年度も新生児科の要望に答えて，長期休暇時の退院前オート 検査を弾力的に対応した。

臨床検査室ブース内での採血業務は月，水，木の ： ～ ： までの間，限定された外来患者の

対応ではあったが， 月や 月， 月の長期休暇の際は 日 名以上の実施日もあった。本来業務に

支障をきたさないように，関係部署と協議して対応していきたい。

今後も，限られた資源の中で創意工夫を心掛け，着実なレベルアップを図りつつ，臨床側の要望に

応えていきたい。

臨床検査部長 浅井 宣美
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４ 栄養科

人事

年度，病院栄養士は，栄養科長 管理栄養士 名，管理栄養士 名 正職員 名 ，管理栄養士 臨

時職員 名 の 名で業務を開始し， 月中旬からは管理栄養士 正職員 名 の産休に伴い，栄養士 臨

時職員 名 を採用して業務を行った。給食業務に関しては，前年度の 年 月から株式会社レパ

ストから給食委託を引き継いだ富士産業株式会社会とさらに 年間の委託契約を結び給食業務を行っ

た。委託職員は，年度当初，管理栄養士 名，栄養士 名，調理師 名 うち責任者 名 ，調理員およ

び事務員の合計 名のほか茨城事業所からの応援 名を追加した合計 名で始まったが，退職や責任

者の交代が続き安定した業務を継続することが困難であった。年が明けた 年 月ごろからは委託

職員の入退職が減り勤務者が安定してくるとともに，管理栄養士 名 うち責任者 名 ，栄養士 名，

調理師 名，調理員および事務員の合計 名と人数も増えたため，年度末には応援要員を減らして業

務を行うことができた。

業務活動

① 給食業務

表 「給食および調乳数」に示すとおり，給食数は前年比 ％とやや減少，調乳数は ％と

若干増加している程度で大幅な増減はなかった。

給食内容の内訳も昨年度とほぼ同様であるが，昨年増加傾向であった特別治療食が今年度も前年度

比 ％とさらに増加した。治療食の内訳を表 「治療食の種類と延べ食数」でみると，昨年増加し

ていた腎臓病関連の食数は今年度減少傾向が見られ，その代わりに炎症性腸疾患児に提供する低脂肪

低残渣食が前年度比 ％と大きく増加した。 離乳食は前年度比 ％と減少していた。

ここ数年増加傾向にあった食物アレルギーの比率は，表 「離乳食の種類と延べ食数」の内訳をみ

ると，昨年は離乳食全体の ％であったところ今年度は ％と減少していた。

調乳は総数が昨年度比 ％と若干の増加を示しており，内訳をみると特に治療単一乳が昨年の

約 倍の増加となっていた。食物アレルギー用ミルクである や脂質吸収障害用ミルクの

フォーミュラが年間を通して使用されていたことによると考えられる。

② 栄養指導業務

表 に示すとおり個別指導は年間 件で昨年より ％の増加があった。学校が長期休みとなる

～ 月， 月， 月の栄養指導件数が多いのは例年通りであるが，今年度の傾向としては長期休みの

ある月だけが他の月よりも件数が増加するのではなく 年を通してだいたい平均して件数が多かった。

栄養指導内容の内訳は，ほぼ昨年通りで，肥満症の指導が 件，構成比率 ％と最も多く全体の約

半数近くを占めていた。食物アレルギーへの指導件数は昨年度と比較して約 ％減少していた。また，

昨年度から栄養食事指導の算定に合わせて初回と再来を分けて件数を算出しているが，ほとんどの項

目において再来 継続指導 の件数が多いのが当院の特徴といえる。

さらに，今年度は 月に当院を退院した糖尿病患児の訪問看護に同行し初めて在宅訪問栄養食事指

導を実施した。病院での栄養指導と違って自宅における日常の様子が把握でき，さらに父や祖父など

通常の通院では同行しない家族の話も聞くことができて大変有意義であると感じた。同行した訪問看

護師からは「他児の訪問看護でも家族からの食事に関する相談が多く，栄養士の同行は患児家族にも

看護師にもメリットがあるので今後もお願いしたい」との話があった。在宅訪問栄養食事指導は移動

などで時間がとられることもあり院内業務との両立が大きな課題ではあるが，栄養指導に対する期待

も大きく，今後，是非とも件数を増やしていければと考えている。
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③ 栄養管理業務

全入院患者の栄養管理計画書の作成のほか， ・ 病棟・ 病棟・ のカンファレン

スに参加し，入院患者の栄養状態の把握や栄養管理に努めた。

④ 栄養サポートチーム 業務

チームのサブリーダーおよび事務局として栄養科長が年間を通して業務を行ったほか 名の管理栄

養士がメンバーとして，臨時職員の管理栄養士も自己研鑽のため活動に参加した。週 回開催される

回診対象者のアセスメントおよび回診にも参加し，入院している患児の栄養管理に関わった。

活動の詳細は栄養委員会の項参照。

⑤ その他

院外の活動として，茨城つぼみの会主催の小児糖尿病サマーキャンプに参加協力した。

講演等の活動については，研究研修の項に記載した。

栄養科長 加藤 かな江

表１ 給食および調乳数

2019年度 2018年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計

常食

粥食

特別治療食

その他の治療食

離乳食

一般乳

低出生体重児乳

治療一般乳（標準濃度外）

治療単一乳

成分栄養剤

水・糖水・その他

2019年 2020年

調乳本数

調乳延人員

種離別

給食数

内

訳

内

訳

表２ 治療食の種類と延べ食数

2019年度 2018年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計

加熱食

全粥加熱食

糖尿病食

肝臓食

減塩食

腎炎食

腎不全食

ネフローゼ食

低脂肪食

ペースト食

易消化食

低残渣食

低脂肪低残渣食

経口開始食

食欲低下食

アレルギー食

ワーファリン食

レボレ－ド食

バニラ禁食

検査後食

合計

種類別
2019年 2020年
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表３ 離乳食の種類と延べ食数

2019年度 2018年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計

離乳食　準備期

（うちアレルギー食）

離乳食　前　期

（うちアレルギー食）

離乳食　中　期

（うちアレルギー食）

離乳食　後　期

（うちアレルギー食）

合計

（うちアレルギー食）

種離別
2019年 2020年
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表４ 栄養・調乳指導状況 入院・外来患者

構成比 2018年度 構成比

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来 ※1

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

初回

再来

合計

入院

外来

心臓病

入院

外来

調乳・離乳食

外来

体重増加不良・低栄養

入院

便秘・下痢

脂質異常症

入院

腎臓病

肝臓病

外来

摂食嚥下障害

入院

外来

がん

入院

外来

入院

外来

入院

外来

アレルギー

入院

外来

2019年 2020年

入院

個別指導

外来

肥満症

糖尿病

入院

外来

入院

外来

低残渣食・炎症性腸疾患

入院

外来

貧血

入院

外来

入院

外来

偏食

2019年度

合計

※ 在宅訪問栄養食事指導

2019年度 2018年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計
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５ 臨床心理科

体制

年度は，臨床心理士 名 常勤 名；うち 名は嘱託 体制で診療を行った。

新規患者 外来・入院

心理科の外来および入院の新規患者は 名 うち外来 名，入院 名 であった。その年齢分布

を【表 】に示す。新規患者の年齢分布は，前年度は乳児期から幼児期前期 ～ 歳 ％，学童期

～ 歳 ％であったが，今年度も乳児期から幼児期前期 ～ 歳 ％，学童期 ～ 歳 ％と同様

の傾向を見せた。学童期は，幼児期に比べ，より複雑な知的理解力，社会性を求められる。そのため，

幼児期には気づかれにくかった集団適応上の問題が就学後に目立ち，受診に至るケースも少なくない。

幼児期の中でも，就学を目前に控えた ～ 歳では相談が増える傾向がある。乳児期から幼児期前期は，

当院新生児科を退院した低出生体重児 修正 歳 ヶ月，修正 歳 を対象とした新版 式発達検査の実

施， ・ 病棟への定期訪問，二次スクリーニング面接の実施が主流となっている。

また，外来新規患者の 名の問題内訳を【表 】に示した 年度から Ⅴ診断分類に準じ下

位分類を変更した 。＜心理的問題＞ 名では，前年と同様に情緒行動上の問題 不登校，不安障害，

摂食障害，排泄障害など が， ％を占めた 前年度はおよそ ％ 。残りの ％は心身症的反応で，頭

痛，腹痛，嘔吐，過換気などの様々な身体症状が認められ，また，これらが複合的に生じている場合も

少なくなかった。そして，心身症的反応は不登校などの適応障害と密接に関連していたり，背景に発達

障害が絡んでいたりする点も特徴的であった。＜発達障害＞の 名では，知的能力障害群 境界域知能

を含む が ％ 昨年 ％ ， が ％ 昨年 ％ であり，知的能力障害群 境界域知能を含む ，

とも昨年より増加した。自閉スペクトラム症 自閉症，広汎性発達障害，高機能自閉症，アスペルガー

障害 は ％ 昨年 ％ であり，昨年と同様＜発達障害＞の多数を占めた。また，発達障害疑いとして，

他の心理社会的要因を起因とする適応上の問題との鑑別が難しい事例も増えている。いずれにしても，

保護者は乳幼児期から何らかの“育てにくさ”を抱えており，保護者からの相談では多彩な心理的葛藤

が訴えられた。患児への間接的支援として，保護者と患児の特性とその対応を継続的に相談していくこ

とが重要な支援となっている。また，集団生活の適応につまずきやすい特性への理解や支援の手立てを

共有するために，在籍園や学校との心理検査の報告や電話相談，およびケース会議の開催等を通して連

携も積極的に行った。患児に対するソーシャルスキルトレーニングが求められる例も増加し，リハビリ

テーション科との連携を進め，月 回合同カンファレンスを実施している。また，今年度は＜精神疾患＞

疑いが 名おり，それぞれ，こころの医療センター，地域の心療内科／精神科クリニックへの紹介を行

った。

上記以外には，＜低出生体重児の発達診断＞が 件，＜発達検査のみ＞が 件，＜その他 先天

性疾患，血液疾患，その他の慢性疾患など ＞が 件であった。

外来

外来受診件数および新規外来患者数

月別の外来受診件数は，【表 】の通りである。面接 件，検査は 件で，合計 件とな

った 前年度の合計は 件 。新規患者においては 名となり，前年度 名 より増加した。

度まで過去 年間増加傾向にあり，臨床心理士が 名体制から 名体制になった 年度は減

少に転じたが， 名体制に戻った 年度からは，再び増加に転じている。

心理同日 小児科医 診察

年 月 日から，小児科医の協力を得て，心理科受診前後での小児科医同日診察を開始し継

続している。
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入院 患児・家族に対する心理支援

病棟では，多職種との情報共有・連携を重視した心理的支援に取り組んだ。患者への心理的支援と

して，心理教育的関わり，遊戯療法を実践した。積極的な心理介入が必要と判断された患者には，病棟

内での面接や行動観察により問題行動の分析を行い，病棟カンファレンス，多職種カンファレンスにお

いて共通理解に努めた。その他，各種心理検査も実施した。家族へは，治療に関する不安や家族関係を

めぐる心理葛藤などの主訴に対するカウンセリングを行った。

病棟ごとの月別件数を【表 】に示す。面接のべ件数は 件 前年度は 件 ，検査件数は 件 前

年度は 件 となり，今年度は面接件数，検査件数ともに前年度よりも増加した。

・ 病棟；毎週の病棟カンファレンス参加 金曜， 時～ 時半 ，定期的な病棟訪問を実

施した。面接形態は，①病棟内を巡回しながら面会中の保護者に話しかける心理士ラウンド活動は，

のべ 件，②エジンバラ産後うつスケールで高得点であった母親に対する二次スクリーニング面

接，のべ 件，③疾患や障害の受け入れに戸惑う保護者への予約面接，のべ 件に大別された。

医師や看護師からの要請や保護者の希望の場合には，退院後も外来にて面接を継続した 心理外来面

接継続，のべ 件 。

病棟 血液腫瘍 ：毎週の病棟カンファレンス参加 月曜， ～ 時 や，患者・保護者・同胞を

対象とした心理的支援を実践した。患者には，心理検査による発達アセスメントの実施，入院経過

中に顕在化した心理的問題や病棟での問題行動に対する心理的介入を行った。保護者へは，医師か

らの依頼や保護者からの希望を受け，継続的なカウンセリングを行った のべ 件 。同胞には，①

インフォームドアセント面接 移植ドナー候補となった同胞に対し，医師から受けた説明をどれだけ

理解しているか確認し，同胞の情緒の安定性などについてアセスメントする と②同胞支援 患者の

入院に伴う家族機能の変化により顕在化した同胞の不適応への対応ならびに不適応の予防的対応

を実施した。いずれも，特に，医師，看護師， とのチーム連携が必要であった。①インフォーム

ドアセント面接は 症例の同胞 名に対し，のべ 件実施した。②同胞支援では，保護者面接での

間接支援とともに同胞への直接支援 不適応の予防的対応，母子分離不安や登校渋りへの対応 とし

て， 症例の同胞 名に対し，のべ 件実施した。また，晩期合併症への長期フォローアップが重

要視されるようになってきた昨今，当院でも退院後の定期外来での心理支援を要すると医師や保護

者より依頼を受け，面接を継続する事例も増加してきている 今年度のべ 件，昨年度のべ 件 。

上記以外の病棟 ， ・ ：慢性疾患を持つ患者，個別的配慮を要する発達特性を持つ患者，

深刻な愛着不全を呈した家族，治療の決断に強い葛藤を抱える家族に対して，ベッドサイド訪問や

個別面接を実施し適宜介入した のべ 件 。

心理検査の実施状況

外来，病棟 ・ ， ， ， での実施件数は【表 】にまとめた。

発達・知能検査；心理検査の ％を占めており，前年度と同様の傾向にあった。 歳～就学前には

新版Ｋ式発達検査や田中ビネー知能検査Ｖを，就学以降は， 系検査が第一に選択されている。

系検査に関しては，当院では 年度夏より導入した Ⅳを実施している。必要に応じ，

保護者からの聴き取りによる新版 社会生活能力検査などを併用した。時に，個別式発達知能検

査結果と，保護者からの聴取式発達検査結果に解離が見られることを経験し，患者の日常場面に対

する保護者の関心の度合いを把握するのに役立った。

当院新生児科を退院した低出生体重児 修正 歳 か月，修正 歳 を対象とした新版Ｋ式発達検

査； 名に実施した 前年度は 名 。
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人格検査；これまで，言語カウンセリングの適用が高く患者からの希望があった場合などに実施し

ていたが，昨年に引き続き今年度の実施はなかった。また，言語理解力の影響を受けにくい描画検

査法 風景構成法，バウムテストなど を用いたパーソナリティ特性のアセスメントを実施すること

もあるが，今年度は 件となり前年度 件 風景構成法 件，バウムテスト 件 より減少した。

その他の心理検査；自閉スペクトラム症の程度のアセスメントとして用いられる 広汎性発達

障害日本自閉症協会評定は 名に実施された 前年度は 名 。読み書きに困難を示す患者に対し

ては，音読検査 名 に加えて，視覚認知能力のアセスメントとしてフロスティッグ視知覚検査を実

施した 名 。また， Ⅳでは把握しづらい や ，自閉症スペクトラムの認知機能の特性

をとらえ，支援に活かすことができるとされている の実施依頼が 件 昨年度 件 であった。

全体では，発達・知能検査が実施検査件数の 割を占め，例年と同様の傾向が見られた。当科に

対するニーズとして，患者の知的発達特性に関する客観的な評価に基づき，患者の諸特性に応じた

個別性の高い心理支援の提案が求められていることがうかがわれる。

その他

外来，病棟ともに，患者の心理的適応性の向上を目指す上で，家族の精神科 心療内科受診が望まし

いと判断される場合がある。医師や看護師と密な連携を図り，患者中心の視点に立ち，家族の精神科

心療内科受診行動の支援を図った。

臨床心理士 鎌賀 千尋

【表１】心理科 外来・入院 新規患者 名の年齢分布

年齢 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳以上 計

人数

【表２】心理科 外来 新規患者 名 問題の内訳 重複する問題内訳があり総計 名

心理的問題 名

①心身症的反応 例；頭痛，腹痛，嘔吐など 名

②情緒行動上の問題 例；不登校，不安障害，摂食障害，排泄障害など 名

発達障害； Ⅴの分類で示す。※ 内は， Ⅳ以前の呼称 名

①知的能力障害群 境界域知能を含む 名

②自閉スペクトラム症 自閉症，広汎性発達障害，高機能自閉症，アスペルガー障害 名

③ＡＤ ＨＤ 注意欠陥 多動性障害 名

④限局性学習症 学習障害，特異的学習障害 名

⑤運動障害 チック，トゥレット障害 名

⑥コミュニケーション障害 吃音を含む 名

⑦その他 発達障害の疑い 名

精神疾患 名

①抑うつ障害群 名

低出生体重児の発達診断 名

外部機関連携 名

発達検査のみ 名

その他 先天性疾患，血液疾患，その他の慢性疾患など 名

総計 名

人格検査；これまで，言語カウンセリングの適用が高く患者からの希望があった場合などに実施し

ていたが，昨年に引き続き今年度の実施はなかった。また，言語理解力の影響を受けにくい描画検

査法 風景構成法，バウムテストなど を用いたパーソナリティ特性のアセスメントを実施すること

もあるが，今年度は 件となり前年度 件 風景構成法 件，バウムテスト 件 より減少した。

その他の心理検査；自閉スペクトラム症の程度のアセスメントとして用いられる 広汎性発達

障害日本自閉症協会評定は 名に実施された 前年度は 名 。読み書きに困難を示す患者に対し

ては，音読検査 名 に加えて，視覚認知能力のアセスメントとしてフロスティッグ視知覚検査を実

施した 名 。また， Ⅳでは把握しづらい や ，自閉症スペクトラムの認知機能の特性

をとらえ，支援に活かすことができるとされている の実施依頼が 件 昨年度 件 であった。

全体では，発達・知能検査が実施検査件数の 割を占め，例年と同様の傾向が見られた。当科に

対するニーズとして，患者の知的発達特性に関する客観的な評価に基づき，患者の諸特性に応じた

個別性の高い心理支援の提案が求められていることがうかがわれる。

その他

外来，病棟ともに，患者の心理的適応性の向上を目指す上で，家族の精神科 心療内科受診が望まし

いと判断される場合がある。医師や看護師と密な連携を図り，患者中心の視点に立ち，家族の精神科

心療内科受診行動の支援を図った。

臨床心理士 鎌賀 千尋

【表１】心理科 外来・入院 新規患者 名の年齢分布

年齢 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳以上 計

人数

【表２】心理科 外来 新規患者 名 問題の内訳 重複する問題内訳があり総計 名

心理的問題 名

①心身症的反応 例；頭痛，腹痛，嘔吐など 名

②情緒行動上の問題 例；不登校，不安障害，摂食障害，排泄障害など 名

発達障害； Ⅴの分類で示す。※ 内は， Ⅳ以前の呼称 名

①知的能力障害群 境界域知能を含む 名

②自閉スペクトラム症 自閉症，広汎性発達障害，高機能自閉症，アスペルガー障害 名

③ＡＤ ＨＤ 注意欠陥 多動性障害 名

④限局性学習症 学習障害，特異的学習障害 名

⑤運動障害 チック，トゥレット障害 名

⑥コミュニケーション障害 吃音を含む 名

⑦その他 発達障害の疑い 名

精神疾患 名

①抑うつ障害群 名

低出生体重児の発達診断 名

外部機関連携 名

発達検査のみ 名

その他 先天性疾患，血液疾患，その他の慢性疾患など 名

総計 名
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【表３】心理科 外来のみ 月別の面接・検査件数および新規患者数

外来 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

面接

検査

新規患者

【表４】心理科 入院のみ 患児・家族に対する心理的支援

単位；面接＝のべ人数，検査＝実施件数

病棟 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

・ 面接

検査

Ａ 面接

検査

Ｂ 面接

検査

・ 面接

検査

※ ・ 面接は，二次スクリーニング面接人数と予約面接のべ人数の合計

【表３】心理科 外来のみ 月別の面接・検査件数および新規患者数

外来 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

面接

検査

新規患者

【表４】心理科 入院のみ 患児・家族に対する心理的支援

単位；面接＝のべ人数，検査＝実施件数

病棟 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

・ 面接

検査

Ａ 面接

検査

Ｂ 面接

検査

・ 面接

検査

※ ・ 面接は，二次スクリーニング面接人数と予約面接のべ人数の合計

【表３】心理科 外来のみ 月別の面接・検査件数および新規患者数

外来 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

面接

検査

新規患者

【表４】心理科 入院のみ 患児・家族に対する心理的支援

単位；面接＝のべ人数，検査＝実施件数

病棟 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

・ 面接

検査

Ａ 面接

検査

Ｂ 面接

検査

・ 面接

検査

※ ・ 面接は，二次スクリーニング面接人数と予約面接のべ人数の合計

【表３】心理科 外来のみ 月別の面接・検査件数および新規患者数

外来 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

面接

検査

新規患者

【表４】心理科 入院のみ 患児・家族に対する心理的支援

単位；面接＝のべ人数，検査＝実施件数

病棟 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

・ 面接

検査

Ａ 面接

検査

Ｂ 面接

検査

・ 面接

検査

※ ・ 面接は，二次スクリーニング面接人数と予約面接のべ人数の合計
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【表５】心理科 外来・入院 月別の検査件数

※「新版Ｋ式発達検査 新生児科 」は，「新版Ｋ式発達検査」に含まれている。
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６ 臨床工学科

体制

布村仁亮，横川忠一，野村卓哉の 名体制にて業務を遂行した。

業務活動

① 臨床技術提供業務 表

心臓関連

人工心肺操作は 例，補助循環 例，心臓カテーテル検査 診断カテ・治療カテ 例で

あった。人工心肺操作では総実施時間 分，症例当たりの平均人工心肺実施時間は 分であっ

た。症例では 閉鎖術が であり，昨年度に比べて両方向性グレン手術やフォンタン手術が増

加した。 グラフ

の 症例は心臓術後不整脈による循環動態の破綻であり，実施日数は 日であった。前年度

と比較して人工心肺操作は昨年度とほぼ同数実施している。心臓カテーテル業務は前年度より減少

しているようにみえるが，カテーテル装置の更新などで カ月程度カテ室の稼働がなかったことを

加味すると前年度より密度は濃かったといえる。

血液浄化関連

持続的血液濾過透析の症例数は 症例であった。その内訳は心臓血管外科と循環器内科，総合診

療科および新生児科が一症例ずつであった。新生児科の症例にはエンドトキシン吸着も併用した。

また本年度は当院で初めて 以下の新生児に を実施した。末梢血幹細胞採取は 件であり，

リンパ球採取の実施はなかった。今年度より潰瘍性大腸炎の難治症例に対し顆粒球除去療法

を開始した。

手術室関連

脳神経外科手術に使用される自己血回収装置の操作及び管理を開始して 年目となった。今年度

も 件実施した。レンタル機で対応しており，今後機器を新規購入するかは症例数の推移を見守っ

てから熟慮したい。

呼吸器関連

の実施回数は 回と昨年度とほぼ同数の実施であった。在宅人工呼吸器の導入数は 症例

と倍増しており，多くの機種を扱うためそれぞれの機種に対して本人及び家族への指導や退院後に

必要となる訪問看護師向けの講習会を臨床工学科で行っている。

昨年度より在宅人工呼吸器を導入して退院する際に「退院前・退院時訪問」を開始したが，今年

度も導入患者の半数以上に実施した。やはり在宅人工呼吸器装着患者および家族からの訴えは加温

加湿によるものが多く，今後も成育在宅支援室と連携を図り，必要な患者に十分なケアを提供でき

るよう臨床工学科内でも共有を深めていく。

② 医療機器管理業務 表

医療機器管理ソフトを導入して 年が経過した。終業点検数はほぼ横ばいであり，定期点検も毎月

ほぼ同数実施できるように再配分を行うことで業務量の調整を行っている。人工呼吸器の使用中点検

は 割以上増加しており，今後も患者の安全を確保するためにも継続していく。医療機器の貸し出し

数は前年度と同じくパルスオキシメーターは 件を超えているのとともに，超音波ネブライザーの

貸し出し数も年々増加しているため，今後増台するべきかどうかを考えたい。
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人工呼吸器の貸し出し数も増加しており，今年度から人工呼吸器の集約化を進めたため， 専用

機と分けて集計した。結果として前年度より合計の貸し出し数は増加している。

本年度より医療機器別の貸し出しグラフと病棟別の医療機器貸し出しグラフを作成した。 グラフ

これによると病棟により貸し出し医療機器の種類の差があることがわかり，各病棟において，満

床およびそれに近い状態の時に不足しがちな医療機器が事前に予測できるかもしれない。今後も継続

して分析を行う必要がある。

③ 勉強会 表

今年度も新人向けの輸液・シリンジポンプの勉強会を始め，人工呼吸器や除細動器，人工心肺など

についての勉強会を適宜実施した。

総括

年度は人工心肺件数や血液浄化件数などの臨床技術提供業務が減少したものの，管理する医療

機器の種類の増加や増台により医療機器管理の業務量も増加しており，人手が足らない時期や十分な業

務を行えない状況があった。今後は作業の効率化を行うために効果的な医療機器管理業務の構築として，

簡易型のテスターを用いた定期点検を主に実施していくつもりである。人工呼吸器や人工心肺などの生

命維持装置を扱う上での安全性を十分担保しつつ最大限にパフォーマンスを発揮できるように業務を

推進していく。

（臨床工学科長補佐 布村 仁亮）

表１ 年度別臨床技術提供業務数 症例数

合 計

心臓関連

人工心肺操作

補助循環

心カテ 診断カテ・治療カテ

血液浄化関連

持続的血液濾過透析

血漿交換

エンドトキシン吸着

顆粒球吸着療法

末梢血幹細胞採取

リンパ球採取

手術室関連

自己血回収 脳外

呼吸器関連

実施回数

在宅人工呼吸器導入数

在宅人工呼吸器導入数
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表２ 年度別 機器管理業務数 件数

合 計

終業点検

人工呼吸器使用中点検

輸液ポンプ定期点検

シリンジポンプ定期点検 ポンプを含む

修理 外注

貸し出し

輸液ポンプ貸し出し

シリンジポンプ貸し出し

パルスオキシメーター貸し出し

超音波ネブライザー貸し出し

人工呼吸器貸し出し

専用機貸し出し

低圧持続吸引機貸し出し

ベッドサイドモニタ貸し出し

年間貸出合計

表３ 勉強会 回数

合 計

輸液・シリンジポンプ

人工呼吸器

補助循環装置

血液浄化装置

人工心肺装置

除細動器
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グラフ 人工心肺症例内訳

グラフ 医療機器別貸し出し件数
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グラフ 病棟別医療機器貸し出し件数
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７ リハビリテーション科

１ 体制

リハビリテーション 以下：リハビリ 医兼リハビリ科科長 名，理学療法士 以下： 名 名病休，

名産休 ，作業療法士 以下： 名，言語聴覚士 以下： 名 名病欠 で業務および運営を行っ

た。

２ 業務活動

院外活動

ア 「茨城県指定小児リハ・ステーション事業活動」の一環として， 年 月に茨城県立飯富特

別支援学校から要請を受け， 名を派遣した。教諭に対して児童 名の介助方法等を指導した。

イ 茨城県立水戸特別支援学校から依頼を受け，「セラピスト等学校訪問事業」に参加した。 名

が 年 月から 年 月まで， 回 月の頻度で水戸特別支援学校へ訪問をした。教諭に対

して，障がいを持つ児童への関わり方指導や，リハビリに関する相談業務等を行った。

ウ 県の事業である「特別支援教育専門家派遣制度 随時派遣型 」を利用した支援依頼を県内 ヶ

所の幼稚園から受けた。 年 月から 年 月までの期間， 名が高萩市立秋山幼稚園及

び，松岡幼稚園へ 回 カ月の頻度で訪問を行い，教諭に対し対象児童への関わり方指導や，環

境設定等の相談業務を行った。

診療 入院と外来 の集計

年度の実患者数は 名 年，総単位数 適応外非算定含む は 単位 年 年度

実患者数 名 年，総単位数 単位 年 。昨年度と比較して 名 年増 約 ％増 ， 単位

年減 約 ％減 であった。 年度リハビリ科開設後の推移は，図 ，図 に示した。

リハビリの内訳は，“障がい児 者 リハビリ” 名 約 ，呼吸器リハビリ” 名 約 ，

“がんリハビリ” 名 約 ，“運動器リハビリ” 名 約 。“脳血管疾患リハビリ” 名 約

％ “廃用症候群” 名 約 ％ “摂食機能訓練”は 名 約 ％ であった。

入院リハビリ

年度入院リハビリの実患者数は 名 年，総単位数は 単位 年。昨年度と比較して 図

，患者数は 名 年 ％ 減少，単位数は 単位 年 ％ 減少した。

療法別入院リハビリ実績 図 は， が 件 年 前年度比 ％増 ， 単位 年 ％減 。

は 件 年 ％減 ， 単位 年 ％減 。 は 件 年 ％減 ， 単位 年 ％増 で

あった。実患者数及び，総単位数減少の理由は， ， は共に 年初頭から流行をみせた

により，入院診療及び，手術件数縮小が影響していると考えられたが， では，入院患者への介入

において，年間を通して著しい増大が見られた。

前年度から引き続き，急性期入院リハビリとして，以下の内容に力を注いだ。

① 脳炎・脳症患者に対する超急性期からの運動・高次脳機能・嚥下リハビリ

② 頭部外傷・交通外傷患者に対する運動・作業・言語リハビリ

③ 手術前後の患者に対する運動・作業・言語リハビリなどに力を注いだ。

④ 開胸を伴う心臓手術後や気管挿管患者への肺理学療法

⑤ 重症心身障がい児 者 への外科手術前後の合併症対策を目的とした静脈血栓予防や運動療法
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⑥ 二分脊椎症患者の周術期前後のリハビリ

⑦ 小児白血病・がん患者の運動療法を主体とした，がんリハビリ

⑧ 未熟児や障がい児への発達評価及び発達支援

⑨ 未熟児や障がい児への嚥下評価及び口腔摂取訓練

亜急性期から慢性期リハビリは以下の通りであった。

①重症心身障がい児への姿勢保持指導等，②補装具検討及び作成，③発達障がい児への情緒社会

性向上訓練，④新生児や重症心身障がい児 者 への摂食嚥下訓練，⑤重症心身障がい児や白血病・

がん患者への口腔ケア

当院の入院リハビリの特徴は，術後及び疾患発症直後である超急性期・急性期からリハビリ介入

を行い，継続して回復期の身体機能向上を目的とした介入，慢性期の身体機能維持を目標とした介

入までを主治医の指示のもと，一ヵ所で行うことが出来る点と考えられた。

外来リハビリ

年度の外来リハビリ実患者数は 名 年，総単位数は 単位 年であった。前年度は

名 年， 単位であり， 名増加 ％増 ， 単位増加 ％増 であった。過去の実績との比

較は 図 に示した。 ， は，実患者数の増加に対して単位数の伸びが緩やかなことから，各療

法士の診療時間枠に限界が生じていることが考えられた。 は，入院リハビリのニーズが高まった

ことにより，外来リハビリへ割く診療枠が減少したことが考えられた。

外来リハビリ対象患者は以下の通りであった。

， ，

①精神運動発達遅滞 精神運動発達遅滞，染色体異常，脳性麻痺など ，②胎児期～新生児期また

は乳幼児期に疾患を発症した障がい児 脳室周囲軟化症 新生児仮死など ，③チアノーゼ発作などの

リスク管理を要する先天性心疾患患児，④神経・筋疾患，⑤脳血管障害後遺症，⑥退院後リハビリ

を一定期間必要とする児，⑦乳幼児

：①整形外科疾 先天性股関節脱臼，若年性特発性関節炎，筋性斜頚，障がいを有する患児の骨

折 ，②血友病，③筋緊張性頭痛，④心因性運動障害，⑤補装具選定及び 作成，⑥各種杖を要する

患児への指導介入

：①発達障がい児，②広汎性発達障がい児，③不登校 支持的精神療法

：①摂食機能訓練を必要とする患児，②構音障害，③発達障がい児，④広汎性発達障がい児⑤

言語発達遅滞 などであった。

外来リハビリの特徴は，ハイリスク児であっても主治医と連携を取りながらリハビリを実施する

ことで，急変等に配慮しながら安全に外来リハビリを行う事が出来る点，症状が軽度であるが故に

他施設ではリハビリを受ける事が出来ない広汎性発達障がい患者や構音障がい等の患者へリハビリ

を提供できる点，外来で行う摂食機能訓練である。

また，開設以来の“外来リハビリ前診察”を主治医や，総合診療科医師協力のもと今年度も継続

した。

外来リハビリ実績は， で 件 年 前年度比 ％増 ・ 単位 年 ％増 ， は

件 年 ％減 ・ 単位 年 ％増 ， は 件 年 ％減 ・ 単位 年 ％減 であった。

図 参照 。リハビリ件数及び，単位数の増加理由はそれぞれ以下の様に考えられた。 では，今

年度から新たに整形外科を標榜したことにより， リハビリへの新たなニーズが生まれた事， で
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は，人員整備が整った効果と考えられた。 リハビリの減少理由は，入院リハビリニーズ増大によ

る外来診療枠増加が考えられた。

その他

主治医はコンサルテーション依頼，処方医はリハビリ指示書作成を行った。

各療法士は，リハビリの実施の他，以下を行った。①リハビリ実施計画書の代行作成，②実施記

録の電子カルテ記載，③他職種への情報提供，④転院先や退院先のリハビリ施設へ患者情報の提供，

⑤地域で小児リハビリを行っている施設職員や，患児が通う教育機関等の職員からのリハビリ見学

受け入れ，⑥ による 日 年の休日リハビリ実施。内訳は，土曜日 日 年，日曜日 日 年，

祝日 日 年，年末年始期間 日 年，⑦県内外の療法士養成校から実習を受け入れ， ・ 合わせ，

名 年の実習生受け入れを行った，⑧小児外科，小児総合診療科医，小児精神神経科医等で結成さ

れた摂食チームへの参加。嚥下造影検査に立ち会い，多職種で連携しながらの評価を行った。

３ 現在のリハビリ施設基準 点数 単位 ※ 単位＝ 分間

・障がい児 者 Ⅰ： 歳未満 点 単位

〃 Ⅱ： 歳から 歳未満 点 単位

〃 Ⅲ： 歳以上 点 単位

・ 各疾患別リハビリテーション 早期加算 点 単位

・ 〃 初期加算 点 単位

・脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅱ 点 単位

・呼吸器リハビリテーション料Ⅰ 点 単位

・運動器リハビリテーション料Ⅰ 点 単位

・がんリハビリテーション料 点 単位

・体外式陰圧式人工呼吸器療法 点 日

・廃用症候群 点 単位

・摂食機能療法 分未満 点 日

・摂食機能療法 分間以上 点 日

・リハビリテーション総合計画評価料Ⅱ 点 入院 回

・退院時リハビリテーション指導料 点 回

・肺血栓塞栓症予防管理料 点 入院 回

・治療用装具採型法 その他 肢につき 点 肢

その他 前述

ア．茨城県指定小児リハ・ステーション事業

イ．セラピスト等学校訪問事業

ウ．特別支援教育専門家派遣制度

４ 総括

年度リハビリ科開設以降，急性期と外来リハビリを中心に，リハビリのニーズがますます増加し

ている。当科は 年 月に ， 各 名ずつを増員した。人員整備が進んだことにより，外来

リハビリでは，患者 名あたりに対して，介入頻度を増加する体制が充実した。

は，引き続き原疾患の急性増悪や，重症児の呼吸器感染症，手術後等の急性期病院としての入院リ

ハビリを中心に介入を継続していく。また，県央・県北地域には，小児を受け入れることが可能な回復

期病院が少ないため，必要に応じて当科が退院までの期間，機能回復を先導する役割を担い，地域へフ
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ォローを繋げたり，外来リハビリで退院後の介入も継続していく。

では， 年度から継続して臨床心理科との 回 月のカンファレンスを行い，連携を継続してい

る。このことにより，広汎性発達障害等で，臨床心理士と で共通して介入している症例や，不登校

など心理面に問題を抱える症例では， 介入がより質の高い内容で行える様になり，外来担当医への情

報提供も円滑に行える様になった。また，入院 リハビリでは，長期入院による発達の遅れ等に対し

て が介入可能な件数が 名あたり， 回 週程度増加した。さらに， 名体制では対応が困難であっ

た医師からの緊急性を要する高次脳機能評価や，上肢機能評価についても依頼を受けた当日に対応可能

となった。

は， 年度から新たに院内の小児外科，小児総合診療科，小児精神神経科で結成された摂食チ

ームへ参加した。 ， 回 月の頻度で入院・外来患者への嚥下造影検査に立ち会い，口腔・嚥下機能評

価を行った。また，その際に使用する食事の提供や，食形態選定等も が行っており，チームの中核

を担っている。外来では，在宅で過ごしている経口摂取困難な 名 年の症例に対して，小児精神神経

内科医の定期診察に立ち会い，担当医と連携して 回 年の頻度で評価・介入を行いながら，在宅で行

える安全な範囲での経口摂取確立を目指した。また，栄養科から依頼を受け，小児神経内科医と共に入

院患者へ提供している食事形態及び，味の改善に協力を行った。

入院リハビリは，新生児病棟や ，一般病棟等から介入依頼のあった鼻口腔に先天奇形を有する

患児や，哺乳障害が疑われる患者への介入を病棟看護師と連携しながら実施し，手術前後の各種評価介

入も併せて行った。今後は への参加など，より積極的に患者の安全な食事や，家族の安心へ貢献し

ていきたい。

， ， 共に，昨年度から引き続き，入院リハビリでは，急性期に重点を置きながらも，原疾患に

対するリハビリだけでなく，入院期間中の二次性障害予防や，頻回の再入院を回避する為の地域連携な

どにも引き続き力を注ぎたい。

外来リハビリでは，他院では対応が難しいハイリスク児の退院後リハビリを安全に行い，小児リハビ

リ施設が少ない地域の患者受け入れをこれからも続けていきたい。

設立から 年が経過した当科は，入院から外来へと患者が移行していく中で，外来診療枠が療法士の

スケジュールを大きく占める状態になりつつある，という新たな問題点に直面している。

当院の急性期病院としての役割をサポートする部門の一つとして，また，当科が県央・県北地域の小

児リハビリ拠点としての役割を果たせるように，小児リハビリ推進事業の活動を通じながら，他施設間

連携をより活発に図り，地域施設と連携したリハビリに次年度も力を入れ，患児が地域でもリハビリが

受けられる体制作りの構築と，家族の安心へ繋がる様に活動を継続していきたい。そのため，県央・県

北域で医療としての小児リハビリを担っている施設，愛正会記念茨城医療福祉センター及び，県立医療

大学付属病院等とより活発な連携・情報共有を図っていきたいと考える。

特に今年度は，他病院・施設との連携を図るために，医師と療法士で県北地域にある つのリハビリ

施設を訪問見学して，患者を地域医療へ戻すための業務連携を，より具体的に行った。その結果，外来

リハビリ総患者数 名のうち， 名 年の外来患者を地域のリハビリ施設へ紹介することができ，他

施設のリハビリと並診を行えた患者は 名であった。当科が地域におけるリハビリの役割分担を行え

る兆しが見えつつあるが，当院が担う役割や負担はまだ大きく，今後の課題と考える。

県央・県北地域でより多くの方々が安心して子育てが出来る事を科の目標に，障がいをもつこども達

やその保護者達を支える拠点として活動を継続していきたい。

主任 理学療法士 塩田 逸人
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図１ 年度別総患者数の推移 名 年

図２ 年度別総単位数推移 単位 年

図３ 入院リハビリテーション件数 件 年 と単位数 単位 年 推移
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図４ 療法別入院リハビリ件数 件 年 と単位数 単位 年 推移

図５ 外来リハビリ患者数 人 年 ，単位 単位 年 数推移
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図６ 療法別外来リハビリ件数 件 年 と単位数 単位 年
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第６節 看護局
１ 総括

年度看護局の看護職員数は，新採用者 名を含めて 月 日付常勤職員 名 専従看護師及び特別

休暇中の看護師を含む ，非常勤職員 名，看護補助者 名，計 名の看護職員で業務運営を開始した。

年度内に退職した看護師は 名，臨時看護職員・看護補助者 名で， 月 日の看護職員数は 名，

平均年齢 歳と，昨年より 歳上昇した。離職率は ％で，退職理由は，他施設 急性期総合病院・重

症心身障害児施設など が 名，出産のため 名，結婚，夫の転勤，当院への通勤困難のため 名，精神的な

原因が 名 内新採用者 名 であった。要因として，急性期の小児専門病院での業務への適用困難や，地元

を離れての勤務に対して不安が強かったなどにより，離職率は，昨年と比較し ％上昇した。

年度 点の最重要課題が掲げられた。 点目は訪問看護部門の開設， 点目は夜間看護補助者体制

加算取得，そして 点目は，医師のタスクシフトの実現であった。

点目の最重要課題であった訪問看護部門開設に向け， 年 月より訪問看護 チームを立ち上げ，

月より成育在宅支援室に訪問看護部門を置き看護師 名を配置し， 月より訪問看護体制の稼働を実現す

ることができた。退院困難な患者家族に対して，当院の看護師が訪問することで，退院後の日常生活にお

いて，こどもと家族が安心して暮らすことのできる，看護の支援の継続が実現できる取り組みとなった。

点目は，夜間急性期看護補助体制加算 対 の導入であった。夜勤看護補者 名を新規採用し， ・

・ 床に対して， 日 時間常時 名の看護補助者を配置するための体制を整備し， 月から加

算取得開始を目標として準備を進めた。様々な困難を克服して目標が達成されたことは病院経営において

も大きな貢献となった。 月には，夜間看護補助者の必要人数確保困難な状況が発生し，補助者数に余裕

がないまま，夜勤体制がスタートした。そのため，夜勤回数の増加や勤務変更発生時の交代要員確保に苦

慮するなど課題が山積していた。その後，看護補助者確保に尽力したこと，日々丁寧に課題の把握を実施

し，課題解決のため看護局一丸となって対策に取り組んだこと，そして何より，看護補助者自身の協力的

な姿勢が，今回の夜間急性期看護補者体制の定着に結び付いたと考える。

また， 点目の医師のタスクシフトを実現するために，採血業務を看護師が担うことを目標に，医師の

協力のもと， 月から採血 チームを立ち上げた。実践に結び付けるための対応を検討し， 月から技術

取得の研修会を実施した。個人の自由意志ということで，時間外での研修受講者を募ったところ，各部署

から 名を超える希望者が集まった。 月には，看護師採血適用の患者に対して，医師の指導を受け実践

開始となり， 月には，看護師単独での実践可能な技術の習得ができ， 月からは，各部署において採血業

務を担えるようになった。このことは，医師のタスクシフトに大きく貢献できたものと考える。

次に，看護マネジメント研修を 月 日に開催した。講師には，昨年度好評であった，県立中央病院

角田直枝看護局長に依頼し，テーマは「育てること 育つこと」であった。 名が参加し，当日都合によ

り参加ができなかった職員は，動画配信により視聴することができた。「人を育てることで自分も育つとい

うことが理解できました。」などの感想が聞かれ，人材育成の指標となる大変有意義な研修会となった。

そして，茨城県看護協会主催である高校生の 日看護体験では， 月 日から 日間総勢 名を受け

入れた。また，こども病院独自の取り組みである，冬休み，春休みに実施している高校生看護体験は，そ

れぞれ 名が参加し大変好評であった。参加した高校生からは，「小児看護の現場を，見て聞いて体験で

きる大変貴重な機会となったことで，看護職への関心がより高まった。」との感想が聞かれた。今後も，よ

り充実した取り組みを継続していきたい。

看護の日のイベントである「ふれあい看護」は 月 日に開催した。高校生 名，保護者 名の参加

者があり，生命の授業や小児看護の紹介，院内見学会などを実施した。特に，ユニフォーム チェロキー・

スクラブ等 の試着は大変な人気であった。新たなアイデアを取り入れた魅力的なふれあい看護を開催して

いきたいと考える。
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２ 看護局の理念・方針

〈理念〉

わたくしたちは，将来を担うこどもたちの医療に携わる者としての使命を自覚します。成長発達期

にあるこどもの特性を理解し，こどもとその家族の気持ちを受け止め，協力しながら，人間性豊かな

質の高い看護を提供します。

〈方針〉

こどもの生命を尊重し，一人の人間としての尊厳，権利を尊重します。

こどもの成長発達を支援し，個別性を持った看護を提供します

こどもの安全，安楽を考慮した看護を提供します。

院内外との連携をはかり，こどもたちの発達・保険支援を推進し，最良の環境の中でこどもの健

やかな育成に努めます。

専門職としての自覚を高め，看護の向上と自己実現に向けて自己啓発を促します。

看護の資質向上に努め人材育成や研究の推進をはかり小児看護の発展に寄与します。

病院経営に参画し，患者サ－ビスの向上に努めます。

３ 看護局目標

私たちは，小児看護の専門職として，自己研鑽に努め，思いやりの心を大切に，こどもと家族が豊かに

生きることを支える看護を目指します。

＊ キャッチフレーズ「ひとりひとりを大切に！」「思いやりの心を大切に！」

継続的な看護技術と知識を習得する

柔軟な思考と心を養い，互いに尊重にあえる人材を育成する

リスク感性を高めコンプライアンスの向上を図る

こどもの権利を守り，安全な環境を整える

相手の立場に立って思いやる心を育む

４ 組織活動

看護師長会議

構成員は看護局長・看護師長からなり，月に 回 第 ・ 木曜日 を定例として開催した。会議では，

各部署からの問題点や医療安全・感染管理に係る事項を協議し，円滑な看護局運営を図った。また，相

互に情報を提供し合って検討し支援体制を取り情報共有に努めた。

副看護師長会

構成員は副看護師長からなり，オブザ－バ―として看護局長が関わった。月に 回 第 火曜日 を

定例として開催した。会議では主に，電子カルテシステムの運用や人材育成，業務改善等について，部

署ごとの課題を共有し，課題解決に向けて検討した。

看護グル－プ会 部署会議

各部署において月 回開催された。構成員は各部署の看護師長・副師長，所属看護師全員で，部署

内の問題点や業務改善について協議した。

その他，部署内では，屋根瓦グループの会議，プリセプタ－会議等，其々の役割における会議を適

宜開催し，部署内活動等について協議した。

看護局長 高麗 美智子
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５ 看護業務

【 病棟】

定 床： 床

看護体制：看護師長 名，副看護師長 名，臨時職員 名を含む 名で 月から開始した。中途退職

や産前休暇での減少があったが，育児休暇後の配属や異動により， 月末の時点では 名

での運営となった。夜勤は 名体制で行った。

ベッド稼働：年間入院患者数は 名であり，前年度に比べ 名の減少であった。年間病床利用率は

％，平均在院日数は 日であった。

看護業務

〈病棟目標〉

互いに育ち，育てあおう

が共に協力し合い，互いに学び，成長しあおう

倫理的な感性を養おう

こども達の成長を支えよう

他職種で協同し，早期からの支援を充実させよう

カンファレンスを有効活用し，他部署との連携をさらに強化しよう

安全で安心できる看護を提供しよう

発生率 ％以下を目指そう

以上のインシデントを未然に防ごう

インシデント発生数昨年比 割減

目標 では，屋根瓦体制により，フォローしながら教育体制をとることができ，今後も期待できる人材

のスキルアップがはかれた。屋根瓦会議を通して各スタッフのステップアップ状況を確認しながら継続的

な教育を行い，適宜 間でのスタッフの異動を行いながら技術の習得に努めた。ステップアップ

中のスタッフのうち，約 割がステップアップを進めることができた。また第 回日本新生児看護学会

においてポスター発表を行うことができた。

目標 では，長期入院の患者については転棟前から との情報共有を行い，看護の継続に努めた。ま

た，他職種との連携を進めるとともに，退院前から他病棟・外来との情報共有を行い，円滑な退院調整へ

と進めることができた。倫理カンファレンスや看護カンファレンスを定期的に開催し，倫理観を育む場に

することができた。

目標 では，リスク感性を高めるためにベッドサイドで を実施した。インシデントカンファレンス

や，医療安全管理室と協力して 分析を行い，安全への意識向上に努めた。また緊急時の対応力向上の

ため， 割以上のスタッフが を取得し，日ごろから緊急時に備えた準備を進めることができた。 月

以降 発生率が上昇したが，環境調整を行うことで低下した。しかし再度上昇するなど安定して低水

準を保つことができず， ％以下の月は か月のみであった。 対策に伴う衛生材料使用方法の変

更後，発生率は上昇傾向にあり，感染対策班と連携しながら対応している。

臨床実習：県立中央看護専門学校助産学科学生 名，茨城キリスト教大学看護学科 年生 名，同

年生 名，県立医療大学助産学科 名，水戸看護福祉専門学校 通信 名を受け入れた。

看護師長 勝扇 尚子
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【 病棟】

定 床： 床

看護体制：看護師長 名，副看護師長 名，新採用者 名，臨時職員 名を含む 名で 月から開始し

た。中途退職や産前休暇での減少，育児休暇後の配属や異動により 月末の時点では 名で

の運営となった。夜勤は 人体制で行い，患者数が 名以下の場合は 名体制で行った。

ベッド稼働：年間入院患者数は 人であり，前年度に比べ 人の減少であった。年間病床利用率は ％，

平均在院日数は 日であった。

看護業務

〈病棟目標〉

互いに育ち，育てあおう

が共に協力し合い，互いに学び，成長しあおう

倫理的な感性を養おう

こども達の成長を支えよう

他職種で協同し，早期からの支援を充実させよう

カンファレンスを有効活用し，他部署との連携をさらに強化しよう

安全で安心できる看護を提供しよう

発生率 ％以下を目指そう

以上のインシデントを未然に防ごう

インシデント発生数昨年比 割減

目標 では，屋根瓦体制のもと，副師長・教育総括・チームリーダー間の密な情報交換を行い，新人看

護師へのフォローを重点的に行った。屋根瓦会議を通してスタッフのステップアップ状況を確認し，適宜

教育計画を修正しながら支援した。屋根瓦勉強会の実施やベッドサイド教育に力を入れ，各個人に合わせ

適宜 研修を導入しながら継続的な教育を行った。ステップアップ中のスタッフのうち，約 割がス

テップアップを進めることができた。また第 回日本新生児看護学会においてポスター発表を行うこと

ができた。

目標 では，倫理カンファレンスや看護カンファレンスを定期的に開催し，倫理観を育む場にすること

ができた。また，他職種との連携を進めるとともに，退院前から他病棟・外来との情報共有を行い，円滑

な退院調整へと進めることができた。

目標 では，リスク感性を高めるために毎日ベッドサイドで を実施した。インシデントカンファレ

ンスや，医療安全管理室と協力して 分析を行い，安全への意識向上に努めた。また緊急時の対応力向

上のため， 割以上のスタッフが を取得し，日ごろから緊急時に備えた準備を進めることができた。

臨床実習：県立中央看護専門学校助産学科学生 名，茨城キリスト教大学看護学科 年生 名，同

年生 名，県立医療大学助産学科 名，水戸看護福祉専門学校 通信 名を受け入れた。

看護師長 勝扇 尚子

【 病棟】

定 床： 床

看護体制：看護師長 名，副看護師長 名，がん化学療法認定看護師 名，新採用者 名を含めた

名で開始した。中途退職，他部署への異動，産前休暇等もあり， 月末には 名となった。
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夜勤は 名で行われ，患者数が 名以下の時には 名で行った。

ベッド稼働：延べ入院患者数は 人で前年度に比べ 人の増加であった。 日の入院患者数は平均

人，病床利用率は ％，平均在院日数は 日であった。

看護業務

〈病棟目標〉

．フィジカルアセスメント能力を高める

．倫理的課題に気づく力を高める

．危険予知能力を高める

．こどもにとって望ましい生活環境を提供する

．外来通院するこどもへ継続した支援を行う

目標 では，教育係・副師長が中心となり，ベッドサイド教育や定期的な勉強会の充実を図った。継続

的な教育サポートを行うために，新人から経年別に計画的に勉強会を実施した。自己研鑽のための院外研

修参加により，知識と技術の習得を奨励した。院外研修を参加したほぼすべてのスタッフが部署内報告会

を実施し，学びの共有を行った。

目標 では，ナースカンファレンスで問題提起した内容を定期的に行われる合同カンファレンスにつな

げることができた。 月には，看護局主催の「倫理検討会」に事例を提供し，多くのスタッフが参加する

ことができた。

目標 では，インシデント件数は前年度に比べ ％程度の減少があった。発生したインシデントの多く

は注射・輸液に関するものであった。リスクマネージャー・医療安全係・副師長が中心となり， ，イ

ンシデント発生後の振り返りカンファレンスを実施した。 また， レベル以上の重大なインシデント発

生は 件あった。 レベル以上の事例に対しては，リスクカンファレンスを 回開催，対策を話し合い，

情報共有と再発防止に努めた。

目標 では，年齢や発達に合わせた療養環境が提供できるように努めた。高校入学や受験をする患者は

いなかったが，受験を控えている患者に対しては個室を提供し，英語学習ボランティアなどの紹介を行っ

た。

目標 では，継続看護係・副師長が中心となり，スタッフが 外来業務に従事する機会を作ることが

できた。これにより，多くの看護師が，退院後の患者・家族が抱える問題を理解し，長期フォローアップ

に関わることができた。また，がん化学療法認定看護師を中心とし「 の集い」を開催することができ

た。

臨床実習：県立中央看護専門学校 年課程 年生 名，同 年課程 年生 名，県立医療大学 年生

名，茨城キリスト教大学 年生 名，同 年生 名，水戸看護福祉専門学校 名 通信

名 ，大成女子高校看護専攻科 年生 名，マロニエ看護福祉専門学校 名を受け入れた。

病棟看護師長 三村 三千代

【 病棟】

定 床： 床

看護体制：看護師長 名，副看護師長 名，計 名で 月から開始した。中途退職や産前休暇での減

少，及び他部署への異動により 月末の時点では 名での運営となった。夜勤は 人体制

で行った。
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ベッド稼働：年間入院患者数は ， 人であり，前年度に比べ 人の増加であった。年間病床利用率は

％，平均在院日数は 日であった。

看護業務

〈病棟目標〉

互いに学び合う風土の醸成と体制づくり

個々の倫理観を護り育む環境づくり

気づく力の育成

こどもが生活する場所としての安全な病棟づくり

視る力・聴く力の育成

目標 では，屋根瓦式教育体制を軸に学びの支援を行った。師長・副師長・教育総括・チームリーダー

間で定期的な会議を開催して情報を共有し，個人の理解と経験に合わせた指導と心理面でのサポートを行

った。また，ベッドサイドでの教育担当者を複数配置し，根拠に重点を置いたフォロー体制を維持した。

互いに学びをサポートし合い，各自がクリニカルラダーで掲げた自己の目標達成につなげることができた。

目標 では，副師長や屋根瓦チームリーダーが中心となり，実際の症例に基づいた倫理カンファレンス

を定期的に開催した。また，ファシリテーターの育成に取り組み，これまでに経験がないスタッフでも，

副師長や屋根瓦チームリーダーが支援して経験を積むことができた。院内倫理カンファレンスに 題の事

例提供を行った。

目標 では，目標 と連動させながらベッドサイド教育を手厚くし，観察や確認を強化しつつ根拠をも

とにリスク感性を高められるよう支援した。重大なインシデントが発生した際には医療安全係が主体とな

り，リスクカンファレンスや多職種カンファレンスを開催し，複数の視点から問題を明らかにした上で繰

り返さないための具体的な対応策を講じるよう努めた。

目標 では， 医療安全係や感染対策係を中心に病棟内の安全保持を支援した。また，患者自身の発達

段階に合わせてともに整理整頓や環境整備を行い，患者の生活習慣確立を図った。さらに，療養環境係が

中心となり，保育士の協力のもとに様々なイベントや遊びの場を設定し，活動範囲の拡大や適度な刺激の

提供に取り組んだ。

目標 では，目標 と連動させながら，副師長やプライマリーナースが中心となって適宜看護カンファ

レンスを開催した。要支援家庭のケースや長期入院を必要とする学童のケースなどが続いたが，それぞれ

のスタッフがもつジレンマや思いを共有した上で，より良い看護展開を目指した。

臨床実習：県立中央看護専門学校 年課程 年生 名，県立中央看護専門学校 年課程 年生 名，

県立医療大学看護学科 年生 名，県立医療大学看護学科 年生 総合実習 名，茨城キリ

スト教大学看護学科 年生 名，茨城キリスト教大学看護学科 年生 総合実習 名，水戸

看護福祉専門学校 年生 名，水戸看護福祉専門学校 通信 名，大成女子高校看護専攻科

名，マロニエ看護福祉専門学校 年生 名，を受け入れた。

病棟看護師長 猪野 美穂

【 ・ 】

定 床： 床， 床で運用した。

看護体制：師長，副師長 名，新採用者 名を含めた 名（ 名， 名）で開始した。異動

名，特別休暇者 名，育児休暇者 名，退職 名，により， 月末の時点では， 名（

名， 名）での運営となった。
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ベッド稼動： の延入院患者数 人，一日平均入院患者数 人，病床利用率は であった。

の延入院患者数 人，一日平均入院患者数 人，病床利用率は であった。

看護業務

〈病棟目標〉

お互いに学び合う風土を作ろう

看護について語り合う場を作ろう

皆で気づきを共有しよう

感染経路別予防策を徹底しよう

と で連携しよう

目標 では， と それぞれの屋根瓦チームを結成し，副師長，教育総括，チームリーダーを中心

に定期的な会議を開催し，情報共有を図った。部署のステップアップガイドの活用により， と そ

れぞれの特性を活かした教育体制の充実を図り，個人の理解度や技術の習得度に合わせたサポートを実施

した。ベッドサイドでの に重点を置く体制を調整したことで， と メンバーがお互いに学び合

い，クリニカルラダー別の自己の目標達成ができた。

目標 では， では緩和ケアカンファレンス， では在宅医療移行のカンファレンスなど他職種を

含めたカンファレンスを実施し，個別性のある患者及び家族の意思決定プロセスの支援が実践できた。チ

ーム医療の中での看護の発信により，看護師一人一人が自分自身の看護観について考え，振り返る機会や

環境を調整することができた。

目標 では， レベル以上のインシデントが 件であった。インシデントの要因としては，手順不順守

によるものが多かった。全看護師によるインシデント を実施し，未然発見に繋がるような対策の立案，

注意喚起を行った。 と のインシデントの共有からリスク感性を高める風土作りに努め，それぞれ

の部署の特性に沿った啓蒙活動を実施した。

目標 では，副師長，感染対策委員を中心に，病棟の特性や現状を踏まえ，感染症患者入院時の環境整

備の徹底，ゾーニングを実施した。また，感染経路別個人防護具の選択や におけるゾーニングの重要

性について啓蒙活動し，意識の向上に努めた。患者間での水平感染を生じることはなかった。

目標 では， と の間で定期的なスタッフの異動を実施し，双方の部署の特性や役割を理解し合

える機会を設けた。それぞれの部署に合わせた役割を自覚し，遂行することで，看護師としての自律性や

スタッフ同士の思いやる気持ちが育まれ，看護の質向上に繋ぐことができた。働き方改革の視点から，

と の安定したかつ効率的な病床運用が次年度の課題となった。

臨床実習：茨城キリスト教大学 名，茨城県立医療大学看護学科 名，水戸看護福祉専門学校 名，

マロニエ看護福祉専門学校 名の看護学生を受け入れた。

（ ・ 師長 高橋 弥貴）

【外来】

看護体制：師長，副師長を含めた 名で業務にあたった。 月に育児休暇からの復帰 名，他部署へ

の異動が 名であり，最終 名での運営となった。

外来の新規患者数は ， 人，初診 ， 人，再診 ， 人，延外来患者数 ，

人， 日平均患者数 人，夜間休日患者数は ， 人，電話相談件数は ， 件であ

った。
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看護業務

〈部署目標〉

．採血・ライン確保の技術を習得しよう

．看護について語り合うカンファレンスをしよう

． を徹底しよう

．コミュニケーションエラーによるインシデントをなくそう

． を徹底しよう

．虐待を未然に防ごう

．感情をコントロールし，笑顔で対応しよう

．スキップの目標達成を支援しよう

目標 では，採血の手技は全員が獲得できたが，ライン確保は，勉強会と人形を用いた練習までの実施

であった。

目標 では，移行期支援に関する事例， ・ や 病棟から退院する患者の事例など， 回のカン

ファレンスを開催することができた。

目標 では， が徹底されないことによるインシデントが 件発生したため，その都度，振り返りを

行い，共有した。

目標 では，コミュニケーションエラーによるインシデントが 件発生した。患者への不利益の報告

は 件であり，これらは対策を医療安全と検討することができた。

目標 では，キャビネットの設置に伴い，全体的な整理整頓につながった。環境整備，物品の点検は継

続できている。

目標 では， ，退院前カンファレンス， 月から開始した成育在宅支援室との情報共有カンファレ

ンスなどに参加した。これにより，虐待予防を含む在宅での支援や課題を共有した。

目標 では，師長面談を通して，各自が感情的になる場面を自覚できるように関わり，全員が感情コン

トロールを意識し，笑顔を心掛けて業務にあたった。

目標 では，スキップの目標が，「 を用いた検査説明の効果の検証」であり，家族を対象にしたア

ンケート調査の実施まで進めることができた。

臨床実習：県立中央看護専門学校助産学科 名，県立医療大学 年生 名， 年生 名，茨城キリスト

教大学 年生 名を受け入れた。

外来看護師長 平賀 紀子

【手術室】

看護体制：看護師長 名・副看護師長 名を含む常勤看護師 名と臨時職員看護師 名の計 名と看

護補助者 名で 月から開始した。部署異動や退職，育児休暇後の配属により， 月末の時

点では，常勤看護師 名，臨時看護師 名，看護補助者 名での運営となった。待機は

番待機と日勤待機の 名ずつ計 名で担当した。長期休暇時は，準夜勤者を配置し外来支援

を担当した。

手術件数：今年度の総麻酔件数は 件 前年比 件増 で，うち緊急は 件 前年比 件増 であ

った。手術内訳は，一般外科手術が 件 前年比 件増 ，心臓血管外科手術が 件 前年

比 件増 ，脳外科が 件 前年比 件増 ，形成外科が 件 前年比 件増 ，心臓カテ

ーテル検査が 件 前年比 件減 ，骨髄採取が 件 前年比 件減 ，小児内科 画像鎮静
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や内視鏡，他 件 前年 件増 であった。

看護業務

〈部署目標〉

．屋根瓦教育体制による個々の役割を発揮し，全員で学び合うことで個々の役割課題が達成できる。

．リスク感性を高め，危険を予測した行動をとることで，安全に手術室看護を提供できる。

．他部署・多職種と連携を図り，情報共有を行うことで患者の安全を図ることができる。

．看護実践において倫理的思考を習得し行動できる。

目標 では，研修会や学会参加後の伝達研修を全員行うようにし，未経験の分野を学び相互に情報を共

有することで，周手術期に必要な看護展開ができるようにした。部署内教育として，心臓外科手術，およ

び脳外科手術の直接介助の技術経験を積むため，看護師がペアになり直接介助の指導を実施した。また，

術式のシミュレーションを実施し，全員の周手術期の看護技術と知識の習得に努めた。目標 では，患者

に重大な影響を及ぼしかねない他職種が関連したインシデントが発生したため，他職種を含めたインシデ

ントカンファレンスを開催し対策を検討した。繊細な機械の取り扱いについて，洗浄時の破損防止の教育

を行った。また，手術中の物品の破損が幾度かあったため，年間の購入状況をリスト化して問題提起を行

い，医療機器や器械など物品管理について意識の向上を図った。目標 では，長時間の手術により皮膚の

発赤や褥瘡が発生したため，他部署とのカンファレンスで共有し対策を検討した。また，皮膚排泄ケア認

定看護師と連携して，体位の固定方法や注意点，脆弱な皮膚への対応と除圧について学習する機会を設け，

再発防止に努めた。目標 では，患者家族への案内や手術延長時の家族対応を通して，不安な心理状態を

考慮して対応するよう努めた。手術中の医師側及び家族側双方の立場に配慮した関わりができるよう倫理

的視点でカンファレンスを実施した。不安のある患者家族に最良の周術期看護が実施できるよう患者に寄

り添った看護を継続していきたい。

手術室・中央材料室看護師長 須能 弘美

【中央材料室】

看護体制：看護補助者 名で開始し運営した。業務量に応じて，手術室補助者と連携した。

看護業務：滅菌業務と滅菌物品管理，換気バッグ一式 アンビューバッグ 管理を行った。鋼製小物管理

については，臨時払い出し物品管理方法を変更し，各部署に協力を得た。定数配置数，中央

材料室及び手術看護補助業務分担を見直し，看護補助者業務の連携を図った。

手術室・中央材料室看護師長 須能 弘美

６ 委員会活動

記録委員会

看護師長 名，副看護師長 名，看護師 名で構成し，月 回の定例委員会を開催した。

〈活動目標〉

．患者の状態・看護の実際を把握できる記録が書ける

．タイムリーな看護計画や看護パスの更新ができる

．クリニカルラダー各段階に応じた記録ができる

〈活動内容〉

形式監査・カンファレンス監査・質監査を定期的に実施し，これらの結果を基に各部署への啓蒙，教

－149－



育へとつなげた。適宜必要な看護計画を抽出し，新しく計画を追加することができた。また看護パスの

見直しを行い，最新の内容へ更新を行った。

新人看護師を対象とした看護記録の研修を開催した。また，重症度・医療看護必要度の評価者研修に，

各部署から副看護師長が参加し，適切な評価の実施へとつなげることができた。

基本情報用紙や外来問診票のタブレット入力に変更するための準備を行った。次年度はタブレット入

力の導入を開始する予定である。

教育委員会

【新人教育】

〈目標〉

．クリニカルラダーねがえり到達に向けて看護基礎技術研修を行い，知識・技術・態度を統合して，

根拠を踏まえた臨床実践能力の獲得を支援する。

．集合教育と部署教育の連携を図り，部署における継続教育を支援する。

． 新人看護師のリアリティショックや対人関係について，屋根瓦教育体制でのメンタルサポート

を支援し，離職防止と職場環境への適応をサポートする。

看護は生涯にわたり，自己研鑽すべきであることを理解でき，その基本姿勢を育み，自分の看護

に未来を持てるよう支援する

〈活動内容〉

「平成 年度 厚生労働省 新人看護職員研修ガイドライン」をもとに，集合研修の企画・運

営・評価を実施し，部署内の継続教育につなげた。部署内での屋根瓦教育体制のもと部署内での活

用状況と到達度を評価し，クリニカルラダー目標到達を支援した。フォローアップ研修やリフレッ

シュ研修， 年の振り返り研修ではメンタルサポートとして新人看護師同士の悩みを共有する場を

設定とともに先輩看護師からメッセージを伝える機会を設けた。これらの研修に加え，他職種に講

師を依頼することにより，組織全体で支える支援体制を強調し，看護師としての役割意識が高まる

よう支援した。

また看護師としての成長や先輩のメッセージ，写真を載せたレターを作成し，出身校と家族あて

に送付を行った。

【経年教育】

〈活動目標〉

クリニカルラダーレベルごとの目標達成に向けた現任教育を実施し，こども病院の看護師として豊

かな人材を育成する

．「看護倫理」「看護実践」「看護管理」「看護研究・教育」の課題に対して，バランスの取れた教育研

修を効率よく運営する

全レベルの到達課題を踏まえた学習ニーズを把握し，実践に活かせる研鑽研修を企画する

ステップアップへチャレンジする心を育み，自発的に部署を越えた目標達成に向けた支援をする

〈活動内容〉

クリニカルラダーの目標達成のため，研修計画の立案・実施・評価・修正を行った。研修対象人数

と研修内容に合わせて研修日程及び研修時間を可能な範囲で削減し，部署の負担を必要最小限にした

上で効果的な研修が実施できるよう工夫した。研修前後の各レベルでの学習ニーズと充足度を委員会

で情報共有し，改善点や要望等を確認しながら と連動した研修を実施した。また，人材育成をテ
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ーマに外部講師による研修を行った。

【看護研究・倫理教育】

〈活動目標〉

ケーススタディ・看護研究に取り組む看護師が年間を通してケーススタディ・看護研究のプロセス

を学ぶことができる

ケーススタディ・看護研究をまとめた看護師が，院外発表を目指すことができる

委員は看護研究に関するディスカッションを通して，指導の知識と能力を身につけられる

倫理検討会の事例提供を通して部署の倫理的課題について解決の糸口を見つけることができる

委員は倫理的課題の解決や共有ができるようにファシリテートできる

〈活動内容〉

看護研究の相談を受けて助言を行い，ケーススタディの計画書へのコメントと進捗状況の確認を行

った。研究プロセス，データ分析，プレゼンテーションの基本を理解できるように研修を開催して支

援した。その結果，ケーススタディ 名，看護研究 名がプロセスを学び，発表することができた。

院外発表を行ったのは 名であり，いずれもポスター発表であった。委員は，的確な助言ができるよ

うになり，特に，スライドの書き方については，よい助言ができていた。

倫理検討会は，計画通りに 回実施し，参加したスタッフは達成感を覚えることができていた。委

員は，事前の部署内での検討や， 分割表の作成の助言，レクチャーの準備，ファシリテートのいず

れも，自立してできていた。

【看護補助者教育】

〈活動目標〉

．看護補助者が，病院の使命や看護局理念のもと，組織・チームの一員として求められる基本的姿勢

で業務に臨むことができる。

．看護補助者が，看護師の指示のもと，部署の特性に応じた看護補助業務が安全かつ適切に実施でき

る。

．看護業務を補助者に移管することにより，看護師がより専門性を要する業務に専念し，医師の業務

移管に繋げる。

〈活動内容〉

看護補助者の夜勤配置に伴い，看護補助者が看護チームの一員として効果的な役割を発揮できるよ

う教育委員会と看護補助者会を発足させ看護補助者の支援体制を整備した。看護補助者に求められる

役割遂行のための教育計画と夜間看護補助者の業務スケジュールおよび業務日誌を作成し， 時間絶

え間なく看護補助者業務が遂行できるようにした。 ヶ月毎に看護補助者会を開催し，看護補助者を

主体とした業務遂行上の課題の共有と問題解決を図り，集合研修の活用状況を把握して教育計画に反

映した。看護補助者と看護師の相互理解促進のため，看護師対象に集合研修を開催し看護補助者と看

護師の連帯感の向上に努めた。

【移行期支援】

〈活動目標〉

．移行期支援の必要性について自ら学び，勉強会の開催や部署の取り組みに活用する

．移行期支援プログラム案を，文献をもとに作成する
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．親子交流会 フォンタン術後患者，二分脊椎患者 を開催する

．成人移行が困難な事例について他職種と共に検討する 年間 事例

〈活動内容〉

研修やシンポジウムへの参加により，委員がそれぞれに自己研鑽できた。その結果を，勉強会の開

催につなげることができて，有効であった。また，文献の読み合わせや移行期支援の実行可能性につ

いて議論し，具体的な看護計画や支援について，移行期支援プログラム案の作成に至った。親子交流

会は，新型コロナ感染症の拡大により，フォンタン術後のみの開催となった。事例検討は， 事例行

い，他職種と 事例について検討することができた。

【看護基準手順委員会】

師長 名，副師長 名，看護師 名で構成し，月 回の定例委員会を開催した

〈目的〉

こども病院看護局として提供できる全ての看護を標準化し，看護実践につなげることで，こどもと

その家族に対する看護の質を保証する

〈活動目標〉

．基準・手順委員を中心とした全ての看護師が，看護基準・看護手順を活用し，根拠を持った看護を

円滑に遂行できる（自己の看護を看護基準に基づいて言語化できる）

．看護局理念に基づく共通した看護の質を保証できるよう，関係部署と連携しながら看護実践の基準

及び看護手順を整備する

〈活動内容〉

看護基準委員会は，看護基準の活用の定着とそれによる看護の質の向上のため，各部署単位での読

み合わせや委員による部署ラウンドおよび日常業務の中でスタッフへの啓蒙活動を継続した。また，

理論や提言を用いて各看護基準項目の妥当性の見直しと修正を行った。

看護手順では，部署マニュアルを看護手順への統合を行った。また，ベッドサイドでの看護実践の

状況に適応したタイムリーな看護手順の変更・追加・見直しを実施した。
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第４章 そ の 他





第１節 保育室

体制：保育室長 名， 名，保育室 名 病棟 名 病棟 名 病棟 名

年度より保育室として上記体制で活動を開始した。

． 業務活動

今年度から室長 名と保育士 名とともに新たに保育室所属となったが，成育在宅支援室に席を置いた

ままの異動となったため，保育士との連携が新たな課題となった。

血液腫瘍科の体制が変わり，新しいスタッフに の役割を理解してもらう機会を設けたり，関係性を

築く機会が足りず，特に入院直後のストレスポイントでの介入の機会を逸することが多かった。同様に，

医療スタッフの入れ替わりとともに， の役割に対する認知度が下がっており，依頼元が同じスタッフ

に偏っていた。 の役割の再周知していく機会が必要である。

病棟を中心に活動しているが，他病棟からの依頼にも応じている。一人職種であるため，外来や複数

の病棟で活動をすることになり，こどもそれぞれのタイミングや個別性に合わせた柔軟な対応が肝要であ

る職種として，介入の質や勤務時間に影響が出ることがあった。患者数の増加や治療の変化にも応じて活

動の在り方を検討していく必要がある。

【活動実績】

  

プ
リ
パ
レ
イ
シ
ョ
ン 

処
置
・
検
査
中
の

援
助 

治
癒
的
遊
び 

精
神
的
支
援 

教
育
的
関
わ
り 

家族支援 

行
事 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等 

教育 

兄
弟
姉
妹 

そ
の
他 

学
生 

院
内 

4 月 12 22 32 8 4 5 8 2 14 0 2 

5 月 10 36 28 12 7 7 22 2 13 0 1 

6 月 5 39 45 20 9 12 24 2 19 1 0 

7 月 7 19 41 22 15 19 30 4 19 0 0 

8 月 13 23 46 18 18 14 26 19 17 0 0 

9 月 6 31 48 24 17 11 28 2 12 1 0 

10 月 12 17 44 21 5 10 23 12 18 0 0 

11 月 11 13 71 23 11 16 25 3 18 1 0 

12 月 12 4 50 24 10 7 16 14 19 2 1 

1 月 8 28 27 20 6 18 29 4 14 0 1 

2 月 14 20 43 22 5 10 33 1 17 1 0 

3 月 10 36 33 30 9 7 18 4 10 0 0 

【介入内容】

①プリパレイション・処置中の援助

・手術： ライン挿入や腫瘍切除，生検，骨髄採取，その他手術。外科医師および手術室 病棟

看護師より不安の強いケース依頼。

・処置：採血，末梢点滴留置，ロイナーゼ筋注，末梢血幹細胞 自己血採取， ライン ライン留

置， チューブや尿カテ挿入・抜去， 包交，創部消毒，その他。外来患者も含む。
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②治癒的遊び・精神的支援

・病棟：発達促進，ストレス発散，メディカルプレイや表出および理解を促す遊び，会話。 同席。

・外来：退院後フォロー，お子さんへの病気・治療の説明の相談，発達や学校適応についての相談。

渋り，ぐずりで外来業務に困難をきたしたケースへの介入。

③教育的関わり

・病棟：遊び，日常会話における医療に関する正しい知識の教育。遊びを通した理解の促進。本人へ

の説明，資料作成と説明後の理解及び情緒的フォロー。

・フォンタン術後親子交流会での「心臓の働き」グループワーク，心臓カテーテル検査室見学実施。

④家族支援

・兄弟姉妹：兄弟面会のサポート，兄弟姉妹への病気の説明に関すること，および理解の促進。

検査の説明に関することおよび理解の促進，遊びの援助など。また，保護者を通しての定期的な様

子の確認や相談。外来通院中の保護者からの相談。

・その他：保護者からの相談全般。家族機能に関すること，復学や学校での適応など教育に関するこ

と，治療や療養生活に関することなど。

⑤行事

・病院行事として夏祭りおよびクリスマス会。

・病棟行事は保育士中心で実施し，補助的に活動。

⑥カンファレンス等

病棟カンファレンス，ケースカンファレンス，クリニクラウン訪問前後カンファレンス，保育室

会議，環境美化委員会，緩和ケア委員会，筑波大学学術ワーキング，夏祭り実行委員会，その他外部

機関との打ち合わせ等。

⑦教育

・看護学生集中講義，こども療養支援士養成コース講義

・こども療養支援協会よりこども療養支援士実習生 名受け入れ 年 月 日～ 月 日

・友部東特別支援学校訪問教育教員との勉強会

・「ビーズ・オブ・カレッジ」プログラムビーズ大使研修会実施。

松井 基子

．保育士 業務活動

保育理念 「伸びゆくこどもの今ある力を支え，育みます」

安心で親しみのある環境の構成

環境設備：棟内壁面装飾，プレイルーム管理 書籍，おもちゃの点検・清拭

院内行事運営：病院行事，各病棟季節行事，イベント 誕生会など

生活援助 食事，排泄，生活リズム，衛生，歯磨きの支援

遊びの提供

発達を支援するあそび：成長発達 こころ，からだ

医療体験に伴う情動的問題に焦点化したあそび：ストレス緩和

医療計画を支援し拡張するあそび：緩和ケア

学習支援

現状維持＋日常生活 退院後 への落差を出来る範囲で最小限に

心理的サポート

こどもとこどものご家族の不安傾聴
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こどもの社会関係の支援

スタッフとの情報共有と連携

同胞お預かり サポート

条件を満たし師長の依頼時，介入

ご家族からの育児相談，多職種連携

ボランティアとのかかわり

病棟との連携やこどもとの介入補助

カンファレンス，会議，研修，委員会

病棟カンファレンス参加，保育カンファレンス実施

保育士定例会議，支援室会議，ケース会議 介入状況に応じて ，学病会

院内 院外研修，夏祭り実行委員会

感染対策委員会，リスクマネジメント部会

精神科リエゾン

筑波大学学術ワーキング 月 会議，ワークショップ 回

病院行事 夏祭り，クリスマス会 の運営と看護局行事 看護の日，親子交流会

．保育士 行事運営 病院 病棟 ワークショップ

保育目標

遊びを通じて発達を支援し，安心した入院生活を送れるようにする

生活習慣の確立とその維持ができるようにする

年齢に応じた他児との円滑な人間関係や社会性が養えるようにする

治療に伴う苦痛や不安を軽減し，治療への前向きな姿勢が保てるようにする

日々の活動や行事を通じて，季節の変化や社会的な習慣に興味関心を持つ

上記に基づいて年間保育計画を作成し，実施した

＜年間保育計画・実施報告＞

月 行事ねらい 病棟行事 ワークショップ

春の訪れを知り，草花や木々に関心を持つ

身近な生き物に関心を持つ

こどもの日を知り，自分が愛されていることを感じる

母の日を通して感謝の気持ちを持つ

こどもの日

お散歩会 ，

母の日

梅雨の自然を感じ，雨や雲，空に関心を持つ

父の日を通して感謝の気持ちを持つ

家族の日

父の日

七夕の行事を楽しみ，星や宇宙に関心を持つ 七夕会

海や山の自然，動物に関心を持つ

夏祭りに楽しく参加する

夏祭り

秋の訪れを知り，草花や虫に関心を持つ ワクワクレクレーション

レクリエーションやハロウィンに楽しく参加する ハロウィンパレード ワークショップ 外来

実りの季節を覚えて，畑の作物に興味を持つ

クリスマスの気分を味わい，楽しく過ごす クリスマス会

お正月の気分を味わい，伝承遊びを楽しむ

節分の意味を知り，楽しく行事に参加する 豆まき ワークショップ 霊安室
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ひなまつりを楽しむ

木々や草花の芽吹きに気づく

ひなまつり会

※ワークショップは筑波大学院学生と協同し，院内で活動。

今年は外科外来突き当り廊下と霊安室とその廊下の壁に装飾をした

＜年間保育人数＞

月 計

人数

．その他

今年度より保育室が設置された。当初は成育在宅支援室に在室していたが 月より部屋が分かれ，ボラ

ンティア主体の行事の開催にあたっては成育在宅支援室との連携を密に図ることが課題である。行事運営

を把握している室員が少なかったため，綿密な連携を意識した。

また筑波大学大学院学生と協同し院内で学術ワーキングの活動をした。対象場所が外科外来廊下と霊安

室・廊下となり，外来においては診療に来ていた患児やご家族にご協力いただき実施した。外来の診察待

ちの時間を活用しての開催だったために製作途中になってしまうこともあった。

病棟ごとの行事，イベントでは各病棟の特色や理念を理解しながら配属病棟に副った保育計画を多職種

ととともに協同した。日頃の保育提供はご家族の思いを傾聴し，こどもの達の気持ちを代弁し，様々な方

面から支援できるよう情報共有やカンファレンス，勉強会への参加も意識した。入院患児が転棟しても同

様の保育提供が出来るように保育士間の情報交換を行った。他病棟の環境の違いや多彩な保育士観を見聞

きし更なる保育の発展を意識した。今後もこどもの成長発達をご家族とともに支援できるようこどもたち

の背景や生活環境を理解しこども達に添った保育が出来るよう努めていきたい。

保育士 大場 あかね

総括 保育室長 三村 三千代

ひなまつりを楽しむ

木々や草花の芽吹きに気づく

ひなまつり会

※ワークショップは筑波大学院学生と協同し，院内で活動。

今年は外科外来突き当り廊下と霊安室とその廊下の壁に装飾をした

＜年間保育人数＞

月 計

人数

．その他

今年度より保育室が設置された。当初は成育在宅支援室に在室していたが 月より部屋が分かれ，ボラ

ンティア主体の行事の開催にあたっては成育在宅支援室との連携を密に図ることが課題である。行事運営

を把握している室員が少なかったため，綿密な連携を意識した。

また筑波大学大学院学生と協同し院内で学術ワーキングの活動をした。対象場所が外科外来廊下と霊安

室・廊下となり，外来においては診療に来ていた患児やご家族にご協力いただき実施した。外来の診察待

ちの時間を活用しての開催だったために製作途中になってしまうこともあった。

病棟ごとの行事，イベントでは各病棟の特色や理念を理解しながら配属病棟に副った保育計画を多職種

ととともに協同した。日頃の保育提供はご家族の思いを傾聴し，こどもの達の気持ちを代弁し，様々な方

面から支援できるよう情報共有やカンファレンス，勉強会への参加も意識した。入院患児が転棟しても同

様の保育提供が出来るように保育士間の情報交換を行った。他病棟の環境の違いや多彩な保育士観を見聞

きし更なる保育の発展を意識した。今後もこどもの成長発達をご家族とともに支援できるようこどもたち

の背景や生活環境を理解しこども達に添った保育が出来るよう努めていきたい。

保育士 大場 あかね

総括 保育室長 三村 三千代
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第２節 医療安全管理室

医療安全管理室

＜ 年度目標＞

．患者誤認の防止対策を院内定着させる

．他職種間およびチーム医で円滑なコミュニケーションを図り，安全文化を醸成する

・インシデント対策を共有し，再発防止につなげる

．医療安全マニュアルを改訂し，職員の意識を高め理解を深める

体制

医療安全管理室

室長：副院長 医療安全管理者 専従 名， 兼任 名

① セーフティネット部会

部会長：副院長 副部会長：医療安全管理者 医療安全管理員：医療安全委員会委員及びリ

スクマネージャーから選出 名

② リスクマネジメント部会

部会長：副院長 副部会長：診療科部長 医療安全管理者 名，リスクマネージャー 名 ：

院内各部署から選出

活動

① 医療安全委員会での報告および協議

毎月 回開催の医療安全委員会において，セーフティネット部会及びリスクマネジメント部会で

討議された内容を報告し，審議をうけた。

② セーフティネット部会の開催

～ 週間毎に開催し，インシデントレポートや合併症報告をタイムリーに共有を行い要因分析及

び再発防止対策について討議した。

③ リスクマネジメント部会の開催

月 回 第 金 を定例として開催した。医療安全委員会での決定事項の周知，セーフティネット

部会での討議内容の報告，その他各部署の医療安全に係る問題に対して討議した。

インシデント報告集計

年度のインシデント総数は， 件で月平均 件であった。 年度は 件， 年

度は 件であり，報告件数は『報告がかなり網羅されている状態＝「病床数÷ 」 月』の 件 月

を遥かに超えた状態を維持している。インシデントの内訳は，レベル 患者への影響なし が と

全体の半数を超え，次にレベル 未然発見 が ％，レベル 一過性・軽度障害 が で，例年

とほぼ同様の傾向であった。レベル 一過性・中等度障害 の報告は ％ 件うち重複報告 件

で， 年度の ％ 件 から減少した。 一過性・高度障害 の報告は ％ 件うち重複報告

件 で，医療事故判定は 事例であった。

報告者分類は，看護師からの報告が ％ 件 で，昨年度より 件増加したが，全体に占める

割合は ポイント減少した。医師からの報告は ％ 件 で，昨年度より 件増加し全体に占める

割合も ポイント増加している。それ以外では，臨床工学技士・薬剤師からの報告が ～ ％ ～

件 の報告があった。
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針刺し血液・体液暴露報告書は， 件で前年度より 件増加したが，感染症等の問題は発生しなかった。

院内死亡事例報告は 件， 実施 件，病理解剖 件 司法解剖 件，行政 件 が行われた。

医療事故調査の対象事例はなかった。合併症報告については，小児外科，新生児科から合計 件の報告

があった。

重点活動報告

① 合併症報告書・死亡事例報告書の情報管理方法の変更

紙媒体での報告であったため， での情報管理とした。

② 救急カートの院内統一

医療安全対策地域連携相互ラウンドにおいて，外来と 階病棟の救急カートの内容が統一されて

いないとの指摘を受けたことを踏まえ， 階病棟および外来の救急カートの内容を院内統一とした。

③ 手術中に使用する抗菌薬一覧および確認方法の明文化

手術中に使用する抗菌薬は，医師のみで作成されダブルチェックが実施されていなかったため，

抗菌薬投与量の一覧をもとに作成前の確認手順を明確にした。

④ 人工呼吸器使用前チェック表の院内統一

人工呼吸器の安全使用を目的として，人工呼吸器使用前チェック表を導入しているが，新生児科

と 階病棟の書式および確認方法が統一されていなかったため，臨床工学技士と連携し，機種別

に使用前チェック表を作成し確認手順を院内統一とした。

⑤ 医療安全合同ラウンドの実施

感染管理室と合同の「 ラウンド」，臨床工学技士と合同の「医療機器の安全使用ラウンド」を

計 回実施した。ラウンド結果は各部署の所属長およびリスクマネージャーへ報告し，部署内

での取り組みに繋げた。臨床工学技士との合同ラウンドは，看護師に対する定期的な啓発の機会

としても効果的であった。

⑥ 対応注意が必要な患者家族の情報の取り扱いの統一

苦情・暴言・不当な言いかがりを言う家族を把握しにくい状況に対し，対応注意の患者家族は電子カル

テの患者氏名を斜体文字とし，電子カルテ以外での情報管理とした。 

⑦ 医療安全強化キャンペーン

「患者誤認防止」を目的とし，医療安全推進委員会と連携し「患者確認強化キャンペーン」を実

施した。

⑧ 入院時に出された「初回処方」の内容の確認方法

入院時の処方漏れの対策として，入院時に出された「初回処方」の内容は薬剤科で確認する手順

21.3%

52.7%

24.9%

0.7%
0.5%

2019年度 レベル別分類

ﾚﾍﾞﾙ0

ﾚﾍﾞﾙ1

ﾚﾍﾞﾙ2

ﾚﾍﾞﾙ３ａ

ﾚﾍﾞﾙ３ｂ

＜図 ＞

3.9%

89.9%

1.1%
0.5%

0.1% 0.3%0.0% 1.2% 0.5% 2.5%

2019年度 報告者分類

医師

看護師

薬剤師

臨床検査技師

放射線技師

栄養士

臨床心理士

臨床工学技士

PT/OT/ST
その他

＜図2＞
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を明文化した。

⑨ の活動

医師の指示のないモニタ装着および不適切なアラーム設定があり，一般病棟ではテクニカルアラ

ームが鳴動している現状があったため，生体情報モニタ管理中の患者に係る安全対策を目的とし

て，定期ラウンド及び広報誌の発行などの活動を実施した。

⑩ 中心静脈カテーテル挿入患者の根元ロックの導入

中心静脈カテーテル挿入中の患者が一時的に投薬を中止する場合，輸液フィルターを通してのロ

ック方法から，根元ロックに変更し手順の統一を図った。

⑪ 定期処方薬の与薬カートの導入

薬剤師が配薬を行い与薬間違い防止および看護師の配薬時間の軽減を目的として，暫定的に病棟

薬剤師が配置されている 病棟での与薬カートを導入した。

⑫ 強化母乳の取り扱い変更

強化母乳は薬剤科で分包し投与していたが，薬剤科の業務負担の軽減を目的のため新生児科と連

携し，強化母乳の分包を中止し，投与方法を変更した。

⑬ 検体容器のバーコード照合の導入

採血時の検体容器間違い防止対策として新生児科および看護局と連携し，医師が実施する

患者の採血および看護師が実施する 階病棟の入院患者の採血は，患者のリストバントと検体ラ

ベルのバーコード認証を実施する。

⑭ 医療安全対策地域連携加算に係る地域連携連絡会

医療安全対策の標準化を推進するとともに，医療安全の質の向上と均てん化を図ることを目的と

し，病院間相互ラウンドを実施した。

・当院へのラウンド：茨城県立中央病院 加算 連携 回 年

・当院からのラウンド：茨城県立中央病院 加算 連携 回 年

笠間市立病院 加算 連携 回 年

医療安全研修

年 月 日 ： 新採用者オリエンテーション

年 月 日： 新人看護師研修

テーマ 「メンタルヘルスケア ～ストレス社会を生き抜くために『レジリエンス』の鍛え方～」

【医療安全必須研修】

＜第 回医療安全必須研修＞

年 月 日 テーマ：「医療安全の観点から求められる記録について」

未受講者は， 研修，レポート提出し最終参加率は ％であった。

＜第 回医療安全必須研修＞

年 月 日～ 月 日 テーマ：「医療の現場におけるアンガーマネジメント」 視聴研修

未受講者はレポート提出し，最終参加率は ％であった。

医療安全管理者 大木 悟子・山本 裕子
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第３節 感染管理室
体制

感染管理室

室長：感染担当医師 感染制御医師

感染管理担当者：感染管理認定看護師 専従 名

計： 名

感染対策委員会

委員長：第一医療局長

副院長：感染管理室長

委員会メンバー：幹部組織 病院長，看護局長，事務局長をはじめ各科の代表で構成

計： 名

感染対策チーム

医師：感染担当医師 名

看護師：感染管理認定看護師 名 うち 名専従

薬剤師： 年以上の病院勤務経験をもつ感染防止対策に係る薬剤師

検査技師： 年以上の病院勤務経験をもつ感染防止対策に係る検査技師

計： 名

抗菌薬適正使用支援チーム

医師：感染管理担当医師 名

看護師：感染管理認定看護師 名 専従

薬剤師： 年以上の病院勤務経験をもつ感染防止対策に係る薬剤師

検査技師： 年以上の病院勤務経験をもつ感染防止対策に係る検査技師

計： 名

感染対策班

班長：感染担当医師 感染制御医師

副班長：感染管理担当者：感染管理認定看護師

班員： ，各診療部及び各部署それぞれの感染担当者

計： 名

活動

① 感染対策委員会の開催

毎月 回の感染対策委員会で，感染対策班会議で報告・議論された内容について報告・提案・検討依

頼をし，決裁を受けた。

② 感染対策チーム の活動

毎週 回，感染症情報や班員の報告に基づき院内ラウンドを行い，感染対策に係る改善を図った。

毎週 回，耐性菌サーベイランスのカンファレンスを行い，耐性菌発生状況の把握と対策の確認を行

った。

感染防止対策加算に関連する連携会議を行った。

・ 地域連携加算：水戸済生会病院，大宮済生会病院 各 回

・ 感染防止対策加算 ：茨城福祉医療センター 回

医療法に基づく全職種対象の感染対策研修会を 回行った。

・ 月：手指衛生に関する研修
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・ 月：埼玉県立小児医療センター古市氏を講師として招き感染制御に関する研修

③ 抗菌薬適正支援チーム の活動

・ 毎週 回，感染情報レポートと特定抗菌薬届け出から，検出菌・抗菌薬の種類・投与方法が適切で

あるかカルテ回診を行った。

・広域抗菌薬の 総投与日数 年間入院患者日数× の集計と評価を行った。

・昨年度と比較し は ％減少したが， の中央値よりも 倍高い。

④ 感染対策班会議の開催

毎月 回，感染症発生，細菌検査迅速検査，各診療科別抗菌薬使用状況，感染対策に係る問題の検討

を行った。

感染管理の実践

・年間計画に沿って感染対策班及び感染対策チームで下記の活動を行った。

①医療関連サーベイランス

・厚生労働省院内感染対策サーベイランス事業に，検査部門・全入院部門，新生児部門，手術部位感染

部門に参加し，データを収取・他施設との比較による評価・分析・還元を行った。

・ 新規発生サーベイランスを実施し，他施設との比較による分析・評価・還元を行った。

・手指衛生に関するサーベイランスを実施し前年度の比較・分析・還元を行った。

②感染予防技術実践の推進

・感染対策チームラウンド・各種サーベイランスの結果からマニュアルの改正を行った。

・院内感染発生事例やアウトブレイク事例に対し，状況確認・対策の立案を行った。

→職員間におけるインフルエンザウイルスのアウトブレイク対応を行った。

・手指衛生遵守率の向上を目指し，ノンアルコール手指消毒剤を導入した。

③職業感染予防

・職員の流行性ウイルスに対する抗体判定を，医療関係者のためのワクチンガイドライン第 版の判定

方法で再評価し，ワクチン接種の推進を行った。

・三種混合ワクチンや流行性ウイルスに対するワクチン接種を行った。

④感染管理教育

・感染対策班員に向けた研修を実施した。

・ セミナーを開催した。

・職種に合わせた研修会を実施した。

・依頼を受け感染対策に対する研修会を実施した。

⑤相談

・入院患者・外来患者・予定手術患者の感染防止対策に関する相談を受け対応した。

・職員・委託職員の健康に関する感染対策の相談を受け対応した。

・院外から感染対策に関する問い合わせに対応した。

総括

抗菌薬適正使用支援チーム の活動により，当院のカルバペネム系抗菌薬の を昨年度と比較し

％減少することが出来た。しかし， の中央値よりも 倍高い状況であり，引き続き適正使

用を確認し，カルバペネム系抗菌薬の 低下に向けた活動が急務である。

昨今，成人の百日咳が問題視されており，職員が乳幼児期の感染源とならぬよう三種混合ワクチン接

種を推奨した。結果，職員の ％に三種混合ワクチンを接種する事が出来た。

職員間で，インフルエンザウイルスがアウトブレイクした。手指衛生の励行，マスク，健康チェック，
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環境整備について再指導を行った。また，インフルエンザウイルス曝露後の予防投与について院内の取

り決めを整理した。手指衛生遵守率向上を目指し，ノンアルコール手指消毒剤を導入した。引き続き手

指衛生の遵守率向上に努める。

感染管理室副師長 安部 理恵子
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第４節 小児医療・がん研究センター

概要

茨城県立こども病院小児医療・がん研究センターは 年 月に開設された。当院は臨床・教育病院であ

るが，小児専門病院として高い医療水準を維持するためには，新しい知見を得る努力をすることが必要である。

具体的には，先端技術を利用した臨床研究や小児特有の病態を解明するような研究を続けていく必要がある。

小児病院などでも文部科学省科学研究費助成事業・厚生労働省科学研究費などを申請することの可能な

研究センターを有している施設は少なく，当院の特徴である。

また，当センターに設置されている次世代シークエンサーを用いて行われている主な遺伝学の研究につ

いて概要を述べる 循環器疾患担当：堀米医師，林医師，血液腫瘍疾患担当：加藤医師，吉見医師，圡田

医師，小池医師

．小児期遺伝性不整脈および特発性心筋症の包括的遺伝子解析に関する研究

これは突然死に遺伝的背景があるかどうか，臨床的な症状との関連があるかどうかを明らかにすること

を目的とした研究であり，当院と筑波大学付属病院，県内外の協力病院を受診し，遺伝性不整脈を疑われ

た症例と家族構成員と対象としている。 年 月～ 年 月までに新たに次世代シークエンサー実

験を計 回， 症例の遺伝子解析を行い，これまでと合わせて計 症例となる。遺伝子解析は次世代シ

ークエンス及びサンガシークエンス法を組み合わせて行っている。

症例は先天性 延長症候群，カテコラミン感受性心室頻拍，ブルガタ症候群，特発性心室細動，特発

性心筋症などに先天性完全房室ブロック，原因不明の突然死などが新たに追加された。

症例はデータ解析済で 症例は現在解析中である。今までのデータについても定期的に再解析を行

い，これまでに報告されていない新規変異などについて今後まとめて報告する予定である。

筑波大学生存ダイナミクス研究センター との共同研究で大動脈弁上狭窄症

家系における新規エラスチン遺伝子変異を同定し，症例報告した。

また，関連する論文は下記に示す。

‐
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．難治性造血器腫瘍の発症や再発メカニズムに関する研究ならびにはプロ移植後の予防的 細胞輸注療

法の開発に関する研究

次世代シークエンサーを望井で難治性臓器腫瘍の発症や再発のメカニズムを明らかにするためにエク

ソーム解析，ターゲットシークエンス， シークエンス，サンガーシークエンス， 方による解析を

行っている。

次世代シークエンサーを用いて難治性臓器腫瘍の発症や再発のメカニズムを明らかにするためにエク

ソーム解析，ターゲットシークエンス， シークエンス，サンガーシークエンス， 法による解析を

行った。

また急性リンパ性白血病や神経芽腫，腎芽腫の症例について 法で解析をした内容については学会

に報告した。まれな皮膚原発悪性リンパ腫の症例については遺伝子解析を加え論文に報告した

造血細胞移植後の生着ならびに再発の有無をみるためにキャピラリーシークエンサーによるフラグメ

ント解析を用いてキメリズム解析を行った。移植後の全例に関して解析をして混合キメラの診断，再発の

有無について解析した。拒絶の早期診断を行い免疫抑制剤の早期減量や再移植といった医療的介入に用い

た。

移植後の再発を減らすためにはドナー由来 細胞による抗腫瘍免疫が重要である。欧州から輸入した

と磁性ビーズ標識抗 αβ鎖抗体と 抗体を用いてドナーの 細胞と 細胞受容体γδ

鎖陽性 細胞とを精製し，患者に輸注する 細胞と 細胞受容体γδ鎖陽性 細胞による養子免疫療法

を実施していたが，新臨床研究法が改訂されたので 年 月でいったん終了となった。

今年度はハプロ移植後の再発要因を明らかにするために再発クローンの 細胞受容体遺伝子と 遺伝

子再構成パターンの変化と， 遺伝子再構成の有無を検討していく研究に切り替えて実施した。これま

でに 例のハプロ移植後の再発症例を検討したところ 例で 遺伝子座のヘテロ接合性の欠失を見出し

た。 遺伝子座の欠失による抗腫瘍免疫監視機構からの逸脱が再発の要因であることが示唆された。ま

た養子免疫療法を続けるために の研究開発費を取得していきたい。

関連する学会発表と論文は下記に示す。

加藤啓輔，吉見愛，池邉記士，小林千恵，大谷明夫，益子貴行，東間未来，矢内俊裕，小池和俊，圡田昌宏

神経芽腫における 法を用いた 増幅ならびに 欠失の解析 特に骨髄転移巣の解析に有用である

第 回日本小児血液・がん学会 広島

第 回日本小児血液・がん学会 広島

第 回日本小児血液・がん学会 広

島

副院長 稲垣 隆介
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究
事
業

 

日
本
医
療
研

究
開
発
機
構

 

須
磨
﨑

 
亮

 

(研
究
分
担
者

) 

茨
城
県
立
こ
ど
も
病
院

 

(小
児
医
療
・
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

) 
小
児
医
療
研
究
部
門

 
研
究
員

 
小
児
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
病
態
進
展
評
価
及
び
治
療
選

択
に
関
す
る
研
究
開
発

 
新
規

 
採
択

 

2
0
1
9
年
度
外
部
資
金

(研
究
費

)の
受
入
状
況

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成
事
業
】
 

 
 

 
 

 
 

 

事
業
名

 
事
業
主
体

 
研
究
者

 
研
究
課
題
名

 
事
業
期
間

 
対
象
事
業

費
 

補
助
金

 

2
0
1
9
年
度

 

基
盤
研
究

(C
)(
一
般

) 
文
部
科
学
省

 
山
口

 
玲
子

 
小
児
が
ん
患
者
に
対
す
る
陽
子
線
治
療
の
長
期
的
な
合
併
症
予
防
効
果

 
2
0
2
0/

4
/1
～

2
0
21

/3
/
3
1 

1
,0

0
0
,0

0
0 

0
 

(研
究
中
断

) 

2
0
1
9
年
度

 

基
盤
研
究

(C
)(
一
般

) 
文
部
科
学
省

 
平
賀

 
紀
子

 

(研
究
分
担
者

) 
成
人
移
行
期
患
者
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
お
よ
び
自
立
促
進

 
2
0
2
0/

4
/1
～

2
0
21

/3
/
3
1 

1
3
0
,0

0
0 

1
3
0
,0

0
0 

2
0
2
0
年
度

 

若
手
研
究

 
文
部
科
学
省

 
林

 
申
立

 
小
児
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
対
す
る
新
し
い
運
動
介
入
法
に
関
す
る
研
究

 
2
0
2
0/

4
/1
～

2
0
21

/3
/
3
1 

7
0
0
,0

0
0 

7
0
0
,0

0
0 

2
0
2
0
年
度

 

若
手
研
究

 
文
部
科
学
省

 
野
崎

 
良
寛

 
横
隔
膜
超
音
波
検
査
に
基
づ
い
た
小
児
人
工
呼
吸
器
管
理
指
針
構
築
に
関
す
る
研
究

 
2
0
2
0/

4
/1
～

2
0
21

/3
/
3
1 

2
0
0
,0

0
0 

2
0
0
,0

0
0 
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【
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
】
 

 
 

 
 

 
 

 

事
業
名

 
事
業
主
体

 
研
究
者

 
研
究
課
題
名

 
事
業
期
間

 
対
象
事
業

費
 

補
助
金

 

2
0
1
9
年
度

 

肝
炎
等
克
服
政
策
研
究
事
業

 
厚
生
労
働
省

 
酒
井

 
愛
子

 

(研
究
分
担
者

) 
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
防
止
・
残
さ
れ
た
課
題
・
今
後
の
対
策

 
2
0
2
0/

4
/1
～

2
0
21

/3
/
3
1 

1
,0

0
0
,0

0
0 

1
,0

0
0
,0

0
0 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
そ
の
他
の
外
部
資
金

(研
究
費

)】
 

 
 

 
 

 
 

 

事
業
名

 
事
業
主
体

 
研
究
者

 
研
究
課
題
名

 
事
業
期
間

 
対
象
事
業

費
 

補
助
金

 

2
0
1
9
年
度

 

特
別
電
源
所
在
県
科
学
技
術
振

興
事
業

 

茨
城
県

 
堀
米

 
仁
志

 
茨
城
県
に
お
け
る
小
児
期
遺
伝
性
不
整
脈
の
包
括
的
遺
伝
子
解
析

 
2
0
2
0/

4
/1
～

2
0
21

/3
/
3
1 

3
,6

7
0
,0

0
0 

3
,6

7
0
,0

0
0 

2
0
1
9
年
度

 

特
別
電
源
所
在
県
科
学
技
術
振

興
事
業

 

茨
城
県

 
加
藤

 
啓
輔

 
悪
性
造
血
器
疾
患
で
の
発
症
・
再
発
機
構
と
造
血
細
胞
移
植
後
抗
腫
瘍
免
疫
機
構
の
解
明

 
2
0
2
0/

4
/1
～

2
0
21

/3
/
3
1 

6
,1

1
2
,0

0
0 

6
,1

1
2
,0

0
0 

2
0
1
9
年
度

 

T
A

R
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

筑
波
大
学
生

存
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
セ
ン
タ
ー

 

林
 
申
立

 
家
族
性
大
動
脈
弁
上
狭
窄
症
に
お
け
る
エ
ラ
ス
チ
ン
遺
伝
子
変
異
の
同
定

 
2
0
2
0/

9
/1
～

2
0
20

/3
/
3
1 

3
0
0
,0

0
0 

3
0
0
,0

0
0 
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受
付

 

番
号

 
研
究
課
題
名

 
研
究
責
任
者

 
審
査

 

年
月
日

 
判
定

 
備
考

 

2
1
8 

fa
llo

t 
四
徴
症
根
治
術
の
心
室
中
隔
欠
損
孔
閉
鎖
に
お
け
る
，
連
続
縫
合
と
結
節
縫
合
の
術
後
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク
発
生
頻
度
の
検
討

 
阿
部

 
正
一

 
2
0
1
9
.5

.7
 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.7

.1
6
承
認

 

2
1
9 

原
発
性
免
疫
不
全
症
の
早
期
診
断
法
の
確
立
に
関
す
る
研
究

 
小
林

 
千
恵

 
2
0
1
9
.5

.7
 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.7

.9
承
認

 

2
2
0 

IF
A

L
D

(腸
管
不
全
関
連
肝
障
害

)に
の
小
児
に
対
し
て
ω

3
系
脂
肪
酸
の
投
与
に
つ
い
て

 
小
坂

 
征
太
郎

 
2
0
1
9
.5

.7
 
承
認

 
 

 

2
2
1 

あ
ら
ゆ
る
ス
ト
ー
マ
装
具
の
皮
膚
保
護
剤
に
皮
膚
障
害
が
生
じ
た
一
例

 
菊
池

 
麻
衣
子

 
2
0
1
9
.5

.7
 
修
正
の
う
え
承
認

 
 

 

2
2
2 

思
春
期
に
あ
る
フ
ォ
ン
タ
ン
術
後
の
患
者
が
疾
患
と
と
も
に
生
き
る
体
験

 
羽
龍

 
幸
栄

 
2
0
1
9
.5

.7
 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.7

.9
承
認

 

2
2
3 

初
発
時
慢
性
期
お
よ
び
移
行
期
小
児
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
を
対
象
と
し
た
ダ
サ
チ
ニ
ブ
ろ
ニ
ロ
チ
ニ
ブ
の
非
盲
検
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験

(C
M

L
-
1
7
) 

加
藤

 
啓
輔

 
2
0
1
9
.5

.7
 
承
認

 
 

 

2
2
4 

小
児
再
発
・
難
治
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
染
色
体
養
成
白
血
病
に
対
す
る
ポ
ナ
チ
ニ
ブ
安
全
性
確
認
試
験

(P
e
dP

o
n
a1

9
) 

加
藤

 
啓
輔

 
2
0
1
9
.5

.7
 
承
認

 
 

 

2
2
5 

小
児
肝
癌
に
対
す
る
国
際
共
同
臨
床
研
究

(J
P

L
T
4
) 

加
藤

 
啓
輔

 
2
0
1
9
.5

.7
 
承
認

 
 

 

2
2
6 

横
隔
膜
超
音
波
検
査
に
基
づ
い
た
小
児
人
工
呼
吸
器
管
理
指
針
構
築
に
関
す
る
研
究

 
野
崎

 
良
寛

 
2
0
1
9
.7

.2
 
承
認

 
 

 

2
2
7 

先
天
性
再
生
不
良
性
貧
血

(D
ia

m
o
n
d-

B
la

c
kf

an
貧
血

)の
遺
伝
要
因
の
研
究

 
小
林

 
千
恵

 
2
0
1
9
.7

.2
 
修
正
の
う
え
承
認

 
 

 

2
2
8 

小
児
期
発
症
疾
患
の
遺
伝
的
素
因
解
明
に
関
す
る
研
究

 
小
林

 
千
恵

 
2
0
1
9
.7

.2
 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.8

.2
6
承
認

 

2
2
9 

ダ
ウ
ン
症
候
群
に
発
症
し
た
小
児
急
性
骨
髄
性
白
血
病
に
対
す
る
層
別
化
治
療
の
多
施
設
第
Ⅱ
相
試
験

(A
M

L
-
D

1
6
) 

加
藤

 
啓
輔

 
2
0
1
9
.7

.2
 
承
認

 
 

 

2
3
0 

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
が
実
践
し
て
い
る
二
分
脊
椎
患
児
の
強
制
排
便
法
の
指
導
の
現
状
と
課
題

 
菊
池

 
麻
衣
子

 
2
0
1
9
.7

.2
 
承
認

 
 

 

2
3
1 

急
性
脳
症
の
遷
延
性
意
識
障
害
に
対
す
る

T
R

H
療
法
：
T
R

H
製
剤

(商
品
名
；
ヒ
ル
ト
ニ
ン

)1
日

0
.0

5
㎎

/
㎏
を

1
0
日
間
静
注
ま
た
は
点
滴
静
注

(静

注
が
困
難
で
あ
れ
ば
筋
注
も
可

)，
た
だ
し

1
㎎

/
日
を
超
え
な
い
こ
と

 
田
中

 
竜
太

 
2
0
1
9
.7

.2
 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.9

.6
承
認

 

2
3
2 

長
期
入
院
し
て
い
る
こ
ど
も
の
き
ょ
う
だ
い
へ
の
支
援

-
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
介
入
に
お
け
る
看
護
師
の
思
考
過
程
に
焦
点
を
あ
て
て

-
 

平
賀

 
紀
子

 
2
0
1
9
.7

.2
 
承
認

 
 

 

2
3
3 

長
期
入
院
し
て
い
る
子
供
に
付
き
添
う
母
親
の
思
い

 
平
賀

 
紀
子

 
2
0
1
9
.7

.2
 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.9

.6
承
認

 

2
3
4 

小
児
お
よ
び
若
年
成
人
に
お
け
る

E
B
ウ
イ
ル
ス
関
連
血
球
貧
食
性
リ
ン
パ
組
織
球
症
に
対
す
る
リ
ス
ク
別
多
施
設
共
同
第
Ⅱ
相
臨
床
試
験

 
加
藤

 
啓
輔

 
2
0
1
9
.7

.2
 
承
認

 
 

 

2
3
5 

未
分
化
肉
腫
の
症
例
報
告

 
加
藤

 
啓
輔

 
2
0
1
9
.7

.2
 
承
認

 
 

 

2
3
6 

隠
さ
れ
た
低

2
倍
体
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
の

M
L
P

A
法
，

P
C

R
法
に
よ
る
直
接
塩
基
配
列
解
析
法
，

P
C

R
法
を
用
い
た
ヘ
テ
ロ
接
合
性
の
解
析
，

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
用
い
た
ゲ
ノ
ム
解
析

 
加
藤

 
啓
輔

 
2
0
1
9
.7

.2
 
承
認

 
 

 

2
3
7 

腎
芽
腫
症
例
に
お
け
る

M
L
P

A
法
，

P
C

R
法
に
よ
る
直
接
塩
基
配
列
解
析
法
，
次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
用
い
た
ゲ
ノ
ム
解
析

 
加
藤

 
啓
輔

 
2
0
1
9
.7

.2
 
承
認

 
 

 

2
3
8 

神
経
芽
腫
症
例
に
お
け
る

M
L
P

A
法
，

P
C

R
法
に
よ
る
直
接
塩
基
配
列
解
析
法
，
次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
用
い
た
ゲ
ノ
ム
解
析

 
加
藤

 
啓
輔

 
2
0
1
9
.7

.2
 
承
認

 
 

 

2
3
9 

一
般
社
団
法
人

 
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
事
業

 
稲
垣

 
隆
介

 
2
0
1
9
.7

.2
4 

承
認

 
書
面
審
査
に
よ
る

 

2
4
0 

若
年
が
ん
・
家
族
性
が
ん
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
の
た
め
の
ゲ
ノ
ム
解
析
に
関
す
る
研
究

 
小
池

 
和
俊

 
2
0
1
9
.8

.2
8 

承
認

 
書
面
審
査
に
よ
る

 

2
4
1 

腸
骨
鼠
径
・
下
腹
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る

do
u
bl

e
 i
n
je

c
ti
o
n
の
術
後
痛
に
及
ぼ
す
効
果

 
奥
山

 
和
彦

 
2
0
1
9
.9

.4
 
承
認

 
 

 

2
4
2 

小
児
期
発
症
て
ん
か
ん
に
お
け
る
脳
電
位
特
性
と
認
知
機
能
と
の
関
連
に
つ
い
て

 
田
中

 
竜
太

 
2
0
1
9
.9

.4
 
再
審
査

 
 

 

2
4
3 

新
生
児
低
酸
素
性
虚
血
性
脳
症
の
生
物
学
的
マ
ー
カ
ー
の
臨
床
応
用
に
向
け
た
研
究

 
新
井

 
順
一

 
2
0
1
9
.9

.3
 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.1

0
.1

8
承
認

 

2
4
4 

原
因
不
明
の
突
然
死
症
例
に
対
す
る
循
環
器
疾
患
の
包
括
的
遺
伝
子
解
析

 
林

 
立
申

 
2
0
1
9
.9

.3
 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.9

.2
5
承
認

 

2
4
5 

辺
縁
系
脳
炎

(抗
N

M
D

A
受
容
体
脳
炎

)に
対
す
る
リ
ツ
キ
サ
ン
注
の
使
用

 
田
中

 
竜
太

 
2
0
1
9
.7

.2
6 

承
認

 
書
面
審
査
に
よ
る

 

2
4
6 

辺
縁
系
脳
炎

(抗
N

M
D

A
受
容
体
脳
炎

)に
対
す
る
注
射
用
エ
ン
ド
キ
サ
ン
の
使
用

 
岩
渕

 
恵
美

 
2
0
1
9
.1

1
.5

 
承
認

 
書
面
審
査
に
よ
る

 

－170－



2
4
7 

ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
・
イ
リ
ノ
テ
カ
ン
併
用
療
法

 
池
邉

 
記
士

 

小
林

 
千
恵

 
2
0
1
9
.1

1
.2

5 
承
認

 
書
面
審
査
に
よ
る

 

2
4
8 

慢
性
疾
患
の
子
ど
も
の
災
害
に
備
え
る
力
を
高
め
る
た
め
の
看
護
支
援
ツ
ー
ル
の
開
発

 
平
賀

 
紀
子

 
2
0
1
9
.1

1
.5

 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.1

1
.2

5
承
認

 

2
4
9 

外
来
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
検
査
説
明
の
効
果

 
～
口
頭
で
の
説
明
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
説
明
と
の
比
較
～

 
鈴
木

 
宏
予

 
2
0
1
9
.1

1
.5

 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.1

1
.2

5
承
認

 

2
5
0 

IC
U
に
お
け
る
褥
瘡
発
生
の
実
態
調
査
と
要
因
分
析

 
坪
和

 
有
莉
香

 
2
0
1
9
.1

1
.5

 
承
認

 
 

 

2
5
1 

胆
道
拡
張
症
に
対
す
る
腹
腔
鏡
手
術
の
問
題
点
と
対
策

 
矢
内

 
俊
裕

 
2
0
1
9
.1

1
.5

 
承
認

 
 

 

2
5
2 

S
u
rg

ic
al

 i
n
di

c
at

io
n
s 

fo
r 

m
e
co

n
iu

m
-
re

la
te

d 
ile

u
s 

in
 e

xt
re

m
e
ly

 l
o
w

 b
ir
th

 w
e
ig

h
t 

in
fa

n
ts

 
吉
田

 
志
帆

 
2
0
1
9
.1

1
.5

 
承
認

 
 

 

2
5
3 

染
色
体
ま
た
は
遺
伝
子
に
変
化
を
伴
う
疾
患
群
の
包
括
的
遺
伝
子
診
断
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 
須
磨
﨑

 
亮

 
2
0
1
9
.1

1
.5

 
修
正
の
う
え
承
認

 
2
0
1
9
.1

1
.1

5
承
認

 

2
5
4 

定
量
的
脳
波
解
析
に
よ
る
脳
内
神
経
機
構
の
発
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第５節 予防接種センター

１ 体制

センター長：参与

担当職員 兼務 ：医師 名 新生児科 ，看護師 名 手術室，外来，成育在宅支援室，感染管理認定看護

師 ，事務職員 名 経営企画課

２ 業務内容

小児の要注意者の予防接種業務を受託し，茨城県の予防接種を充実させることを目的として，予防接種

センター設置要項が定められている。

事業内容は，予防接種の実施，予防接種に関する情報提供，医療機関及び市町村等に対する医療相談で

ある。それらに加えて 年 月から渡航ワクチン外来を開設し，旅行，赴任及び留学等で海外へ渡航

する主に県央・県北地域の住民へ予防接種を実施している。

① 渡航ワクチン

型肝炎，狂犬病，腸チフス，髄膜炎菌ワクチン等の渡航時に必要なワクチンを接種した。 年

度は新たに 型肝炎 型肝炎の輸入ワクチン， 型肝炎の輸入ワクチンを開始した。

外国で就学する際に必要な予防接種証明書の発行も行った。

年度は延べ 名，実人数 名が渡航ワクチン目的で受診した。

いつでも問い合わせができるようホームページに問い合わせフォームを作成し，渡航国ごとに推奨

されるワクチンや渡航予定日に合わせたスケジュールといった回答をメールで行い，接種希望者の利

便性向上に努めた。企業から依頼されることもあり，渡航ワクチン外来が県民に認知されていること

を実感している。

② 情報提供

年度は， 月 日に水戸市医師会研修講堂で県内市町村の予防接種従事者を対象とした茨城県

予防接種センター研修会を開催し， 名が参加した。茨城県保健福祉部保健予防課主任 樫村諒先生

「予防接種制度について」，安部理恵子感染認定看護師「予防接種センターの活動報告」，千葉大学真

菌医学研究センター感染症制御分野准教授石和田稔彦先生「予防接種に関する最近の話題」の講演と

質疑応答であった。

③ 医療相談

医療機関や市町村からの予防接種の相談を受けた。相談件数は 件で，市町村保健センター 件，

医療機関 件，その他 件 個人 件，渡航ワクチン 件 であった 図 。

④ その他

およそ月 回予防接種センター会議を開催し，予防接種に関する情報共有や院内の接種体制の整備

等，予防接種事業に関わることを検討した。他に種類別の接種件数とセンターへの相談状況を会議内

で報告し，担当職員間での状況把握に努めた。

予防接種に関する情報提供の一環として，紹介元医療機関や関係機関向けに発行している「こども

病院だより」において，「予防接種センターこらむ」を執筆した。

宮本センター長は，医師･医療従事者向けに茨城県保険医協会研究会 水戸 「予防接種の考え方と必
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要性－こどもだけでなく大人にも－」という内容で講演を行った。

３ 統計

年度の予防接種実施件数を 表 に示す。法定接種は入院 件，外来 件，合計 件であっ

た。任意接種は入院 件，外来 件，合計 件であった。

４ 総括

予防接種制度や新しいワクチンの情報を予防接種センター職員で共有し，必要があれば院内外へ情報を

発信した。予防接種センターの業務や役割を再確認し，県民の予防接種への啓蒙活動等に努めていきたい。

経営企画課係長 大金 浩子

図１ 相談内容 海外渡航を除く 年度
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合計

法
定
接
種

三種混合
入院

外来

二種混合
入院

外来

麻しん風しん混合
入院

外来

風疹
入院

外来

麻疹
入院

外来

ＢＣＧ
入院

外来

日本脳炎
入院

外来

不活化ポリオ
入院

外来

四種混合
入院

外来

ヒブ
入院

外来

子宮頚癌
入院

外来

プレベナー
入院

外来

水痘
入院

外来

Ｂ型肝炎
入院

外来

計
入院

外来
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合計

任
意
接
種

三種混合
入院

外来

二種混合
入院

外来

麻しん風しん混合
入院

外来

風疹
入院

外来

麻疹
入院

外来

ＢＣＧ
入院

外来

日本脳炎
入院

外来

不活化ポリオ
入院

外来

四種混合
入院

外来

おたふく
入院

外来

市町村負担

おたふく

入院

外来

水痘
入院

外来

市町村負担

水痘

入院

外来

インフルエンザ
入院

外来

市町村負担

インフルエンザ

入院

外来

ヒブ
入院

外来

市町村負担ヒブ
入院

外来

価肺炎球菌
入院

外来

市町村負担 価肺炎球菌
入院

外来

価肺炎球菌
入院

外来
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合計

任
意
接
種
２

子宮頚癌
入院

外来

市町村負担

子宮頚癌ワクチン

入院

外来

ロタウイルス
入院

外来

価ロタウイルス
入院

外来

市町村負担

ロタウイルス

入院

外来

Ｂ型肝炎
入院

外来

狂犬病初回
入院

外来

狂犬病 回目以降
入院

外来

狂犬病 輸入
入院

外来

髄膜炎菌
入院

外来

Ａ型肝炎
入院

外来

腸チフス
入院

外来

Ａ型Ｂ型肝炎 輸入
入院

外来

Ａ型肝炎 輸入
入院

外来

破傷風
入院

外来

ニューモバックス
入院

外来

ポリオ生ワクチン
入院

外来

新型インフルエンザ
入院

外来

市町村負担

新型インフルエンザ

入院

外来

計
入院

外来
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合計

合計

入院

外来

計
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第６節 成育在宅支援センター

１ 医療ソーシャルワーカー

配置： 名 正職員 名・産休代替職員 名

医療福祉相談

年間の相談回数は 回であり，昨年の 回を大きく上回った。内容別相談件数で最も多いの

は「療養中の問題」であり，「在宅ケア」と続いている。「療養中の問題」「在宅ケア」には家事 育児

教育 職業などの問題解決や 虐待 マルトリートメントを含む に伴う養育環境調整等も含まれ 継続的

な関わりとなっている。虐待認知件数の増加とともに増えている内容である。復職，復学の対応件数も

約 倍になっており これは長期入院患者の治療中や退院後の復学に際して 院内の友部東特別支援学校

と復学先の学校との連携にソーシャルワーカーが介入するようになった結果と考えられる。

近年 児童虐待の認知件数が増加しており，病院での対応件数も増えている。ケース対応では虐待ケ

ースは問題が複雑かつ調整に時間と労力を要することも多く ソーシャルワークする上での負担も大き

くなっている。

医療福祉相談件数（ 年度）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

総数（延人数） 202 199 206 355 343 347 328 341 335 344 307 242 3,549

面接 70 94 103 137 167 141 157 119 156 131 127 119 1,521

電話 120 92 95 194 158 188 146 207 158 193 158 110 1,819

訪問 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

文書 3 0 3 4 4 3 3 2 0 4 1 3 30

協議 9 13 5 20 14 15 21 13 20 16 21 10 177

記録 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

本人 13 17 14 6 19 14 21 17 17 23 14 17 192

家族 69 91 92 116 140 108 153 85 99 119 112 98 1,282

ct関係者 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 3

院内スタッフ 13 31 32 50 58 71 52 81 81 65 67 46 647

関係機関 78 69 78 113 97 121 110 132 106 106 104 68 1,182

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医療費 24 19 19 23 26 19 26 18 20 27 29 28 278

生活費等 27 30 23 30 29 24 40 22 19 25 21 22 312

受診 41 21 21 30 37 40 33 57 37 34 48 38 437

療養中 29 37 34 61 60 70 93 74 55 80 72 72 737

在宅ケア 24 38 41 64 65 67 61 45 66 76 62 54 663

家族関係 13 21 29 37 18 34 31 19 26 31 23 24 306

院内関係 2 0 0 4 8 1 6 3 3 5 7 2 41

院外関係 16 15 11 19 18 35 33 42 18 20 20 18 265

受容 0 0 1 0 5 3 0 1 1 0 0 0 11

遺族 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 4

心理社会 10 20 20 12 18 15 22 11 13 8 11 10 170

理解促進 1 1 6 3 3 1 2 6 6 2 2 1 34

情報提供 6 13 20 19 28 27 26 35 31 21 22 21 269

退院後 3 8 8 15 13 9 2 14 11 5 7 3 98

住居 4 0 0 1 1 4 3 1 1 2 0 1 18

復職・復学 5 4 11 14 5 10 7 5 5 5 8 10 89

その他 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

計 相談回数 202 199 206 355 343 347 328 341 335 344 307 242 3,549

方

法

対

象

内

容
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相談の具体的内容

① 医療費：乳幼児医療費助成制度 小児慢性特定疾病医療費 自立支援医療 精神通院医療

高額療養費制度等の調整援助

② 生活費：特別児童扶養手当や生活保護，障害年金等の調整援助

③ 受診：患者家族，または医療機関以外の関係機関 児童相談所・学校・保健所・保健センター

等 からの受診までの調整援助，入院等に関する精神的不安などへの援助

④ 療養中：生活課題について安心して療養できるよう社会資源活用 ボランティア依頼や同胞

の保育園，学童保育の利用等 の調整援助

⑤ 在宅ケア：在宅生活を可能にするための身体障害者手帳申請や活用，保育園や児童発達支援

利用，保健センター事業等の調整援助

⑥ 家族関係：夫婦，親子など，家族関係の葛藤や精神的不安等への援助

⑦ 院内関係：患者同士や職員との人間関係の調整援助

⑧ 院外関係：学校・近隣等地域での人間関係の調整援助

⑨ 受容：傷病や障害の受容困難時の情報提供，生活再設計等の援助

⑩ 遺族：亡くなった患者の家族に対してのグリーフケア等

⑪ 心理社会：診断，治療を拒否する理由になっている心理的・社会的問題についての援助

⑫ 理解促進：診断，治療内容に関する不安がある場合の理解促進援助，医師や看護師との関係

仲介

⑬ 情報提供：診療の参考になる情報等を担当医師に提供

⑭ 転院のための医療機関，社会福祉施設等の選定の援助，退院後の社会福祉施設等の選定援助

転院先，退院後の施設選定情報提供などを行い，援助する

⑮ 住居：在宅療養生活を可能にするために，在宅の改造計画，住宅の確保

⑯ 復職・復学：配慮，受入れ準備に必要なことの調整援助

木村 いづみ

２ 看護師

配置： 名 室長 ，室長補佐 ，主査 ，主任 ，臨時職員

本年度より，入退院支援の強化と，訪問看護部門の設置のため 名増員となった。

退院支援

療育環境の調整や医療的ケアを持って退院されるこどもと家族の入退院支援活動を行った。こど

もは地域で生活し成長していくため，訪問看護師だけでなく，保健師，市町村福祉課の担当者，ヘル

パー，特別支援学校担任等に対して退院前カンファレンスへの参加を要請し，情報共有と役割分担を

することに努めた。

当院を退院する新生児・乳児に対して，新生児訪問依頼票を県内外の保健センターに送付すると

ともに，養育に不安がある家族については退院前にカンファレンスを開催し，早期の介入依頼と連携

強化を図った。

各部署で行われるカンファレンスに参加して情報共有を行い，在宅での医療的ケア支援の必要な

こどもと家族に退院後の自宅での生活移行がスムーズに迎えられるように地域や福祉事業所等と連

携し支援を行った。

こどもが自宅で安全・安楽に在宅療養ができるように，家族背景，支援者，医療的ケアの有無な

どを評価し，当院訪問看護部や地域の訪問看護ステーションと連携した。また，退院前カンファレン

スを開催し利用する患者・家族と訪問看護ステーションスタッフ，病院側と情報共有を図り継続的な
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連携を図った。

在宅医療を要するこどもに適切な物品が提供できるように，家族への説明や調整・管理をした。

年度より引き続き入退院支援看護師を配置し，入院早期から退院に向けた問題の早期把握と

退院後の療養へ向けてこどもと家族の安心へ繋げられる支援を行った。

訪問看護

各部署で行われるカンファレンスに参加し，在宅での医療的ケアの必要なこどもの情報収集を行い，

退院後の在宅移行のために訪問看護が必要かどうかの検討を行った。

退院後も医療的ケアが必要なこどもに対して，退院後のこどもの安全を守り家族が安心して養育で

きるよう，家族の希望を聞いたうえで訪問看護を実施した。

に参加し，家族背景が複雑なこどもや家族の養育能力に不安がある家庭に対して，養育環境

の確認や育児指導のために訪問看護を実施した。

【 年度 入退院支援加算他，指導管理料】

【 年度 訪問看護実施状況】

訪問件数 中止件数 退院前訪問 退院後訪問

訪問患者数 同行訪問 同行訪問

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

合計

成育在宅支援室長補佐 深谷 美紀子

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

入退院支援加算

入退院支援加算

＋入院時支援加算

＋小児加算

入退院支援加算合計

退院患者数

予定入院患者数

入退院支援加算算定率 ％

入院時支援加算算定率 ％

退院前在宅療養指導管理料 件

退院前訪問指導料 件

退院後訪問指導料 件

退院時共同指導料 件
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３ ボランティア団体の院内活動

患児の療養環境をより快適なものとし，医療サービスがより効果的に提供できるよう，継続的にボラン

ティアの受入をしている。 年度のボランティア活動団体は 団体 名 ，個人登録の保育ボランテ

ィアは 名であった。

また，ボランティアの資質向上を図ることを目的に， 年度の研修会として， 年 月に院内ボ

ランティア研修会を予定したものの新型コロナウイルス感染拡大予防策のため中止。

月下旬より定期活動ボランティア休止。 月の行事予定もすべて中止とした。

ボランティア活動の受入状況

【定期活動】 団体 名

ボランティア名 人数 活動内容 活動場所と活動日 活動開始

布の花 名 手芸品の制作と寄贈 水戸市ボランティアセンター

毎月第 ・ 金曜日
平成 年 月

こどもの歌コンサート 名 こどもの歌や絵描き歌･工作 外来， Ａ病棟， Ｂ病棟

奇数月第 火曜日

クリスマス会・夏休み教室

平成 年 月

図書ボランティア 名 図書の貸出 Ａ病棟， Ｂ病棟

毎月第 ・ 水曜日
平成 年 月

常磐大学ＣＶＣ 名 見守り保育および遊びの相手 Ａ病棟 毎月 回 平成 年 月

親の会ボランティア

「ラッコクラブ」 名

未就学児に集団での歌や遊びの相手 Ａ病棟毎週金曜日

ハロウィンパレード
平成 年 月

朗読ボランティアクラブ

「やよい」 名

外来診察の待ち時間に本の朗読や読み聞

かせ

外来プレイラウンジ

毎月第 ・ 木曜日
平成 年 月

先輩の話を聞く会 名 ダウン症児の保護者へ精神的な支援 大会議室他

毎月第 水曜日
平成 年 月

ポルターモ 名 外来診察待ち時間にサロンコンサート 外来プレイラウンジ

毎月 回，

クリスマス会

平成 年 月

おやこ劇場ゆめ広場読み聞

かせの会 名

外来診察待ち時間にサロンコンサート，

音楽つきの読み聞かせ

外来プレイラウンジ

奇数月第 火曜日 年間 回

及び「大人と子供のための読み聞

かせの会」との共演年 回

平成 年 月

茨城県歯科衛生士会 名 入院患児への口腔ケア Ａ病棟 毎月第 水曜日 平成 年 月

茨城県心臓病の

こどもを守る会 名

心臓病疾患者とその家族の持つ問題改

善・解決のための交流・相談業務

相談室

偶数月第 月曜日
平成 年 月

空 名 絵本の読み聞かせの会 外来 毎月第 ・ 水曜日 平成 年 月

日本盲導犬協会 名 動物介在活動 大会議室 年 回 平成 年 月

野原 名 外来・病棟内での見守り保育 外来プレイラウンジ 不定期 平成 年 月

マザーハンズ 名 外来診察の待ち時間にクイックマッサー

ジを行う

外来

毎月第 ・ 金曜日
令和元年 月
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キットパス ハンドスタンプアー

ト 名

プレイルームでのハンドスタンプアート 外来 毎年 回 季節毎
平成 年 月

ＧＡＩＬ 名 病棟内での英語学習のサポートと幼児英

語活動

Ａ病棟 わくわくルーム

毎月第 金曜日

平成 年 月

おはなし会

「たんぽぽ」 名

入院中のこどもたちに読み聞かせ等を行

い楽しさを共有したい

Ａ病棟

毎月第 水曜日

平成 年 月

めぐみ 名 外来・病棟内での見守り保育 外来プレイラウンジ

毎月 ・ 金曜日
令和 年 月

【個別活動】

ボランティア名 登録人数 活動内容 活動場所と活動日 活動開始

保育ボランティア
名

入院患児

同胞の保育

院内 保育室

不定期

平成 年 月

他各人の登録時期より活動

ボランティア研修会の開催

日 時： 年 月 日 水 時～ 時 受付 時 分から

場 所：多目的ホール

内 容：病院でボランティア活動をする際の「安全」に関する知識や注意点・対策

講 師：茨城県立こども病院 看護局 医療安全管理者 大木 悟子

病棟内で活動する際の「感染」についての講義

講師：看護局 感染管理担当 感染管理認定看護師 武井 千恵子

ボランティア活動協力のお願い

成育在宅支援室 室長 佐久間 直美

※新型コロナウイルス感染拡大予防対策のため中止とした。

４ 病院行事・その他イベント

年度の病院行事およびイベントは，入院中のこどもたちとご家族に季節に応じた行事と楽しみを通

して，病棟での友達との思い出作り，ストレス軽減，不足しがちな経験の機会を提供し，また受診の待ち

時間を少しでも快適に過ごしていただけるように，病院環境への親しみを育て，積極性や自発性，自己肯

定感などを育むことを目的としている。

病院全体で取り組む行事として，毎年夏祭りとクリスマス会を実施している。夏祭りは兄弟姉妹の参加

を促し，また多くのボランティアの協力もあり，盛大な行事となった。病棟でのクリスマス会も楽しい思

い出づくりとなった。

また，夏休み中にも入院生活を余儀なくされているこども達のためのお楽しみ企画を実施。これには多

くの外部団体・ボランティア団体・個人の協力を得た。

予定していた 月以降の病院行事およびボランティア活動は，新型コロナウイルス感染拡大防止のため

すべて中止した。
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【月毎の行事】

月 行 事 内 容 協力団体

季節の飾りつけ 鯉のぼり，兜の飾りつけ こども病院親の会

ミニ鯉のぼり寄贈 こどもの日，鯉のぼり寄贈 ガールスカウト茨城県第 団

盲導犬ふれあい会 動物介在活動 日本盲導犬協会

ハンドスタンプアート

パステルカラーのキットパスで手がたアートのカード

の作製

マジックショー

キットパスインストラクター

稲葉由紀様

夏休み教室「ミュージックケ

ア参加型音楽会」

音楽療法を取り入れた手遊びや歌でこども達を参加さ

せる音楽会

ミュージックケア こどもの歌コン

サートの皆さん

夏休み教室「移動水族館」
移動水族館，アテンダントによる紙芝居，磯の生き物

タッチング，模型を使用した学習

アクアワールド茨城県大洗水族館

普及課

夏休み教室「エーザイのお出

かけ実験教室」

年 回のお出かけ実験教室 第 回は，毎年「夏休み

教室」として開催
エーザイ 株式会社

夏休み教室「シェルアート工

作」

大洗の貝殻を煮沸消毒し，天日で乾燥したものを，円

形のマグネットに貼り付けたシェルアート作成
貝がらクラフト

夏まつり

夏まつり協賛

屋台 昔遊び，バルーン，スーパーボール，水ヨーヨー，

かき氷，綿あめ，サファリアタックゲーム ･シュート

ゲーム･花火等

水戸生涯学習センター・バルーンア

ート･水戸ホーリーホック･個人ボラ

ンティア・常磐大学

サッカー選手訪問

サッカー選手の写真撮影とふれあい

水戸ホーリーホック

選手と事務局員

みとちゃん訪問：水戸市のゆるキャラ「みとちゃん」

との写真撮影とふれあい
水戸市観光課

笠間のいな吉 着ぐるみ借入 笠間市商工観光課

機器貸与夏まつりの景品寄贈 株 エービス･

株 イングトップ･マサラカレー

太鼓演奏 南町二丁目南貮会

東京ヤクルトスワローズ選

手との交流会

病棟・病室を訪問してのプレゼトと握手会 東京ヤクルト球団 水戸ヤクルト販

売 水戸市スポーツ課

ハンドスタンプアート パステルカラーのキットパスでハロウィンカードの作

成・マジックショー

キットパスインストラクター

稲葉由紀様

ハロウィン パレード
各病棟病室へのハロウィン仮装行列で風船のプレゼン

トを配布。
親の会

盲導犬ふれあい会 動物介在活動 日本盲導犬協会

ハンドスタンプアート
パステルカラーのキットパスでクリスマスカードの作

製・マジックショー

キットパスインストラクター

稲葉由紀様

こども病院クリスマス会
ビンゴ・スタッフ出し物・クリスマス演奏･サンタクロ

ース訪問

ポルタ―モ

こどもの歌コンサート
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クリスマス病棟訪問
サンタクロースやトナカイに扮し全病室にクリスマス

プレゼントの手渡し配布
骨髄バンクを支援するいばらきの会

ハンドスタンプアート

新型コロナウイルス感染拡

大防止のため中止

パステルカラーのキットパスでひなまつりのカード作

製・マジックショー
キットパスインストラクター

稲葉由紀様

感

染

防

止

の

た

め

全

て

中

止

エーザイ実験教室
エーザイ㈱製薬会社職員チームによる，実験教室 第

回「万華鏡をつくろう♪」
エーザイ（株）

ボランティア研修会

講演会「医療安全について」

「感染について」

「 年度の定期登録について」

講師：茨城県立こども病院

医療安全管理者 大木 悟子

感染管理認定看護師 武井 千恵子

成育在宅支援室室長 佐久間 直美

盲導犬ふれあい会 動物介在活動 日本盲導犬協会

大人と子供のための読み聞

かせの会公演

大型絵本，生の音楽，朗読による絵本の読み聞かせ
大人と子供のための読み聞かせの会

代表 中井貴恵様

おやこ劇場ゆめひろば読み聞かせの

会

成育在宅支援室 石川 直美

５ 総括

成育在宅支援センターは，医療ソーシャルワーカー，看護師，臨床心理士，事務等の多職種が在籍し，

茨城県立こども病院で診療を受ける患児と家族等に関わる経済的，社会的，心理的な問題について相談指

導を行うほか，地域の医療・保健・福祉機関と連携を取り合い，退院後のフォロー，人工呼吸器装着患者

等の在宅医療への移行やご家族の不安解消など，総合的かつ継続的に支援を行っている。

虐待ケースも増加しており，医療ソーシャルワーカーを中心に，病状理解や心理的サポートなど多職種

が協力してケース対応することができ，地域との連携強化を図っている。

入退院支援では，病棟へ退院支援看護師の役割とスクリーニングについての勉強会を実施することで，

病棟看護師の実施するスクリーニングが重要であることを周知し，病棟と協力して退院に向けた支援を行

い，前年度より 倍の患者に関わることができた。また， 年 月より訪問看護部が開設され，退院

支援看護師との連携により，早期介入し入院中のケアや指導を病棟看護師と一緒に実施することで，退院

に向けた不安の軽減と退院後の療養支援や相談・指導など継続した看護を今後も行っていきたい。

成育在宅支援室長 佐久間 直美
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第７節 院内委員会

小児虐待対策員会

 委員構成

院長 参与 副院長 第一医療局長 事務局長 看護局長 第二医療局長 第一医療局次長 第二医療

局次長 成育在宅支援室長，小児専門医療部長 麻酔科医長 小児外科部長 医療安全管理者 代表

師長 事務局次長 放射線技術科長 薬剤部長 臨床検査部長 成育在宅支援室

 開催回数

原則毎月 回 ただし必要時臨時開催とする

 活動内容

茨城県立こども病院における小児虐待対策の体制を確立し 発生した虐待の判断や診療において組

織的に迅速かつ的確に具体的な対応を図ることを目的として 年 月に設置され 今年度は 回

開催された。

【 年度小児虐待対策委員会年間報告数】※ 内は 年度件数

） 疑いも含む虐待対応実人数

名 名

） 児虐待対策班会議 開催数

名・計 回 名・ 回

） 児童相談所からの被虐待児童診察受入数

名 名

） 当院からの児童相談所通告件数

名 名

・死亡数

・重篤数

） 要保護児童対策地域協議会参加数

名 名・計回

） 一時保護委託

名 名

） 退院先が施設等 自宅以外 となった養育困難件数

名 名

） 市町村連携数

名 名

・ 不適切な養育 名 名

・ハイリスク 社会的支援が必要な家庭 名 名

） その他

脳死下臓器提供に関する虐待除外の検討

名 名

※ ， ， ， ， ， は重複あり

木村 いづみ
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医療安全委員会

委員構成

病院長 委員長 ，参与，副院長，第一医療局長，第二医療局長 副委員長 ，看護局長，事務局長，

事務局次長，医療安全管理者，各部署所属長 診療連絡会議構成員

開催回数

毎月 回 定例

主な活動・業務内容

医療安全委員会は，インシデントや医療事故の発生防止に関する事項を審議するため毎月 回，第

金曜日を定例開催日として開催した。

委員会では，各部署から報告されたインシデントレポート，合併症等報告などインシデント等の情

報収集及び分析を行い，医療安全のための具体的対策の検討・立案を行ったほか，医療安全マニュアル

等により医療事故防止のための具体的注意事項や，医療事故発生時における対応・報告体制などについ

て，職員に周知徹底を行い，医療安全に努めた。

また，外部講師等を招き，全職員を対象とした研修会の開催，職場ラウンドの実施，新規採用職員

研修会の開催等，職員への啓蒙・教育活動を定期的に実施した。

薬事委員会

毎月 回定期的に開催した。

新規医薬品の採用承認申請に基づく審査が行われ，新たに院内採用 品目，及び院外採用 品目を承

認した。さらに 品目の院内採用品を削除した。そのほか，院外薬局における調剤過誤等の対応，名称

類似薬事故防止対策の検討，後発医薬品の検討，期限切れ間近な医薬品の案内等多岐にわたって審議した。

薬剤科長補佐 田山 英毅

病歴委員会

委員構成

委員長 小児専門診療部長 ，副委員長 診療情報管理室員 ，委員 副院長，第二医療局長，小児泌尿

器科副部長，副看護局長，看護師長，医療情報管理室長，事務局

開催回数

回

主な活動・業務内容

病歴管理業務の円滑な運営を図り，診療情報および診療録に関する事項を検討するため活動した。

定例報告 診療録等の整理状況， 週間以内のサマリ記載率など

報告検討 紙カルテの未整理について

手術説明同意書の患者署名について

生理検査レポート等の現況について アストロステージとの連携，レポートの有無

超音波検査のレポートの未記載について

書式見本について

死亡診断書について

の診療文書について

外来での「同意書」の取り扱いについて

院外者閲覧用の病歴利用申請書の内容見直しについて
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書式申請 英文診療情報提供書

英文紹介状

英文診断書

渡航時携行薬剤証明

黒田 専用 食物指示・指導書

食物負荷試験結果説明とご注意

訪問看護に関する説明書・同意書兼申込書

訪問看護計画書

退院支援用情報用紙

入退院支援スクリーニングシート ・

血液・体液曝露 針刺しなど に関する採血の説明書・同意書

指定抗菌薬使用届出書

解析依頼書

新生児 記録用紙

極低出生体重児発達健診用紙 歳 か月， 歳， 歳，小学 年生

極低出生体重児問診用紙 歳 か月， 歳， 歳，小学 年生

日本語版

装具装着証明書

保険診療委員会

委員構成

委員長 第二医療局次長 ，副委員長 副院長 ，委員 医師 ，看護局 ，薬剤部長，臨床検査部長，

事務局長，事務局次長兼経営企画課長，医療事務委託職員

開催回数

毎月 回 第四火曜 開催

主な活動

診療報酬請求の適正化を図り，病院経営の健全化及び医療の質の向上を図ることを目的に， 年

月より保険診療委員会を月一回開催している。査定内容に関する個別の報告を基に診療や減点への

対応を検討し，適正な診療報酬請求と医療の質の向上に努めている。

年度も前年度と同様に査定率の目標を ％とした。

査定率は入院が 社保 ・国保 ％ ，外来が ％ 社保 ％・国保 ％ ，支払

機関別では社保が ％，国保が ％で，合計 ％となった 表 。

査定率 図 は目標の を下回り目標を達成することができた。

表 の理由別の査定状況を見ると，支払基金が査定全体に占める割合が で，そのうち手術麻酔

が となっている。査定理由は「その他不適当又は不必要と認められる 診療指針違反を含む 」が

多い。

次に多いのが検査画像の査定で となっている。理由は「過剰」が多かった。

国保連合の割合は査定全体の ，最も多い項目が手術麻酔 で，「その他不適当又は不必要

と認められる 診療指針違反を含む 」という理由が多かった。

手術麻酔の査定が「その他不適当又は不必要と認められる 診療指針違反を含む 」とされたのは，

審査で術式の変更という形で査定されたことによる。 表 。適切な術式の選択が引き続き課題となっ
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ている。

委員会で査定内容を個別に検討し，審査結果を受け入れることができないものを再審査請求した。

再審査結果は表 のとおりである。 件 万点の手術が復活した。 年度は復活が 割弱あった。

経営企画課係長 大金 浩子

表１ 支払機関別査定率 年度

区分 請求金額 返戻額 率 審査減点額 率

入
院

社保

国保

計

外
来

社保

国保

計

合
計

社保

国保

計
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表３ 診療科別審査査定状況 年度

11 13 14 30 40 50 60 70 80 11 13 14 30 40 50 60 70 80

初診・再診 医学管理 在宅 内服薬 外用薬 薬/他 注射薬 処置 手術麻酔 検査画像 その他 入院料 小計 初診・再診 医学管理 在宅 内服薬 外用薬 薬/他 注射薬 処置 手術麻酔 検査画像 その他 入院料 小計

入院 35 33 0 0 0 40 0 0 22,041 153,189 385 4,089 0 16,784 196,528 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 320 0 0 320 196,848 81,248,010 0.24%

外来 57 56 0 235 0 905 164 28 0 1,468 0 8,953 448 0 12,201 1 0 270 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 270 12,471 9,089,136 0.14%

計 92 89 0 235 0 945 164 28 22,041 154,657 385 13,042 448 16,784 208,729 3 0 270 0 0 0 0 0 0 0 320 0 0 590 209,319 90,337,146 0.23%

入院 487 382 0 1,020 9,624 8,140 400 0 152,785 9,440 34,118 19,637 0 5,830 240,994 105 0 0 0 4,223 59 0 34,196 36 76,375 775 2,250 0 117,914 358,908 168,443,548 0.21%

外来 1,301 1,207 599 2,837 9,440 41,313 6,516 516 12,883 41,443 302 179,940 7,944 0 303,733 94 0 480 0 2,849 346 246 181 12 1 9,933 316 0 14,364 318,097 84,613,072 0.38%

計 1,788 1,589 599 3,857 19,064 49,453 6,916 516 165,668 50,883 34,420 199,577 7,944 5,830 544,727 199 0 480 0 7,072 405 246 34,377 48 76,376 10,708 2,566 0 132,278 677,005 253,056,620 0.27%

入院 55 48 282 750 0 0 596 0 1,216 0 215,150 8,427 1,800 0 228,221 7 0 0 0 0 0 0 0 0 9,054 0 0 0 9,054 237,275 41,598,293 0.57%

外来 105 100 36 250 1,000 0 338 18 0 45,757 595 10,684 0 0 58,678 5 0 10 0 0 0 0 0 0 0 598 0 0 608 59,286 10,279,273 0.58%

計 160 148 318 1,000 1,000 0 934 18 1,216 45,757 215,745 19,111 1,800 0 286,899 12 0 10 0 0 0 0 0 0 9,054 598 0 0 9,662 296,561 51,877,566 0.57%

入院 54 48 0 0 0 0 0 0 1,164 15 51,402 0 0 1,200 53,781 6 0 0 6,080 22 0 0 0 0 250 0 0 0 6,352 60,133 26,706,075 0.23%

外来 72 71 52 0 2,600 561 192 0 0 433 5,837 5,980 254 0 15,909 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 15,914 307,380 5.18%

計 126 119 52 0 2,600 561 192 0 1,164 448 57,239 5,980 254 1,200 69,690 7 0 0 6,080 22 0 0 0 0 250 5 0 0 6,357 76,047 27,013,455 0.28%

入院 35 12 0 940 0 0 0 0 20 0 115,225 0 0 0 116,185 23 0 0 0 0 0 0 0 0 93,412 382 0 0 93,794 209,979 25,564,968 0.82%

外来 11 11 0 470 0 5 1,425 0 0 734 0 1,217 0 0 3,851 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,851 1,765,160 0.22%

計 46 23 0 1,410 0 5 1,425 0 20 734 115,225 1,217 0 0 120,036 23 0 0 0 0 0 0 0 0 93,412 382 0 0 93,794 213,830 27,330,128 0.78%

入院 666 523 282 2,710 9,624 8,180 996 0 177,226 162,644 416,280 32,153 1,800 23,814 835,709 143 0 0 6,080 4,245 59 0 34,196 36 179,091 1,477 2,250 0 227,434 1,063,143 343,560,894 0.31%

外来 1,546 1,445 687 3,792 13,040 42,784 8,635 562 12,883 89,835 6,734 206,774 8,646 0 394,372 101 0 760 0 2,849 346 246 181 12 1 10,536 316 0 15,247 409,619 106,054,021 0.39%

計 2,212 1,968 969 6,502 22,664 50,964 9,631 562 190,109 252,479 423,014 238,927 10,446 23,814 1,230,081 244 0 760 6,080 7,094 405 246 34,377 48 179,092 12,013 2,566 0 242,681 1,472,762 449,614,915 0.33%

（注）その他には、初診料、再診料、入院料、各種指導料等を含む。

小 児 外 科

心臓血管外科

脳神経外科

合　　　　計

請求点数 査定率20 20

新　生　児　科

小　　児　　科

（単位：点）

事　　　　項 区　分 件　数 件　数
支　　　　　　払　　　　　　基　　　　　　金

件　数
国　　　　保　　　　連　　　　合　　　　会

合　　計

表２ 事由別審査査定状況 年度

初診・再診 医学管理 在宅 内服薬 外用薬 薬/他 注射薬 処置 手術麻酔 検査画像 その他 入院料 小計 初診・再診 医学管理 在宅 内服薬 外用薬 薬/他 注射薬 処置 手術麻酔 検査画像 その他 入院料 小計
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割合
（注）その他には、初診料、再診料、入院料、各種指導料等を含む。

事務上に関する
もの

合　　　　計

適用と認められ
ないもの

過剰と認められ
るもの

重複と認められ
るもの

上記の他不適当
又は不必要と認
められるもの

（単位：点）
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入院 35 33 0 0 0 40 0 0 22,041 153,189 385 4,089 0 16,784 196,528 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 320 0 0 320 196,848 81,248,010 0.24%

外来 57 56 0 235 0 905 164 28 0 1,468 0 8,953 448 0 12,201 1 0 270 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 270 12,471 9,089,136 0.14%

計 92 89 0 235 0 945 164 28 22,041 154,657 385 13,042 448 16,784 208,729 3 0 270 0 0 0 0 0 0 0 320 0 0 590 209,319 90,337,146 0.23%

入院 487 382 0 1,020 9,624 8,140 400 0 152,785 9,440 34,118 19,637 0 5,830 240,994 105 0 0 0 4,223 59 0 34,196 36 76,375 775 2,250 0 117,914 358,908 168,443,548 0.21%

外来 1,301 1,207 599 2,837 9,440 41,313 6,516 516 12,883 41,443 302 179,940 7,944 0 303,733 94 0 480 0 2,849 346 246 181 12 1 9,933 316 0 14,364 318,097 84,613,072 0.38%

計 1,788 1,589 599 3,857 19,064 49,453 6,916 516 165,668 50,883 34,420 199,577 7,944 5,830 544,727 199 0 480 0 7,072 405 246 34,377 48 76,376 10,708 2,566 0 132,278 677,005 253,056,620 0.27%

入院 55 48 282 750 0 0 596 0 1,216 0 215,150 8,427 1,800 0 228,221 7 0 0 0 0 0 0 0 0 9,054 0 0 0 9,054 237,275 41,598,293 0.57%

外来 105 100 36 250 1,000 0 338 18 0 45,757 595 10,684 0 0 58,678 5 0 10 0 0 0 0 0 0 0 598 0 0 608 59,286 10,279,273 0.58%

計 160 148 318 1,000 1,000 0 934 18 1,216 45,757 215,745 19,111 1,800 0 286,899 12 0 10 0 0 0 0 0 0 9,054 598 0 0 9,662 296,561 51,877,566 0.57%

入院 54 48 0 0 0 0 0 0 1,164 15 51,402 0 0 1,200 53,781 6 0 0 6,080 22 0 0 0 0 250 0 0 0 6,352 60,133 26,706,075 0.23%

外来 72 71 52 0 2,600 561 192 0 0 433 5,837 5,980 254 0 15,909 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 15,914 307,380 5.18%

計 126 119 52 0 2,600 561 192 0 1,164 448 57,239 5,980 254 1,200 69,690 7 0 0 6,080 22 0 0 0 0 250 5 0 0 6,357 76,047 27,013,455 0.28%

入院 35 12 0 940 0 0 0 0 20 0 115,225 0 0 0 116,185 23 0 0 0 0 0 0 0 0 93,412 382 0 0 93,794 209,979 25,564,968 0.82%

外来 11 11 0 470 0 5 1,425 0 0 734 0 1,217 0 0 3,851 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,851 1,765,160 0.22%

計 46 23 0 1,410 0 5 1,425 0 20 734 115,225 1,217 0 0 120,036 23 0 0 0 0 0 0 0 0 93,412 382 0 0 93,794 213,830 27,330,128 0.78%

入院 666 523 282 2,710 9,624 8,180 996 0 177,226 162,644 416,280 32,153 1,800 23,814 835,709 143 0 0 6,080 4,245 59 0 34,196 36 179,091 1,477 2,250 0 227,434 1,063,143 343,560,894 0.31%

外来 1,546 1,445 687 3,792 13,040 42,784 8,635 562 12,883 89,835 6,734 206,774 8,646 0 394,372 101 0 760 0 2,849 346 246 181 12 1 10,536 316 0 15,247 409,619 106,054,021 0.39%
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入院 55 48 282 750 0 0 596 0 1,216 0 215,150 8,427 1,800 0 228,221 7 0 0 0 0 0 0 0 0 9,054 0 0 0 9,054 237,275 41,598,293 0.57%

外来 105 100 36 250 1,000 0 338 18 0 45,757 595 10,684 0 0 58,678 5 0 10 0 0 0 0 0 0 0 598 0 0 608 59,286 10,279,273 0.58%

計 160 148 318 1,000 1,000 0 934 18 1,216 45,757 215,745 19,111 1,800 0 286,899 12 0 10 0 0 0 0 0 0 9,054 598 0 0 9,662 296,561 51,877,566 0.57%

入院 54 48 0 0 0 0 0 0 1,164 15 51,402 0 0 1,200 53,781 6 0 0 6,080 22 0 0 0 0 250 0 0 0 6,352 60,133 26,706,075 0.23%

外来 72 71 52 0 2,600 561 192 0 0 433 5,837 5,980 254 0 15,909 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 15,914 307,380 5.18%

計 126 119 52 0 2,600 561 192 0 1,164 448 57,239 5,980 254 1,200 69,690 7 0 0 6,080 22 0 0 0 0 250 5 0 0 6,357 76,047 27,013,455 0.28%

入院 35 12 0 940 0 0 0 0 20 0 115,225 0 0 0 116,185 23 0 0 0 0 0 0 0 0 93,412 382 0 0 93,794 209,979 25,564,968 0.82%

外来 11 11 0 470 0 5 1,425 0 0 734 0 1,217 0 0 3,851 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,851 1,765,160 0.22%

計 46 23 0 1,410 0 5 1,425 0 20 734 115,225 1,217 0 0 120,036 23 0 0 0 0 0 0 0 0 93,412 382 0 0 93,794 213,830 27,330,128 0.78%

入院 666 523 282 2,710 9,624 8,180 996 0 177,226 162,644 416,280 32,153 1,800 23,814 835,709 143 0 0 6,080 4,245 59 0 34,196 36 179,091 1,477 2,250 0 227,434 1,063,143 343,560,894 0.31%

外来 1,546 1,445 687 3,792 13,040 42,784 8,635 562 12,883 89,835 6,734 206,774 8,646 0 394,372 101 0 760 0 2,849 346 246 181 12 1 10,536 316 0 15,247 409,619 106,054,021 0.39%

計 2,212 1,968 969 6,502 22,664 50,964 9,631 562 190,109 252,479 423,014 238,927 10,446 23,814 1,230,081 244 0 760 6,080 7,094 405 246 34,377 48 179,092 12,013 2,566 0 242,681 1,472,762 449,614,915 0.33%

（注）その他には、初診料、再診料、入院料、各種指導料等を含む。

小 児 外 科

心臓血管外科

脳神経外科

合　　　　計

請求点数 査定率20 20

新　生　児　科

小　　児　　科

（単位：点）

事　　　　項 区　分 件　数 件　数
支　　　　　　払　　　　　　基　　　　　　金

件　数
国　　　　保　　　　連　　　　合　　　　会

合　　計
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表４ 再審査請求結果 回答のあったもの

再審査請求 復活・一部復活 原審査どおり

件数 点数 件数 点数 件数 点数

入
院

社保

国保

計

外
来

社保

国保

計

合
計

社保

国保

計

コーディング委員会

委員構成：第一医療局長 委員長 ，第二医療局次長，各診療科医師 ，薬剤部長，看護師長，事務

局長，経営企画課長，診療情報管理士

開催回数： 回

活動内容：

標準的な診断および治療方法について院内で周知を徹底し，適切な コーディングを行う体制を確

立することを目的として， 年 月から設置し，活動している。

主な活動内容は以下のとおり。

①部位不明・詳細不明傷病名および未コード化傷病名の検証

②個別症例の検証

③診療科別入院期間率の検証

④医療機関別係数の確認

栄養委員会

委員構成

委員長 小児外科部長 ，副委員長 栄養科長 ，稲垣副院長，小児外科部長，医師，看護局，総務課，

栄養科員

開催回数

回

主な活動・業務内容

年 月より栄養委員会の開催を，栄養サポートチーム 以下 ミー

ティングにあわせて開催している。

今年度は，薬剤禁忌の食種 ワーファリン食，ロイケリン食，レボレード食など の対応をアレルギー

食から治療食へ対応を変更していくことを検討した。

また，栄養委員会の下部組織である は， 年の栄養委員会において立ち上げの案が出され，翌年

月から小児外科医師，新生児科医師，小児科医師，看護局，各病棟看護師，薬剤師，臨床検査技師，栄養
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士，事務員をメンバーとして，「外来，入院患者に対して，より効果的な栄養療法を検討・選択・実施する

ことにより，患者の栄養状態の改善を図り，治療の効果を高める」ことを目的として活動してきた。

年度も，小林小児専門診療副部長をリーダーとして，例年通り，コンサルテーションの受け付け，

毎週月曜日の ・ ・ 病棟回診，毎週火曜日の の栄養カンファランス，月 回の

ミーティングを実施した。回診やミーティングにおいては，入院基本料の施設基準として必須項目

である栄養管理計画の再評価を実施し，長期入院患児や体重増加不良，経口摂取困難，経管栄養による

栄養管理を実施している患児等栄養介入が必要なケースに対して栄養評価の実施や主治医への栄養計画

の提案も行った。

今年度は， 活動して毎年参加していた小児 の会が の影響で中止となり，また毎年恒

例の脂肪乳剤勉強会の開催も見送りとしたため， だよりの発行を見合わせた。

栄養科長 加藤 かな江

輸血療法委員会

．構成委員

委員長：小池第一医療局長，副委員長 委員長指名 ：奥山麻酔科部長。

委員：新生児科医師，心臓血管外科医師，外科医師が各 名。看護局 名 手術室， 病棟 ，薬剤科 名，

経営企画課 名，臨床検査科 名。事務局は輸血検査室。

．開催状況

定期委員会は， 月から 月まで隔月 回 偶数月，第 月曜日 の計 回開催した。

．報告・審議内容

定期委員会での統計資料の報告は下記①～⑨である。

①血液製剤使用状況，②廃棄血液製剤数，③輸血副作用，④輸血関連インシデント

⑤ 輸血管理料基準 アルブミン・ 使用単位数と比 ⑥ 手術準備血・使用数，⑦造血細胞移植

と顆粒球輸血数，⑧ 輸血後感染症検査対象患者，⑨ 診療科別輸血血液使用状況 か月毎

審議内容

①済生会譲渡血 第 例 について事例報告と改善事項の提案

②院内の在庫血 型 単位 本 の検討 年 月より開始

③血液型 回判定 年 月より開始

④輸血後感染症の対象者報告の変更について

年間統計 年 月から 年 月

血液製剤の入庫数，廃棄数，廃棄率，廃棄金額

入庫数 単位 廃棄数 単位 廃棄率 ％ 廃棄金額 円

赤血球液

洗浄赤血球

新鮮凍結血漿

濃厚血小板

洗浄血小板

自己全血液

合計
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特殊血液製剤輸血： 適合血小板 件，リンパ球輸血 件，顆粒球輸血 件。

輸血副作用 ：全輸血 件中 件 ％ ，患者数は 名。

内訳：蕁麻疹・発疹と掻痒感 件，掻痒感のみ 件，血圧上昇 件，顔面紅潮を伴う蕁麻疹・発

疹，掻痒感 件，蕁麻疹・発疹のみ 件。

昨年度の副作用 件 ％ と比べ，僅かに増加した。

輸血関連インシデント ：全輸血 件中 件 ％ 。インシデントレべルは， エラーや

不具合 件， 傷害なし 件， 一過性，軽度の障害 件。 中程度障害 以上はなし。

内訳：製剤の保管・管理 件，投与 件，認証 忘れ 件，輸血の準備 件。

昨年度 件 ％ と比べ増加した。レベル ， の報告数が増加，レベル の報告は減少した。

緊急輸血関連

サイレン搬送 件，搬送用保冷庫 出庫件数 件

．輸血管理料について

輸血管理料Ⅱを取得。輸血管理料Ⅱ輸血適正使用の追加 点 算定は， 比が 未満，

かつ，アルブミン 比が 未満である。 比は年平均 で条件を満たさないため，算

定されていない。

年 月から 年 月までの① 比②アルブミン 比を示す。

製剤比 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 平均

① 比

②ｱﾙﾌﾞﾐﾝ 比

褥瘡委員会

年度 目標

各部署における褥瘡・医療関連機器圧迫創傷発生の傾向と対策を分析し，予防対策を徹底する

医療関連機器圧迫創に対する看護ケア技術を高め，予防的・治療的ケアの質向上を図る

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

比
率

2019年度①FFP/MAP比②ｱﾙﾌﾞﾐﾝ/MAP比

FFP/MAP比
ｱﾙﾌﾞﾐﾝ/MAP比
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．体制

委員構成

委員長 外科部長 ，副委員長，皮膚・排泄ケア認定看護師 名，経営企画課員 名，看護局５名

開催回数

回 年 第 火曜日 時～ 時

＊褥瘡対策推進委員会は毎月 回の実施

．活動内容

各部署で発生した自重による褥瘡，医療関連機器圧迫創について共有し，治療ケアと予防対策の検討

各部署へ褥瘡ラウンドを行い，褥瘡・創傷ケアの確認と予防対策の啓発活動

多職種と連携を図り，医療関連機器圧迫創に関する勉強会と予防対策ケアを実施

褥瘡だよりの発行

．褥瘡対策状況

褥瘡発生件数 件 ・ 病棟 件 血液腫瘍科病棟 件 一般病棟

件 ・ 病棟 件 手術室

褥瘡発生詳細 自重による褥瘡 件

医療関連機器による圧迫創 件

褥瘡の深達度 ｄ ・・ 件 ｄ ・・ 件 Ｄ ・・ 件

．総括

年度， 件の褥瘡発生があった。自重によるものは 件発生し，術後やターミナル期にある患者

に発生し，循環動態が不安定で体位変換が困難な状況や，低栄養，術後の浮腫が大きく影響した。深達度

はどれもｄ ～ｄ の深さにとどまるものであった。発生部位は耳介が多く，その次に仙骨，尾骨に発生し

た。その他の 件は，すべて医療機器に伴うものに関連して発生した。要因は，各部署の特徴を現すよ

うに ・ では，医療用テープの剥離刺激によるもの， のマスク圧迫などが多く，血液腫瘍科

病棟では 管理が多いため，手技に慣れていない末梢ルートのテープの固定によるものや点滴シーネの

圧迫などで生じた。また の皮膚症状のある患者の予防的ケアに難渋した。一般病棟では，ジェルコ，

点滴シーネ，点滴ルート，モニターパッチ，血圧計のマンシェット，酸素カヌラ，気管カニューレバンド，

エアウェイ，牽引バンドなど日常的な治療ケアに伴う様々なもので生じた。 においては，褥瘡ハイリ

スク患者が多いため，経鼻挿管や人工呼吸器管理に伴うもの，バイトブロック， ラインなどで発生した。

手術室では，前年度褥瘡発生 件のうち， 件が長時間の腹臥位・側臥位の体位で発生し，部位は額，

腸骨，膝，腋下などであった。今年度は，年間 件に減少し内訳は，馬蹄を使用した前額部の水疱形成が

件あったが，その他はマンシェットや モニター，挿管チューブ固定テープによるものであった。特

殊体位に対する術前・術中での対策が効果的に予防につながった。次年度も引き続き，各部署での特徴か

ら傾向を分析し，褥瘡発生を予防するという視点から看護の質を向上させていくことを課題とする。

皮膚排泄ケア認定看護師 菊池 麻衣子

医療機器管理委員会

医療機器の管理・運営について検討を行った。 年度は 回開催し，主な活動内容は以下の通りである。
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● 主な活動内容

① 新型コロナウイルス感染者あるいは感染扱い患者に使用した人工呼吸器の取り扱いについて

② 年 月付で厚生労働省から出された「在宅使用が想定される人工呼吸器に係る使用上の注意

の改定」について

③ 病棟に設置してある直流除細動器 を 病棟に設置することに関して

衛生委員会

委員構成

病院長，衛生管理者，産業医，病院長が指名する者

開催回数

毎月 回 幹部会議終了後

主な活動・業務内容

労働安全衛生関連諸法の定めに基づき，職員の衛生・健康管理に関する事項について総合的に調査

審議を行っている。

感染対策委員会や医療安全委員会など関連委員会と連携をとりながら，労働災害の衛生に関するも

のについて，その原因及び再発防止策の検討を行った。また，職員に対する各種定期健康診断やスト

レスチェックの計画・実施，予防接種の計画・実施，院内巡視，時間外勤務の管理・縮減等により職

員の健康障害を防止するため必要な措置の検討・対策の実施等を行った。

放射線安全委員会

委員構成

宮本医療技術局長，小池第一医療局長，阿部第二医療局長，泉第一医療局次長，矢内第二医療局次

長，加藤小児専門診療部長，大越放射線技術科長補佐，薗部放射線技術科主任，川又水戸済生会総合

病院放射線技術科長，大内事務局次長兼経営企画課長，三宅事務局次長兼総務課長，平賀外来看護師

長，札医療技術局次長兼放射線技術部長

開催回数 ： 回 年

開催日時： 年 月 日 火 ： ～

活動内容

① 放射線安全委員会の開催

放射線障害防止法および医療法施行規則の改訂により，組織として放射線障害の防止，診療

用放射線の安全利用に取り組む必要性が生じた。

放射線安全委員会設置要項より，放射線・磁気発生装置の設置及び使用並びに放射線障害等

の防止について万全を期するため，病院に放射線安全委員会を設置することが明示されている。

委員会の開催について委員会設置要項に原則として年 回以上と定められている。

② 放射線障害防止法と医療法

当院で放射線障害防止法に関連がある装置は，放射線発生装置 リニアック である。

当院で医療法に関連する装置は， 線装置・ 検査に用いる放射性医薬品，放射線発生装置 リ

ニアック である。

③ 改正放射線障害防止法への対応
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放射線障害予防規程の改訂

・ 年 月 日までに放射線障害予防規程変更の届出が必要。

・ 院内決裁を経て 年 月に届出済。

危険時の情報提供

・ 外部への情報提供方法・問合せについて，病院ホームページに掲載済み。

・ 情報提供を実施する責任者は，札放射線技術部長とする。

放射線障害の防止に関する業務の改善

・ 業務改善事項については，防災訓練リニアック緊急停止法の再確認およびリニアック室内に

人が閉じ込められた際の脱出，対応を再確認することとする。

・ 改善点などの内容について，毎年 月下旬～ 月上旬に院内用グループウエア サイボウズ

にて報告する。

・ 年 月 日

放射線治療患者及び家族，放射線業務従事者等の放射線障害を防止するため，放射線治療を行

おうとしているリニアック室に人が閉じ込められた場合を想定して防災訓練を行った。防災訓練

は，新型コロナウィルス感染症拡大防止のため最小限の人数で行った。また，防災訓練をもとに，

リニアック照射時の注意，緊急時における操作室側の対応及びリニアック室内からの退出方法を

マニュアル化した。

④ 改正医療法施行規則 診療用放射線関連 への対応

医療放射線安全管理責任者の配置

・医療放射線安全管理責任者は，大越科長補佐とする。

診療用放射線の安全利用のための指針策定

・回覧 院内決裁を経て，策定予定。

・ 年 月 日

院内決裁を経て，茨城県立こども病院における「診療用放射線の安全利用のための指針」とな

った。

放射線診療に従事する者に対する診療用放射線の安全利用のための研修

・医療法に医療放射線安全管理責任者は研修を行う。

・研修の頻度については 年度当たり 回以上とし，研修の実施内容を記録する。

・年 回開催する医療安全必須研修のどちらかと一緒に開催し，放射線安全研修を全職員へ行う

とする。

・放射線診療の正当化に関する事項についての研修は，宮本医療技術局長 医師 が研修を行う。

放射線診療を受ける者の放射線による被ばく線量の管理及び記録

・診療放射線技師は，放射線診療を受けた者の被ばく線量を，当該放射線診療を受けた者が

特定できる形で放射線部門システムを用いて記録する。

・医療放射線安全管理責任者が線量記録を管理する。

・線量情報は外部にも出力できるようにする。

・突出して被ばく線量の多い患者の情報等を臨床の医師にもフィードバック出来る体制を作成する。

⑤ その他

放射線安全委員会の開催時期，開催頻度について

・業務の改善状況と研修時期により適宜検討して開催していく。

来年度の放射線障害の防止に関する業務の改善計画

・隣接しリニアック装置を共同利用する水戸済生会総合病院の川又放射線技術科長と協議し検討

していく。
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・職員の被ばくのみならず，患者の被ばくを減らせるよう，得られた情報を活用できるよう検討

していく。

医療技術局次長兼放射線技術部長 札 保廣

防火・防災委員会

委員会構成

委員長 院長 ，副委員長 事務局長 ，副院長 ，看護局長，第一医療局次長，第二医療局次長，事

務局次長，診療部長，経営企画課長，総務課長，看護師長，薬剤部長，検査部長，栄養科長，放射線技

術部長，放射線取扱主任者 リニアック ，施設管理課長

開催回数

年 回

主な活動・業務内容

本年度は， 回の委員会を開催し， 回の消防訓練を実施しました。

委員会

消防訓練 夜間・総合 における役割分担，避難経路について確認・検討を行いました。

消防訓練

月に夜間を想定した訓練， 月に総合訓練を実施しました。

訓練終了後には，消火器・補助散水栓，排煙窓，防火シャッター等の操作訓練を実際に体験しま

した。

今後の課題

各部署における防火設備の再点検及び非常口等の確認の充実。

引き続き必要な検討を行い充実を図りたい。

臨床研修委員会

委員構成

病院長，参与，副院長，副院長兼医療教育局長 委員長 ，事務局長，第一医療局長 副委員長 ，第

二医療局長，事務局次長，第一医療局次長 副委員長 ，小児専門診療部長，看護局 名

開催回数

随時開催

主な活動・業務内容

当院における臨床研修に関する制度を確立し，優秀な医師の育成確保を図ることを目的に，医師法第

条の 第 項に規定する臨床研修 初期臨床研修 及び高度かつ専門的な医学知識及び技術を習得する

ための専門臨床研修を行うため，臨床研修受入計画及び臨床研修プログラムの策定並びに臨床研修の評

価を行うとともに，臨床研修医の募集及び採用についての基本的事項等について検討を行った。

臨床検査適正化委員会

委員構成

参与 新井副院長 各部医師 看護師長 手術・中材看護師長 薬剤部長 臨床検査部長

経営企画課長
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事務局 臨床検査科

活動内容

年度日臨技ならびに茨城県技師会精度管理調査 結果報告

施設の総合評価は，日臨技が ％ 茨城県技師会が ％であった。今後も総合評価 ％達成

を目標に研鑽していくことが確認された。

倫理審査委員会

委員構成

副院長，事務局長，看護局長，医師 医療教育局長・第一医療局長 ，医師以外 放射線技術部長・薬

剤部長 ，外部委員

開催回数

年 回

主な活動・業務内容

倫理審査委員会は当院で行われる倫理上の配慮が必要な医学的研究及び医療行為等について，患者

等の人権擁護，不利益及び安全性，内容の説明及び同意，医学上の貢献の予測等に留意しながら，患者

等の個人の尊厳，人権の尊重，個人情報の保護，その他倫理的観点及び科学的観点からその実施の可否

について年 回定例開催し審査を行っている。また，院内委員により事前審査を行い，倫理的問題点等

の洗い出しを行い，委員会審査の効率化・迅速化を図っている。

年度は開催しておりません。

ＣＯＩ委員会 利益相反審査管理委員会

委員構成

副院長，事務局長，看護局長，医師 医療教育局長・第一医療局長 ，医師以外 放射線技術部長・薬

剤部長 ，外部委員

開催回数

年 回

主な活動・業務内容

こども病院で行われる臨床研究等における利益相反を審議し，利益相反管理のための適切な措置に

ついて検討している。

年度は開催しておりません。

院内研究審査委員会 ＩＲＢ

委員構成

小児専門診療部長，副院長，看護局長，医療教育局長，小児医療・がん研究センター長，看護師長 教

育・研究担当

開催回数

隔月
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主な活動・業務内容

当院で実施される臨床研究の科学的，倫理的及び臨床医学的妥当性について審査を行い，被験者の

権利と安全を守り，より実りある臨床研究実施のため，必要に応じて研究代表者に研究計画などについ

て助言や指導を行うことを目的として，隔月に定例で開催し，緊急性の高い場合には書面等により臨時

的に審査を行っている。

年度は定例開催 ， ， ， ， ， し，書面等による臨時的な審査 ， ，

， ， ， ， を行い，委員会に申請のあった 件について審査 うち 件は書面

による審査 を行った。

治験審査委員会

委員構成

第一医療局長，第二医療局次長，副院長，事務局長，看護局長，薬剤部長，臨床検査部長，総務課

長，外部委員

開催回数

隔月

主な活動・業務内容

治験審査委員会は医薬品の製造 輸入 承認申請又は承認事項の一部変更承認申請のために行う治験

及び医薬品の再審査申請，再評価申請又は副作用調査のための製造販売後臨床試験について，倫理的，

科学的及び医学的妥当性の観点から治験の実施及び継続等の可否について審査を行っている。

年度は開催しておりません。

外来・地域連携運営委員会

委員構成：委員長／第一医療局次長，副委員長／第二医療局次長，各診療部医師，各医療技術部科

員，外来看護師長，外来看護師，総務課長，経営企画課長，経営企画課員

開催回数： 回

活動内容：外来診療に関する諸問題に対して，対応策の検討及び業務改善を実施した。

主な内容は以下のとおり。

① 転院搬送患者の病棟直入について

② テスト及び負荷試験の予約について

③ 外来カルテの出庫について 等

手術室・カテ室運営委員会

委員構成：副院長 名，第 医療局長 名，第 医療局次長 名，各診療科部長 名，放射線科技

師 名，臨床工学科補佐 名，看護師長 名，副看護師長 名，計 名

開催回数：毎月（毎月第 金曜日 から ）

活動内容

．手術室での問題提起及び改善項目について，議題に挙げ，検討し手術室管理に努めた。
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① 件目手術の食事止めについて

②手術室看護師の待機について

③手術室資産請求について

④抗菌薬の術中使用方法について

⑤対極板・電気メスコードの固定について

⑥手術後の創固定について

⑦手術室の放射線管理区域の表示について

⑧手術室のカビ対策工事について

⑨手術室工事中の緊急手術対応について

⑩手術患者の体内遺残物確認のための放射線撮影について

⑪深部静脈血栓症対策の見直しについて，など。

．手術件数，麻酔件数，診療科別の予定手術時間超過率をグラフ化し，大幅に予定手術時間を超過し

た手術のリストを表に示して周知した。

．インシデントの報告と対策について共有した。

．各診療科の学会等の確認を行い手術室の有効利用に向けて調整を行った。

診療材料委員会

診療用消耗材料の適正かつ効率的な管理運営を図るため，診療材料委員会を開催している。小児専門医

療部長が委員長となり，各病棟等の看護師長又は副看護師長により委員を構成し，下記項目についての審

議及び具体的な検討を行った。 年度は， 回開催し，主な活動内容は以下のとおりである。

● 所轄事項

新規採用材料の調査及び選定に関すること。

既採用材料の削除に関すること。

材料の定数配置等の適正使用調整に関すること。

棚卸しに関すること。

その他材料に関すること。

● 主な活動内容

新規採用材料の審査件数 件

・クローズド

・エックステンションチューブ

他 件

棚卸しについて

物品定数の見直し

新型コロナウイルス影響物品の代用品の提案・検討

経営企画課主事 宮本 隆寛

ＩＣＵ運営委員会

委員構成

委員長 集中治療室長 副委員長 第一医療局次長 副委員長 看護師長 第一医療局次長 第二

医療局次長 小児外科部長 小児心臓血管外科部長 小児循環器科長 小児脳神経外科医長 小児科腫瘍担

当医師 麻酔科医師 臨床工学技士
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開催回数

年 回実施

第 回 年 月 日 火

第 回 年 月 日 金

活動内容

としての機能を発揮できる円滑な運営促進に関する事項について検討している。主な内容は以下

の通りである。

① 稼働状況

延入院患者数は 人 算定人数は 人 病床利用率 であった。重症者の割合は月毎で

は を超えており か月値では ～ であった。

② ベッドコントロールについて

ラウンドで 管理料の算定対象患者の把握 重症度 医療・看護必要度を満たす患者に基づ

いた病床調整を実施した。 退室後の後方病棟との連携や の稼働について検討し 次年度の課

題とした。

③ 医療機器管理に関する検討

での心電計の常備について検討し，新規購入する方針を決定した。耐用年数を超過しているベ

ッドについて次年度資産更新を要望する方針を確認した。ジャクソンリースについて，現在あるリユ

ースタイプの製品に追加して ディスポ製品を配置する方針を確認した。

④ に関する主なインシデント

以上のインシデントが 件発生した。 内容について共有し 未然発見に繋がる対策の立案につ

いて確認した。

⑤ に関する主な感染管理

患者間の水平感染はなかった。感染経路別スタンダードプリコーションの徹底とゾーニングについ

ての注意喚起を図った。

師長 高橋 弥貴

小児緩和ケア委員会

委員構成：新生児科医師，血液腫瘍科医師，総合診療科医師，麻酔科医師，薬剤師，成育在宅支援

室室長補佐， 看護師， 病棟看護師， 看護師，手術室看護師，外来看護師，ソーシャル

ワーカー，チャイルド・ライフ・スペシャリスト，経営企画課職員 臨時で招集

開催日時：毎月第 火曜日 ～

活動内容

① 院内の終末期患者，または緩和ケアチームに相談があった患者について情報収集する 
② 症状マネージメントに関する相談対応，助言 
③ 終末期患者カンファレンスを開催(倫理カンファレンスを含む) 
④ 小児在宅医療における緩和ケアの取り組み 

在宅看取りを目的とした事例についてカンファレンスを実施した。 
⑤ 院内集談会および勉強会の開催 
⑥ グリーフケア活動内容の検討 
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相談内容

① 症状緩和 
新生児外科疾患患者の痛みの客観的評価を行うため，既存の疼痛スケール表を修正 
して利用した。 

② 倫理カンファレンス 
生命予後不良と考えられる患者の治療継続，差し控えについて，医学的な評価のみならず，社会

的背景や倫理的配慮を含めた話し合いを実施した。また，カンファレンスでは，「こどもの最善の

利益」を考え多職種による意見交換を行った。 
カンファレンス 件

診療科 年齢 相談内容

新生児科 か月 治療方針 家族ケア

血液 総合診療科 歳 治療方針 家族ケア

血液 総合診療科 歳 家族ケア

総合診療科 歳 治療方針

血液 脳外科 歳 治療方針 終末期の家族ケア

神経精神発達科 歳 意思決定支援

総合診療科 歳 意思決定支援

総合診療科 歳 意思決定支援

総合診療科 歳 意思決定支援 看取りのケア

総合診療科 か月 意思決定支援

成育在宅支援室主査 関野 晴美

精神科リエゾン診療実績

年間診療日数 年 月 日～ 年 月 日まで 日間

診療日 ： 毎週金曜日 時～ 時 時間

病棟ラウンドでの相談件数・・・延べ 件

病棟ラウンドでは看護師，保育士からの相談に対応した

主な相談内容

・ 新生児科における家族支援について

・ 精神疾患を持つ親への支援について 地域介入も含めて

・ 終末期患者の精神的サポートについて

・ 予後不良のこどもと家族への支援

・ ネグレクトのこどもへの関わり方

・ 長期に入院するこどもの発達評価と保育士としての関わり方

【精神科リエゾン件数】

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計
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コンサルテーション

面談及び外来

合計

医師を含む多職種からの相談 医師，ソーシャルワーカー

年間相談件数・・・ 件の相談依頼があった

【コンサルテーション依頼内容と介入内容】

介入月 依頼元 診療科 年 相談理由 介入内容

総合診療科 療養環境 家庭環境 他職種カンファレンス

新生児科 療養環境 家庭環境 療養環境調整

医師 総合診療科・神経精神発達科 症状コントロール 診察

医師 総合診療科 学校との連携 療養環境調整

医師 神経精神発達科 摂食障害 療養環境調整

医師 神経精神発達科 神経症状への対応 治療，介入方法

医師 総合診療科 療養環境 家庭環境 カンファレンスを実施

医師 総合診療科 医療者の介入 カンファレンスを実施

医師 総合診療科 医療者の介入 療養環境調整

医師 総合診療科・神経精神発達科 不登校 他院連携

医師 総合診療科・神経精神発達科 Ｙ 摂食障害 他院連携

精神科セミナー開催

① 第 回精神科セミナー

日 時： 月 日 月曜日 ～

テーマ：アタッチメント 愛着形成

参加人数 名

内訳 医師 名 看護師 名 臨床心理士 名 名 リハビリ 名 その他 名

② 第 回精神科セミナー

日 時： 月 日 月曜日 ～

テーマ：共依存～患者の自立を念頭に～

参加人数 名

内訳 医師 名 看護師 名 臨床心理士 名 名 栄養士 名 その他 名

成育在宅支援室 関野 晴美

小児在宅医療支援委員会

委員構成

副院長兼新生児科部長，成育在宅支援室長，小児総合診療科部長，小児外科医，小児総合診療部医

師，新生児科医師，小児専門診療部医師，成育在宅支援室室長補佐，看護局 名， ，臨床工学科

名，経営企画課課員，成育在宅支援室看護師

開催日時

委員会の定期開催は毎月第 火曜日
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活動内容

茨城県立こども病院に通院しながら，在宅医療サービスを受けるこどもたちや家族を支援するため

に 年より活動を始め， 年 月から小児在宅支援委員会と名称変更し活動を継続している。

今年度は 回開催し，検討した主な事項は以下の内容である。

院内外の研修会・シンポジウムの企画・運営

① 小児を受け入れられる訪問看護ステーションの増加と特別支援学校や施設等との連携を目的とし

て，「小児在宅医療勉強会」を 回開催した。

開催日時 内容 参加人数

年 月 日 土

時 分～ 時 分

第 回 小児在宅医療勉強会

講義 「気管切開・喉頭気管分離について」

講師 茨城県立こども病院 小児外科部長 東間 未来

講義 「在宅人工呼吸器の取り扱いについて」

講師 茨城県立こども病院 臨床工学技士 野村 卓哉

実技：在宅人工呼吸器の取り扱い・吸引方法について

名

年 月 日 土

時 分～ 時 分

第 回小児在宅医療勉強会

講義 「二分脊椎について」

講師 茨城県立こども病院 小児脳神経外科医長 田村 剛一郎

講義 「小児のてんかんについて」

講師 茨城県立こども病院 小児神経精神発達科医長 福島 富士子

名

年 月 日 土

時 分～ 時 分

第 回 小児在宅医療勉強会

講義 「こどもの在宅移行に関するソーシャルワーク

～相談支援専門員との連携 親との関係形成について～」

講師 茨城西南医療センター病院 社会福祉部 社会福祉部長 岩瀬 祥枝

事例検討 「二分脊椎患者の支援について」

講師 茨城県立こども病院 皮膚排泄ケア認定看護師 菊池 麻衣子

経腸栄養分野の小口径コネクタ製品の切り替えについて

名

 
② 小児在宅医療シンポジウムを開催した

日時： 年 月 日 土 ～

内容：第 部 各分野からの報告 座長 茨城県立こども病院副院長 新井順一

第一医局長 小池和俊

① 小児がんの移行期医療 小児専門診療 副部長 小林千恵 
② 神経疾患・医療的ケア児の移行期支援 小児専門診療 副部長 田中竜太 

小児神経精神発達科 医長 福島富士子

③ 先天性心疾患の移行期医療 副院長兼医療教育局長 堀米仁志 
④ 茨城県立こども病院の実態と看護支援 看護局 外来師長 平賀紀子 
⑤ 医療・福祉制度（小児から成人へ） 成育在宅支援室 主任 木村いづみ 
⑥ 成人診療医から在宅における移行期医療 大和クリニック 院長 木村洋輔 

第 部 座長 茨城県立こども病院院長 須磨﨑 亮

「小児専門病院における移行期医療の問題点」

講師：国立研究開発法人 国立成育医療研究センター

総合診療部 統括部長 窪田 満

参加人数： 名

在宅療養支援を目的とした訪問看護部が設立され，「茨城県立こども病院 訪問看護部門 設置要

項」を定め，活動を開始した。
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長期入院患者及び在宅移行する患者の情報を共有し，問題点の話し合いと対策を検討した。

在宅管理料患者リスト 医療的ケア児の患者情報リスト を作成した。

成育在宅支援室長 佐久間 直美

ファミリーハウス管理運営委員会

委員構成

委員長 成育在宅支援室長 ，副委員長 経営企画課長 ，委員 医師 名， Ａ病棟看護師長，

Ｂ病棟看護師長，施設管理課長，成育在宅支援室事務担当者

開催回数 年 回

活動内容

ファミリーハウスは，入院中のこどもと家族の為の長期宿泊施設として， 年 月に開設され，

その円滑な活動を行う事を目的に当委員会が設定された。

本年度は， 年 月 日 木 に開催した。

報告事項 「令和元年度のファミリーハウス利用状況中間報告」

協議事項

① 茨城県立こども病院 ファミリーハウス利用承認基準の修正と消費税増税による金額

変更および書式変更

② ファミリーハウス利用状況確認

③ その他・・・ファミリーハウス外の周囲清掃ついて検討を行った結果，満場一致で可決

し，委員長より周知がされた。

【 年度 ららハウス部屋別利用状況】

区分 号室 号室 号室 号室 合 計

月 日数
使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

計

※らら 号室は流し台改修工事のため から まではクローズ。

※らら 号室は床改修工事のため から まではクローズ。

ファミリーハウス管理運営委員会

【 年度 ららハウス部屋別利用状況】

区分 号室 号室 号室 号室 合 計

月 日数
使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

計

※らら 号室は流し台改修工事のため から まではクローズ。

※らら 号室は床改修工事のため から まではクローズ。
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【 年度 ららハウス住所別利用状況】

地区 利用者数 利用延日数 地区 利用者数 利用延日数

県内 県北 北茨城市 県外 岩手 胆沢郡

日立市 秋田 横手市

高萩市 山形 鶴岡市

県央 小美玉市 宮城 仙台市

ひたちなか市 柴田郡

笠間 福島 いわき市

県南 取手市 千葉 松戸市

つくば市 印西市

鹿行 神栖市 柏市

猿島郡 千葉市

鉾田市 東京 府中市

稲敷市 栃木 鹿沼市

県西 筑西市

小計 人 日 人 日

合計 利用者数 人 利用延日数 日

【 年度 ここハウス部屋別利用状況】

区分 号室 号室 号室 号室 号室 号室 合 計

月
日

数

使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

使用

日数
利用率

使用

日数

利用

率

使用

日数

利用

率

使用

日数
利用率

使用

日数

利用

率

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

計
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【 年度 ここハウス住所別利用状況】

地区 利用者数 利用延日数 地区 利用者数 利用延日数

県内 県北 常陸大宮市 県外 岩手 胆沢郡

常陸太田市 滝沢市

高萩市 盛岡市

日立市 秋田 横手市

北茨城市 群馬 高崎市

県央 ひたちなか市 宮城 柴田郡

県南 竜ケ崎市 仙台市

かすみがうら市 福島 いわき市

取手市 千葉 印西市

土浦市 松戸市

つくば市 流山市

神栖市

鹿行 稲敷郡

県西 猿島郡

小計 人 日 小計 人 日

合計 利用者数 人 利用延日数 日

診療情報開示委員会

診療情報開示委員会は，診療情報の開示請求に基づき病院長から諮問を受ける事例がなかったため，

年度は開催されなかった。虐待等の症例の増加に伴い警察等への診療情報の提供が増加している。

＊ 年度診療情報の開示件数 件 うち捜査関係事項照会書関連 件，患者 件

ＩＴ化推進委員会

委員構成

須磨﨑病院長，海老根事務局長，高麗看護局長，小池第一医療局長，阿部第二医療局長，泉第一医

療局次長，矢内第二医療局次長，雪竹新生児科副部長，三宅事務局次長兼総務課長，中島経営企画課

係長，勝扇看護師長，羽龍副看護師長，医療情報管理室員，札医療技術局次長兼医療情報管理室長

開催回数

全 回開催 回 週，院内運営会議終了後に開催。第 月曜は除く。

活動内容

① 今年度より，毎週月曜日の院内運営会議終了後に開催した。

② 電子カルテシステムや各部門システムの機能改善および向上を目指す。

③ 各システムの問題点の整理および優先順位を決定し，修正依頼を行う。

④ を利用した業務改善への取り組み。

【主な検討内容】

・ 電子カルテ 重症部門システム 各部門システムの問題点の修正，機能向上，速度改善

・ 電子カルテ 定例会議 月 回開催 報告

・ ネットワークの安定稼働および無線 の強化

【 年度 ここハウス住所別利用状況】

地区 利用者数 利用延日数 地区 利用者数 利用延日数

県内 県北 常陸大宮市 県外 岩手 胆沢郡

常陸太田市 滝沢市

高萩市 盛岡市

日立市 秋田 横手市

北茨城市 群馬 高崎市

県央 ひたちなか市 宮城 柴田郡

県南 竜ケ崎市 仙台市

かすみがうら市 福島 いわき市

取手市 千葉 印西市

土浦市 松戸市

つくば市 流山市

神栖市

鹿行 稲敷郡

県西 猿島郡

小計 人 日 小計 人 日

合計 利用者数 人 利用延日数 日
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・ 端末追加及び配置位置の見直し

・ サマリ記載率向上への取り組み

・ を利用した業務改善の提案＆実施

医療情報管理室長 札 保廣

図書委員会

図書室の効果的活用・管理運営について検討するため，設置されている。

年度は，年 回 月， 月， 月 の開催となった。

普段から院内メールを活用し，意見集約・周知を図っている。

活動内容 購入図書の選定

寄贈図書の選定

洋・和雑誌の購入選定

医療系情報データベースの選定

図書室利用調査

長期貸出図書の管理

製本雑誌・単行書の除籍

延滞図書の督促 など

図書室 齋藤 なつき

教育学術研修委員会

委員構成

副院長兼医療教育局長 委員長 ，副院長兼小児医療がん研究センター長 副委員長 ，事務局長，看

護局長，各部署所属長等 名

開催回数

随時開催

主な活動・業務内容

職員に対する教育研修及び学術研究の推進及び資質向上を図ることを目的に，職員教育研修実施計

画を策定し，新規採用職員に対する集合オリエンテーション及び院内集談会等の院内研修を実施した。

また，職員の業務改善や患者サービスに寄与した業績に対して報告会や院内学術報告会を開催し，

表彰するとともに，姉妹提携病院であるカナダのアルバータ州立小児病院との交流研修の実施や，よ

り高い技術水準をめざし，職員を専門的な研修会，講習会，学会等に参加させるほか国内外の専門施

設の見学や実習に参加させた。

広報・ホームページ委員会

委員構成：委員長／小児総合診療部長，副委員長／事務局次長，経営企画課長，経営企画課員，各

部課 科 実務担当者

開催回数：随時 幹部会議内

活動内容：① ホームページの企画・管理運営 ② 院内情報掲示システムの構築・運営 ③ その他
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外広報の充実に係る調査・検討を主な業務として活動している。

主な活動内容としては，院外向けホームページの適宜修正や県内医療機関を対象とする院外向け広

報誌 こども病院だより の企画・編集を行い，年 回発行を行ったほか，院外向けホームページについ

ては，お知らせやできごとなどの情報発信を的確に行った。

環境美化委員会

委員構成：事務局長 委員長 ，第一医療局長 副委員長 ，各病棟看護師，外来看護師，各医療技術

部科員，総務課員，成育在宅支援室員，保育室員，施設管理課員

開催回数： 回

活動内容：環境美化を通した患者サービスの向上を目的として活動を行った。

主な内容は以下のとおり。

① 植栽による環境美化活動

年度に引き続き，水戸市植物公園のボランティアの協力を得て，春秋 回の植栽活動を

実施した。多くのボランティアと当院職員が一緒に，とても賑やかに行うことができた。

植え替え後の管理については，病院全体で取り組むことにし，その進行管理を委員会が行っ

たことで，職員の環境美化に対する意識の向上につながった。

ｱ 春の植栽活動

・参 加 者：職員 名，水戸市植物公園ボランティア 名 合計 名

・プランター数：大鉢 個，小鉢 個

ｲ 秋の植栽活動

・参 加 者：職員 名，水戸市植物公園ボランティア 名 合計 名

・プランター数：大鉢 個，小鉢 個

② 美術館茨城県児童作品 水戸市内小中学校の作品 を院内に展示

③ 筑波大学からの学術指導に基づくワークショップやアートイベントの開催

④ 年末の環境美化活動

委員と職員が敷地内のごみ拾いや病院周囲の舗道・道路側溝の清掃を実施した。

接遇委員会

委員構成

看護局長，総務課長，経営企画課長，医師 ，副看護師長，総務課員

開催回数

年 回

主な活動・業務内容

職員の接遇に対する意識を高め，接遇の改善とその向上を図ることを目的に，利用者の満足度調査

の計画・実施・改善策の検討・公表や，新規採用職員を対象とした研修会等を行った。

ハラスメント対策委員会

委員構成

事案毎に相談員 事務局長，第一医療局長及び看護局長 が所属長から 名以上 名以内の範囲で選任
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開催回数

事案発生時に相談員の判断で招集

主な活動・業務内容

職場における様々なハラスメントが発生した場合に相談又は苦情があった場合で，事実認定が困難

もしくは当事者に対する指導及び助言等では解決が困難と思料する事案に迅速に対処することを通じ

て，職員の働きやすい良好な職場環境を醸成することを目的としている。

年度は該当事案が発生しなかったため，委員会の開催はなかった。

医療ガス安全管理委員会

委員会構成

委員長 稲垣副院長 ，副委員長 事務局長 ，薬剤部長，総務課長，経営企画課長，麻酔科部長，看

護局長，施設管理課長

開催回数

年 回

主な活動・業務内容

本年度は実施しませんでした。

医療機器選定委員会

年度資産購入は，予算化された資産購入要望書の機種に変更があるものについては， 月に各部・

科 課 の長から提出された資産購入仕様および機種選定書に基づいて具体的な検討を行った。

資産購入に関する委員会を 回開催し，医療機器の必要性機種選定の妥当性等を審議した。その結果に

基づいて県病院局に購入依頼した。

月 保育器 他 件

月 心臓血管カテーテル装置

月 新生児用ファイバースコープ 他 件

月 ハイビジョンカメラシステム 他 件

月 セントラルモニタ 他 件

年度資産要望は， 月に各部署から資産購入要望書を提出させ，整理・調整の結果を， 月の予算

要望に関する委員会で審議した。その結果 件を県病院局に要望した。県病院局の査定の結果， 件の

全品目が認められたが予算金額の調整 ▲ があった。

病院機能評価委員会

委員構成

病院長，副院長，事務局長，第一医療局長，第二医療局長，看護局長，第一医療局次長，第二医療

局次長，総務課長，経営企画課長，各診療科部長，各医療技術部長，看護師長，医療安全管理者，診

療情報管理士，臨床工学技士

開催回数

病院機能評価認定時に開催 現在休止

主な活動・業務内容

年度は開催しておりません。
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第８節 視察・研修・見学

当院が行っている小児医療の実際や役割を県民や関係者に周知し，小児医療・小児保健に対する理解と関

心を高めるため，講義・ビデオ・病棟見学等により受入を行っている。

本県の小児医療を担う人材の育成を行うために，看護師を目指す看護学生の研修のみならず，将来小児科

医を目指す筑波大学の医学実習生や超音波診断室でのエコー研修，栄養士や診療放射線技師，理学療法士養

成校からの臨床実習，子ども療養支援士養成研修を受入れている。

視察・研修・見学状況 年度

対象

月

保 健 福 祉医 療関 係 者 学 生 等 実 習 生 一般・その他 計

件 数 延人数 件 数 延人数 件 数 延人数 件 数 延人数

．

．

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

視察・研修・見学状況 年度

対象

月

保 健 福 祉医 療関 係 者 学 生 等 実 習 生 一般・その他 計

件 数 延人数 件 数 延人数 件 数 延人数 件 数 延人数

．

．

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計

年度計
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第９節 院内訪問学級・院内保育所
１ 茨城県立こども病院訪問学級 茨城県立友部東特別支援学校

◇茨城県立友部東特別支援学校は県内で唯一の病弱虚弱教育の特別支援学校です。病気治療のため入院・

通院している児童生徒が治療を受けながら学べる学校です。

◇訪問学級は，県内の つの病院にあります。病院に か月以上入院している学齢期の児童生徒で，訪問

学級での学習を保護者が希望し，医師の許可が必要です。本校に転校し学習します。

◇病院との連携を大切にし，一人一人の病状や学習進度に配慮して学習を進めています。体調に応じて病

室のベッドサイドでも授業を受けることができます。

◇病状が改善し前籍校に戻る際，安心して復学ができるよう，学校と医療機関が連携して「医療と教育に

関する情報提供会議」を実施しています。

◇授業日は「月・火・木・金」週 日 分× 時限 です。

小学部

・ 年
国語 算数

生 活
図画工作 自立活動

～ 年 社会 理科 総合的な学習の時間

重 複 生活単元学習 自立活動

中学部

～ 年 国語 数学 社会 理科 英語 自立活動 総合的な学習の時間

重 複 生活単元学習 自立活動

高等部

重 複 生活単元学習 自立活動

◇在籍児童生徒数 年度 延数 名 前籍校へ転出 名

月

在籍数

教員数 名

【沿 革】

年 月 茨城県西茨城郡友部町町立友部小学校，宍戸中学校養護学級として県立教職員保養所内

に開設する。

年 月 茨城県立養護学校新設に伴い，養護学校友部分校となる。

年 月 校名変更により茨城県立水戸養護学校友部分校となる。

年 月 養護学校教育の義務制に伴い，在宅対象児の訪問教育を開始する。

年 月 茨城県立友部東養護学校として独立する。

年 月 筑波大学附属病院の入院対象児童生徒の訪問教育を開始する。

年 月 茨城県立こども病院の入院対象児童生徒の訪問教育を開始する。

年 月 茨城県立友部養護学校より高等部が移管される。

年 月 茨城県立友部病院 現茨城県立こころの医療センター の入院対象児童生徒の訪問教育

を開始する。

年 月 財 筑波学園病院の入院対象児童生徒の訪問教育を開始する。

年 月 土浦協同病院の入院対象児童生徒の訪問教育を開始する。

年 月 茨城県立医療大学付属病院の入院対象児童生徒の訪問教育を開始する。

年 月 創立 周年 独立 周年 記念式典を挙行する。 記念誌刊行

年 月 校名変更により茨城県立友部東特別支援学校となる。

訪問学級 中井 夏美
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２ 院内保育所 こやぎ保育園

当院に勤務する看護職員等が出産後も継続して勤務できる。また，当院の看護職員等の安定した雇用の

確保を図る目的により 年に院内に設置した。

保育所の運営は社会福祉法人白光福祉会が委託され，昼間・夜間保育を実施しきたが，社会福祉法人白

光福祉会が運営しているすみれ第二保育園が 年度 月に新築移転となり，院内保育園の保育は夜間

保育のみとし，昼間保育はすみれ第二保育園で認可保育として実施されるようになった。

―こやぎ保育園レポート―

【経 緯】

年 月 日 開園 定員 名

保育対象： 歳 産休明け から就学前まで

夜間保育：週 日 火･木曜日 ， 名程度

年 月 日 定員 名となる

※預託児数の増加に伴う入園児数の調整を図るため，預託年齢上限を就学前まで

から 歳児 満 歳に達した年度内 までに引き下げる

年 月 日 勤務外預託開始 深夜勤務前後どちらかに休息をとるため

年 月 日 夜間保育日数が増える

※週 日 火･木曜日 に加え，第 ･第 金曜日も実施

年 月 日 対象年齢の上限を 歳児までから再び就学前までに引き上げる

年 月 日 夜間保育

こやぎ保育園 こども病院内 で企業委託型保育として実施

※毎週 火･木曜日 及び，第 ･第 月曜日

※すみれ第二保育園からこやぎ保育園への移動は法人が車 タクシー で預託児

を搬送する

昼間保育

優先的にすみれ第二保育園 認可保育園 に入園できる

年 月 日 保育室移設の為，一時敷地内ファミリーハウスに移転する

年 月 日 新保育室で保育開始 看護師宿舎棟内 Ｆ

低年齢であり昼間を含め長時間保育児が多い事を踏まえ，環境その他に配慮し児童が安心して泊まれる

よう，安定した日課と家庭的な雰囲気を心がけている。

姉妹園で当園児が昼間登園している，すみれ第二保育園と同様の保育理念や保育目標・当園の保育方針

を立て，すみれ第二保育園との連携も大切にしている。

こどもが楽しく元気に毎日を送り，心身ともに健やかに成長していけることに加え，お母さん方 看護

師 が安心して仕事に専念できるように，私たち保育士は子ども達に負けない元気と明るい笑顔で保育に

あたるよう努めています。

【保育時間】

午後 時から午前 時まで

延長保育 院内研修，勉強会，グループ会，勤務が終わらない等の延長保育にも出来る限り対応している。

【食 事】

夕食・朝食はすみれ第二保育園で摂る。すみれ第二保育園の栄養士による手作り給食。
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【行 事】

夜間保育の中での行事は特に実施していないが，昼間保育 すみれ第二保育園 での行事に夜間保育担当

保育士も関わりを持ち，楽しさを共有している。

昼間保育 すみれ第二保育園

月 入園式

月 こどもの日の集い

月 プール開き

月 七夕集会・年長児ミニキャンプ 才児 ・夕涼み会

月 運動会

月 クリスマス会・餅つき

月 どんど焼き

月 豆まき大会

月 ひなまつり会・お別れ遠足

毎月 誕生会

年 回 親子遠足 春又は秋

＜その他＞

身体測定 毎月 ，防災訓練 夜間保育でも毎月実施

蟯虫検査 月， 月 ，内科健診 月， 月 歯科検診 月

◎ 年度は 月 日に 名入園し 名でスタートした

◎途中入園 名 年最終在籍 名 この内 名は実際の利用なし

◎退園 名

・途中退園 名 母産休及び育児休業

・年度末退園 名 就学 名・産休及び育児休業 名

【こやぎ保育園を巣立ったお友達】

年 月 日現在 名

※母が育児休暇等で一時退園している 名は除く

こやぎ保育園主任保育士 増渕 祐子
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第 節 医療事故等の状況

医療安全は，医療の質に関わる重要な課題である。また，安全な医療の提供は医療の基本となるものであ
り，職員が，医療安全の必要性・重要性を自分自身の課題と認識し，医療安全体制の確立を図り，安全な医
療の遂行を徹底することが最も重要である。このため当院は，医療安全委員会及び医療安全管理室を設置し，
各部署から報告されたインシデントレポート，合併症等報告などインシデント等の情報収集及び分析を行い，
医療安全のための具体的対策の検討・立案を行っているほか，医療安全マニュアル等により医療事故防止の
ための具体的注意事項や，医療事故発生時における対応・報告体制などについて，職員に周知徹底を行い，
医療安全に努めている。

また，当院では，医療における安全管理を向上させるとともに，病院運営の透明性を高め，県民から信頼
される県立病院とするため，「医療事故公表基準」を定め，それに基づき，医療事故の公表を行っている。

年度に当院で発生 判明 した医療事故 包括的公表事項 は，次のとおりである。
分 類 ﾚﾍﾞﾙ 件数 件

ＮＰＰＶ 非侵襲的陽圧換気療法 管理に係る医療事故 ｂ

人工心肺管理に係る医療事故 ｂ

気管挿管チューブ管理に係る医療事故 ｂ

腹腔鏡補助下鎖肛根治術に係る医療事故 ｂ

輸液管理に係る医療事故 ｂ

トイレ介助に係る医療事故 ｂ

合 計

備考
「医療事故公表基準」においては， 段階のインシデント及び医療事故のうち，レベル ｂ及び ａの医

療事故については，包括的に公表し，レベル ｂ及び の医療事故については，家族の同意を得たうえで
個別に公表することにしている。

インシデントレベル分類表

レベル
傷害の

継続性

傷害の

程度
傷害の内容

報告

様式

医療事故

判 定

提 出

期 限

―
エラーや医薬品・医療用具の不具合が見られたが，

患者には実施されなかった。苦情・クレームなど

イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

ｂ以上のインシデント

＊レベルの最終判定

＊医療事故の判定

を医療安全委員会で行う

医療事故の定義

医療側に過失あり

患者に ｂ以上の

傷害あり

上記 と に

因果関係がある

時間

以内
なし

患者への実害はなかった 何らかの影響を与えた

可能性は否定できない

一過性 軽度

処置や治療は行わなかった 患者観察の強化，バ

イタルサインの軽度変化，安全確認のための検査等

の必要性は生じた

ａ 一過性 中等度
簡単な処置や治療を要した 皮膚の縫合，鎮痛剤

の投与等

ｂ 一過性 高度
濃厚な処置や治療を要した バイタルサインの高度

変化，人工呼吸器の装着，手術，入院日数の延長等

即

一報後

速やか

に

ａ 永続的
軽度～

中等度

永続的な障害や後遺症が残り，有意な機能障害

や美容上の問題を伴わない

ｂ 永続的
中等度～

高度

永続的な障害や後遺症が残り，有意な機能障害や美

容上の問題を伴う

死亡
死亡 原疾患の自然経過によるものを除く
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第5章 研究・研修





第１節 業 績 

総 説・その他  

・ 矢内 俊裕 東間 未来 益子 貴行 【総排泄腔遺残症の手術】腸管を利用した腟形成術と膀胱拡大術 小児

外科 巻 号

・ 矢内 俊裕 東間 未来 益子 貴行 【ピーンチ 私はこうして切り抜けた】先天性胆道拡張症 腹腔鏡手術

中に膵内胆管が引き抜けた 小児外科 巻 号

・ 岩井 潤、矢内 俊裕 秋季シンポジウム記録：第 回日本小児外科学会秋季シンポジウム：シンポジウム

総排泄腔外反 日本小児外科学会誌 巻 号

・ 稲垣 隆介 【境界領域の診療】脳神経外科疾患 二分脊椎症 小児内科 巻 号

・ 塚越 祐太 【子どもの運動器障害 学校検診から日常診療まで】徴候・症状別の診察から診断まで 関節弛

緩 整形外科 巻 号

・ 武井 千惠子 【平常時とアウトブレイク時の対応ができる 院内エリア 部門別 はじめてさん の感染対策レ

クチャーブック】第 章 視点を理解しよう エリア 部門別 平常時とアウトブレイク発生時のポイント 共

通エリア 病棟 ポータブル検査 線・心電図・超音波 夏季増刊

・ 平賀 紀子 【子どもを自然災害から守るための備え】病院での備え 小児専門病院での災害の備えの実際と

課題 小児看護 巻 号

・ 札 保廣 【最新 の個性的運用と経営・運営効果】最新 導入の臨床・経営的貢献 小児専門病院での

高磁場 の導入を臨床・運用・経営支援面から説く 新医療 巻 号

・ 本元 強 河野 達夫 日木 あゆみ 診断につながるやさしい小児検査 第 回 やさしい小児 検査

巻 号

・ 本元 強 診療放射線技師のためのディープラーニングの基礎知識 日本放射線技術学会関東支部雑誌 第

号

・ 本元 強 河野 達夫 日木 あゆみ 診断につながるやさしい小児検査 第 回 やさしい小児 検査

巻 号

・ 本元 強 河野 達夫 日木 あゆみ 診断につながるやさしい小児検査 第 回 やさしい小児一般撮影 単純

線撮影 検査 巻 号
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・ 本元 強 河野 達夫 日木 あゆみ 診断につながるやさしい小児検査 第 回 やさしい ・ 検査技術

造影鎮静検査編 巻 号

・ 本元 強 畳み込みニューラルネットワークによる胸部画像抽出処理 日本放射線技術学会画像部会画像通

信 号

・ 本元 強 河野 達夫 日木 あゆみ 診断につながるやさしい小児検査 第 回 やさしい ・ 検査技術

新生児の検査編 巻 号

・ 本元 強 河野 達夫 日木 あゆみ 診断につながるやさしい小児検査 第 回 小児の画像検査総論

巻 号

論 文 (原著，症例報告)  

・ 星野 雄介 新井 順一 雪竹 義也 金井 雄 鎌倉 妙 新生児の気胸に対する肺超音波検査の有用性 日

本小児科学会雑誌 巻 号

・ 新井 順一 茨城県立こども病院 新生児科 宮園 弥生 茨城県の ウイルス流行パターンの検討とパリビ

ズマブ投与指針の作成 茨城県立病院医学雑誌 巻 号

・ 

・ 

・ 

・ 

’

・ 

‐
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・ 

・ 

・ 

・ ，

・ 

・ 石川 伸行，堀米 仁志，村上 卓，高橋 実穂，野崎 良寛，林 立申，塩野 淳子，平松 祐司，柳沢 裕美 左

単一冠動脈の拡張を伴い， 遺伝子異常が 認められた 症候群の 例 日本小児循環器学会誌

・ ‐

・ 

・ 

・ 神﨑 美玲，松田 諭，塩野 淳子 乳児の尾骨部に単発性の紅色結節として生じた伝染性軟属腫の 例 皮膚

科の臨床
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・ 

・ 

・ 

・ ， ， ， ， ， ， ，

・ 

・ 

・ 齊藤 綾子，泉 維昌，鈴木 竜太郎，塚越 隆司，林 立申，塩野 淳子，堀米 仁志，稲垣 隆介，濱田 陸，幡

谷 浩史，緒方 謙太郎，森貞 直哉，野津 寛大，飯島 一誠，須磨﨑 亮 急性心不全を契機に発見された頭

蓋外胚葉異形成（ ）の姉妹例 日本小児腎臓病学会雑誌

・ 田中 磨衣，大戸 達之，榎園 崇，田中 竜太，高田 英俊，福山型先天性筋ジストロフィーの小児臨床像 日

本小児科学会雑誌

・ 

・ 出澤 洋人，本山 景一，田中 竜太，鈴木 竜太郎，福島 富士子，岩崎 信明，小林 千恵，泉 維昌 非侵襲

的陽圧換気療法を導入した脊髄性筋萎縮症 型の 例 日本小児科学会雑誌
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・ 池邉 記士，塙 淳美，田中 竜太，福島 富士子，京戸 玲子，河野 達夫，高橋 幸利，泉 維昌 小脳腫脹が

急速に進行し救命できなかった急性小脳炎 日本小児科学会雑誌

・ 神崎 美玲，塚田 裕伍，京戸 玲子，泉 維昌，田中 竜太 トリソミー症候群の乳児に多発した稗粒腫の

例 皮膚科の臨床

・ 

・ 

）

・ 村井 健美，松井 基浩，東間 未来，小森 広嗣，湯坐 有希，堀越 裕歩 繰り返す重症感染症のため臍帯血

移植で治療した慢性肉芽腫症の 例 小児科臨床

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 黒木 崇子、塚越 祐太，辰村 正紀，木村 高志 水泳中の心肺停止を にて救命し得た 例 水と健康医

学研究会誌
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・ 辰村 正紀，奥脇 駿，蒲田 久典，塚越 祐太，平野 篤，山崎 正志 腰椎分離症 を超える復帰 不成

功例から学ぶ腰椎分離症の治療予後不良因子 日本整形外科スポーツ医学会雑誌

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 辰村 正紀，飛田 広大，武井 隼児，松浦 智史，照屋 翔太郎，奥脇 駿，河村 季生，江藤 文彦，塚越 祐太，

小川 健，万本 健生，平野 篤，山崎 正志 治療開始時の腰仙椎矢状面アライメントは第 腰椎分離症の治

療予後に影響をもたらすか？ 日本臨床スポーツ医学会誌

・ 奥脇 駿，辰村 正紀，飛田 広大，武井 隼児，松浦 智史，照屋 翔太郎，河村 季生，江藤 文彦，塚越 祐太，

小川 健，万本 健生，平野 篤，山崎 正志 発育期コリジョンスポーツ選手における腰椎分離症の解析 日

本臨床スポーツ医学会誌

学 会 発 表  

新 生 児 科 

・ 新井 順一 電子カルテ用ワクチン管理ソフトバーコードでリスク管理 第 回日本小児科学会 金沢

・ 星野 雄介 新井 順一，加藤 啓輔，鎌倉 妙，竹内 秀輔，金井 雄，雪竹 義也，吉見 愛，佐藤 琢郎，田川

学 エベロリムスの投与で救命できた新生児胃血管内皮腫の一例 第 回日本小児科学会 金沢

・ 星野 雄介 新井 順一， 日向 彩子， 鎌倉 妙， 竹内 秀輔， 雪竹 義也，今川 和生 先天性乳び胸腹水を

伴った 症候群の一例 第 回日本周産期・新生児医学会学術集会 松本
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・ 高橋 亮子 鎌倉 妙，飯島 将由，砂押 瑞史，淵野 玲奈，星野 雄介，梶川 大悟，雪竹 義也，新井 順一，

坂 由希子，阿部 正一 動脈管閉鎖術後 日目に左側乳び胸を発症した超低出生体重児の 例 第 回茨

城小児科学会 水戸

・ 飯島 将由 雪竹 義也，淵野 玲奈，鎌倉 妙，星野 雄介，梶川 大悟，新井 順一 児における高インス

リン性低血糖症の発症リスク因子の検討 第 回茨城小児科学会 水戸

・ ， ， ， ， ，

，

鹿児島

・ 梶川 大悟 新井 順一，淵野 玲奈，鎌倉 妙，星野 雄介，雪竹 義也 生後 週間以内の脳血流と 歳時神

経学的予後との関係 第 回日本新生児成育医学会・学術集会 鹿児島

・ 鎌倉 妙 新井 順一， 淵野 玲奈， 星野 雄介， 梶川 大悟， 雪竹 義也 クリップによる動脈管閉鎖術後

に重篤な合併症を発症した超低出生体重児の 例 第 回日本新生児成育医学会・学術集会 鹿児島

・ 竹内 秀輔 新井 順一， 永藤 元道， 日向 彩子， 鎌倉 妙， 星野 雄介， 雪竹 義也， 宮本 泰行 超低

出生体重児の出生時気管挿管確認に対する超音波検査 第 回日本新生児成育医学会・学術集会 鹿児島

・ 淵野 玲奈 新井 順一， 鎌倉 妙， 星野 雄介， 梶川 大悟， 雪竹 義也 感染後気瘤に対し ドレナージ

が奏功した超低出生体重児の 例 第 回日本新生児成育医学会・学術集会 鹿児島

・ 新井 順一 雪竹 義也， 梶川 大悟， 星野 雄介， 鎌倉 妙， 淵野 玲奈 早産が成長曲線の身体計測 ス

コアに与える影響 第 回日本新生児成育医学会・学術集会 鹿児島

小 児 科 

・ 三浦 隆介 齊藤 博大，佐藤 良滉，河合 慧，砂押 瑞史，出澤 洋人，池邉 記士，塚田 裕伍，本山 景一，

福島 富士子，小林 千恵，熊崎 香織，泉 維昌 による多発性肺膿瘍をきたした

基礎疾患のない小児例 第 回茨城小児科学会 つくば

・ 飯島 将由 齊藤 博大，佐藤 良滉，河合 慧，砂押 瑞史，出澤 洋人，池邉 記士，三浦 隆介，塚田 裕伍，

本山 景一，福島 富士子，小林 千恵，熊崎 香織，泉 維昌 発症早期に肺障害を合併した若年性皮膚筋炎の

例 第 回茨城小児科学会 つくば

・ 佐藤 良滉 池邉 記士，小林 千恵，壹岐 豊，飯島 将由，河合 慧，砂押 瑞史，出澤 洋人，塚田 裕伍，三

浦 隆介，齊藤 博大，本山 景一，福島 富士子，熊崎 香織，泉 維昌 ヌーナン症候群に合併した

類縁疾患の 例 第 回茨城小児科学会 水戸
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・ ， ， ， ， ，

第 回日本小児血液・がん学会学術集会 広島

・ ， ， ， ， ，

， ， ， ， ，

第 回日本小児血液・がん学会学術集会 広

島

・ 加藤 啓輔 吉見 愛，池邉 記士，小林 千恵，大谷 明夫，益子 貴行，東間 未来，矢内 俊裕

小池 和俊，圡田 昌宏 神経芽腫における 法を用いた 増幅ならびに 欠失の解析 特に骨髄転移

巣の解析に有用である 第 回日本小児血液・がん学会学術集会 広島

・ 小林 千恵 池邉 記士，渡辺 春美，吉見 愛，加藤 啓輔，小池 和俊，圡田 昌宏 小児がん治療経験者に発

症した二次がん 第 回日本小児血液・がん学会学術集会 広島

・ 吉見 愛 加藤 啓輔，池邉 記士，小林 千恵，小池 和俊，圡田 昌宏 難治再発性横紋筋肉腫に対するメト

ロノミック療法

第 回日本小児血液・がん学会学術集会 広島

・ 池邉 記士 小林 千恵，吉見 愛，加藤 啓輔，小池 和俊，泉 維昌，大谷 明夫，佐々木 正浩，河野 達夫，

圡田 昌宏 リンパ浮腫を背景に血管肉腫を発症したターナー症候群の 歳女児 第 回日本小児血液・が

ん学会学術集会 広島

・ 鮎沢 衛 阿部 淳，伊藤 秀一，加藤 太一，鎌田 政博，小林 徹，塩野 淳子，鈴木 啓之，須田 憲治，中村

常之，野村 裕一，濱田 洋通，深澤 隆治，古野 憲司，松裏 裕行，松原 知代，三浦 大，土屋 恵司，中村 好

一，高橋 啓 川崎病診断の手引き改訂第 版について 第 回日本小児科学会学術集会 金沢

・ 菊池 敏弘 林 立申 中村 昭宏 亀田 有里 山脇 英範 堀米 仁志 肥満小児に対する短期間の運動療法

がメタボリックシンドローム関連指標に与える影響 第 回日本小児科学会学術集会 金沢

・ 石津 智子 川上 康，町野 智子，山本 昌良，佐藤 希美，瀬尾 由広，家田 真樹，堀米 仁志 修正大血管

転位を見逃さないために 日本心エコー図学会学術集会第 回学術集会 松本

・ 石津 智子 川上 康，町野 智子，山本 昌良，佐藤 希美，瀬尾 由広，家田 真樹，堀米 仁志 成人体循環

右室の拡張機能評価と臨床的意義 日本心エコー図学会学術集会第 回学術集会 松本

・ 三好 剛一 稲村 昇，安河内 聰，堀米 仁志，与田 仁志，竹田津 未生，新居 正基，左合 治彦，前野 泰樹，

池田 智明 胎児頻脈性不整脈に対する経胎盤的抗不整脈薬投与に関する臨床試験－多施設共同試験－ 日

本超音波医学会第 回学術集会 東京
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・ 村上 卓 堀米 仁志 胎児心臓異常のスクリーニング 臨床現場の抱える課題は 胎児不整脈のスクリー

ニングと診断 日本超音波医学会第 回学術集会 東京

・ 齊藤 綾子 泉 維昌，鈴木 竜太郎，塚越 隆司，佐藤 琢郎，林 立申，塩野 淳子，堀米 仁志，稲垣 隆介，

濱田 陸，幡谷浩史，緒方謙太郎，森貞直哉，飯島一誠，須磨﨑 亮 心不全・腎不全で診断された頭蓋外胚

葉異形成（ ）の姉妹例 第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪

・ 出口 拓磨 嶋 侑里子，矢野 悠介，石踊 巧，榎本 有希，村上 卓，高橋 実穂，堀米 仁志，加藤 秀之，松

原 宗明，平松 祐司，寺内 真理子，太田 哲也，高田 英俊 川崎病の既往のある乳児特発性僧帽弁腱索断裂

の救命例 第 回茨城小児科学会 つくば

・ 會田 敏 吉田 健太郎，稲葉 武，青沼 和隆，堀米 仁志，野上 昭彦 心室性期外収縮に対する心磁図と

次元 画像の合成による非侵襲的マッピング法 第 回日本生体磁気学会大会 函館

・ 稲葉 武 會田 敏，吉田 健太郎，中澤 陽子，服部 愛，小松 雄樹，星 智也，石津 智子，佐藤 明，関口 幸

夫，渡邊 重行，川上 康，青沼 和隆，野上 昭彦，堀米 仁志，家田 真樹 筑波大学病院における心臓磁気

計測（心磁図）の臨床応用 第 回日本生体磁気学会大会 函館

・ 嶋 侑里子 堀米 仁志，矢野 悠介，石踊 巧，野崎 良寛，林 立申，村上 卓，高橋 実穂，高田 英俊 胎児

心疾患診断と管理における胎児心磁図の有用性 第 回日本生体磁気学会大会 函館

・ 園部 藍子 松原 宗明，石井 知子，米山 文弥，村上 卓，高橋 実穗，堀米 仁志，加藤 秀之，平松 祐司 当

院における乳幼児 の検討 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 横川 直人 三浦 大，住友 直文，澁谷 和彦，堀米 仁志，前野 泰樹 ヒドロキシクロロキンによる抗

抗体関連房室ブロックの再発予防 オンライン診療を用いた臨床試験 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 吉永 正夫 岩本 眞理，堀米 仁志，住友 直方，牛ノ濱 大也，泉田 直己，田内 宣生，阿部 勝己，長嶋 正

實 誘導（ 波）加算値による肥大型心筋症の早期診断に関する検討 第 回日本小児循環器学会 札

幌

・ 廣野 恵一 宮尾 成明，吉永 正夫，堀米 仁志，鮎澤 衛，安田 和志，立野 滋，岩本 真理，長嶋 正實，西

原 栄起，市田 蕗子 学校心臓検診から見た心筋緻密化障害の臨床像 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 髙橋 実穂 村上 卓，林 立申，野崎 良寛，加藤 愛章，堀米 仁志 胎児 延長症候群の診断と管理の問題

点 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 塩野 淳子 野崎 良寛，林 立申，堀米 仁志 心室中隔欠損症の診断年齢 第 回日本小児循環器学会 札

幌
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・ 野崎 良寛 加藤 愛章，鵜池 清，山村 健一郎，菊池 正広，大野 聖子，堀江 稔，堀米 仁志 変異

を有し左室心筋緻密化障害とカテコラミン誘発性多型心室頻拍の共表現型を呈した 例 第 回日本小児

循環器学会 札幌

・ 三浦 大 小林 徹 沼野 藤人 菅沼 栄介 三澤 正弘 土井 庄三郎 塩野 淳子 加藤 太一 古野 憲司

深澤 隆治 冠動脈瘤をともなう川崎病患者の多施設共同研究（ と ）：国際評価に挑む 第

回日本小児循環器学会 札幌

・ 林 立申 堀米 仁志，岩本 眞理，大橋 直樹，後藤 浩子，鈴木 嗣俊，高橋 一浩，三浦 大，吉永 正夫，住

友 直方 房室ブロックを呈するハイリスク先天性 延長症候群の胎児、新生児期からの管理 第 回日本

小児循環器学会 札幌

・ 岩本 眞理 吉永 正夫，堀米 仁志，住友 直方，牛ノ濱 大也，泉田 直己，田内 宣夫，長嶋 正實，米山 達

也，阿部 克己 調律異常・伝導異常の判定 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 牛ノ濱 大也 阿部 勝己，泉田 直己，岩本 眞理，住友 直方，田内 宣生，堀米 仁志，吉永 正夫，長嶋 正

實 抽出基準の改訂ポイント−電位異常の判定 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 泉田 直己 岩本 真理，堀米 仁志，住友 直方，牛ノ濱 大也，吉永 正夫，田内 宣生，阿部 勝己，長嶋 正

實 学校心臓検診における 上昇例の判定に関する検討 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 泉田 直己 岩本 真理，堀米 仁志，住友 直方，牛ノ濱 大也，吉永 正夫，田内 宣生，阿部 勝己，長嶋 正

實 心電図研究の経緯と方法 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 村上 卓 堀米 仁志，賀藤 均，掛江 直子 小児期心筋症、心筋炎に関する疫学調査：小児慢性特定疾病登

録データを用いた解析 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 櫨木 大祐 吉永 正夫，堀米 仁志，鮎澤 衛，安田 和志，小垣滋 豊，土井 庄三郎，立野 滋，岩本 眞理，

長嶋 正實 小児期肥大型心筋症の予後に与える学校心臓検診の影響－全国調査成績から－ 第 回日本小

児循環器学会 札幌

・ 堀米 仁志 野崎 良寛，安田 和志，西原 栄起，鮎澤 衛，小垣滋 豊，岩本 眞理，土井 庄三郎，大野 聖子，

住友 直方，吉永 正夫 小児期拡張型心筋症の臨床像および治療と予後 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 石踊 巧 野崎 良寛，嶋 侑里子，村上 卓，髙橋 実穂，町野 智子，石津 智子，廣野 恵一，市田 蕗子，堀

米 仁志 妊娠を契機に心尖部腔に血栓を形成した左室心筋緻密化障害類似疾患 第 回日本小児心筋疾患

学会学術集会 大阪

・ 野崎 良寛 塩野 淳子，林 立申，堀米 仁志，大谷 明夫 回の重症急性心筋炎を発症した症例 第 回日

本小児心筋疾患学会学術集会 大阪

・ 塩野 淳子 林 立申，村上 卓，堀米 仁志，磯部 剛志，坂 有希子，阿部 正一 当院におけるフォンタン手

術適応疾患例の治療成績 第 回茨城小児科学会 水戸
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・ 小山 裕太郎 小林 徹，沼野 藤人，菅沼 英介，古野 憲司，三澤 正弘，土井 庄三郎，塩野 淳子，加藤 太

一，深澤 隆治，三浦 大 冠動脈瘤をともなう川崎病患者のレジストリ研究 第 回日本川崎病学会 東京

・ 鮎沢 衛 阿部 淳，伊藤 秀一，加藤 太一，鎌田 政博，小林 徹，塩野 淳子，鈴木 啓之，須田 憲治，高橋

啓，土屋 恵司，中村 常之，中村 好一，野村 裕一，濱田 洋通，深澤 隆治，古野 憲司，松裏 裕行，松原 知

代，三浦 大 川崎病診断の手引き改訂 版の変更点について 第 回日本川崎病学会 東京

・ 

・ 

・ 堀米 仁志 石川 康宏，国分 則人，吉永 正夫，住友 直方，高橋 実穂，村上 卓，野崎 良寛，石踊 巧，嶋

侑里子，加藤 愛章，大野 聖子，堀江 稔，長嶋 正實 高精度心電図を用いた 症候群の

波形の解析 第 回日本小児心電学会学術集会 愛媛

・ 石津 智子 川松 直人，町野 智子，増田 慶太，堀米 仁志 成人未診断 をどう見つけどう管理するか

第 回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集会 東京

・ 川松 直人 石津 智子，福田 旭伸，木島 康文，椎名 由美，立野 滋，町野 智子，堀米 仁志，丹羽 公一郎，

家田 真樹 成人期 術後患者における の有効性と安全性の検討 第 回日本成人先天性心疾患

学会総会・学術集会 東京

・ 町野 智子 石津 智子，中澤 直美，川松 直人，矢野 悠介，野崎 良寛，高橋 実穂，堀米 仁志，家田 真樹

ファロー四徴症心内修復術後例における心エコー 評価の精度と限界ー心臓 との比較 第 回日本成人

先天性心疾患学会総会・学術集会 東京

・ 服部 正幸 石津 智子，山崎 浩，折居 大輔，下尾 知，川松 直人，町野 智子，町野 毅，増田 慶太，堀米

仁志，野上 昭彦，青沼 和隆，家田 真樹 傾向スコアマッチングを用いた解析

第 回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集会 東京

・ 村上 卓 堀米 仁志，高橋 実穂，野崎 良寛，矢野 悠介，嶋 侑里子，石踊 巧，森 健作 遺伝性出血性末

梢血管拡張症における多発性肺動静脈瘻に対し による経カテーテル塞栓術を施行

した小児例 第 回日本 学会学術集会 沖縄
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・ 林 立申 村上 卓，塩野 淳子，藤里 秀史，矢野 悠介，野崎 良寛，堀米 仁志 から

持続皮下注への切り替え後に肺動脈圧が著明に上昇した の 例 第 回日本小児肺循環研究会 東京

・ 沼本 真吾 倉橋 宏和，岩山 秀之，佐藤 敦志，久保田 雅也，椎原 隆，岡西 徹，田中 竜太，九鬼 一郎，

福山 哲弘，奥村 彰久 結節性硬化症における急性脳症／重症けいれん重積 第 報；発症群における臨床像

第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋

・ 沼本 真吾 倉橋 宏和，岩山 秀之，佐藤 敦志，久保田 雅也，椎原 隆，岡西 徹，田中 竜太，九鬼 一郎，

福山 哲広，柏木 充，奥村 彰久 結節性硬化症における急性脳症／重症けいれん重積 第 報；リスク因子

第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋

・ 神﨑 美玲 塚田 裕伍，京戸 玲子，泉 維昌，田中 竜太 トリソミー症候群の乳児に多発した稗粒腫の

例 第 回日本皮膚科学会総会 名古屋

・ 菊地 正広 田中 竜太，加藤 啓輔 ペランパネル投与により発作消失を認めた結節性硬化症の 例 第

回日本てんかん学会学術集会 神戸

・ 田中 竜太 本山 景一，泉 維昌 ヌシネルセン髄注によって肺炎をきたさなくなった脊髄性筋萎縮症 型の

例 第 回茨城小児神経内科外科懇話会（牧メモリアルカンファレンス） つくば

・ 塚田 裕伍 田中 竜太，竹内 秀輔，梶川 大悟，西野 一三 変異による重症乳児型ネマリンミオパ

チーの兄弟例 第 回茨城小児神経懇話会 つくば

・ 河合 慧 五十嵐 徹，飯島 将由，塚田 裕伍，鈴木 竜太郎，齊藤 博大，福島 富士子，泉 維昌，神﨑 美玲，

河野 達夫 急性間質性肺炎を伴い早期から多剤免疫抑制療法を導入した抗 γ抗体陽性若年性皮膚筋炎

の 歳女児例 第 回日本小児リウマチ学会総会・学術集会 札幌

・ 河合 慧 五十嵐 徹，池邉 記士，塚越 隆司，鈴木 竜太郎，齊藤 博大，泉 維昌，浅井 宣美 ，河野 達夫，

堀米 仁志 腎血管性高血圧を伴い、治療中に可逆性後頭葉白質脳症を発症した高安動脈炎に対し、トシリズ

マブを併用しながらステロイドを減量した 歳女児例 第 回日本小児リウマチ学会総会・学術集会 札幌

小 児 外 科 

・ 矢内 俊裕 益子 貴行，浅井 宣美，東間 未来，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 小児泌尿

器科領域における超音波検査 遠隔診断システムの有用性 第 回日本泌尿器科学会・茨城地方会 土

浦

・ 小坂 征太郎 益子 貴行，西塔 翔吾，根本 悠里，田中 尚，東間 未来，矢内 俊裕

の 例 第 回茨城外科学会 つくば
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・ 牛山 綾 千葉 史子，白根 和樹，田中 保成，相吉 翼，佐々木 理人，小野 健太郎，川上 肇，五藤 周，瓜

田 泰久，新開 統子，高安 肇，増本 幸二 一絨毛性双胎で一児が子宮内胎児死亡をきたし生存児が中腸欠

損による先天性短腸症候群であった 例 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 平井 みさ子 重症心身障害児（者）の呼吸障害～喉頭気管分離術の成否のポイント 第 回日本小児外科

学会学術集会 久留米

・ 平野 隆幸 金田 英秀，生田 稜，傳田 侑也，藤田 衣里，洞口 俊，小野 賀功，星 玲奈，吉澤 信輔，川島

弘之，大橋 研介，上原 秀一郎，越永 従道，荒川 歩，小川 千登世 小児 産生胃癌の１例 第 回日

本小児外科学会学術集会 久留米

・ 矢内 俊裕 浅井 宣美，札 保廣，東間 未来，益子 貴行，田中 尚，小坂 征太郎，根本 悠里，西塔 翔吾

を利用した超音波検査遠隔診断システムの有用性 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 矢内 俊裕 東間 未来，益子 貴行，田中 尚，小坂 征太郎，根本 悠里，西塔 翔吾 総排泄腔遺残および総

排泄腔外反におけるＱＯＬ向上を目指した尿路再建 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 益子 貴行 下高原 昭廣，東間 未来，矢内 俊裕，田中 尚，小坂 征太郎，根本 悠里，西塔 翔吾 細径デ

バイスを用いた胸腔鏡下右下葉切除術 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 益子 貴行 矢内 俊裕，東間 未来，田中 尚，小坂 征太郎，根本 悠里，西塔 翔吾，池田 太郎 確実で安

全な腹腔鏡下胆道拡張症手術を施行するための工夫：経管栄養チューブや胆道鏡の有用性 第 回日本小児

外科学会学術集会 久留米

・ 根本 悠里 東間 未来，益子 貴行，西塔 翔吾，小坂 征太郎，田中 尚，矢内 俊裕，浅井 宣美

待機中における糞石の有無による急性虫垂炎再発の検討 第 回日本小児外科学会学術集会

久留米

・ 根本 悠里 矢内 俊裕，東間 未来，益子 貴行，西塔 翔吾，小坂 征太郎，田中 尚 小児鈍的腹部外傷にお

ける手術に踏み切るタイミングに関する検討 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 小坂 征太郎 東間 未来，西塔 翔吾，根本 悠里，田中 尚，益子 貴行，矢内 俊裕，浅井 宣美

を用いた急性虫垂炎の新たな治療戦略 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 小坂 征太郎 益子 貴行，西塔 翔吾，根本 悠里，田中 尚，東間 未来，矢内 俊裕，浅井 宣美 精巣捻転

に対する による血流評価 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 西塔 翔吾 東間 未来，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚，益子 貴行，矢内 俊裕 稀な大腿筋膜下膿瘍の

乳児例 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米
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・ 田中 保成 増本 幸二，白根 和樹，相吉 翼，佐々木 理人，小野 健太郎，千葉 史子，五藤 周，瓜田 泰久，

新開 統子，高安 肇 胆道閉鎖症術後、自己肝での長期生存例に発症した肝細胞癌の一例 第 回日本小児

外科学会学術集会 久留米

・ 田中 尚 矢内 俊裕，西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎，益子 貴行，東間 未来 重症心身障碍児におけ

る噴門形成術と胃空腸吻合術に関する検討 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 田中 尚 西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎，益子 貴行，東間 未来，矢内 俊裕，泉 維昌，山本 真由 難

治性特発性乳び胸に対して経皮経腹的リンパ管塞栓術が有効であった重症心身障碍児の 例 第 回日本小

児外科学会学術集会 久留米

・ 東間 未来 矢内 俊裕，益子 貴行，田中 尚，小坂 征太郎，根本 悠里，西塔 翔吾

の功罪：すべての急性進行性虫垂炎に対する保存的治療の試み 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 東間 未来 矢内 俊裕，益子 貴行，田中 尚，小坂 征太郎，根本 悠里，西塔 翔吾，浅井 宣美，連 利博 胆

道閉鎖症における超音波検査所見： による肝内微小血管の形態的特徴

について 第 回日本小児外科学会学術集会 久留米

・ 根本 悠里 東間 未来，益子 貴行，西塔 翔吾，小坂 征太郎，田中 尚，矢内 俊裕，浅井 宣美 を用い

た精巣捻転の血流評価と手術所見 第 回日本超音波医学会 東京

・ 矢内 俊裕 東間 未来，益子 貴行，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾，浅井 宣美，田中 竜太，

加藤 啓輔，遠田 譲 結節性硬化症における診療連携：腎血管筋脂肪腫に対する動脈塞栓術の経験から 第

回東京小児外科研究会 東京

・ 矢内 俊裕 益子 貴行，牛山 綾，小坂 征太郎，田中 保成，平野 隆幸，東間 未来 症候群における

診断と治療 第 回日本泌尿器科学会茨城地方会 下都賀

・ 矢内 俊裕 益子 貴行，牛山 綾，小坂 征太郎，田中 保成，平野 隆幸，東間 未来 症候群における

診断と治療 第 回茨城小児科学会 つくば

・ 東間 未来 吉田 志帆，田中 尚，根本 悠里，西塔 翔吾，益子 貴行，矢内 俊裕 胆道閉鎖症における超音

波検査所見： による肝内微小血管の形態的特徴について 第 回茨

城小児科学会 つくば

・ 益子 貴行 矢内 俊裕，東間 未来，田中 尚，小坂 征太郎，根本 悠里，西塔 翔吾，河野 達夫 尿管瘤を

合併した右巨大尿管に対する術前画像診断の工夫 第 回日本小児放射線学会 神戸

・ 根本 悠里 矢内 俊裕，益子 貴行，西塔 翔吾，小坂 征太郎，田中 尚，東間 未来 急性腹症の精査中に判

明した 症候群の 例 第 回日本小児救急医学会 大宮

・ 小坂 征太郎 益子 貴行，西塔 翔吾，根本 悠里，田中 尚，東間 未来，矢内 俊裕，浅井 宣美 精巣捻転

に対する による血流評価 第 回日本小児放射線学会 神戸
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・ 西塔 翔吾 東間 未来，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚，益子 貴行，矢内 俊裕 炭酸飲料多量摂取後に

発症した幼児胃破裂の 例 第 回日本小児救急医学会 大宮

・ 西塔 翔吾 益子 貴行，矢内 俊裕，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚，東間 未来 尿道結石嵌頓に対する

経尿道的結石破砕術 第 回日本小児救急医学会 大宮

・ 田中 尚 西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎，益子 貴行，東間 未来，矢内 俊裕，泉 維昌，山本 真由 難

治性乳び胸に対し経皮経腹的リンパ管塞栓術が有効であった 例 第 回日本小児放射線学会 神戸

・ 東間 未来 矢内 俊裕，益子 貴行，田中 尚，小坂 征太郎，根本 悠里，西塔 翔吾 新生児・乳児に対する

気管内挿管のピットフォール～後天性喉頭気管狭窄症 ～ 第 回日本小児救急医学会 大宮

・ 矢内 俊裕 益子 貴行，牛山 綾，小坂 征太郎，田中 保成，平野 隆幸，東間 未来 小児水腎症に対する小

切開・後腹膜鏡補助下の腎盂形成術 第 回日本小切開・鏡視外科学会 大阪

・ 矢内 俊裕 東間 未来，益子 貴行，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 漏斗胸に対する小切開

創での胸骨挙上術 変法 第 回日本小切開・鏡視外科学会 大阪

・ 益子 貴行 矢内 俊裕，東間 未来，西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚 超低出生体重児におけ

る開腹手術の検討 第 回日本周産期・新生児学会 松本

・ 小坂 征太郎 益子 貴行，西塔 翔吾，根本 悠里，田中 尚，東間 未来，矢内 俊裕

の 例 第 回日本周産期・新生児学会 松本

・ 田中 尚 矢内 俊裕，東間 未来，益子 貴行，西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎 出生後早期に急速に進

行した急性腎障害に対して尿管皮膚瘻造設、腸瘻造設、血液透析により救命しえた 連合の 例 第

回日本周産期・新生児学会 松本

・ 平井 みさ子 東間 未来，矢内 俊裕，益子 貴行，田中 尚，小坂 征太郎，根本 悠里，西塔 翔吾

を伴う先天性喘鳴症例にみられた稀な喉頭気管病変～ の 例 第 回日本周

産期・新生児学会 松本

・ 浅井 宣美 矢内 俊裕，益子 貴行，西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚，東間 未来 小児泌尿

器科領域における超音波検査 遠隔診断システムの有用性 第 回日本小児泌尿器科学会 佐賀

・ 西塔 翔吾 矢内 俊裕，益子 貴行，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚，東間 未来 尿道結石嵌頓に対する

経尿道的結石破砕術 第 回日本小児泌尿器科学会 佐賀

・ 根本 悠里 矢内 俊裕，益子 貴行，西塔 翔吾，小坂 征太郎，田中 尚，東間 未来 症候群における

診断と治療 第 回日本小児泌尿器科学会 佐賀
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・ 矢内 俊裕 益子 貴行，西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚，東間 未来

による 評価の精度に関する検討 第 回日本小児泌尿器科学会 佐賀

・ 矢内 俊裕 益子 貴行，越智 崇徳，石山 明日香，山高 篤行 性分化疾患

：乳幼児の問題点と対処 第 回日本小児泌尿器科学会 佐賀

・ 益子 貴行 矢内 俊裕，西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚，東間 未来 非触知精巣に対する審

査腹腔鏡による術式決定に関する検討 第 回日本小児泌尿器科学会 佐賀

・ 益子 貴行 矢内 俊裕，西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚，東間 未来 越婢加朮湯が有用であ

った膀胱壁リンパ管異常の 例 第 回日本小児泌尿器科学会 佐賀

・ 小坂 征太郎 矢内 俊裕，益子 貴行，西塔 翔吾，根本 悠里，田中 尚，東間 未来，浅井 宣美 精巣捻転

に対する による血流評価 第 回日本小児泌尿器科学会 佐賀

・ 田中 尚 矢内 俊裕，益子 貴行，西塔 翔吾，根本 悠里，小坂 征太郎，東間 未来 出生後早期に急速に進

行した急性腎障害に対して尿管皮膚瘻造設、血液透析により救命しえた 連合の 例 第 回日本小

児泌尿器科学会 佐賀

・ 平野 隆幸 東間 未来，牛山 綾，小坂 征太郎，田中 保成，益子 貴行，矢内 俊裕 気管切開 気切 カニュ

ーレの圧迫により生じた気切部気管狭窄症の１例 第 回日本小児外科学会・関東甲信越地方会 越谷

・ 田中 保成 矢内 俊裕，益子 貴行，牛山 綾，小坂 征太郎，平野 隆幸，東間 未来 低形成腎および尿管異

所開口に合併した不完全 重複尿管の１例 第 回日本小児外科学会・関東甲信越地方会 越谷

・ 牛山 綾 矢内 俊裕，小坂 征太郎，田中 保成，平野 隆幸，益子 貴行，東間 未来 クラリーノ症候群術後

の難治性便秘症に対しモビコールが奏功した 例 第 回日本直腸肛門奇形研究会 大阪

・ 平野 隆幸 益子 貴行，牛山 綾，小坂 征太郎，田中 保成，東間 未来，矢内 俊裕 越婢加朮湯が有用であ

った膀胱壁リンパ管異常の 例 第 回日本小児漢方研究会 大阪

・ 西塔 翔吾 矢内 俊裕，益子 貴行，根本 悠里，小坂 征太郎，田中 尚，東間 未来 先天性処女膜閉鎖に起

因する子宮膣留血腫を呈した 例 第 回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会 大阪

・ 矢内 俊裕 東間 未来，益子 貴行，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 ルーピング法による胸

腔鏡下気胸手術 第 回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会 大阪

・ 矢内 俊裕 益子 貴行，東間 未来，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾，吉見 愛，小林 千恵，

加藤 啓輔，小池 和俊，土田 昌宏 思春期前の小児の精巣成熟奇形腫に対する精巣温存手術 第 回日本

小児内視鏡外科・手術手技研究会 大阪
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・ 益子 貴行 矢内 俊裕，東間 未来，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 化学療法後の胸腔内腫

瘍に対する胸腔鏡補助下肺部分切除術 第 回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会 大阪

・ 益子 貴行 矢内 俊裕，東間 未来，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 細径デバイスを用いた

腹腔鏡下腎摘除術 第 回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会 大阪

・ 小坂 征太郎 矢内 俊裕，益子 貴行，牛山 綾，田中 保成，平野 隆幸，東間 未来 細菌性髄膜炎後遺症に

よる神経因性膀胱に合併した両 症例に対する 向上を目指した尿路変更術 第 回日本小児内視鏡外

科・手術手技研究会 大阪

・ 田中 保成 矢内 俊裕，牛山 綾，小坂 征太郎，平野 隆幸，益子 貴行，東間 未来 腹壁破裂に対する臍帯

を用いない 腹壁閉鎖法 第 回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会 大阪

・ 東間 未来 平井 みさ子，矢内 俊裕，益子 貴行，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 型喉

頭気管食道裂に気管の分節型狭窄を合併した 例 第 回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会 大阪

・ 平井 みさ子 東間 未来，矢内 俊裕，益子 貴行，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 気管切

開後気管閉塞症例に対する気管形成術の工夫～肋軟骨による、気管前壁移植および側壁外ステント術 第

回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会 大阪

・ 田中 保成 東間 未来，牛山 綾，小坂 征太郎，平野 隆幸，益子 貴行，矢内 俊裕 除去に難渋した左気管

支内異物：デバイス選択の工夫 第 回日本小児呼吸器外科研究会 大阪

・ 東間 未来 矢内 俊裕，益子 貴行，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 動脈管閉鎖術後のクリ

ップが気管内に迷入した 例 第 回日本小児呼吸器外科研究会 大阪

・ 牛山 綾 矢内 俊裕，小坂 征太郎，田中 保成，平野 隆幸，益子 貴行，東間 未来 小児鈍的腹部外傷にお

ける保存的治療の適応に関する検討 第 回日本小児外科学会秋季シンポジウム 大阪

・ 平野 隆幸 東間 未来，牛山 綾，小坂 征太郎，田中 保成，益子 貴行，矢内 俊裕 ヘルニア門の小さい全

肝脱出巨大臍帯ヘルニアに対する治療戦略 第 回日本小児外科学会秋季シンポジウム 大阪

・ 小坂 征太郎 東間 未来，牛山 綾，田中 保成，平野 隆幸，益子 貴行，矢内 俊裕，本山 景一，菊地 斉 ド

クターヘリ出動症例における小児外傷：成人 との連携 第 回日本小児外科学会秋季シンポジウム 大

阪

・ 牛山 綾 矢内 俊裕，小坂 征太郎，田中 保成，平野 隆幸，益子 貴行，東間 未来 極低出生体重児の胎便

関連性イレウスに対する 第 回茨城外科学会 水戸

・ 益子 貴行 矢内 俊裕，東間 未来，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 腹腔鏡下に摘出した小

児後腹膜腫瘍の検討 第 回日本泌尿器科学会・茨城地方会 水戸

－239－



・ 小坂 征太郎 矢内 俊裕，益子 貴行，牛山 綾，田中 保成，平野 隆幸，東間 未来，浅井 宣美 精巣捻転

に対する による血流評価 第 回日本泌尿器科学会・茨城地方会 水戸

・ 牛山 綾 矢内 俊裕，後藤 悠大，小坂 征太郎，田中 保成，平野 隆幸，東間 未来 を

合併した重複肛門管の 例 第 回日本小児血液・がん学会学術集会 広島

・ 平野 隆幸 益子 貴行，牛山 綾，小坂 征太郎，田中 保成，東間 未来，矢内 俊裕 越婢加朮湯が有用であ

った膀胱壁リンパ管異常の 例 第 回日本小児血液・がん学会学術集会 広島

・ 矢内 俊裕 益子 貴行，東間 未来，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾，吉見 愛，小林 千恵，

加藤 啓輔，小池 和俊，土田 昌宏 小児の精巣成熟奇形腫に対する腫瘍核出術 第 回日本小児血液・が

ん学会学術集会 広島

・ 小坂 征太郎 矢内 俊裕，益子 貴行，牛山 綾，田中 保成，平野 隆幸，東間 未来，浅井 宣美

を用いた急性虫垂炎の血流評価 第 回日本小児超音波研究会 徳島

・ 牛山 綾 益子 貴行，後藤 悠大，小坂 征太郎，田中 保成，平野 隆幸，矢内 俊裕，東間 未来

を合併した重複肛門管の 例 第 回日本内視鏡外科学会 福岡

・ 平野 隆幸 益子 貴行，牛山 綾，小坂 征太郎，田中 保成，東間 未来，矢内 俊裕 越婢加朮湯が有用であ

った膀胱壁リンパ管異常の 例 第 回日本内視鏡外科学会 福岡

・ 益子 貴行 矢内 俊裕，東間 未来，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾 後腹膜鏡下腎盂形成術

の検討：小切開・後腹膜鏡補助下手術および開放手術との比較 第 回日本内視鏡外科学会 福岡

心臓血管外科  

・ 阿部 正一 坂 有希子，加藤 秀之，野崎 良寛，林 立申，塩野 淳子，堀米 仁志 左冠動脈肺動脈起始に対

する左冠動脈移植の工夫 第 回日本小児循環器学会 札幌

小児脳神経外科  

・ 

・ 田村 剛一郎 佐浦 南，稲垣 隆介 脊髄髄膜瘤とキアリ奇形 型に合併した重症チアノーゼ型息止め発作

の乳児例 第 回日本小児神経外科学会 新潟
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・ 

・ 稲垣 隆介 水戸地区の小児頭痛外来の特徴 第 回 茨城県頭痛研究会 水戸

・ 田村 剛一郎 稲垣 隆介 二分脊椎について 第二回 訪問看護ステーション・相談支援専門員向け小児在

宅医療勉強会 水戸

・ 

・ 

・ 田村 剛一郎 稲垣 隆介 急性脳症による重症脳浮腫に対する減圧開頭術の有効性 第 回茨城小児神経

内科外科懇話会 つくば

病 理 科 

・ 大谷 明夫 稲留 征典 佐藤 永一 はリンパ球浸潤癌とリンパ節の樹状細胞に陽性である 改訂版

第 回 日本病理学会総会 東京

・ 大谷 明夫 稲留 征典 佐藤 永一 リンパ球の多い癌間質では を欠いてい

る 第 回 日本病理学会総会 東京

整 形 外 科 

・ 塚越 祐太 亀ヶ谷 真琴，鎌田 浩史，山崎 正志 新鮮腰椎分離症に対するリハビリテーション治療による

腰椎アライメント変化の検討

第 回日本リハビリテーション医学会学術集会 神戸

・ 塚越 祐太 ソフトテニスで発症した腸骨稜骨端症の 例

第 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会 大阪

・ 塚越 祐太 木村 圭志，佐藤 雅之，星 徹，捧 陽介，島田 勇人，秋山 義人，野村 真船，生澤 義輔 胎児

期からの多数の骨折歴により高度な大腿骨楔状変形を来した骨形成不全症に対し 歳時に矯正骨切り術を行

った 例 第 回茨城県整形外科集談会 水戸
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・ 塚越 祐太 鎌田 浩史，木村 美緒，島田 勇人，生澤 義輔，山崎 正志 非常勤整形外科医が行ってきた小

児医療中核病院での乳児股関節二次検診の検討

’ 第 回日本股関節学会学術集会 宮

崎

・ 塚越 祐太 中嶋 康之，氷見 量，辰村 正紀，赤木 龍一郎，源 裕介，森田 光明 新鮮腰椎分離症の両側

例は腰痛発生から受診までの期間が長い 第 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 横浜

看 護 局 

・ 菊池 麻衣子 東間 未来 あらゆるストーマ装具の皮膚保護剤に皮膚障害が生じた一例 第 回日本小児ス

トーマ・排泄・創傷管理研究会 岡山

・ 柿﨑 靖子 藤岡 寛（茨城県立医療大学 教授） 先天性心疾患の子どものきょうだいの経験～経験を自己の

成長に繋げた 氏のライフストーリーの語りから～ 日本家族看護学会第 回学術集会 京都

・ 藤岡 寛 柿﨑 靖子 伊藤 伊織 湧水 理恵 海野 潔美 宮本 まり子 西垣 佳織 松野 明美 壹枝 聡恵 後藤

あゆみ 障害児のきょうだいへの支援～知見の統合をはかり、具体的方略を探る～ 日本家族看護学会第

回学術集会 京都

・ 大木 悟子 野村 卓哉，林 立申，吉澤 あやさ，山本 裕子，新井 順一 小児病院における （

）の活動報告～ 発足に向けた取り組み 第１報～ 第 回 医療の質・安全学会

学術集会 京都

・ 福島 純子 山﨑 幾世，勝扇 尚子 病院 ・ におけるアクション・カードを用いた教育の効果

～看護師の災害時の役割習得に向けて～ 第 回日本新生児看護学会 鹿児島

・ 桑名 仁美 羽龍 幸栄 平賀 紀子 病院救急外来受診者の実態調査－保護者が参考にした医療情報資源と

受診の判断－ 年度 茨城県看護研究学会 水戸

・ 菊池 麻衣子 塚越 祐太，勝田 絵梨，東間 未来，益子 貴行，田村 剛一郎，稲垣 隆介，当院における二分

脊椎外来の取り組みに関する検討 第 回関東小児整形外科研究会 東京

医 療 技 術 局

・ 魚住 春日

第 回

日本放射線技術学会総会学術大会 横浜
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・ 魚住 春日

–

・ 魚住 春日 松原 尚輝 寺本 篤司 日木 あゆみ 本元 強 河野 達夫 齋藤 邦明 藤田 広志

を用いた小児胸部 線画像における肺領域の自動抽出 第 回 日本医用画像工学会大会 奈良

・ 加藤 綾華 本元 強 を用いた 撮像の検討 第 回日本放射線技術学会関東支部

研究発表大会 千葉

・ 加藤 綾華 本元 強 の精度管理ファントムの検討 第 回日本放射線技術学会関東支部

研究発表大会 千葉

・ 加藤 綾華 本元 強 圧縮センシング画像に対するカラーマップを用いた画像比較の検討 第 回日本放射

線技術学会関東支部研究発表大会 千葉

・ 日木 あゆみ 本元 強 圧縮センシング撮像画像に対する物理評価法の基礎的検討 第 回日本放射線技術

学会関東支部研究発表大会 千葉

・ 奥村 英一郎 坂井 上之，鈴木 伸忠，本元 強，東川 拓治 石田 隆行 視線計測器を用いた腹部 画像の

読影手法の検討 第 回日本放射線技術学会関東支部研究発表大会 千葉

・ 浅井 宣美 貴達 俊徳，東間 未来，益子 貴行，矢内 俊裕 超音波検査 による急性陰嚢症の鑑別診断 第

回日本小児超音波研究会学術集会 徳島

・ 布村 仁亮 こども専門病院におけるニプロ社製輸液ポンプ への機種変更の経験 第 回日本臨床

工学会 岩手

・ 野村 卓哉，特別支援学校教員の在宅人工呼吸器を使用する生徒の受け入れに関する不安 第 回日本臨床

工学会 岩手

・ 野村 卓哉，テキストマイニングを用いた臨床工学技士の研究動向の分析 日本臨床工学会での演題発表につ

いて 第 回茨城県臨床工学会 茨城

・ 布村 仁亮 ，小児専門病院における在宅人工呼吸器の選択 ～リスクヘッジの観点から～ 第 回茨城県臨

床工学会 茨城

・ 野村 卓哉 布村 仁亮 臨床工学技士による小児在宅人工呼吸器患者の退院前訪問内容の検討 第 回日

本呼吸療法医学会学術集会 大阪

・ 布村 仁亮 ，イワキ株式会社製「 フルフェイスマスク ミニ」の使用経験 第 回日本呼吸療法医学

会学術集会 大阪
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・ 野村 卓哉 布村 仁亮 臨床工学技士を当事者とした人工心肺関連インシデントの分析 第一報 日本医療

機能評価機構の公開データの活用 第 回日本体外循環技術医学会大会 愛知

・ 野村 卓哉 布村 仁亮 小児専門病院における在宅人工呼吸器に関連したインシデントの分析 第 回医療

の質・安全学会学術集会 京都

・ 横川 忠一 肥田 浩佳，池邉 記士，助川 岩央 人工呼吸器のリーク許容範囲警報が挿管チューブの入れ替

えの指標として有効であった１例 第 回日本集中治療医学会学術集会 愛知

・ 伍藤 新平 林 立申 塩田 逸人 勝田 絵梨 稲川 恵 野崎 良寛 鈴木 竜太郎 小池 和俊 須磨﨑亮

小児患者における呼吸理学療法は横隔膜運動を改善する 第 回日本小児科学会学術集会 石川

・ 勝田 絵梨 塩田 逸人 伍藤 新平 稲川 恵 小松 加代子 西原 久恵 小池 和俊 田村 剛一郎 稲垣

隆介 病態認識の乏しい二分脊椎症女児に対する装具の工夫 第 回日本二分脊椎研究会 宮城

学 会・その他  

・ 須磨﨑 亮 日本消化器関連学会機構、日本肝臓学会共催 市民公開講座 おとなとこどものための肝ぞう教

室 座長 水戸

・ 須磨﨑 亮，第 回 武蔵野小児肝臓病懇話会 座長 東京

・ 小林 千恵 第 回茨城県がん生殖医療ネットワークシンポジウム 第 部 茨城県のがん生殖医療ネットワ

ークの現状 座長 つくば

・ 塩野 淳子 第 回日本小児科学会 循環器：グレン・フォンタン 座長 金沢

・ 堀米 仁志 第 回茨城小児科学会 教育講演 「小児の高血圧 ～臓器としての血管～」 座長 つくば

・ 塩野 淳子 第 回日本小児循環器学会総会・学術集会 ポスターセッション 電気生理学・不整脈 座

長 札幌

・ 堀米 仁志 第 回日本小児循環器学会総会・学術集会 シンポジウム 「胎児徐脈性不整脈の胎児治療と

ハイリスク症例への対応」 座長 札幌

・ 塩野 淳子 第 回日本小児循環器学会総会・学術集会 ポスターセッション 術後遠隔期・合併症・発

達 座長 札幌
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・ 堀米 仁志 第 回日本小児循環器学会総会・学術集会 会長要望演題「新しい不整脈診断と治療」 座長

札幌

・ 堀米 仁志 第 回日本小児循環器学会総会・学術集会 心電図研究会・日本小児循環器学会学校検診部会

合同セッション 座長 札幌

・ 塩野 淳子 第 回日本小児心筋疾患学会 一般演題 心筋炎 座長 大阪

・ 田中 竜太 第 回茨城小児科学会 教育講演 「小児神経難病に対する新しい治療法〜脊髄性筋萎縮症の

疾患修飾薬について〜」 座長 つくば

・ 岩渕 恵美 第 回茨城小児科学会 一般演題（神経・感染） 座長 札幌

・ 福島 富士子 第 回茨城小児神経懇話会 一般演題 セッションⅠ 座長 つくば

・ 矢内 俊裕 第 回日本小児外科学会 一般演題 泌尿器 座長 久留米

・ 東間 未来 第 回日本小児外科学会 ポスター 消化管 座長 久留米

・ 東間 未来 第 回日本小児ストーマ・排泄・創傷管理研究会 要望演題 ストーマ再造設 座長 岡山

・ 東間 未来 第 回直腸肛門奇形研究会 セッション 総排泄腔遺残・長期フォロー 座長 大阪

・ 東間 未来 第 回日本小児呼吸器外科研究会 セッション 肺気腫・肺嚢胞・異物 座長 大阪

・ 矢内 俊裕 第 回日本泌尿器科学会茨城地方会 特別講演 座長 水戸

・ 矢内 俊裕 第 回日本内視鏡外科学会 ワークショップ 小児水腎症に対するアプローチ法 座長 福

岡

・ 稲垣 隆介 第 回茨城県頭痛研究会 特別講演 座長 水戸

・ 稲垣 隆介 第 回茨城県頭痛研究会 代表世話人 水戸

・ 稲垣 隆介 第 回日本小児神経外科学会学術集会 座長 新潟

・ 本元 強 第 回 ＤＲ連合フォーラム 教育講演 ・教育講演 座長 東京

・ 布村 仁亮 第 回日本臨床工学会 血液浄化 座長 岩手

・ 布村 仁亮 第 回日本体外循環技術医学会 小児 座長 愛知
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・ 黒澤 奈々子 日本家族心理学会第 回大会 臨床の美とスピリチュアリティ シンポジウム 盛岡

・ 加藤 かな江 第 回済生会学会 ポスター 「栄養 」 座長 新潟市

講 演・その他  

・ 須磨﨑 亮 ファシリテータ 茨城県医師会 第 回 男女共同参画フォーラム，水戸

・ 宮本 泰行 予防接種の考え方と必要性－こどもだけでなく大人にも－ 茨城県保険医協会研究会 医師･医

療従事者向け 水戸

・ 小林 千恵 ファシリテータ 茨城県緩和ケア研修会，つくば

・ 小林 千恵 小児がん・血液疾患における妊孕性温存の現状と課題 第 回茨城県がん生殖医療ネットワーク

シンポジウム「がん生殖医療総論」，水戸

・ 小林 千恵 悪性新生物について 年度患者・家族教室 小児慢性特定疾病児童等とその保護者および関

係職員 那珂

・ 小林 千恵 ファシリテータ 緩和ケア研修会 境

・ 小林 千恵 ファシリテータ 緩和ケア研修会 阿見

・ 小林 千恵 ファシリテータ 茨城県緩和ケア研修会 ひたちなか

・ 小林 千恵 小児がんの移行期医療 茨城小児在宅医療シンポジウム ―移行期医療― 水戸

・ 小林 千恵 ファシリテータ 緩和ケア研修会 笠間

・ 小林 千恵 ファシリテータ 年度第 回小児医療に携わる医師に対する緩和ケア研修会（ ）

東京

・ 堀米 仁志 心臓病児者の日常生活の注意点 全国心臓病の子供を守る会 北関東北陸ブロック交流会

日立

・ 野崎 良寛 小児の高血圧～臓器としての血管～ 第 回茨城小児科学会 教育講演 つくば

・ 堀米 仁志 講義 「遺伝性不整脈の胎児診断」 第 回心臓病胎児診断症例報告会 横浜

・ 塩野 淳子 心室中隔欠損症の診断契機と 診断年齢 第 回茨城小児循環器研究会 つくば
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・ 堀米 仁志 房室ブロック（ 度～ 度）の胎児診断と管理 第 回「レベル 胎児心エコー講習会」 東

京（ 配信あり）

・ 堀米 仁志 先天性心疾患の移行期医療 茨城小児在宅医療シンポジウム ―移行期医療―，水戸

・ 田中 竜太 年度教育事務所における医師による相談事業 担当医師 茨城県教育委員会，鉾田

， ，

・ 田中 竜太 年度専門医による心の健康相談事業 担当医師 茨城県教育研修センター，笠間

・ 田中 竜太 年度特別支援教育充実事業特別支援教育専門家派遣 担当医師 茨城県立鹿島特別支援学

校，行方 ，

・ 田中 竜太 当院におけるてんかん診療と重心施設の連携 茨城県医療型入所 施設の医療・福祉 連携の会，

水戸

・ 田中 竜太，福島 富士子 神経疾患、医療的ケア児の移行期支援 茨城小児在宅医療シンポジウム ―移行

期医療―，水戸

・ 福島 富士子 かかりつけ医等発達障害対応力向上研修事業 茨城県医師会，水戸

・ 田中 竜太，本山 景一，泉 維昌 ヌシネルセン髄注によって肺炎をきたさなくなった脊髄性筋萎縮症 型の

例 第 回茨城小児神経内科外科懇話会（牧メモリアルカンファレンス） つくば

・ 矢内 俊裕 胆道閉鎖症 第 回日本小児外科学会・卒後教育セミナー 学会員 医師 久留米

・ 東間 未来 創傷治癒の基礎知識・創傷治癒の機序 第 回日本小児ストーマ・排泄・創傷管理セミナー 学

会員 医師・看護師など 岡山

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 稲垣 隆介 目で見る脳外科、分かっていること、分かっていないこと 第 回小児神経セミナー 千葉
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・ 加藤 綾華 当院での頭部 検査について 日本小児放射線技術研究会シンポジウム前抄録 第 号 診

療放射線技師

・ 加藤 綾華 当院での頭部 検査について 第 回日本小児放射線技術研究会 診療放射線技師 横浜

・ 日木 あゆみ やさしい小児検査のコツ ～ ・ ・一般撮影～ 第 回茨城 技術研究会 診療放射線技

師、医用機器メーカー等 土浦

・ 本元 強 画像をみてみよう（実習） 日本放射線技術学会関東支部平成３ 年度関東 研究会蓼科セミナー

診療放射線技師 長野

・ 本元 強 小児撮影の撮影は苦手！ 工夫とコツを教えます！ 日本放射線技術学会関東支部平成３ 年度第

回関東 研究会 診療放射線技師 神奈川

・ 本元 強 小児撮影のきほんのキホンの基本 日本放射線技術学会関東支部平成３ 年度第 回関東 研究会

診療放射線技師 山梨

・ 本元 強，「 データベースではじめる 」畳み込みニューラルネットワークによる胸部領域

抽出処理 第 回日本放射線技術学会秋季学術大会 画像部会セミナー 診療放射線技師 大阪

・ 加藤 綾華 当院での頭部 検査について 日本小児放射線技術研究会シンポジウム後抄録 第 号 診

療放射線技師

・ 野村 卓哉 在宅人工呼吸器の取り扱いについて 第 回訪問看護ステーション・相談支援専門員向け小児在

宅医療勉強会 訪問看護ステーション・相談支援専門員 水戸

・ 加藤 かな江 食物アレルギー児に安全な食事を提供するために 茨城県内保健師・管理栄養士・栄養士、保

育教育施設の保健福祉担当者 水戸

・ 加藤 かな江 食物アレルギー児に安全な食事を提供するために 筑西保健所・古河保健所管内給食施設給

食従事者 古河

・ 森山 理恵 病状に適した栄養指導 新規採用栄養教諭 水戸

・ 加藤 かな江 小児領域に関する栄養管理，アール医療福祉専門学校 理学療法士科 作業療法士科 学生 土

浦

・ 加藤 かな江 アレルギー食品について，一般住民 水戸

・ 森山 理恵 食物アレルギー～食事で気をつけることは～， 一般住民 水戸
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・ 松井 基子 チャイルド・ライフ・スペシャリストの実践報告 病気や障害を抱えるこどもたちの今と未来を

考えるワークショップ 東京，東京

出 演  

・ 須磨﨑 亮 水戸放送局，いば 「新型コロナウイルス感染症について」

茨城県小児地域医療教育ステーション （再掲） 

総 説・その他  

・ 塚越 祐太 【子どもの運動器障害 学校検診から日常診療まで】徴候・症状別の診察から診断まで 関節弛

緩 整形外科 巻 号

論 文 (原著，症例報告)  

・ 

‐

・ 

・ 石川 伸行，堀米 仁志，村上 卓，高橋 実穂，野崎 良寛，林 立申，塩野 淳子，平松 祐司，柳沢 裕美 左

単一冠動脈の拡張を伴い， 遺伝子異常が認められた 症候群の 例 日本小児循環器学会雑誌

・ ‐

・ 
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・ 

・ 

・ 

・ 

，

・ 

・ 

・ 

・ 齊藤 綾子，泉 維昌，鈴木 竜太郎，塚越 隆司，林 立申，塩野 淳子，堀米 仁志，稲垣 隆介，濱田 陸，幡

谷 浩史，緒方 謙太郎，森貞 直哉，野津 寛大，飯島 一誠，須磨﨑 亮 急性心不全を契機に発見された頭

蓋外胚葉異形成（ ）の姉妹例 日本小児腎臓病学会雑誌

・ 田中 磨衣，大戸 達之，榎園 崇，田中 竜太，高田 英俊 福山型先天性筋ジストロフィーの小児臨床像 日

本小児科学会雑誌
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・ 

・ 池邉 記士，塙 淳美，田中 竜太，福島 富士子，京戸 玲子，河野 達夫，高橋 幸利，泉 維昌 小脳腫脹が

急速に進行し救命できなかった急性小脳炎 日本小児科学会雑誌

・ 出澤 洋人，本山 景一，田中 竜太，鈴木 竜太郎，福島 富士子，岩崎 信明，小林 千恵，泉 維昌 非侵襲

的陽圧換気療法を導入した脊髄性筋萎縮症 型の 例 日本小児科学会雑誌

・ 神崎 美玲，塚田 裕伍，京戸 玲子，泉 維昌，田中 竜太 トリソミー症候群の乳児に多発した稗粒腫の

例 皮膚科の臨床

・ 黒木 崇子，塚越 祐太，辰村 正紀，木村 高志 水泳中の心肺停止を にて救命し得た 例 水と健康医

学研究会誌

・ 辰村 正紀，奥脇 駿，蒲田 久典，塚越 祐太，平野 篤，山崎 正志 腰椎分離症 を超える復帰 不成

功例から学ぶ腰椎分離症の治療予後不良因子 日本整形外科スポーツ医学会雑誌

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 辰村 正紀，飛田 広大，武井 隼児，松浦 智史，照屋 翔太郎，奥脇 駿，河村 季生，江藤 文彦，塚越 祐太，

小川 健，万本 健生，平野 篤，山崎 正志 治療開始時の腰仙椎矢状面アライメントは第 腰椎分離症の治

療予後に影響をもたらすか？ 日本臨床スポーツ医学会誌

・ 奥脇 駿，辰村 正紀，飛田 広大，武井 隼児，松浦 智史，照屋 翔太郎，河村 季生，江藤 文彦，塚越 祐太，

小川 健，万本 健生，平野 篤、山崎 正志 発育期コリジョンスポーツ選手における腰椎分離症の解析 日

本臨床スポーツ医学会誌
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学 会 発 表  

・ 三浦 隆介 齊藤 博大，佐藤 良滉，河合 慧，砂押 瑞史，出澤 洋人，池邉 記士，塚田 裕伍，本山 景一，

福島 富士子，小林 千恵，熊崎 香織，泉 維昌 による多発性肺膿瘍をきたした

基礎疾患のない小児例 第 回茨城小児科学会 つくば

・ 飯島 将由 齊藤 博大，佐藤 良滉，河合 慧，砂押 瑞史，出澤 洋人，池邉 記士，三浦 隆介，塚田 裕伍，

本山 景一，福島 富士子，小林 千恵，熊崎 香織，泉 維昌 発症早期に肺障害を合併した若年性皮膚筋炎の

例 第 回茨城小児科学会 つくば

・ 佐藤 良滉 池邉 記士，小林 千恵，壹岐 豊，飯島 将由，河合 慧，砂押 瑞史，出澤 洋人，塚田 裕伍，三

浦 隆介，齊藤 博大，本山 景一，福島 富士子，熊崎 香織，泉 維昌 ヌーナン症候群に合併した

類縁疾患の 例 第 回茨城小児科学会 水戸

・ 
神経芽腫における 法を用いた 増幅ならびに 欠失の解析 特に骨髄転移巣の解析に有用である

第 回日本小児血液・がん学会学術集会 広島

・ 小林 千恵 池邉 記士，渡辺 春美，吉見 愛，加藤 啓輔，小池 和俊，圡田 昌宏 小児がん治療経験者に発

症した二次がん 第 回日本小児血液・がん学会学術集会 広島

・ 池邉 記士 小林 千恵，吉見 愛，加藤 啓輔，小池 和俊，泉 維昌，大谷 明夫，佐々木 正浩，河野 達夫，

圡田 昌宏 リンパ浮腫を背景に血管肉腫を発症したターナー症候群の 歳女児 第 回日本小児血液・が

ん学会学術集会 広島

・ 石津 智子 川上 康，町野 智子，山本 昌良，佐藤 希美，瀬尾 由広，家田 真樹，堀米 仁志 修正大血管

転位を見逃さないために 日本心エコー図学会学術集会第 回学術集会 松本

・ 石津 智子 川上 康，町野 智子，山本 昌良，佐藤 希美，瀬尾 由広，家田 真樹，堀米 仁志 成人体循環

右室の拡張機能評価と臨床的意義 日本心エコー図学会学術集会第 回学術集会 松本

・ 三好 剛一 稲村 昇，安河内 聰，堀米 仁志，与田 仁志，竹田津 未生，新居 正基，左合 治彦，前野 泰樹，

池田 智明 胎児頻脈性不整脈に対する経胎盤的抗不整脈薬投与に関する臨床試験－多施設共同試験－ 日

本超音波医学会第 回学術集会 東京

・ 村上 卓 堀米 仁志 胎児心臓異常のスクリーニング 臨床現場の抱える課題は 胎児不整脈のスクリー

ニングと診断 日本超音波医学会第 回学術集会 東京

・ 出口 拓磨 嶋 侑里子，矢野 悠介，石踊 巧，榎本 有希，村上 卓，高橋 実穂，堀米 仁志，加藤 秀之，松

原 宗明，平松 祐司，寺内 真理子，太田 哲也，高田 英俊 川崎病の既往のある乳児特発性僧帽弁腱索断裂

の救命例 第 回茨城小児科学会 つくば
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・ 會田 敏 吉田 健太郎，稲葉 武，青沼 和隆，堀米 仁志，野上 昭彦 心室性期外収縮に対する心磁図と

次元 画像の合成による非侵襲的マッピング法 第 回日本生体磁気学会大会 函館

・ 稲葉 武 會田 敏，吉田 健太郎，中澤 陽子，服部 愛，小松 雄樹，星 智也，石津 智子，佐藤 明，関口 幸

夫，渡邊 重行，川上 康，青沼 和隆，野上 昭彦，堀米 仁志，家田 真樹 筑波大学病院における心臓磁気

計測（心磁図）の臨床応用 第 回日本生体磁気学会大会 函館

・ 嶋 侑里子 堀米 仁志，矢野 悠介，石踊 巧，野崎 良寛，林 立申，村上 卓，高橋 実穂，高田 英俊 胎児

心疾患診断と管理における胎児心磁図の有用性 第 回日本生体磁気学会大会 函館

・ 園部 藍子 松原 宗明，石井 知子，米山 文弥，村上 卓，高橋 実穗，堀米 仁志，加藤 秀之，平松 祐司 当

院における乳幼児 の検討 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 横川 直人 三浦 大，住友 直文，澁谷 和彦，堀米 仁志，前野 泰樹 ヒドロキシクロロキンによる抗

抗体関連房室ブロックの再発予防 オンライン診療を用いた臨床試験 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 吉永 正夫 岩本 眞理，堀米 仁志，住友 直方，牛ノ濱 大也，泉田 直己，田内 宣生，阿部 勝己，長嶋 正

實 誘導（ 波）加算値による肥大型心筋症の早期診断に関する検討 第 回日本小児循環器学会 札

幌

・ 林 立申 堀米 仁志，岩本 眞理，大橋 直樹，後藤 浩子，鈴木 嗣俊，高橋 一浩，三浦 大，吉永 正夫，住

友 直方 房室ブロックを呈するハイリスク先天性 延長症候群の胎児，新生児期からの管理 第 回日本

小児循環器学会 札幌

・ 廣野 恵一 宮尾 成明，吉永 正夫，堀米 仁志，鮎澤 衛，安田 和志，立野 滋，岩本 真理，長嶋 正實，西

原 栄起，市田 蕗子 学校心臓検診から見た心筋緻密化障害の臨床像 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 髙橋 実穂 村上 卓，林 立申，野崎 良寛，加藤 愛章，堀米 仁志 胎児 延長症候群の診断と管理の問題

点 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 岩本 眞理 吉永 正夫，堀米 仁志，住友 直方，牛ノ濱 大也，泉田 直己，田内 宣夫，長嶋 正實，米山 達

也，阿部 克己 調律異常・伝導異常の判定 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 牛ノ濱 大也 阿部 勝己，泉田 直己，岩本 眞理，住友 直方，田内 宣生，堀米 仁志，吉永 正夫，長嶋 正

實 抽出基準の改訂ポイント−電位異常の判定 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 泉田 直己 岩本 真理，堀米 仁志，住友 直方，牛ノ濱 大也，吉永 正夫，田内 宣生，阿部 勝己，長嶋 正

實 学校心臓検診における 上昇例の判定に関する検討 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 泉田 直己 岩本 真理，堀米 仁志，住友 直方，牛ノ濱 大也，吉永 正夫，田内 宣生，阿部 勝己，長嶋 正

實 心電図研究の経緯と方法 第 回日本小児循環器学会 札幌
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・ 野崎 良寛 加藤 愛章，鵜池 清，山村 健一郎，菊池 正広，大野 聖子，堀江 稔，堀米 仁志 変異

を有し左室心筋緻密化障害とカテコラミン誘発性多型心室頻拍の共表現型を呈した 例 第 回日本小児循

環器学会 札幌

・ 塩野 淳子 野崎 良寛，林 立申，堀米 仁志 心室中隔欠損症の診断年齢 第 回日本小児循環器学会 札

幌

・ 村上 卓 堀米 仁志，賀藤 均，掛江 直子 小児期心筋症，心筋炎に関する疫学調査：小児慢性特定疾病登

録データを用いた解析 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 櫨木 大祐 吉永 正夫，堀米 仁志，鮎澤 衛，安田 和志，小垣滋 豊，土井 庄三郎，立野 滋，岩本 眞理，

長嶋 正實 小児期肥大型心筋症の予後に与える学校心臓検診の影響－全国調査成績から－ 第 回日本小

児循環器学会 札幌

・ 堀米 仁志 野崎 良寛，安田 和志，西原 栄起，鮎澤 衛，小垣滋 豊，岩本 眞理，土井 庄三郎，大野 聖子，

住友 直方，吉永 正夫 小児期拡張型心筋症の臨床像および治療と予後 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 齊藤 綾子 泉 維昌，鈴木 竜太郎，塚越 隆司，佐藤 琢郎，林 立申，塩野 淳子，堀米 仁志，稲垣 隆介，

濱田 陸，幡谷 浩史，緒方 謙太郎，森貞 直哉，飯島 一誠，須磨﨑 亮 心不全・腎不全で診断された頭蓋

外胚葉異形成（ ）の姉妹例 第 回日本小児腎臓病学会学術集会 大阪

・ 河合 慧 五十嵐 徹，池邉 記士，塚越 隆司，鈴木 竜太郎，齊藤 博大，泉 維昌，浅井 宣美，河野 達夫，

堀米 仁志 腎血管性高血圧を伴い，治療中に可逆性後頭葉白質脳症を発症した高安動脈炎に対し，トシリズ

マブを併用しながらステロイドを減量した 歳女児例 第 回日本小児リウマチ学会総会・学術集会 札幌

・ 石踊 巧 野崎 良寛，嶋 侑里子，村上 卓，髙橋 実穂，町野 智子，石津 智子，廣野 恵一，市田 蕗子，堀

米 仁志 妊娠を契機に心尖部腔に血栓を形成した左室心筋緻密化障害類似疾患 第 回日本小児心筋疾患

学会学術集会 大阪

・ 野崎 良寛 塩野 淳子，林 立申，堀米 仁志，大谷 明夫 回の重症急性心筋炎を発症した症例 第 回日

本小児心筋疾患学会学術集会 大阪

・ 塩野 淳子 林 立申，村上 卓，堀米 仁志，磯部 剛志，坂 由希子，阿部 正一 当院におけるフォンタン手

術適応疾患例の治療成績 第 回茨城小児科学会 水戸

・ 

・ 

－254－



・ 矢内 俊裕 益子 貴行，東間 未来，平野 隆幸，田中 保成，小坂 征太郎，牛山 綾，吉見 愛，小林 千恵，

加藤 啓輔，小池 和俊，圡田 昌宏 小児の精巣成熟奇形腫に対する腫瘍核出術 第 回日本小児血液・が

ん学会学術集会 広島

・ 

鹿児島

・ 堀米 仁志 石川 康宏，国分 則人，吉永 正夫，住友 直方，高橋 実穂，村上 卓，野崎 良寛，石踊 巧，嶋

侑里子，加藤 愛章，大野 聖子，堀江 稔，長嶋 正實 高精度心電図を用いた 症候群の

波形の解析 第 回日本小児心電学会学術集会 愛媛

・ 石津 智子 川松 直人，町野 智子，増田 慶太，堀米 仁志 成人未診断 をどう見つけどう管理するか

第 回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集会 東京

・ 川松 直人 石津 智子，福田 旭伸，木島 康文，椎名 由美，立野 滋，町野 智子，堀米 仁志，丹羽 公一郎，

家田 真樹 成人期 術後患者における の有効性と安全性の検討 第 回日本成人先天性心疾患

学会総会・学術集会 東京

・ 町野 智子 石津 智子，中澤 直美，川松 直人，矢野 悠介，野崎 良寛，高橋 実穂，堀米 仁志，家田 真樹

ファロー四徴症心内修復術後例における心エコー 評価の精度と限界ー心臓 との比較 第 回日本成人

先天性心疾患学会総会・学術集会 東京

・ 服部 正幸 石津 智子，山崎 浩，折居 大輔，下尾 知，川松 直人，町野 智子，町野 毅，増田 慶太，堀米

仁志，野上 昭彦，青沼 和隆，家田 真樹 傾向スコアマッチングを用いた解析

第 回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集会 東京

・ 村上 卓 堀米 仁志，高橋 実穂，野崎 良寛，矢野 悠介，嶋 侑里子，石踊 巧，森 健作 遺伝性出血性末

梢血管拡張症における多発性肺動静脈瘻に対し による経カテーテル塞栓術を施行

した小児例 第 回日本 学会学術集会 沖縄

・ 林 立申 村上 卓，塩野 淳子，藤里 秀史，矢野 悠介，野崎 良寛，堀米 仁志 から

持続皮下注へ切り替え後に肺動脈圧が著明に上昇した の 例 第 回日本小児肺循環研究会学術集会

東京

・ 沼本 真吾 倉橋 宏和，岩山 秀之，佐藤 敦志，久保田 雅也，椎原 隆，岡西 徹，田中 竜太，九鬼 一郎，

福山 哲弘，奥村 彰久 結節性硬化症における急性脳症／重症けいれん重積 第 報；発症群における臨床像

第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋
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・ 沼本 真吾 倉橋 宏和，岩 山秀之，佐藤 敦志，久保田 雅也，椎原 隆，岡西 徹，田中 竜太，九鬼 一郎，

福山 哲広，柏木 充，奥村 彰久 結節性硬化症における急性脳症／重症けいれん重積 第 報；リスク因子

第 回日本小児神経学会学術集会 名古屋

・ 神﨑 美玲 塚田 裕伍，京戸 玲子，泉 維昌，田中 竜太 トリソミー症候群の乳児に多発した稗粒腫の

例 第 回日本皮膚科学会総会 名古屋

・ 菊地 正広 田中 竜太，加藤 啓輔 ペランパネル投与により発作消失を認めた結節性硬化症の 例 第

回日本てんかん学会学術集会 神戸

・ 田中 竜太 本山 景一，泉 維昌 ヌシネルセン髄注によって肺炎をきたさなくなった脊髄性筋萎縮症 型の

例 第 回茨城小児神経内科外科懇話会（牧メモリアルカンファレンス） つくば

・ 塚田 裕伍 田中 竜太，竹内 秀輔，梶川 大悟，西野 一三 変異による重症乳児型ネマリンミオパチ

ーの兄弟例 第 回茨城小児神経懇話会 つくば

・ 阿部 正一 坂 有希子，加藤 秀之，野崎 良寛，林 立申，塩野 淳子，堀米 仁志 左冠動脈肺動脈起始に対

する左冠動脈移植の工夫 第 回日本小児循環器学会 札幌

・ 塚越 祐太 亀ヶ谷 真琴，鎌田 浩史，山崎 正志 新鮮腰椎分離症に対するリハビリテーション治療による

腰椎アライメント変化の検討

第 回日本リハビリテーション医学会学術集会 神戸

・ 塚越 祐太，ソフトテニスで発症した腸骨稜骨端症の 例

第 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会 大阪

・ 塚越 祐太 木村 圭志，佐藤 雅之，星 徹，捧 陽介，島田勇人，秋山 義人，野村 真船，生澤 義輔 胎児

期からの多数の骨折歴により高度な大腿骨楔状変形を来した骨形成不全症に対し 歳時に矯正骨切り術を行

った 例 第 回茨城県整形外科集談会 水戸

・ 塚越 祐太 鎌田 浩史，木村 美緒，島田 勇人，生澤 義輔，山崎 正志 非常勤整形外科医が行ってきた小

児医療中核病院での乳児股関節二次検診の検討

’ 第 回日本股関節学会学術集会 宮

崎

・ 塚越 祐太 中嶋 康之，氷見 量，辰村 正紀，赤木 龍一郎，源 裕介，森田 光明 新鮮腰椎分離症の両側例

は腰痛発生から受診までの期間が長い 第 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 横浜

学 会・その他  
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・ 小林 千恵 第 回茨城県がん生殖医療ネットワークシンポジウム 第 部 茨城県のがん生殖医療ネットワ

ークの現状 座長 つくば

・ 堀米 仁志 第 回茨城小児科学会 教育講演 「小児の高血圧 ～臓器としての血管～」 座長 つくば

・ 堀米 仁志 第 回日本小児循環器学会総会・学術集会 シンポジウム 「胎児徐脈性不整脈の胎児治療とハ

イリスク症例への対応」 座長 札幌

・ 堀米 仁志 第 回日本小児循環器学会総会・学術集会 会長要望演題「新しい不整脈診断と治療」 座長

札幌

・ 堀米 仁志 第 回日本小児循環器学会総会・学術集会 心電図研究会・日本小児循環器学会学校検診部会

合同セッション 座長 札幌

・ 田中 竜太 第 回茨城小児科学会 教育講演 「小児神経難病に対する新しい治療法〜脊髄性筋萎縮症の

疾患修飾薬について〜」 座長 つくば

講 演・その他  

・ 小林 千恵 ファシリテータ 茨城県緩和ケア研修会，つくば

・ 小林 千恵 小児がん・血液疾患における妊孕性温存の現状と課題 第 回茨城県がん生殖医療ネットワーク

シンポジウム「がん生殖医療総論」，水戸

・ 小林 千恵 悪性新生物について 年度患者・家族教室 小児慢性特定疾病児童等とその保護者および関

係職員，那珂

・ 小林 千恵 ファシリテータ 緩和ケア研修会 ，境

・ 小林 千恵 ファシリテータ 緩和ケア研修会，阿見

・ 小林 千恵 ファシリテータ 茨城県緩和ケア研修会 ，ひたちなか

・ 小林 千恵 小児がんの移行期医療 茨城小児在宅医療シンポジウム ―移行期医療―，水戸

・ 小林 千恵 ファシリテータ 緩和ケア研修会 ，笠間

・ 小林 千恵 ファシリテータ 年度第 回小児医療に携わる医師に対する緩和ケア研修会（ ）

東京

・ 堀米 仁志 心臓病児者の日常生活の注意点 全国心臓病の子供を守る会 北関東北陸ブロック交流会
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日立

・ 堀米 仁志 講義 「遺伝性不整脈の胎児診断」 第 回心臓病胎児診断症例報告会，横浜

・ 堀米 仁志 房室ブロック（ 度～ 度）の胎児診断と管理 第 回「レベル 胎児心エコー講習会」 東

京（ 配信あり）

・ 堀米 仁志 先天性心疾患の移行期医療 茨城小児在宅医療シンポジウム ―移行期医療― 水戸

・ 田中 竜太 年度教育事務所における医師による相談事業 担当医師 茨城県教育委員会 鉾田

， ，

・ 田中 竜太 年度専門医による心の健康相談事業 担当医師 茨城県教育研修センター 笠間

・ 田中 竜太 年度特別支援教育充実事業特別支援教育専門家派遣 担当医師 茨城県立鹿島特別支援学

校 行方 ，

・ 田中 竜太 当院におけるてんかん診療と重心施設の連携 茨城県医療型入所 施設の医療・福祉 連携の会

水戸

・ 田中 竜太，福島 富士子 神経疾患、医療的ケア児の移行期支援 茨城小児在宅医療シンポジウム ―移行

期医療― 水戸
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第２節 院内集談会

内 容 演 者 年 月 日 参加人数

二分脊椎症例に対する整形外科的マネジメント 小児整形外科医長 塚越 祐太 先生 名
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【 基 本 理 念 】
将来を担うこどもの生命をまもり、心身ともに健やかに育てる。

【 基 本 方 針 】
１．質の高い高度専門医療を提供します。

２．こどもとご家族の権利を尊重します。

３．医療の安全確保に努めます。

４．サービスの向上に努めます。

５．地域の関係機関との連携を推進します。

６．健全な病院運営に努めます。

【 こ ど も と ご 家 族 の 権 利 】
（人格を尊重される権利）
１．あなたは、ひとりの人間として尊重されます。

（適正な医療を受ける権利）
２．あなたは、医師、看護師たちといっしょに病気とたたかい、
　　病気をなおし健康をとりもどすために、一番良い医療を
　　受ける権利があります。

（知る権利）
３．あなたとご家族は、わかりやすい言葉や方法でなっとく
　　できるまで説明を受ける権利があります。

（選択の自由の権利）
４．あなたとご家族は、ほかの医師の意見（セカンドオピニオン）
　　を参考にすることができます。

（自己決定の権利）
５．あなたとご家族は、治療方法や治療を受ける病院を自分で
　　選択でき、この病院で提案された検査や治療を受けない
　　権利があります。

（プライバシーを守られる権利）
６．あなたとご家族のプライバシーは厳重に守られます。

年　　報
発 行 日 令 和 ２ 年 11 月
編 集 茨城 県立こども病院
発 行 茨城 県立こども病院
印 刷 ㈱ 高 野 高 速 印 刷

水戸市平須町１８２２－１２２
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